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名取キャンパス（旧宮城工業高専門等学校）

■JR 利用の場合

〇JR仙台駅から東北本線・常磐線・阿武隈急行線・仙台空港アクセス線に

乗車約12分
〇JR名取駅下車、バス約5分、徒歩約25分

■名取市バス「なとりん号」利用の場合

〇名取駅西口のりばから、県立がんセンター線に乗車約5分、「仙台高

専名取キャンパス前」下車、徒歩5分

■車 利用の場合

〇東北道仙台南ICから約10ｋｍ約20分
〇仙台空港から約10ｋｍ約15分

■航空機 利用の場合

〇仙台空港から名取駅までは、仙台空港アクセス鉄道で、約10分。名取

駅からは、徒歩もしくは名取市バス「なとりん号」をご利用ください。
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研研究究シシーーズズ集集発発刊刊ににああたたっってて  
 

仙台高等専門学校 校長 

澤田 惠介 

 

 

地域産業の担い手である技術者の育成と供給、および地域産業の求める新技術の
開発や提供などを通じて、地域の発展に貢献することが高専の大切な使命となって
います。地域産業が発展すると地域社会は豊かになり、周辺から地域に人が集まる
ようになります。この結果、高専は新たな若者を受入れ、技術者教育と産学連携に
よって地域社会の発展を支えていくことができます。このような正の循環を維持す
るには、高専や地域産業が各々発展するだけではなく、両者を繋ぐ産学連携機能の
強化が重要です。 

 
大学と産業界の間のリエゾン組織として有名なのは MIT が設置している産業リ
エゾンプログラム(Industrial Liaison Program、以下 ILP)でしょう。MITとの連携
が会費以上のメリットを確かに生むと実感できるように ILPは企業との連携内容を
個別最適化いたします。ILP のような強力な組織立てとはなっていませんが仙台高
専内の企画室に連携・国際交流係が設けられており、民間企業の技術相談窓口にな
っています。相談内容に適した教員の紹介と、当該教員と企業の最初のコンタクト
を無料でお膳立てしています。 

 
産学連携において先ず仙台高専が努力すべきところは、仙台高専の保有する技術
シーズを校外の皆さんに知っていただくところです。本技術シーズ集では、教員個々
の研究課題と技術シーズ、ならびに技術相談・提供可能技術を紹介しています。ま
た、提供可能な設備・機器についても収録いたしました。ぜひご覧いただいた上で、
興味をお持ちいただいた場合は連携・国際交流係までお問い合わせください。 

数学

解 析 学 下 田 泰 史 ２階偏微分作用素の準楕円性の研究・非自己共役作用素のスペクトル解析 P. 8

物理学

素 粒 子 物 理 学 長 谷 部 一 気 トポロジー的物質の数理と物理 P. 9

物 性 物 理 学 小 野 慎 司 超イオン導電体の電子状態とイオン伝導 P. 10

物 性 物 理 学 兼 下 英 司 高温超伝導体の磁気秩序相及びクラスレート化合物における励起状態の研究 P. 11

物 性 物 理 学 川 崎 浩 司 半導体内に光生成されたキャリアの 振る舞いに関する研究 P. 12

物 性 物 理 学 佐 藤 健 太 郎 原子層物質の共鳴ラマン分光 P. 13

物 性 物 理 学 白 根 崇 磁性体の非線形特性に関する研究 P. 14

物 性 物 理 学 穂 坂 紀 子 開口プローブ型近接場光学顕微鏡による高空間分解能発光イメージング P. 15

化学

理 論 化 学 小 松 京 嗣 大気中微粒子の観測 P. 16

宇宙科学

観 測 天 文 学 加 賀 谷 美 佳 ガンマ線イメージングカメラの開発 P. 17

教育学

教 育 学 竹 内 素 子 ･英語ができる高専生の育成　･男女共同参画社会を目指して P. 18

教 育 学 矢 澤 睦 多文化・多様性教育の多元的アプローチ P. 19

教 育 学 矢 島 邦 昭 生体情報をもちいた集中力の分析・集中度の可視化と集中の分類に関する研究 P. 20

日 本 語 教 育 学 犬 飼 亜 有 美 接触場面の雑談における聞き手行動の分析 P. 21

哲学

東 洋 哲 学 ・
歴 史 言 語 学

笠 松 直 古インドアーリア語文献群の歴史言語学的研究 P. 22

言語学・語学

応 用 言 語 学 武 田 拓
宮城県の方言に関する総合的研究・日本人対象の国語教育／外国人対象の日本語
教育

P. 23

言 語 科 学 ワーナー川原ジェシー バイリンガルの単語認識に関する研究 P. 24

歴史学

国 際 文 化 学 朱 琳 近代日中文化の比較研究 P. 25

文学

文 芸 学 伊 勢 英 明 日本文芸誌の話型論敵研究 P. 26

計算機科学

計 算 機 科 学 和 泉 諭 SDNを用いた新世代ネットワークに関する研究 P. 27

計 算 機 科 学 岡 本 圭 史 高信頼で安全なソフトウェアに関する研究 P. 28

計 算 機 科 学 菅 野 浩 徳 情報流通基盤技術の研究開発 P. 29

計 算 機 科 学 髙 橋 晶 子 提供情報の価値を考慮した情報共有のためのネットワーク基盤に関する研究 P. 30

掲載一覧（広瀬キャンパス）
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産学連携において先ず仙台高専が努力すべきところは、仙台高専の保有する技術
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数学

解 析 学 下 田 泰 史 ２階偏微分作用素の準楕円性の研究・非自己共役作用素のスペクトル解析 P. 8
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素 粒 子 物 理 学 長 谷 部 一 気 トポロジー的物質の数理と物理 P. 9
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計算機科学

計 算 機 科 学 速 水 健 一 ネットワーク等の応用ソフトウェアの開発 P. 31

計 算 機 科 学 平 塚 眞 彦 超並列分子コンピュータの実現へ向けて P. 32

計 算 機 科 学 力 武 克 彰 ソフトウェアの開発手法・支援に関する研究 P. 33

計 算 機 科 学 脇 山 俊 一 郎 エリア放送およびブロードキャスト型無線データ伝送による地域情報配信基盤の構築 P. 34

工学

機 械 工 学 大 場 譲 実用へ向けた制御技術の研究 P. 35

材 料 工 学 今 井 裕 司 有機強誘電体フィルムの作製とセンサ応用 P. 36

そ の 他 工 学 岩 井 克 全 Er:YAGレーザ光伝送システムとその医療応用に関する研究 P. 37

そ の 他 工 学 熊 谷 和 志 自転車用高効率ペダリング機構 P. 38

そ の 他 工 学 佐 久 間 実 緒 言語機能訓練および視空間認知訓練の ための支援システムに関する研究 P. 39

そ の 他 工 学 竹 島 久 志 障害児・者のための学習・生活活動・支援機器（ソフト含む）に関する研究 P. 40

電 気 工 学 ・
電 子 工 学

奥 村 俊 昭 深層学習を用いた画像認識応用研究 P. 41

電 気 工 学 ・
電 子 工 学

柏 葉 安 宏 酸化物半導体によるデバイス作製 P. 42

電 気 工 学 ・
電 子 工 学

佐 々 木 正 明 CMOSイメージセンサ上への機能回路の集積化と評価環境構築 P. 43

電 気 工 学 ・
電 子 工 学

鈴 木 順 製品サイズの最小化に関する研究 P. 44

電 気 工 学 ・
電 子 工 学

園 田 潤 災害・環境・インフラ点検分野におけるシミュレーション・レーダ・AI・ロボットの応用 P. 45

電 気 工 学 ・
電 子 工 学

千 葉 慎 二 IoTを活用した地域産業・コミュニティの抱える課題解決への取組 P. 46

電 気 工 学 ・
電 子 工 学

張 暁 勇 高精度・高速ディジタル画像処理・認識に関する研究 P. 47

電 気 工 学 ・
電 子 工 学

那 須 潜 思 高い臨場感を有するディスプレイおよび光応用計測 P. 48

電 気 工 学 ・
電 子 工 学

馬 場 一 隆 扱いやすく安価な光技術実験教材の開発 P. 49

電 気 工 学 ・
電 子 工 学

林 忠 之 世の中に貢献する自動計測制御 システムの開発 P. 50

その他

情 報 学 / イ ン
フ ォ マ テ ィ ク ス

安 藤 敏 彦 人と情報・人工物との社会的相互作用 P. 51

情 報 学 / イ ン
フ ォ マ テ ィ ク ス

藤 原 和 彦 衛星画像を用いた環境解析 P. 52

そ の 他
(情報システム）

末 永 貴 俊 人と人，人と機械をつなぐ技術の研究 P. 53

そ の 他
（スポーツ科学）

兼 村 裕 介 ラグビーフットボールの普及・育成 P. 54

そ の 他
（スポーツ科学）

東 畑 陽 介 技能習得・動作改善のためのトレーニング法の開発 P. 55

そ の 他
（スポーツ科学）

古 内 孝 明 保健体育授業における社会的スキルの向上 P. 56

一覧の見方

掲載一覧（広瀬キャンパス）
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数学

解 析 学 谷 垣 美 保 算額の発掘保存と分野横断的研究に向けたオープンマップデータベースの提案と構築 P. 58

代 数 学 井 海 寿 俊 代数構造の基礎研究 P. 59

物理学

物 性 物 理 学 熊 谷 晃 一 有機・無機形態機能材料の物性とその応用 P. 60

数 理 物 理 ・
物 性 基 礎

山 野 内 敬 帯電微粒子群の内部構造の形成予測 P. 61

力 学 奥 村 真 彦 力学的な物理現象の予測と評価 P. 62

力 学 永 弘 進 一 郎 自由境界を持つ流れのシミュレーション技術 P. 63

化学

有 機 化 学 佐 藤 徹 雄 遷移金属錯体触媒を用いた新規有機合成反応の開発ならびに機能性有機材料の合成 P. 64

教育学

英 語 教 育 岡 﨑 久 美 子 高専の学生の英語力の向上 P. 65

応 用 言 語 学 菅 野 雅 代 社会文化的アプローチから考える英語学習指導法の調査研究 P. 66

日本近代文学・
国 語 教 育 学

黒 澤 佑 司 高等専門学校国語学習材の開発研究 P. 67

日 本 語 教 育 学 梅 木 俊 輔 異文化接触場面におけるインタラクション・マネジメント P. 68

社会学

社 会 学 飯 田 清 志 大衆文化論 P. 69

歴史学

国 際 文 化 学 閻 秋 君 文化触変の視点からみる東アジアの近代化 P. 70

歴 史 学 德 竹 亜 紀 子 日本古代寺院造営事業の研究 P. 71

心理学

感 性 情 報 学 伊 師 華 江 人間の心理・行動特性に基づくデザイン評価 P. 72

計算機科学

計 算 機 科 学 北 島 宏 之 高性能低消費電力を目指した計算機アーキテクチャ P. 73

工学

音 響 信 号 処 理 本 郷 哲 音響信号処理を用いた非破壊検査応用 P. 74

化 学 工 学 北 川 明 生 セルオートマトンモデルによる複雑流動の解析 P. 75

化 学 工 学 佐 藤 友 章 環境にやさしい粉づくりと評価 P. 76

機 械 工 学 石 川 信 幸 低密度エネルギーの回収・再生・変換 P. 77

機 械 工 学 伊 藤 昌 彦 歯車装置系の振動抑制制御 P. 78

機 械 工 学 小 松 瞭 IMUを用いた三次元動作解析 P. 79

機 械 工 学 佐 藤 一 志 種々の材料の破壊解析・強度解析 P. 80

機 械 工 学 高 橋 学 超音波を用いた製造プロセスモニタリング P. 81

掲載一覧（名取キャンパス）
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そ の 他 工 学 竹 島 久 志 障害児・者のための学習・生活活動・支援機器（ソフト含む）に関する研究 P. 40

電 気 工 学 ・
電 子 工 学

奥 村 俊 昭 深層学習を用いた画像認識応用研究 P. 41

電 気 工 学 ・
電 子 工 学

柏 葉 安 宏 酸化物半導体によるデバイス作製 P. 42

電 気 工 学 ・
電 子 工 学

佐 々 木 正 明 CMOSイメージセンサ上への機能回路の集積化と評価環境構築 P. 43

電 気 工 学 ・
電 子 工 学

鈴 木 順 製品サイズの最小化に関する研究 P. 44

電 気 工 学 ・
電 子 工 学

園 田 潤 災害・環境・インフラ点検分野におけるシミュレーション・レーダ・AI・ロボットの応用 P. 45

電 気 工 学 ・
電 子 工 学

千 葉 慎 二 IoTを活用した地域産業・コミュニティの抱える課題解決への取組 P. 46

電 気 工 学 ・
電 子 工 学

張 暁 勇 高精度・高速ディジタル画像処理・認識に関する研究 P. 47

電 気 工 学 ・
電 子 工 学

那 須 潜 思 高い臨場感を有するディスプレイおよび光応用計測 P. 48

電 気 工 学 ・
電 子 工 学

馬 場 一 隆 扱いやすく安価な光技術実験教材の開発 P. 49

電 気 工 学 ・
電 子 工 学

林 忠 之 世の中に貢献する自動計測制御 システムの開発 P. 50

その他

情 報 学 / イ ン
フ ォ マ テ ィ ク ス

安 藤 敏 彦 人と情報・人工物との社会的相互作用 P. 51

情 報 学 / イ ン
フ ォ マ テ ィ ク ス

藤 原 和 彦 衛星画像を用いた環境解析 P. 52

そ の 他
(情報システム）

末 永 貴 俊 人と人，人と機械をつなぐ技術の研究 P. 53

そ の 他
（スポーツ科学）

兼 村 裕 介 ラグビーフットボールの普及・育成 P. 54

そ の 他
（スポーツ科学）

東 畑 陽 介 技能習得・動作改善のためのトレーニング法の開発 P. 55

そ の 他
（スポーツ科学）

古 内 孝 明 保健体育授業における社会的スキルの向上 P. 56

一覧の見方

掲載一覧（広瀬キャンパス）
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数学

解 析 学 谷 垣 美 保 算額の発掘保存と分野横断的研究に向けたオープンマップデータベースの提案と構築 P. 58

代 数 学 井 海 寿 俊 代数構造の基礎研究 P. 59

物理学

物 性 物 理 学 熊 谷 晃 一 有機・無機形態機能材料の物性とその応用 P. 60

数 理 物 理 ・
物 性 基 礎

山 野 内 敬 帯電微粒子群の内部構造の形成予測 P. 61

力 学 奥 村 真 彦 力学的な物理現象の予測と評価 P. 62

力 学 永 弘 進 一 郎 自由境界を持つ流れのシミュレーション技術 P. 63

化学

有 機 化 学 佐 藤 徹 雄 遷移金属錯体触媒を用いた新規有機合成反応の開発ならびに機能性有機材料の合成 P. 64

教育学

英 語 教 育 岡 﨑 久 美 子 高専の学生の英語力の向上 P. 65

応 用 言 語 学 菅 野 雅 代 社会文化的アプローチから考える英語学習指導法の調査研究 P. 66

日本近代文学・
国 語 教 育 学

黒 澤 佑 司 高等専門学校国語学習材の開発研究 P. 67

日 本 語 教 育 学 梅 木 俊 輔 異文化接触場面におけるインタラクション・マネジメント P. 68

社会学

社 会 学 飯 田 清 志 大衆文化論 P. 69

歴史学

国 際 文 化 学 閻 秋 君 文化触変の視点からみる東アジアの近代化 P. 70

歴 史 学 德 竹 亜 紀 子 日本古代寺院造営事業の研究 P. 71

心理学

感 性 情 報 学 伊 師 華 江 人間の心理・行動特性に基づくデザイン評価 P. 72

計算機科学

計 算 機 科 学 北 島 宏 之 高性能低消費電力を目指した計算機アーキテクチャ P. 73

工学

音 響 信 号 処 理 本 郷 哲 音響信号処理を用いた非破壊検査応用 P. 74

化 学 工 学 北 川 明 生 セルオートマトンモデルによる複雑流動の解析 P. 75

化 学 工 学 佐 藤 友 章 環境にやさしい粉づくりと評価 P. 76

機 械 工 学 石 川 信 幸 低密度エネルギーの回収・再生・変換 P. 77

機 械 工 学 伊 藤 昌 彦 歯車装置系の振動抑制制御 P. 78

機 械 工 学 小 松 瞭 IMUを用いた三次元動作解析 P. 79

機 械 工 学 佐 藤 一 志 種々の材料の破壊解析・強度解析 P. 80

機 械 工 学 高 橋 学 超音波を用いた製造プロセスモニタリング P. 81

掲載一覧（名取キャンパス）
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広
瀬
キ
ャ
ン
パ
ス

Hirose

工学

機 械 工 学 DAS Nishith Kumar Designing ‘Corrosion Resistant’ Materials using Computational Chemistry　Methods [計算科学による「耐食材料」の開発] P. 82

機 械 工 学 野 呂 秀 太 境界層の受容性 P. 83

機 械 工 学 渡 邊 隆 画像計測と検査 P. 84

建 築 学 菊 池 義 浩 地域特性に基づいた生活空間の計画 P. 85

建 築 学 小 林 仁 現場における換気設備の開口特性の非接触型簡易測定の開発 P. 86

建 築 学 権 代 由 範 寒冷地コンクリートの長寿命・高耐久化に関する研究 P. 87

建 築 学 相 模 誓 雄 近世期の御蔵所の空間構成原理及び地方性,　歴史的建造物の保存・活用 P. 88

建 築 学 飯 藤 將 之 建築構造物の耐震性評価 P. 89

建 築 学 藤 田 智 己 建築構造物の安全と機能維持を実現 する耐震・免震・制振システムの開発 P. 90

建 築 学 吉 野 裕 貴 大地震および自然災害における大空間構造物の座屈崩壊メカニズムの解明及び座屈補剛材の保有性能評価 P. 91

建 築 計 画 坂 口 大 洋 都市・建築空間における利活用と再生に関する研究 P. 92

材 料 工 学 浅 田 格 組織制御と表面処理による各種材料開発 P. 93

材 料 工 学 伊 東 航 組織制御を用いた機能性金属材料の特性向上に関する研究 P. 94

材 料 工 学 葛 原 俊 介 使用済みリチウムイオン二次電池の適正処理方法の確立と金属資源価値評価 P. 95

材 料 工 学 熊 谷 進 各種構造材料の破壊と変形 P. 96

材 料 工 学 今 野 一 弥 シンクロLPSO型Mg合金に関する研究 P. 97

材 料 工 学 武 田 光 博 コンバージミルによる機能性材料の直接合成および微細組織観察 P. 98

材 料 工 学 松 原 正 樹 新規有機無機ハイブリッドナノ材料の開発 P. 99

材 料 工 学 森 真 奈 美 組織制御を用いた構造用金属材料の機械的特性向上に関する研究 P. 100

材 料 工 学 栁 生 穂 高 持続可能なエネルギーの利用に向けた材料の開発 P. 101

電 気 工 学 ・
電 子 工 学

佐 藤 隆 視覚障害者の安全な道路横断支援 P. 102

電 気 工 学 ・
電 子 工 学

佐 藤 拓 高信頼性を有するワイヤレス給電 P. 103

電 気 工 学 ・
電 子 工 学

山 田 洋 環境調和型電力・磁気応用システムの開発 P. 104

電 気 工 学 ・
電 子 工 学

若 生 一 広 光を応用した、新たな光学デバイス・光学システムの研究開発・実用化 P. 105

流 体 工 学 ・
レ オ ロ ジ ー

本 間 一 平 ソフトマターのレオロジー測定と流動に伴う構造変化の解明 P. 106

その他

そ の 他
(スポーツ科 学 )

柴 田 尚 都 ラグビーとラグビーを通した人間教育 P. 107

掲載一覧（名取キャンパス）

6

－　6　－



広
瀬
キ
ャ
ン
パ
ス

Hirose

工学

機 械 工 学 DAS Nishith Kumar Designing ‘Corrosion Resistant’ Materials using Computational Chemistry　Methods [計算科学による「耐食材料」の開発] P. 82

機 械 工 学 野 呂 秀 太 境界層の受容性 P. 83

機 械 工 学 渡 邊 隆 画像計測と検査 P. 84

建 築 学 菊 池 義 浩 地域特性に基づいた生活空間の計画 P. 85

建 築 学 小 林 仁 現場における換気設備の開口特性の非接触型簡易測定の開発 P. 86

建 築 学 権 代 由 範 寒冷地コンクリートの長寿命・高耐久化に関する研究 P. 87

建 築 学 相 模 誓 雄 近世期の御蔵所の空間構成原理及び地方性,　歴史的建造物の保存・活用 P. 88

建 築 学 飯 藤 將 之 建築構造物の耐震性評価 P. 89

建 築 学 藤 田 智 己 建築構造物の安全と機能維持を実現 する耐震・免震・制振システムの開発 P. 90

建 築 学 吉 野 裕 貴 大地震および自然災害における大空間構造物の座屈崩壊メカニズムの解明及び座屈補剛材の保有性能評価 P. 91

建 築 計 画 坂 口 大 洋 都市・建築空間における利活用と再生に関する研究 P. 92

材 料 工 学 浅 田 格 組織制御と表面処理による各種材料開発 P. 93

材 料 工 学 伊 東 航 組織制御を用いた機能性金属材料の特性向上に関する研究 P. 94

材 料 工 学 葛 原 俊 介 使用済みリチウムイオン二次電池の適正処理方法の確立と金属資源価値評価 P. 95

材 料 工 学 熊 谷 進 各種構造材料の破壊と変形 P. 96

材 料 工 学 今 野 一 弥 シンクロLPSO型Mg合金に関する研究 P. 97

材 料 工 学 武 田 光 博 コンバージミルによる機能性材料の直接合成および微細組織観察 P. 98

材 料 工 学 松 原 正 樹 新規有機無機ハイブリッドナノ材料の開発 P. 99

材 料 工 学 森 真 奈 美 組織制御を用いた構造用金属材料の機械的特性向上に関する研究 P. 100

材 料 工 学 栁 生 穂 高 持続可能なエネルギーの利用に向けた材料の開発 P. 101

電 気 工 学 ・
電 子 工 学

佐 藤 隆 視覚障害者の安全な道路横断支援 P. 102

電 気 工 学 ・
電 子 工 学

佐 藤 拓 高信頼性を有するワイヤレス給電 P. 103

電 気 工 学 ・
電 子 工 学

山 田 洋 環境調和型電力・磁気応用システムの開発 P. 104

電 気 工 学 ・
電 子 工 学

若 生 一 広 光を応用した、新たな光学デバイス・光学システムの研究開発・実用化 P. 105

流 体 工 学 ・
レ オ ロ ジ ー

本 間 一 平 ソフトマターのレオロジー測定と流動に伴う構造変化の解明 P. 106

その他

そ の 他
(スポーツ科 学 )

柴 田 尚 都 ラグビーとラグビーを通した人間教育 P. 107

掲載一覧（名取キャンパス）
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

原子層物質の共鳴ラマン分光 

 

氏氏名名：：      佐佐藤藤  健健太太郎郎／／SSAATTOO  KKeennttaarroo  EE--mmaaiill：：  kkeennttaarroo@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（理理学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本物物理理学学会会，，フフララーーレレンン・・ナナノノチチュューーブブ・・ググララフフェェンン学学会会  

研研究究分分野野：：  物物性性物物理理学学  

キキーーワワーードド：：  ググララフフェェンン，，カカーーボボンンナナノノチチュューーブブ，，原原子子層層物物質質，，共共鳴鳴ララママンン分分光光，，物物性性理理論論  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・原原子子層層物物質質，，特特ににググララフフェェンンのの共共鳴鳴ララママンンススペペククトトルルのの理理論論計計算算おおよよびび解解析析  

・・カカーーボボンンナナノノチチュューーブブのの光光学学遷遷移移エエネネルルギギーーのの理理論論計計算算おおよよびび解解析析  

・・共共鳴鳴ララママンン分分光光にによよるるググララフフェェンンややカカーーボボンンナナノノチチュューーブブのの試試料料評評価価ににおおけけるる理理論論的的解解析析  

 
研研究究内内容容：：    

炭炭素素原原子子かかららななるる原原子子１１個個分分のの厚厚ささののシシーートトででああるるググララフフェェンンやや，，ググララフフェェンンをを円円筒筒形形ににししたたカカーーボボンンナナノノチチュューーブブはは

様様々々なな応応用用がが期期待待さされれてていいるる炭炭素素材材料料ででああるる。。ググララフフェェンンをを少少数数枚枚重重ねねたた少少数数層層ググララフフェェンンのの物物性性はは積積層層構構造造にに依依存存

しし，，ままたたカカーーボボンンナナノノチチュューーブブのの物物性性もも立立体体構構造造にに依依存存すするるここととがが知知らられれてていいるる。。積積層層構構造造やや立立体体構構造造のの制制御御法法のの開開発発

はは基基礎礎研研究究おおよよびび応応用用研研究究ににととっってて重重要要でであありり，，ままたた作作成成ししたた試試料料にに含含ままれれるる少少数数層層ググララフフェェンンややカカーーボボンンナナノノチチュューー

ブブのの結結晶晶構構造造をを正正確確にに素素早早くく評評価価すするる方方法法のの開開発発もも重重要要ででああるる。。ググララフフェェンンややカカーーボボンンナナノノチチュューーブブ試試料料のの評評価価ににはは共共

鳴鳴ララママンン分分光光がが世世界界中中でで一一般般的的にに使使わわれれてていいるる。。共共鳴鳴ララママンン分分光光かかららはは格格子子振振動動やや電電子子状状態態にに関関すするる情情報報がが得得らられれ

るる。。ググララフフェェンンととカカーーボボンンナナノノチチュューーブブににおおけけるるララママンンススペペククトトルルとと結結晶晶構構造造，，ままたた入入射射光光エエネネルルギギーーととのの関関係係がが理理論論的的

にに解解明明さされれてていいれればば，，実実験験ににおおけけるる試試料料評評価価のの指指針針ととななるるとと期期待待さされれるる。。  

本本研研究究でではは，，カカーーボボンンナナノノチチュューーブブややググララフフェェンンのの電電子子状状態態，，フフォォノノンン分分散散関関係係，，電電子子ととフフォォノノンンままたた電電子子とと光光子子のの相相

互互作作用用をを計計算算すするるププロロググララムム群群，，そそれれららををままととめめててララママンンススペペククトトルルをを計計算算すするるププロロググララムムをを作作成成，，改改良良しし，，ググララフフェェンンとと

カカーーボボンンナナノノチチュューーブブのの光光物物性性ににつついいててのの理理論論的的なな研研究究をを実実験験ググルルーーププととのの共共同同研研究究をを通通ししてておおここななっっててききたた。。  

例例ええばば，，図図１１ののよよううなな３３層層ググララフフェェンンのの AABBAA 積積層層とと AABBCC 積積層層とといいうう二二つつのの積積層層構構造造はは MM ババンンドドとと呼呼ばばれれるるララママンンピピーー

ククかからら判判別別ででききるるここととをを理理論論計計算算とと共共同同研研究究者者ららにによよるる実実験験値値かからら求求めめたた入入射射光光とと散散乱乱光光ののエエネネルルギギーー差差（（ララママンンシシフフ

トト））とと入入射射光光エエネネルルギギーーのの関関係係ととのの比比較較かからら明明ららかかににししたた。。特特にに MM ババンンドドかかららググララフフェェンンのの層層数数だだけけででははななくく，，AABBAA 積積層層

とと AABBCC 積積層層とといいっったた積積層層のの違違いいもも判判別別ででききるるここととをを示示ししたた点点がが重重要要ででああるる。。  

  ままたた，，図図２２ののよよううにに上上下下のの層層がが角角度度θθTTWW だだけけずずれれてて重重ななっったた２２層層ググララフフェェンンはは特特定定ののθθTTWW とと入入射射光光エエネネルルギギーーのの組組みみ合合

わわせせににおおいいてて光光吸吸収収がが増増強強さされれるるここととがが知知らられれてていいるる。。電電子子状状態態のの計計算算値値とと共共同同研研究究者者ららにによよりり測測定定さされれたたララママンンススペペ

ククトトルルのの解解析析かかららθθTTWW とと入入射射光光エエネネルルギギーーのの関関係係をを求求めめたたここととにによよりり，，共共鳴鳴ララママンン分分光光をを利利用用ししたたググララフフェェンンのの基基礎礎・・応応

用用研研究究にに対対ししてて一一つつのの指指針針をを示示ししたた点点がが重重要要ででああるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

 

図１. ３層グラフェンの ABA 積層（左）と

ABC 積層（右）の結晶構造。 

 

図２. 上（赤色）と下（黒色）の層が角度θTW だけず

れて重なった２層グラフェンの結晶構造。 
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

原子層物質の共鳴ラマン分光 

 

氏氏名名：：      佐佐藤藤  健健太太郎郎／／SSAATTOO  KKeennttaarroo  EE--mmaaiill：：  kkeennttaarroo@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（理理学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本物物理理学学会会，，フフララーーレレンン・・ナナノノチチュューーブブ・・ググララフフェェンン学学会会  

研研究究分分野野：：  物物性性物物理理学学  

キキーーワワーードド：：  ググララフフェェンン，，カカーーボボンンナナノノチチュューーブブ，，原原子子層層物物質質，，共共鳴鳴ララママンン分分光光，，物物性性理理論論  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・原原子子層層物物質質，，特特ににググララフフェェンンのの共共鳴鳴ララママンンススペペククトトルルのの理理論論計計算算おおよよびび解解析析  

・・カカーーボボンンナナノノチチュューーブブのの光光学学遷遷移移エエネネルルギギーーのの理理論論計計算算おおよよびび解解析析  

・・共共鳴鳴ララママンン分分光光にによよるるググララフフェェンンややカカーーボボンンナナノノチチュューーブブのの試試料料評評価価ににおおけけるる理理論論的的解解析析  

 
研研究究内内容容：：    

炭炭素素原原子子かかららななるる原原子子１１個個分分のの厚厚ささののシシーートトででああるるググララフフェェンンやや，，ググララフフェェンンをを円円筒筒形形ににししたたカカーーボボンンナナノノチチュューーブブはは

様様々々なな応応用用がが期期待待さされれてていいるる炭炭素素材材料料ででああるる。。ググララフフェェンンをを少少数数枚枚重重ねねたた少少数数層層ググララフフェェンンのの物物性性はは積積層層構構造造にに依依存存

しし，，ままたたカカーーボボンンナナノノチチュューーブブのの物物性性もも立立体体構構造造にに依依存存すするるここととがが知知らられれてていいるる。。積積層層構構造造やや立立体体構構造造のの制制御御法法のの開開発発

はは基基礎礎研研究究おおよよびび応応用用研研究究ににととっってて重重要要でであありり，，ままたた作作成成ししたた試試料料にに含含ままれれるる少少数数層層ググララフフェェンンややカカーーボボンンナナノノチチュューー

ブブのの結結晶晶構構造造をを正正確確にに素素早早くく評評価価すするる方方法法のの開開発発もも重重要要ででああるる。。ググララフフェェンンややカカーーボボンンナナノノチチュューーブブ試試料料のの評評価価ににはは共共

鳴鳴ララママンン分分光光がが世世界界中中でで一一般般的的にに使使わわれれてていいるる。。共共鳴鳴ララママンン分分光光かかららはは格格子子振振動動やや電電子子状状態態にに関関すするる情情報報がが得得らられれ

るる。。ググララフフェェンンととカカーーボボンンナナノノチチュューーブブににおおけけるるララママンンススペペククトトルルとと結結晶晶構構造造，，ままたた入入射射光光エエネネルルギギーーととのの関関係係がが理理論論的的

にに解解明明さされれてていいれればば，，実実験験ににおおけけるる試試料料評評価価のの指指針針ととななるるとと期期待待さされれるる。。  

本本研研究究でではは，，カカーーボボンンナナノノチチュューーブブややググララフフェェンンのの電電子子状状態態，，フフォォノノンン分分散散関関係係，，電電子子ととフフォォノノンンままたた電電子子とと光光子子のの相相

互互作作用用をを計計算算すするるププロロググララムム群群，，そそれれららををままととめめててララママンンススペペククトトルルをを計計算算すするるププロロググララムムをを作作成成，，改改良良しし，，ググララフフェェンンとと

カカーーボボンンナナノノチチュューーブブのの光光物物性性ににつついいててのの理理論論的的なな研研究究をを実実験験ググルルーーププととのの共共同同研研究究をを通通ししてておおここななっっててききたた。。  

例例ええばば，，図図１１ののよよううなな３３層層ググララフフェェンンのの AABBAA 積積層層とと AABBCC 積積層層とといいうう二二つつのの積積層層構構造造はは MM ババンンドドとと呼呼ばばれれるるララママンンピピーー

ククかからら判判別別ででききるるここととをを理理論論計計算算とと共共同同研研究究者者ららにによよるる実実験験値値かからら求求めめたた入入射射光光とと散散乱乱光光ののエエネネルルギギーー差差（（ララママンンシシフフ

トト））とと入入射射光光エエネネルルギギーーのの関関係係ととのの比比較較かからら明明ららかかににししたた。。特特にに MM ババンンドドかかららググララフフェェンンのの層層数数だだけけででははななくく，，AABBAA 積積層層

とと AABBCC 積積層層とといいっったた積積層層のの違違いいもも判判別別ででききるるここととをを示示ししたた点点がが重重要要ででああるる。。  

  ままたた，，図図２２ののよよううにに上上下下のの層層がが角角度度θθTTWW だだけけずずれれてて重重ななっったた２２層層ググララフフェェンンはは特特定定ののθθTTWW とと入入射射光光エエネネルルギギーーのの組組みみ合合

わわせせににおおいいてて光光吸吸収収がが増増強強さされれるるここととがが知知らられれてていいるる。。電電子子状状態態のの計計算算値値とと共共同同研研究究者者ららにによよりり測測定定さされれたたララママンンススペペ

ククトトルルのの解解析析かかららθθTTWW とと入入射射光光エエネネルルギギーーのの関関係係をを求求めめたたここととにによよりり，，共共鳴鳴ララママンン分分光光をを利利用用ししたたググララフフェェンンのの基基礎礎・・応応

用用研研究究にに対対ししてて一一つつのの指指針針をを示示ししたた点点がが重重要要ででああるる。。  
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図１. ３層グラフェンの ABA 積層（左）と

ABC 積層（右）の結晶構造。 

 

図２. 上（赤色）と下（黒色）の層が角度θTW だけず

れて重なった２層グラフェンの結晶構造。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：半導体内に光生成されたキャリアの 
振る舞いに関する研究 

 

氏氏名名：：    川川崎崎  浩浩司司／／KKAAWWAASSAAKKII  KKoojjii    EE--mmaaiill：：  kkaawwaassaakkii@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士((工工学学))  

所所属属学学会会・・協協会会：：  応応用用物物理理学学会会・・電電子子情情報報通通信信学学会会・・日日本本教教育育工工学学会会  

研研究究分分野野：：  光光物物性性，，半半導導体体，，半半導導体体工工学学  

キキーーワワーードド：：  化化合合物物半半導導体体，，光光電電子子物物性性，，低低次次元元系系構構造造，，光光電電子子素素子子  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・顕顕微微フフォォトトルルミミネネッッセセンンスス，，光光電電流流分分光光ななどどのの光光計計測測技技術術  

・・GGaaAAss//AAllAAss 系系，，IInnGGaaAAss//AAllGGaaAAss 系系のの理理論論的的量量子子構構造造解解析析  

  

研研究究内内容容：：  半半導導体体にに光光生生成成さされれたたキキャャリリアアのの振振るる舞舞いいにに関関すするる研研究究おおよよびび素素子子へへのの応応用用  

研究課題 

・ワイドバンドギャップ半導体 ZnO 結晶の光特性解明に 

 関する基礎研究 

・GaAs/AlAs 系量子閉じ込め系におけるキャリアの振る 

 舞いに関する基礎研究 

・新しい量子構造の提案および光電子素子への応用 

 
研究シーズ  

  現在は ICT 社会と言われているように、情報システムの

恩恵を受け、我々は便利な生活がおくれている。情報シス

テムを支えている技術において、情報処理は電子素子

が、情報伝送の一翼となる光通信は光素子が大きな役割

を担っている。 

 ワイドバンドギャップ半導体材料及び量子閉じ込め系半

導体材料は、上記の電子素子・光素子に応用されており、

高機能化に向けて、活発な研究がなされている。特に、量

子閉じ込め系材料は、量子コンピュータや量子通信を実

現するものとして、大きな期待が寄せられている。 

 素子の高機能化や特性向上において、半導体結晶内で

のキャリアの振る舞いを知ることは非常に重要である。半

導体内では、大まかに分類すると、1)キャリア生成過程、

2)キャリアの伝導過程、3)キャリアの再結合過程の 3 過程

が存在し、伝導過程と再結合過程は競合している。半導

体結晶でのキャリアの振る舞いを明らかにすること、更に

構造を工夫しキャリアの振る舞いを制御できすることで、

素子の性能向上や高機能化を実現可能となる。したがっ

て、これら 3 過程を系統的かつ統括的に研究しキャリアの

振る舞いを解明することは非常に重要である。 

 図１に、酸化亜鉛単結晶のフォトルミネッセンス(PL)の温

度依存性を示す。PL 測定は、光照射により半導体内にキ

ャリアを生成し、そのキャリアがエネルギー緩和してバンド

端で励起子等となって発光する過程を観測する方法であ

る。図 1 のスペクトル形状の温度依存性だけからも、極低

温では非常に鋭い単一ピークが観測されているのに対し、

温度を上昇していくと 100K でピークが分裂し更にピーク幅

は太くなっている。更に温度を上げていくと、単一ピークに
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複雑な特性になっていることが分かる。 

 このような複雑な特性を解析するためにはキャリアの振

る舞いを明らかにする必要があり、伝導過程を同時に観

測できるように、測定システムに電界印加及び電流測定

の機能追加を行っている。完成後には、伝導と発光の競

合過程を同時に観測できるために、より詳細なキャリアの

振るまいが明らかにできると思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 酸化亜鉛結晶の PL スペクトル形状 
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キキーーワワーードド：：  ググララフフェェンン，，カカーーボボンンナナノノチチュューーブブ，，原原子子層層物物質質，，共共鳴鳴ララママンン分分光光，，物物性性理理論論  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・原原子子層層物物質質，，特特ににググララフフェェンンのの共共鳴鳴ララママンンススペペククトトルルのの理理論論計計算算おおよよびび解解析析  

・・カカーーボボンンナナノノチチュューーブブのの光光学学遷遷移移エエネネルルギギーーのの理理論論計計算算おおよよびび解解析析  

・・共共鳴鳴ララママンン分分光光にによよるるググララフフェェンンややカカーーボボンンナナノノチチュューーブブのの試試料料評評価価ににおおけけるる理理論論的的解解析析  

 
研研究究内内容容：：    

炭炭素素原原子子かかららななるる原原子子１１個個分分のの厚厚ささののシシーートトででああるるググララフフェェンンやや，，ググララフフェェンンをを円円筒筒形形ににししたたカカーーボボンンナナノノチチュューーブブはは

様様々々なな応応用用がが期期待待さされれてていいるる炭炭素素材材料料ででああるる。。ググララフフェェンンをを少少数数枚枚重重ねねたた少少数数層層ググララフフェェンンのの物物性性はは積積層層構構造造にに依依存存

しし，，ままたたカカーーボボンンナナノノチチュューーブブのの物物性性もも立立体体構構造造にに依依存存すするるここととがが知知らられれてていいるる。。積積層層構構造造やや立立体体構構造造のの制制御御法法のの開開発発

はは基基礎礎研研究究おおよよびび応応用用研研究究ににととっってて重重要要でであありり，，ままたた作作成成ししたた試試料料にに含含ままれれるる少少数数層層ググララフフェェンンややカカーーボボンンナナノノチチュューー

ブブのの結結晶晶構構造造をを正正確確にに素素早早くく評評価価すするる方方法法のの開開発発もも重重要要ででああるる。。ググララフフェェンンややカカーーボボンンナナノノチチュューーブブ試試料料のの評評価価ににはは共共

鳴鳴ララママンン分分光光がが世世界界中中でで一一般般的的にに使使わわれれてていいるる。。共共鳴鳴ララママンン分分光光かかららはは格格子子振振動動やや電電子子状状態態にに関関すするる情情報報がが得得らられれ

るる。。ググララフフェェンンととカカーーボボンンナナノノチチュューーブブににおおけけるるララママンンススペペククトトルルとと結結晶晶構構造造，，ままたた入入射射光光エエネネルルギギーーととのの関関係係がが理理論論的的

にに解解明明さされれてていいれればば，，実実験験ににおおけけるる試試料料評評価価のの指指針針ととななるるとと期期待待さされれるる。。  

本本研研究究でではは，，カカーーボボンンナナノノチチュューーブブややググララフフェェンンのの電電子子状状態態，，フフォォノノンン分分散散関関係係，，電電子子ととフフォォノノンンままたた電電子子とと光光子子のの相相

互互作作用用をを計計算算すするるププロロググララムム群群，，そそれれららををままととめめててララママンンススペペククトトルルをを計計算算すするるププロロググララムムをを作作成成，，改改良良しし，，ググララフフェェンンとと

カカーーボボンンナナノノチチュューーブブのの光光物物性性ににつついいててのの理理論論的的なな研研究究をを実実験験ググルルーーププととのの共共同同研研究究をを通通ししてておおここななっっててききたた。。  

例例ええばば，，図図１１ののよよううなな３３層層ググララフフェェンンのの AABBAA 積積層層とと AABBCC 積積層層とといいうう二二つつのの積積層層構構造造はは MM ババンンドドとと呼呼ばばれれるるララママンンピピーー

ククかからら判判別別ででききるるここととをを理理論論計計算算とと共共同同研研究究者者ららにによよるる実実験験値値かからら求求めめたた入入射射光光とと散散乱乱光光ののエエネネルルギギーー差差（（ララママンンシシフフ

トト））とと入入射射光光エエネネルルギギーーのの関関係係ととのの比比較較かからら明明ららかかににししたた。。特特にに MM ババンンドドかかららググララフフェェンンのの層層数数だだけけででははななくく，，AABBAA 積積層層

とと AABBCC 積積層層とといいっったた積積層層のの違違いいもも判判別別ででききるるここととをを示示ししたた点点がが重重要要ででああるる。。  

  ままたた，，図図２２ののよよううにに上上下下のの層層がが角角度度θθTTWW だだけけずずれれてて重重ななっったた２２層層ググララフフェェンンはは特特定定ののθθTTWW とと入入射射光光エエネネルルギギーーのの組組みみ合合

わわせせににおおいいてて光光吸吸収収がが増増強強さされれるるここととがが知知らられれてていいるる。。電電子子状状態態のの計計算算値値とと共共同同研研究究者者ららにによよりり測測定定さされれたたララママンンススペペ

ククトトルルのの解解析析かかららθθTTWW とと入入射射光光エエネネルルギギーーのの関関係係をを求求めめたたここととにによよりり，，共共鳴鳴ララママンン分分光光をを利利用用ししたたググララフフェェンンのの基基礎礎・・応応

用用研研究究にに対対ししてて一一つつのの指指針針をを示示ししたた点点がが重重要要ででああるる。。  
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図１. ３層グラフェンの ABA 積層（左）と

ABC 積層（右）の結晶構造。 

 

図２. 上（赤色）と下（黒色）の層が角度θTW だけず

れて重なった２層グラフェンの結晶構造。 
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図１. ３層グラフェンの ABA 積層（左）と

ABC 積層（右）の結晶構造。 

 

図２. 上（赤色）と下（黒色）の層が角度θTW だけず

れて重なった２層グラフェンの結晶構造。 
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研研究究内内容容：：  半半導導体体にに光光生生成成さされれたたキキャャリリアアのの振振るる舞舞いいにに関関すするる研研究究おおよよびび素素子子へへのの応応用用  

研究課題 

・ワイドバンドギャップ半導体 ZnO 結晶の光特性解明に 

 関する基礎研究 

・GaAs/AlAs 系量子閉じ込め系におけるキャリアの振る 

 舞いに関する基礎研究 

・新しい量子構造の提案および光電子素子への応用 

 
研究シーズ  

  現在は ICT 社会と言われているように、情報システムの

恩恵を受け、我々は便利な生活がおくれている。情報シス

テムを支えている技術において、情報処理は電子素子

が、情報伝送の一翼となる光通信は光素子が大きな役割

を担っている。 

 ワイドバンドギャップ半導体材料及び量子閉じ込め系半

導体材料は、上記の電子素子・光素子に応用されており、

高機能化に向けて、活発な研究がなされている。特に、量

子閉じ込め系材料は、量子コンピュータや量子通信を実

現するものとして、大きな期待が寄せられている。 

 素子の高機能化や特性向上において、半導体結晶内で

のキャリアの振る舞いを知ることは非常に重要である。半

導体内では、大まかに分類すると、1)キャリア生成過程、

2)キャリアの伝導過程、3)キャリアの再結合過程の 3 過程

が存在し、伝導過程と再結合過程は競合している。半導

体結晶でのキャリアの振る舞いを明らかにすること、更に

構造を工夫しキャリアの振る舞いを制御できすることで、

素子の性能向上や高機能化を実現可能となる。したがっ

て、これら 3 過程を系統的かつ統括的に研究しキャリアの

振る舞いを解明することは非常に重要である。 

 図１に、酸化亜鉛単結晶のフォトルミネッセンス(PL)の温

度依存性を示す。PL 測定は、光照射により半導体内にキ

ャリアを生成し、そのキャリアがエネルギー緩和してバンド

端で励起子等となって発光する過程を観測する方法であ

る。図 1 のスペクトル形状の温度依存性だけからも、極低

温では非常に鋭い単一ピークが観測されているのに対し、

温度を上昇していくと 100K でピークが分裂し更にピーク幅

は太くなっている。更に温度を上げていくと、単一ピークに

戻り幅は更に太くなりつつレッドシフトするという、非常に

複雑な特性になっていることが分かる。 

 このような複雑な特性を解析するためにはキャリアの振

る舞いを明らかにする必要があり、伝導過程を同時に観

測できるように、測定システムに電界印加及び電流測定

の機能追加を行っている。完成後には、伝導と発光の競

合過程を同時に観測できるために、より詳細なキャリアの

振るまいが明らかにできると思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 酸化亜鉛結晶の PL スペクトル形状 
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研研究究内内容容：：    

開開口口ププロローーブブ型型近近接接場場光光学学顕顕微微鏡鏡をを用用いい、、ナナノノ構構造造をを持持つつ試試料料

やや 22 次次元元シシーートト材材料料のの電電子子状状態態ををナナノノメメーートトルルススケケーールルのの高高いい空空間間

分分解解能能でで光光学学観観察察にによよりり得得るるここととをを目目的的にに装装置置開開発発をを行行っってていいるる。。  

近近接接場場光光学学顕顕微微鏡鏡はは近近接接場場光光をを利利用用すするるここととでで光光のの回回折折限限界界をを

超超ええたた高高いい空空間間分分解解能能ででのの光光学学観観察察がが可可能能ででああるる。。光光のの回回折折限限界界

はは光光のの波波長長ととレレンンズズのの開開口口数数でで決決ままりり、、可可視視光光のの場場合合 220000～～440000nnmm

ででああるる。。一一方方、、本本研研究究でで用用いいるる開開口口ププロローーブブ型型近近接接場場光光学学顕顕微微鏡鏡でで

のの空空間間分分解解能能はは近近接接場場光光ののややりりととりりをを行行ううププロローーブブ先先端端のの開開口口ササイイ

ズズにによよっってて決決ままりり、、開開口口のの大大ききささにに応応じじてて 1100～～220000nnmm 程程度度ととななるる。。開開

口口ササイイズズをを小小ささくくすすれればば空空間間分分解解能能はは高高くくななるるがが、、同同時時にに開開口口部部にに

おおけけるる光光のの透透過過効効率率がが低低くくななるる。。本本研研究究でではは高高いい空空間間分分解解能能でで光光

学学観観察察をを実実現現すするるたためめにに最最もも効効率率がが良良いいととさされれるる 22 段段テテーーパパーー型型ププ

ロローーブブをを採採用用ししてていいるる。。22 段段テテーーパパーー型型開開口口ププロローーブブはは、、初初めめにに 22 段段

テテーーパパーー形形状状にに光光フファァイイババーー先先端端をを先先鋭鋭化化（（図図１１））しし、、ここれれをを金金属属被被

覆覆ししててププロローーブブととしし、、ププロローーブブ先先端端にに要要求求さされれるる空空間間分分解解能能にに応応じじたた

小小ささいい開開口口をを作作製製すするる。。ププロローーブブ先先端端にに作作成成さされれたた微微小小開開口口のの例例をを

図図２２にに示示ししたた。。ここののよよううななナナノノススケケーールルのの微微小小開開口口をを持持つつ開開口口ププロローー

ブブをを使使っってて高高いい空空間間分分解解能能ででのの近近接接場場発発光光イイメメーージジンンググをを実実現現すす

るる。。近近接接場場発発光光イイメメーージジンンググのの実実験験配配置置のの一一例例をを図図３３にに示示すす。。近近接接

場場光光学学顕顕微微鏡鏡はは走走査査型型ププロローーブブ顕顕微微鏡鏡のの一一種種でで、、ププロローーブブをを走走査査しし

観観察察をを行行うう。。近近接接場場発発光光イイメメーージジンンググのの際際ににはは微微小小開開口口とと試試料料ととのの

間間をを近近接接ししたた距距離離にに保保っったたままままププロローーブブ走走査査をを行行うう必必要要ががああるる。。開開

口口ププロローーブブ型型近近接接場場光光学学顕顕微微鏡鏡ででははシシアアフフォォーーススをを利利用用ししてていいるる。。

シシアアフフォォーーススのの検検出出ににははププロローーブブにに取取りり付付けけたたチチュューーニニンンググフフォォーークク

（（水水晶晶振振動動子子））のの振振動動をを利利用用すするる。。高高いい空空間間分分解解能能をを持持っったた開開口口ププ

ロローーブブ型型近近接接場場光光学学顕顕微微鏡鏡をを安安定定的的にに実実現現しし、、近近年年注注目目さされれてていいるる

22 次次元元シシーートト材材料料のの遷遷移移金金属属ダダイイカカルルゴゴゲゲナナイイドドやや、、ググララフフェェンンナナノノリリ

ボボンンななどどのの近近接接場場発発光光観観察察をを行行いい、、局局所所構構造造とと電電子子状状態態のの関関係係やや

欠欠陥陥のの有有無無にによよるる電電子子状状態態のの違違いいななどどをを明明ららかかににししてていいききたたいい。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

図図11..  22段段テテーーパパーー形形状状にに先先鋭鋭化化ししたた光光フファァイイババーー

先先端端のの  ((aa))  SSEEMM 像像,,  ((bb))  概概念念図図  

(a) (b) 
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50nm 
図図 22..  金金属属被被覆覆ししたたププロローーブブのの先先端端部部にに作作製製ししたた

微微小小開開口口のの SSEEMM 像像  ((aa))  開開口口直直径径 5500nnmm,,    
((bb))  開開口口直直径径 1155nnmm（（先先端端部部ののみみ））  

(a) (b) 

 図図 33..  近近接接場場発発光光イイメメーージジンンググのの実実験験配配置置  
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研研究究内内容容：：    

開開口口ププロローーブブ型型近近接接場場光光学学顕顕微微鏡鏡をを用用いい、、ナナノノ構構造造をを持持つつ試試料料

やや 22 次次元元シシーートト材材料料のの電電子子状状態態ををナナノノメメーートトルルススケケーールルのの高高いい空空間間

分分解解能能でで光光学学観観察察にによよりり得得るるここととをを目目的的にに装装置置開開発発をを行行っってていいるる。。  

近近接接場場光光学学顕顕微微鏡鏡はは近近接接場場光光をを利利用用すするるここととでで光光のの回回折折限限界界をを

超超ええたた高高いい空空間間分分解解能能ででのの光光学学観観察察がが可可能能ででああるる。。光光のの回回折折限限界界

はは光光のの波波長長ととレレンンズズのの開開口口数数でで決決ままりり、、可可視視光光のの場場合合 220000～～440000nnmm
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のの空空間間分分解解能能はは近近接接場場光光ののややりりととりりをを行行ううププロローーブブ先先端端のの開開口口ササイイ

ズズにによよっってて決決ままりり、、開開口口のの大大ききささにに応応じじてて 1100～～220000nnmm 程程度度ととななるる。。開開

口口ササイイズズをを小小ささくくすすれればば空空間間分分解解能能はは高高くくななるるがが、、同同時時にに開開口口部部にに

おおけけるる光光のの透透過過効効率率がが低低くくななるる。。本本研研究究でではは高高いい空空間間分分解解能能でで光光

学学観観察察をを実実現現すするるたためめにに最最もも効効率率がが良良いいととさされれるる 22 段段テテーーパパーー型型ププ

ロローーブブをを採採用用ししてていいるる。。22 段段テテーーパパーー型型開開口口ププロローーブブはは、、初初めめにに 22 段段

テテーーパパーー形形状状にに光光フファァイイババーー先先端端をを先先鋭鋭化化（（図図１１））しし、、ここれれをを金金属属被被

覆覆ししててププロローーブブととしし、、ププロローーブブ先先端端にに要要求求さされれるる空空間間分分解解能能にに応応じじたた

小小ささいい開開口口をを作作製製すするる。。ププロローーブブ先先端端にに作作成成さされれたた微微小小開開口口のの例例をを

図図２２にに示示ししたた。。ここののよよううななナナノノススケケーールルのの微微小小開開口口をを持持つつ開開口口ププロローー

ブブをを使使っってて高高いい空空間間分分解解能能ででのの近近接接場場発発光光イイメメーージジンンググをを実実現現すす

るる。。近近接接場場発発光光イイメメーージジンンググのの実実験験配配置置のの一一例例をを図図３３にに示示すす。。近近接接

場場光光学学顕顕微微鏡鏡はは走走査査型型ププロローーブブ顕顕微微鏡鏡のの一一種種でで、、ププロローーブブをを走走査査しし

観観察察をを行行うう。。近近接接場場発発光光イイメメーージジンンググのの際際ににはは微微小小開開口口とと試試料料ととのの

間間をを近近接接ししたた距距離離にに保保っったたままままププロローーブブ走走査査をを行行うう必必要要ががああるる。。開開

口口ププロローーブブ型型近近接接場場光光学学顕顕微微鏡鏡ででははシシアアフフォォーーススをを利利用用ししてていいるる。。

シシアアフフォォーーススのの検検出出ににははププロローーブブにに取取りり付付けけたたチチュューーニニンンググフフォォーークク

（（水水晶晶振振動動子子））のの振振動動をを利利用用すするる。。高高いい空空間間分分解解能能をを持持っったた開開口口ププ

ロローーブブ型型近近接接場場光光学学顕顕微微鏡鏡をを安安定定的的にに実実現現しし、、近近年年注注目目さされれてていいるる
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ボボンンななどどのの近近接接場場発発光光観観察察をを行行いい、、局局所所構構造造とと電電子子状状態態のの関関係係やや
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50nm 
図図 22..  金金属属被被覆覆ししたたププロローーブブのの先先端端部部にに作作製製ししたた

微微小小開開口口のの SSEEMM 像像  ((aa))  開開口口直直径径 5500nnmm,,    
((bb))  開開口口直直径径 1155nnmm（（先先端端部部ののみみ））  

(a) (b) 

 図図 33..  近近接接場場発発光光イイメメーージジンンググのの実実験験配配置置  
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研研究究内内容容：：    

  

  

  

  

  

  

  

                                                                                                        

図図１１  磁磁気気ヒヒスステテリリシシスス測測定定シシスステテムム  

  

  

  

  

  

  

    

      

  

    

  

                                                                                                                        図図２２  各各温温度度ににおおけけるる BB--HH 曲曲線線  

  

  

  

  

          

  

                                                                図図３３  磁磁石石ののハハルルババッッハハ配配列列        図図４４ハハルルババッッハハ型型ススピピンン系系  
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ハルバッハ型スピン系

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

磁磁気気ヒヒスステテリリシシスス及及びび線線形形・・非非線線形形透透磁磁率率同同時時測測定定シシスステテムム一一式式    

内内  訳訳  （（シシスステテムムをを構構成成すするる主主なな機機器器））    

    SSttaannffoorrdd  RReesseeaarrcchh  SSyysstteemmss  DDSSPP  LLoocckk--iinn  AAmmpplliiffiieerr  SSRR883300  PPeeaassoonn  EElleeccttrroonniiccss  CCuurrrreenntt  PPrroobbee  MMooddeell  441111  

いいすすゞゞ製製作作所所恒恒温温器器 VVTTEECC--1188  GGWW  IINNSSEEKK  デデジジタタルルココンントトロローールル多多出出力力電電源源  GGPPDD--33330033SS  

高高砂砂製製作作所所小小形形・・定定電電圧圧用用ババイイポポーーララ電電源源 BBWWAA2255--11    

  

  

研研究究課課題題  

●ロックインアンプを用いたヒステリシス測定方法の開発 

●ヒステリシスモデルに基づくデータ解析とパラメータ決定 

●磁性体モデルのモンテカルロシミュレーション 

●線形・非線形磁化率による磁気相転移の研究 

研研究究シシーーズズ  

●ロックインアンプによる磁気ヒステリシス測定 

 図１に磁気ヒステリシス測定システムの概略図を示す。主に，ロッ

クインアンプを検出器とし，２次コイルの誘導起電力の基本波成分と

高調波成分を順次測定することにより，起電力のスペクトルを測定す

る。このスペクトルをフーリエ逆変換することにより，ＢＨ曲線を再

構成する[1]。図２に本システムにより，測定したいくつかの温度にお

ける B-H 曲線を示す。ロックインアンプは，ノイズ中から微小信号

を検出することに適しているので，本方法は微小な磁性体の磁気測定

や相転移点近傍における微小信号の測定に適している。 

●ハルバッハ型スピン系の研究 

 磁石のハルバッハ配列（図３）と同じ

ような配列を自然に形成するスピン系

（図４）を考え，モンテカルロ法により

その実現可能性と詳細な物性について

探求している。 
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研研究究内内容容：：    

開開口口ププロローーブブ型型近近接接場場光光学学顕顕微微鏡鏡をを用用いい、、ナナノノ構構造造をを持持つつ試試料料

やや 22 次次元元シシーートト材材料料のの電電子子状状態態ををナナノノメメーートトルルススケケーールルのの高高いい空空間間

分分解解能能でで光光学学観観察察にによよりり得得るるここととをを目目的的にに装装置置開開発発をを行行っってていいるる。。  

近近接接場場光光学学顕顕微微鏡鏡はは近近接接場場光光をを利利用用すするるここととでで光光のの回回折折限限界界をを

超超ええたた高高いい空空間間分分解解能能ででのの光光学学観観察察がが可可能能ででああるる。。光光のの回回折折限限界界

はは光光のの波波長長ととレレンンズズのの開開口口数数でで決決ままりり、、可可視視光光のの場場合合 220000～～440000nnmm

ででああるる。。一一方方、、本本研研究究でで用用いいるる開開口口ププロローーブブ型型近近接接場場光光学学顕顕微微鏡鏡でで

のの空空間間分分解解能能はは近近接接場場光光ののややりりととりりをを行行ううププロローーブブ先先端端のの開開口口ササイイ

ズズにによよっってて決決ままりり、、開開口口のの大大ききささにに応応じじてて 1100～～220000nnmm 程程度度ととななるる。。開開

口口ササイイズズをを小小ささくくすすれればば空空間間分分解解能能はは高高くくななるるがが、、同同時時にに開開口口部部にに

おおけけるる光光のの透透過過効効率率がが低低くくななるる。。本本研研究究でではは高高いい空空間間分分解解能能でで光光

学学観観察察をを実実現現すするるたためめにに最最もも効効率率がが良良いいととさされれるる 22 段段テテーーパパーー型型ププ

ロローーブブをを採採用用ししてていいるる。。22 段段テテーーパパーー型型開開口口ププロローーブブはは、、初初めめにに 22 段段

テテーーパパーー形形状状にに光光フファァイイババーー先先端端をを先先鋭鋭化化（（図図１１））しし、、ここれれをを金金属属被被

覆覆ししててププロローーブブととしし、、ププロローーブブ先先端端にに要要求求さされれるる空空間間分分解解能能にに応応じじたた

小小ささいい開開口口をを作作製製すするる。。ププロローーブブ先先端端にに作作成成さされれたた微微小小開開口口のの例例をを

図図２２にに示示ししたた。。ここののよよううななナナノノススケケーールルのの微微小小開開口口をを持持つつ開開口口ププロローー

ブブをを使使っってて高高いい空空間間分分解解能能ででのの近近接接場場発発光光イイメメーージジンンググをを実実現現すす

るる。。近近接接場場発発光光イイメメーージジンンググのの実実験験配配置置のの一一例例をを図図３３にに示示すす。。近近接接

場場光光学学顕顕微微鏡鏡はは走走査査型型ププロローーブブ顕顕微微鏡鏡のの一一種種でで、、ププロローーブブをを走走査査しし

観観察察をを行行うう。。近近接接場場発発光光イイメメーージジンンググのの際際ににはは微微小小開開口口とと試試料料ととのの

間間をを近近接接ししたた距距離離にに保保っったたままままププロローーブブ走走査査をを行行うう必必要要ががああるる。。開開

口口ププロローーブブ型型近近接接場場光光学学顕顕微微鏡鏡ででははシシアアフフォォーーススをを利利用用ししてていいるる。。

シシアアフフォォーーススのの検検出出ににははププロローーブブにに取取りり付付けけたたチチュューーニニンンググフフォォーークク

（（水水晶晶振振動動子子））のの振振動動をを利利用用すするる。。高高いい空空間間分分解解能能をを持持っったた開開口口ププ

ロローーブブ型型近近接接場場光光学学顕顕微微鏡鏡をを安安定定的的にに実実現現しし、、近近年年注注目目さされれてていいるる

22 次次元元シシーートト材材料料のの遷遷移移金金属属ダダイイカカルルゴゴゲゲナナイイドドやや、、ググララフフェェンンナナノノリリ

ボボンンななどどのの近近接接場場発発光光観観察察をを行行いい、、局局所所構構造造とと電電子子状状態態のの関関係係やや

欠欠陥陥のの有有無無にによよるる電電子子状状態態のの違違いいななどどをを明明ららかかににししてていいききたたいい。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

図図11..  22段段テテーーパパーー形形状状にに先先鋭鋭化化ししたた光光フファァイイババーー

先先端端のの  ((aa))  SSEEMM 像像,,  ((bb))  概概念念図図  

(a) (b) 

 

 

 

200nm 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  開口プローブ型近接場光学顕微鏡によ
る高空間分解能発光イメージング  

 

氏氏名名：：      穂穂坂坂  紀紀子子／／HHOOSSAAKKAA  NNoorriikkoo  EE--mmaaiill：：  hhoossaakkaa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本物物理理学学会会，，  応応用用物物理理学学会会  

研研究究分分野野：：  ナナノノママイイククロロ科科学学  

キキーーワワーードド：：  NNSSOOMM，，  開開口口ププロローーブブ，，  近近接接場場発発光光観観察察  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・近近接接場場発発光光イイメメーージジンンググ  

・・開開口口ププロローーブブ  

  

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

 

 

50nm 
図図 22..  金金属属被被覆覆ししたたププロローーブブのの先先端端部部にに作作製製ししたた

微微小小開開口口のの SSEEMM 像像  ((aa))  開開口口直直径径 5500nnmm,,    
((bb))  開開口口直直径径 1155nnmm（（先先端端部部ののみみ））  

(a) (b) 

 図図 33..  近近接接場場発発光光イイメメーージジンンググのの実実験験配配置置  
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研研究究内内容容：：    

開開口口ププロローーブブ型型近近接接場場光光学学顕顕微微鏡鏡をを用用いい、、ナナノノ構構造造をを持持つつ試試料料

やや 22 次次元元シシーートト材材料料のの電電子子状状態態ををナナノノメメーートトルルススケケーールルのの高高いい空空間間

分分解解能能でで光光学学観観察察にによよりり得得るるここととをを目目的的にに装装置置開開発発をを行行っってていいるる。。  

近近接接場場光光学学顕顕微微鏡鏡はは近近接接場場光光をを利利用用すするるここととでで光光のの回回折折限限界界をを

超超ええたた高高いい空空間間分分解解能能ででのの光光学学観観察察がが可可能能ででああるる。。光光のの回回折折限限界界

はは光光のの波波長長ととレレンンズズのの開開口口数数でで決決ままりり、、可可視視光光のの場場合合 220000～～440000nnmm

ででああるる。。一一方方、、本本研研究究でで用用いいるる開開口口ププロローーブブ型型近近接接場場光光学学顕顕微微鏡鏡でで

のの空空間間分分解解能能はは近近接接場場光光ののややりりととりりをを行行ううププロローーブブ先先端端のの開開口口ササイイ

ズズにによよっってて決決ままりり、、開開口口のの大大ききささにに応応じじてて 1100～～220000nnmm 程程度度ととななるる。。開開

口口ササイイズズをを小小ささくくすすれればば空空間間分分解解能能はは高高くくななるるがが、、同同時時にに開開口口部部にに

おおけけるる光光のの透透過過効効率率がが低低くくななるる。。本本研研究究でではは高高いい空空間間分分解解能能でで光光

学学観観察察をを実実現現すするるたためめにに最最もも効効率率がが良良いいととさされれるる 22 段段テテーーパパーー型型ププ

ロローーブブをを採採用用ししてていいるる。。22 段段テテーーパパーー型型開開口口ププロローーブブはは、、初初めめにに 22 段段

テテーーパパーー形形状状にに光光フファァイイババーー先先端端をを先先鋭鋭化化（（図図１１））しし、、ここれれをを金金属属被被

覆覆ししててププロローーブブととしし、、ププロローーブブ先先端端にに要要求求さされれるる空空間間分分解解能能にに応応じじたた

小小ささいい開開口口をを作作製製すするる。。ププロローーブブ先先端端にに作作成成さされれたた微微小小開開口口のの例例をを

図図２２にに示示ししたた。。ここののよよううななナナノノススケケーールルのの微微小小開開口口をを持持つつ開開口口ププロローー

ブブをを使使っってて高高いい空空間間分分解解能能ででのの近近接接場場発発光光イイメメーージジンンググをを実実現現すす

るる。。近近接接場場発発光光イイメメーージジンンググのの実実験験配配置置のの一一例例をを図図３３にに示示すす。。近近接接

場場光光学学顕顕微微鏡鏡はは走走査査型型ププロローーブブ顕顕微微鏡鏡のの一一種種でで、、ププロローーブブをを走走査査しし

観観察察をを行行うう。。近近接接場場発発光光イイメメーージジンンググのの際際ににはは微微小小開開口口とと試試料料ととのの

間間をを近近接接ししたた距距離離にに保保っったたままままププロローーブブ走走査査をを行行うう必必要要ががああるる。。開開

口口ププロローーブブ型型近近接接場場光光学学顕顕微微鏡鏡ででははシシアアフフォォーーススをを利利用用ししてていいるる。。

シシアアフフォォーーススのの検検出出ににははププロローーブブにに取取りり付付けけたたチチュューーニニンンググフフォォーークク

（（水水晶晶振振動動子子））のの振振動動をを利利用用すするる。。高高いい空空間間分分解解能能をを持持っったた開開口口ププ

ロローーブブ型型近近接接場場光光学学顕顕微微鏡鏡をを安安定定的的にに実実現現しし、、近近年年注注目目さされれてていいるる

22 次次元元シシーートト材材料料のの遷遷移移金金属属ダダイイカカルルゴゴゲゲナナイイドドやや、、ググララフフェェンンナナノノリリ

ボボンンななどどのの近近接接場場発発光光観観察察をを行行いい、、局局所所構構造造とと電電子子状状態態のの関関係係やや

欠欠陥陥のの有有無無にによよるる電電子子状状態態のの違違いいななどどをを明明ららかかににししてていいききたたいい。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

図図11..  22段段テテーーパパーー形形状状にに先先鋭鋭化化ししたた光光フファァイイババーー

先先端端のの  ((aa))  SSEEMM 像像,,  ((bb))  概概念念図図  

(a) (b) 
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  開口プローブ型近接場光学顕微鏡によ
る高空間分解能発光イメージング  

 

氏氏名名：：      穂穂坂坂  紀紀子子／／HHOOSSAAKKAA  NNoorriikkoo  EE--mmaaiill：：  hhoossaakkaa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本物物理理学学会会，，  応応用用物物理理学学会会  

研研究究分分野野：：  ナナノノママイイククロロ科科学学  

キキーーワワーードド：：  NNSSOOMM，，  開開口口ププロローーブブ，，  近近接接場場発発光光観観察察  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・近近接接場場発発光光イイメメーージジンンググ  

・・開開口口ププロローーブブ  

  

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

 

 

50nm 
図図 22..  金金属属被被覆覆ししたたププロローーブブのの先先端端部部にに作作製製ししたた

微微小小開開口口のの SSEEMM 像像  ((aa))  開開口口直直径径 5500nnmm,,    
((bb))  開開口口直直径径 1155nnmm（（先先端端部部ののみみ））  

(a) (b) 

 図図 33..  近近接接場場発発光光イイメメーージジンンググのの実実験験配配置置  

コア 
クラッド 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

             

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

磁性体の非線形特性に関する研究 

 

氏氏名名：：      白白根根  崇崇／／SSHHIIRRAANNEE  TTaakkaasshhii    EE--mmaaiill：：  sshhiirraannee@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本物物理理学学会会，，電電気気学学会会，，IIEEEEEE  MMaaggnneettiiccss  SSoocciieettyy  

研研究究分分野野：：  物物性性物物理理学学  

キキーーワワーードド：：  磁磁性性，，ヒヒスステテリリシシスス，，磁磁気気計計測測，，磁磁性性体体のの統統計計熱熱力力学学  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・磁磁性性体体のの磁磁化化曲曲線線とと線線形形・・非非線線形形磁磁化化率率のの測測定定（（温温度度依依存存性性をを含含むむ））  

・・磁磁気気ヒヒスステテリリシシススモモデデルル（（JJiilleess--AAtthheerrttoonn  MMooddeell,,  PPrreeiissaacchh  MMooddeell 等等））にに基基づづくく解解析析  

・・磁磁性性体体モモデデルルののモモンンテテカカルルロロシシミミュュレレーーシショョンン  

 
研研究究内内容容：：    

  

  

  

  

  

  

  

                                                                                                        

図図１１  磁磁気気ヒヒスステテリリシシスス測測定定シシスステテムム  

  

  

  

  

  

  

    

      

  

    

  

                                                                                                                        図図２２  各各温温度度ににおおけけるる BB--HH 曲曲線線  

  

  

  

  

          

  

                                                                図図３３  磁磁石石ののハハルルババッッハハ配配列列        図図４４ハハルルババッッハハ型型ススピピンン系系  

  

  

  

  

 

-0.1

-0.05

0

0.05

0.1

-120 -80 -40 0 40 80 120

B
 [T

]

H [A/m]

146℃℃

142℃℃

130℃℃f =10 Hz

NiZn ferrite

S N

S

N

SN

S

N

S

N

磁性体

ハルバッハ型スピン系

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

磁磁気気ヒヒスステテリリシシスス及及びび線線形形・・非非線線形形透透磁磁率率同同時時測測定定シシスステテムム一一式式    

内内  訳訳  （（シシスステテムムをを構構成成すするる主主なな機機器器））    

    SSttaannffoorrdd  RReesseeaarrcchh  SSyysstteemmss  DDSSPP  LLoocckk--iinn  AAmmpplliiffiieerr  SSRR883300  PPeeaassoonn  EElleeccttrroonniiccss  CCuurrrreenntt  PPrroobbee  MMooddeell  441111  

いいすすゞゞ製製作作所所恒恒温温器器 VVTTEECC--1188  GGWW  IINNSSEEKK  デデジジタタルルココンントトロローールル多多出出力力電電源源  GGPPDD--33330033SS  

高高砂砂製製作作所所小小形形・・定定電電圧圧用用ババイイポポーーララ電電源源 BBWWAA2255--11    

  

  

研研究究課課題題  

●ロックインアンプを用いたヒステリシス測定方法の開発 

●ヒステリシスモデルに基づくデータ解析とパラメータ決定 

●磁性体モデルのモンテカルロシミュレーション 

●線形・非線形磁化率による磁気相転移の研究 

研研究究シシーーズズ  

●ロックインアンプによる磁気ヒステリシス測定 

 図１に磁気ヒステリシス測定システムの概略図を示す。主に，ロッ

クインアンプを検出器とし，２次コイルの誘導起電力の基本波成分と

高調波成分を順次測定することにより，起電力のスペクトルを測定す

る。このスペクトルをフーリエ逆変換することにより，ＢＨ曲線を再

構成する[1]。図２に本システムにより，測定したいくつかの温度にお

ける B-H 曲線を示す。ロックインアンプは，ノイズ中から微小信号

を検出することに適しているので，本方法は微小な磁性体の磁気測定

や相転移点近傍における微小信号の測定に適している。 

●ハルバッハ型スピン系の研究 

 磁石のハルバッハ配列（図３）と同じ

ような配列を自然に形成するスピン系

（図４）を考え，モンテカルロ法により

その実現可能性と詳細な物性について

探求している。 

物
性
物
理
学

物
理
学
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

ガンマ線イメージングカメラの開発 

 

氏氏名名：：      加加賀賀谷谷  美美佳佳／／KKAAGGAAYYAA  MMiikkaa  EE--mmaaiill：：  mmiikkaaggaayyaa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  助助教教  学学位位：：  博博士士（（理理学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
日日本本物物理理学学会会，，日日本本応応用用物物理理学学会会，，日日本本ききののここ学学会会，，アアイイソソトトーーププ協協

会会，，IIEEEEEE  

研研究究分分野野：：  素素粒粒子子，，原原子子核核，，宇宇宙宙物物理理学学  

キキーーワワーードド：：  放放射射線線計計測測，，ガガンンママ線線天天文文学学  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  
・・放放射射線線計計測測機機器器のの開開発発  

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

研研究究内内容容：：    

研研究究課課題題  

 結晶シンチレータを用いたガンマ線イメージング装置（コンプトンカメラ）の開発と応用 

 原木シイタケ栽培用の安全なほだ木，立木を選定するための放射能スクリーニング検査装置の開発 

 SOI 半導体検出器を用いた宇宙ガンマ線観測用電子飛跡検出型コンプトンカメラの開発 

 最高エネルギー宇宙線の加速源候補天体の多波長観測データを用いた調査 

  

研研究究シシーーズズ  

 放射線計測技術は，これまで宇宙観測や核医学の分野で研究が進められてきたが，2011 年の福島第一原発事故以

降，環境測定や食品検査のための装置開発がさかんに行われ，私たちの身近なものとなった。本研究では，検出部に

結晶シンチレータを用いて高感度な装置の開発に取り組んでいる。 

 ガガンンママ線線イイメメーージジンンググ技技術術（（ココンンププトトンンカカメメララ））  

  ガンマ線を含む放射線は人の目に見えないが，イメージング技術を用いて見える化することができる。イメージング技

術の 1 つがコンプトンカメラである。福島第一原発事故で飛散した放射性物質や，核医学診断に利用される放射性薬剤

から放出されるガンマ線を捉えるのに適している。 

 放放射射能能ののススククリリーーニニンンググ検検査査をを行行うう可可搬搬型型のの非非破破壊壊検検査査装装置置  

現在の検査装置では，立木の放射能を測定するために必ず伐採して検査場まで運搬する必要があった。本研究で

は，伐採せずにその場で放射能の検査が可能な可搬型のスクリーニング検査装置を開発し，安全な木を選定する技術

を開発している。この技術は，原木シイタケ栽培など原発事故で衰退した東北地区の産業の復活のために役立つ。 
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立木の放射能検査装置ガンマ線分布
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

ガンマ線イメージングカメラの開発 

 

氏氏名名：：      加加賀賀谷谷  美美佳佳／／KKAAGGAAYYAA  MMiikkaa  EE--mmaaiill：：  mmiikkaaggaayyaa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  助助教教  学学位位：：  博博士士（（理理学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
日日本本物物理理学学会会，，日日本本応応用用物物理理学学会会，，日日本本ききののここ学学会会，，アアイイソソトトーーププ協協

会会，，IIEEEEEE  

研研究究分分野野：：  素素粒粒子子，，原原子子核核，，宇宇宙宙物物理理学学  

キキーーワワーードド：：  放放射射線線計計測測，，ガガンンママ線線天天文文学学  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  
・・放放射射線線計計測測機機器器のの開開発発  

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

研研究究内内容容：：    

研研究究課課題題  

 結晶シンチレータを用いたガンマ線イメージング装置（コンプトンカメラ）の開発と応用 

 原木シイタケ栽培用の安全なほだ木，立木を選定するための放射能スクリーニング検査装置の開発 

 SOI 半導体検出器を用いた宇宙ガンマ線観測用電子飛跡検出型コンプトンカメラの開発 

 最高エネルギー宇宙線の加速源候補天体の多波長観測データを用いた調査 

  

研研究究シシーーズズ  

 放射線計測技術は，これまで宇宙観測や核医学の分野で研究が進められてきたが，2011 年の福島第一原発事故以

降，環境測定や食品検査のための装置開発がさかんに行われ，私たちの身近なものとなった。本研究では，検出部に

結晶シンチレータを用いて高感度な装置の開発に取り組んでいる。 

 ガガンンママ線線イイメメーージジンンググ技技術術（（ココンンププトトンンカカメメララ））  

  ガンマ線を含む放射線は人の目に見えないが，イメージング技術を用いて見える化することができる。イメージング技

術の 1 つがコンプトンカメラである。福島第一原発事故で飛散した放射性物質や，核医学診断に利用される放射性薬剤

から放出されるガンマ線を捉えるのに適している。 

 放放射射能能ののススククリリーーニニンンググ検検査査をを行行うう可可搬搬型型のの非非破破壊壊検検査査装装置置  

現在の検査装置では，立木の放射能を測定するために必ず伐採して検査場まで運搬する必要があった。本研究で

は，伐採せずにその場で放射能の検査が可能な可搬型のスクリーニング検査装置を開発し，安全な木を選定する技術

を開発している。この技術は，原木シイタケ栽培など原発事故で衰退した東北地区の産業の復活のために役立つ。 
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

大気中微粒子の観測 

 

氏氏名名：：      小小松松  京京嗣嗣／／KKOOMMAATTSSUU  KKyyoojjii  EE--mmaaiill：：  kkkkoommaattssuu@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士  

所所属属学学会会・・協協会会：：  応応用用物物理理学学会会、、高高分分子子学学会会、、日日本本化化学学会会  

研研究究分分野野：：  物物性性化化学学  

キキーーワワーードド：：  有有機機化化合合物物、、光光物物性性、、微微粒粒子子  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・顕顕微微ララママンン測測定定  

  

  

 
研研究究内内容容：：    

近年マイクロプラスチックによる海洋汚染が問題となっている．この場合，マイクロプラスチックの定義は

5mm 以下のサイズであり，これを海洋生物が体内に取り込むことで様々な問題がおこるとされ，国連で採択さ

れた SDGs(持続可能な開発目標)においても目標 14「海の豊かさを守る」中で言及されている．一方でサイズが

マイクロメートル・レベルのプラスチック微粒子が北極圏やアルプスの雪の中から検出され，周辺にプラスチ

ックが無い環境であることから，大気由来であることが示唆された。[1][2].そこで、普段プラスチックに囲ま

れて生活している我々の周辺大気にはどの程度のプラスチック微粒子が含まれているのかを調査することにし

た．清掃中の教室で 10分間、捕集には千代田テイクル製ダストサンプラーTH-D5160Bを，捕集ろ紙には

ADVANTEC HE-40Tを使用した．ろ紙表面を PhenomWorld PhenomProX走査型電子顕微鏡(SEM)で観察した顕微鏡

写真を図１に示す． 

 

図１ 

微粒子のサイズも 10μm 程度のものも見受けられ多くの微粒子が舞い上がっていたことが分かる．しかし

SEM 観察だけでは微粒子が何であるか判別できないため，現在，微粒子の取り出しと顕微ラマン測定による同

定を行っている 

参考文献 

【1】M.Bergmann et al, Science Adavances, 
 Vol. 5, No.8, 14, Aug. 2019. 

【2】Xiaodong Liu et al,   Science of The Total 
 Environment, vol.821, May.2022.  

 提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 
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技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  
・・放放射射線線計計測測機機器器のの開開発発  

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

研研究究内内容容：：    

研研究究課課題題  

 結晶シンチレータを用いたガンマ線イメージング装置（コンプトンカメラ）の開発と応用 

 原木シイタケ栽培用の安全なほだ木，立木を選定するための放射能スクリーニング検査装置の開発 

 SOI 半導体検出器を用いた宇宙ガンマ線観測用電子飛跡検出型コンプトンカメラの開発 

 最高エネルギー宇宙線の加速源候補天体の多波長観測データを用いた調査 

  

研研究究シシーーズズ  

 放射線計測技術は，これまで宇宙観測や核医学の分野で研究が進められてきたが，2011 年の福島第一原発事故以

降，環境測定や食品検査のための装置開発がさかんに行われ，私たちの身近なものとなった。本研究では，検出部に

結晶シンチレータを用いて高感度な装置の開発に取り組んでいる。 

 ガガンンママ線線イイメメーージジンンググ技技術術（（ココンンププトトンンカカメメララ））  

  ガンマ線を含む放射線は人の目に見えないが，イメージング技術を用いて見える化することができる。イメージング技

術の 1 つがコンプトンカメラである。福島第一原発事故で飛散した放射性物質や，核医学診断に利用される放射性薬剤

から放出されるガンマ線を捉えるのに適している。 

 放放射射能能ののススククリリーーニニンンググ検検査査をを行行うう可可搬搬型型のの非非破破壊壊検検査査装装置置  

現在の検査装置では，立木の放射能を測定するために必ず伐採して検査場まで運搬する必要があった。本研究で

は，伐採せずにその場で放射能の検査が可能な可搬型のスクリーニング検査装置を開発し，安全な木を選定する技術

を開発している。この技術は，原木シイタケ栽培など原発事故で衰退した東北地区の産業の復活のために役立つ。 
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立木の放射能検査装置ガンマ線分布
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

ガンマ線イメージングカメラの開発 

 

氏氏名名：：      加加賀賀谷谷  美美佳佳／／KKAAGGAAYYAA  MMiikkaa  EE--mmaaiill：：  mmiikkaaggaayyaa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  助助教教  学学位位：：  博博士士（（理理学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
日日本本物物理理学学会会，，日日本本応応用用物物理理学学会会，，日日本本ききののここ学学会会，，アアイイソソトトーーププ協協

会会，，IIEEEEEE  

研研究究分分野野：：  素素粒粒子子，，原原子子核核，，宇宇宙宙物物理理学学  

キキーーワワーードド：：  放放射射線線計計測測，，ガガンンママ線線天天文文学学  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  
・・放放射射線線計計測測機機器器のの開開発発  

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

研研究究内内容容：：    

研研究究課課題題  

 結晶シンチレータを用いたガンマ線イメージング装置（コンプトンカメラ）の開発と応用 

 原木シイタケ栽培用の安全なほだ木，立木を選定するための放射能スクリーニング検査装置の開発 

 SOI 半導体検出器を用いた宇宙ガンマ線観測用電子飛跡検出型コンプトンカメラの開発 

 最高エネルギー宇宙線の加速源候補天体の多波長観測データを用いた調査 

  

研研究究シシーーズズ  

 放射線計測技術は，これまで宇宙観測や核医学の分野で研究が進められてきたが，2011 年の福島第一原発事故以

降，環境測定や食品検査のための装置開発がさかんに行われ，私たちの身近なものとなった。本研究では，検出部に

結晶シンチレータを用いて高感度な装置の開発に取り組んでいる。 

 ガガンンママ線線イイメメーージジンンググ技技術術（（ココンンププトトンンカカメメララ））  

  ガンマ線を含む放射線は人の目に見えないが，イメージング技術を用いて見える化することができる。イメージング技

術の 1 つがコンプトンカメラである。福島第一原発事故で飛散した放射性物質や，核医学診断に利用される放射性薬剤

から放出されるガンマ線を捉えるのに適している。 

 放放射射能能ののススククリリーーニニンンググ検検査査をを行行うう可可搬搬型型のの非非破破壊壊検検査査装装置置  

現在の検査装置では，立木の放射能を測定するために必ず伐採して検査場まで運搬する必要があった。本研究で

は，伐採せずにその場で放射能の検査が可能な可搬型のスクリーニング検査装置を開発し，安全な木を選定する技術

を開発している。この技術は，原木シイタケ栽培など原発事故で衰退した東北地区の産業の復活のために役立つ。 
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

大気中微粒子の観測 

 

氏氏名名：：      小小松松  京京嗣嗣／／KKOOMMAATTSSUU  KKyyoojjii  EE--mmaaiill：：  kkkkoommaattssuu@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士  

所所属属学学会会・・協協会会：：  応応用用物物理理学学会会、、高高分分子子学学会会、、日日本本化化学学会会  

研研究究分分野野：：  物物性性化化学学  

キキーーワワーードド：：  有有機機化化合合物物、、光光物物性性、、微微粒粒子子  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・顕顕微微ララママンン測測定定  

  

  

 
研研究究内内容容：：    

近年マイクロプラスチックによる海洋汚染が問題となっている．この場合，マイクロプラスチックの定義は

5mm以下のサイズであり，これを海洋生物が体内に取り込むことで様々な問題がおこるとされ，国連で採択さ

れた SDGs(持続可能な開発目標)においても目標 14「海の豊かさを守る」中で言及されている．一方でサイズが

マイクロメートル・レベルのプラスチック微粒子が北極圏やアルプスの雪の中から検出され，周辺にプラスチ

ックが無い環境であることから，大気由来であることが示唆された。[1][2].そこで、普段プラスチックに囲ま

れて生活している我々の周辺大気にはどの程度のプラスチック微粒子が含まれているのかを調査することにし

た．清掃中の教室で 10分間、捕集には千代田テイクル製ダストサンプラーTH-D5160Bを，捕集ろ紙には

ADVANTEC HE-40Tを使用した．ろ紙表面を PhenomWorld PhenomProX走査型電子顕微鏡(SEM)で観察した顕微鏡

写真を図１に示す． 

 

図１ 

微粒子のサイズも 10μm 程度のものも見受けられ多くの微粒子が舞い上がっていたことが分かる．しかし

SEM 観察だけでは微粒子が何であるか判別できないため，現在，微粒子の取り出しと顕微ラマン測定による同

定を行っている 

参考文献 

【1】M.Bergmann et al, Science Adavances, 
 Vol. 5, No.8, 14, Aug. 2019. 

【2】Xiaodong Liu et al,   Science of The Total 
 Environment, vol.821, May.2022.  

 提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

LLaasseerr  RRaammaann  SSppeeccttrroommeetteerr  NNRRSS--44550000（（JJaassccoo））    
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

多文化・多様性教育の多元的アプローチ 

 

氏氏名名：：      矢矢澤澤  睦睦／／YYAAZZAAWWAA  AAttssuusshhii  EE--mmaaiill：：  yyaazzaawwaa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  修修士士（（児児童童学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本学学生生相相談談学学会会，，AAHHEEAADD  JJAAPPAANN，，日日本本学学校校心心理理士士会会  

研研究究分分野野：：  教教育育学学，，地地理理学学・・文文化化人人類類学学・・民民俗俗学学  

キキーーワワーードド：：  多多文文化化・・多多様様性性教教育育，，学学生生相相談談・・障障害害学学生生支支援援，，ココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力，，相相互互理理解解とと共共生生  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・学学生生相相談談体体制制・・障障害害学学生生支支援援体体制制のの構構築築  

・・CCAALLLL シシスステテムムのの管管理理・・運運営営方方法法  

・・オオーースストトララリリアアのの文文化化・・生生活活習習慣慣  

 
研研究究内内容容：：  多多様様性性をを尊尊重重すするる意意識識ややココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力をを多多元元的的にに醸醸成成すするる教教育育方方策策のの検検討討  

  

○○学学生生相相談談体体制制・・障障害害学学生生支支援援体体制制  

多多文文化化やや多多様様性性はは諸諸外外国国ととのの関関係係やや人人種種・・民民族族間間のの関関係係ににつついいてて論論じじらられれるるここととがが多多いいがが，，身身近近なな個個人人間間のの関関係係ここ

そそ実実はは多多文文化化でであありり多多様様ででああるる。。ココミミュュニニケケーーシショョンンやや文文化化にに関関すするる教教育育はは身身近近なな個個人人間間のの相相互互理理解解とと共共生生のの意意識識のの

醸醸成成がが第第一一義義ででああるるととのの観観点点かからら，，学学生生相相談談ややカカウウンンセセリリンンググ環環境境のの充充実実をを目目的的ととししたた学学生生ののニニーーズズ調調査査にに基基づづくく学学

生生支支援援体体制制のの構構築築ににつついいてて検検討討すするる。。ままたた，，障障害害者者差差別別解解消消法法のの施施行行にによよりり教教育育機機関関ににおおけけるる合合理理的的配配慮慮がが必必須須とと

ななっってておおりり，，身身近近なな多多文文化化・・多多様様性性のの理理解解とと共共生生をを目目指指すす障障害害学学生生支支援援体体制制のの構構築築ににつついいてて検検討討すするる。。  

  

○○ココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力向向上上ののたためめのの語語学学演演習習シシスステテムムのの管管理理・・運運営営  

ココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力向向上上のの中中核核をを担担ううののはは語語学学教教育育ででああるる。。ここのの能能力力のの向向上上ののたためめににははイインンタタララククテティィブブ（（相相互互作作

用用的的））なな演演習習環環境境をを構構築築すするるここととはは語語学学教教育育ににおおいいてて重重要要でであありり，，CCAALLLL((CCoommppuutteerr  AAssssiisstteedd  LLaanngguuaaggee  LLeeaarrnniinngg))シシスステテ

ムムのの導導入入おおよよびびそそれれをを有有効効にに活活用用すするるたためめのの管管理理・・運運営営ににつついいてて検検討討すするる。。  

  

○○文文化化やや生生活活習習慣慣のの多多様様性性をを重重視視ししたた地地理理教教育育  

ココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力のの向向上上ににはは，，そそのの土土台台ととししてて文文化化やや生生活活習習慣慣のの多多様様性性をを認認識識ししたたううええでで共共生生すするる意意識識をを醸醸成成

すするるここととがが欠欠かかせせなないいがが，，語語学学教教育育だだけけででははそそののたためめのの教教育育環環境境をを十十分分にに整整ええるるここととががででききなないい。。多多文文化化・・多多様様性性のの理理

解解とと共共生生のの意意識識のの醸醸成成をを主主たたるる目目的的ととししたた，，教教養養ととししててのの地地誌誌のの理理解解をを深深めめるる地地理理教教育育ににつついいてて検検討討すするる。。  

  

○○多多文文化化社社会会オオーースストトララリリアアににおおけけるるエエーートトスス  

オオーースストトララリリアアはは多多くくのの移移民民がが暮暮ららすす国国家家でであありり，，そそれれぞぞれれのの移移民民がが持持つつ多多様様性性をを長長所所ととししてて活活かかすすとと同同時時にに，，言言語語

やや生生活活習習慣慣にに関関わわるる生生活活すするるたためめにに必必要要ななココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力をを醸醸成成すするる環環境境づづくくりりをを先先進進的的にに行行っってていいるる。。多多文文

化化・・多多民民族族がが共共生生すするる社社会会ののモモデデルルととししてて，，オオーースストトララリリアアににおおけけるるエエーートトスス（（道道徳徳的的なな慣慣習習やや行行動動のの規規範範））ににつついいてて検検

討討すするる。。  

  

  

  以以上上，，多多文文化化・・多多様様性性のの理理解解おおよよびびココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力向向上上をを目目的的ととすするる教教育育にに関関わわるるささままざざままなな人人文文社社会会学学分分

野野のの側側面面をを，，そそれれぞぞれれのの特特徴徴をを分分野野横横断断的的にに融融合合ししてて長長所所ととししてて活活用用ししななががらら，，個個別別的的ににででははななくく多多元元的的かかつつ有有機機的的

にに修修得得ででききるるよよううなな学学際際的的教教育育環環境境のの構構築築をを検検討討すするる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

多文化・多様性教育の多元的アプローチ 

 

氏氏名名：：      矢矢澤澤  睦睦／／YYAAZZAAWWAA  AAttssuusshhii  EE--mmaaiill：：  yyaazzaawwaa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  修修士士（（児児童童学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本学学生生相相談談学学会会，，AAHHEEAADD  JJAAPPAANN，，日日本本学学校校心心理理士士会会  

研研究究分分野野：：  教教育育学学，，地地理理学学・・文文化化人人類類学学・・民民俗俗学学  

キキーーワワーードド：：  多多文文化化・・多多様様性性教教育育，，学学生生相相談談・・障障害害学学生生支支援援，，ココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力，，相相互互理理解解とと共共生生  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・学学生生相相談談体体制制・・障障害害学学生生支支援援体体制制のの構構築築  

・・CCAALLLL シシスステテムムのの管管理理・・運運営営方方法法  

・・オオーースストトララリリアアのの文文化化・・生生活活習習慣慣  

 
研研究究内内容容：：  多多様様性性をを尊尊重重すするる意意識識ややココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力をを多多元元的的にに醸醸成成すするる教教育育方方策策のの検検討討  

  

○○学学生生相相談談体体制制・・障障害害学学生生支支援援体体制制  

多多文文化化やや多多様様性性はは諸諸外外国国ととのの関関係係やや人人種種・・民民族族間間のの関関係係ににつついいてて論論じじらられれるるここととがが多多いいがが，，身身近近なな個個人人間間のの関関係係ここ

そそ実実はは多多文文化化でであありり多多様様ででああるる。。ココミミュュニニケケーーシショョンンやや文文化化にに関関すするる教教育育はは身身近近なな個個人人間間のの相相互互理理解解とと共共生生のの意意識識のの

醸醸成成がが第第一一義義ででああるるととのの観観点点かからら，，学学生生相相談談ややカカウウンンセセリリンンググ環環境境のの充充実実をを目目的的ととししたた学学生生ののニニーーズズ調調査査にに基基づづくく学学

生生支支援援体体制制のの構構築築ににつついいてて検検討討すするる。。ままたた，，障障害害者者差差別別解解消消法法のの施施行行にによよりり教教育育機機関関ににおおけけるる合合理理的的配配慮慮がが必必須須とと

ななっってておおりり，，身身近近なな多多文文化化・・多多様様性性のの理理解解とと共共生生をを目目指指すす障障害害学学生生支支援援体体制制のの構構築築ににつついいてて検検討討すするる。。  

  

○○ココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力向向上上ののたためめのの語語学学演演習習シシスステテムムのの管管理理・・運運営営  

ココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力向向上上のの中中核核をを担担ううののはは語語学学教教育育ででああるる。。ここのの能能力力のの向向上上ののたためめににははイインンタタララククテティィブブ（（相相互互作作

用用的的））なな演演習習環環境境をを構構築築すするるここととはは語語学学教教育育ににおおいいてて重重要要でであありり，，CCAALLLL((CCoommppuutteerr  AAssssiisstteedd  LLaanngguuaaggee  LLeeaarrnniinngg))シシスステテ

ムムのの導導入入おおよよびびそそれれをを有有効効にに活活用用すするるたためめのの管管理理・・運運営営ににつついいてて検検討討すするる。。  

  

○○文文化化やや生生活活習習慣慣のの多多様様性性をを重重視視ししたた地地理理教教育育  

ココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力のの向向上上ににはは，，そそのの土土台台ととししてて文文化化やや生生活活習習慣慣のの多多様様性性をを認認識識ししたたううええでで共共生生すするる意意識識をを醸醸成成

すするるここととがが欠欠かかせせなないいがが，，語語学学教教育育だだけけででははそそののたためめのの教教育育環環境境をを十十分分にに整整ええるるここととががででききなないい。。多多文文化化・・多多様様性性のの理理

解解とと共共生生のの意意識識のの醸醸成成をを主主たたるる目目的的ととししたた，，教教養養ととししててのの地地誌誌のの理理解解をを深深めめるる地地理理教教育育ににつついいてて検検討討すするる。。  

  

○○多多文文化化社社会会オオーースストトララリリアアににおおけけるるエエーートトスス  

オオーースストトララリリアアはは多多くくのの移移民民がが暮暮ららすす国国家家でであありり，，そそれれぞぞれれのの移移民民がが持持つつ多多様様性性をを長長所所ととししてて活活かかすすとと同同時時にに，，言言語語

やや生生活活習習慣慣にに関関わわるる生生活活すするるたためめにに必必要要ななココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力をを醸醸成成すするる環環境境づづくくりりをを先先進進的的にに行行っってていいるる。。多多文文

化化・・多多民民族族がが共共生生すするる社社会会ののモモデデルルととししてて，，オオーースストトララリリアアににおおけけるるエエーートトスス（（道道徳徳的的なな慣慣習習やや行行動動のの規規範範））ににつついいてて検検

討討すするる。。  

  

  

  以以上上，，多多文文化化・・多多様様性性のの理理解解おおよよびびココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力向向上上をを目目的的ととすするる教教育育にに関関わわるるささままざざままなな人人文文社社会会学学分分

野野のの側側面面をを，，そそれれぞぞれれのの特特徴徴をを分分野野横横断断的的にに融融合合ししてて長長所所ととししてて活活用用ししななががらら，，個個別別的的ににででははななくく多多元元的的かかつつ有有機機的的

にに修修得得ででききるるよよううなな学学際際的的教教育育環環境境のの構構築築をを検検討討すするる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

教
育
学

教
育
学
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

多文化・多様性教育の多元的アプローチ 

 

氏氏名名：：      矢矢澤澤  睦睦／／YYAAZZAAWWAA  AAttssuusshhii  EE--mmaaiill：：  yyaazzaawwaa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  修修士士（（児児童童学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本学学生生相相談談学学会会，，AAHHEEAADD  JJAAPPAANN，，日日本本学学校校心心理理士士会会  

研研究究分分野野：：  教教育育学学，，地地理理学学・・文文化化人人類類学学・・民民俗俗学学  

キキーーワワーードド：：  多多文文化化・・多多様様性性教教育育，，学学生生相相談談・・障障害害学学生生支支援援，，ココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力，，相相互互理理解解とと共共生生  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・学学生生相相談談体体制制・・障障害害学学生生支支援援体体制制のの構構築築  

・・CCAALLLL シシスステテムムのの管管理理・・運運営営方方法法  

・・オオーースストトララリリアアのの文文化化・・生生活活習習慣慣  

 
研研究究内内容容：：  多多様様性性をを尊尊重重すするる意意識識ややココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力をを多多元元的的にに醸醸成成すするる教教育育方方策策のの検検討討  

  

○○学学生生相相談談体体制制・・障障害害学学生生支支援援体体制制  

多多文文化化やや多多様様性性はは諸諸外外国国ととのの関関係係やや人人種種・・民民族族間間のの関関係係ににつついいてて論論じじらられれるるここととがが多多いいがが，，身身近近なな個個人人間間のの関関係係ここ

そそ実実はは多多文文化化でであありり多多様様ででああるる。。ココミミュュニニケケーーシショョンンやや文文化化にに関関すするる教教育育はは身身近近なな個個人人間間のの相相互互理理解解とと共共生生のの意意識識のの

醸醸成成がが第第一一義義ででああるるととのの観観点点かからら，，学学生生相相談談ややカカウウンンセセリリンンググ環環境境のの充充実実をを目目的的ととししたた学学生生ののニニーーズズ調調査査にに基基づづくく学学

生生支支援援体体制制のの構構築築ににつついいてて検検討討すするる。。ままたた，，障障害害者者差差別別解解消消法法のの施施行行にによよりり教教育育機機関関ににおおけけるる合合理理的的配配慮慮がが必必須須とと

ななっってておおりり，，身身近近なな多多文文化化・・多多様様性性のの理理解解とと共共生生をを目目指指すす障障害害学学生生支支援援体体制制のの構構築築ににつついいてて検検討討すするる。。  

  

○○ココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力向向上上ののたためめのの語語学学演演習習シシスステテムムのの管管理理・・運運営営  

ココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力向向上上のの中中核核をを担担ううののはは語語学学教教育育ででああるる。。ここのの能能力力のの向向上上ののたためめににははイインンタタララククテティィブブ（（相相互互作作

用用的的））なな演演習習環環境境をを構構築築すするるここととはは語語学学教教育育ににおおいいてて重重要要でであありり，，CCAALLLL((CCoommppuutteerr  AAssssiisstteedd  LLaanngguuaaggee  LLeeaarrnniinngg))シシスステテ

ムムのの導導入入おおよよびびそそれれをを有有効効にに活活用用すするるたためめのの管管理理・・運運営営ににつついいてて検検討討すするる。。  

  

○○文文化化やや生生活活習習慣慣のの多多様様性性をを重重視視ししたた地地理理教教育育  

ココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力のの向向上上ににはは，，そそのの土土台台ととししてて文文化化やや生生活活習習慣慣のの多多様様性性をを認認識識ししたたううええでで共共生生すするる意意識識をを醸醸成成

すするるここととがが欠欠かかせせなないいがが，，語語学学教教育育だだけけででははそそののたためめのの教教育育環環境境をを十十分分にに整整ええるるここととががででききなないい。。多多文文化化・・多多様様性性のの理理

解解とと共共生生のの意意識識のの醸醸成成をを主主たたるる目目的的ととししたた，，教教養養ととししててのの地地誌誌のの理理解解をを深深めめるる地地理理教教育育ににつついいてて検検討討すするる。。  

  

○○多多文文化化社社会会オオーースストトララリリアアににおおけけるるエエーートトスス  

オオーースストトララリリアアはは多多くくのの移移民民がが暮暮ららすす国国家家でであありり，，そそれれぞぞれれのの移移民民がが持持つつ多多様様性性をを長長所所ととししてて活活かかすすとと同同時時にに，，言言語語

やや生生活活習習慣慣にに関関わわるる生生活活すするるたためめにに必必要要ななココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力をを醸醸成成すするる環環境境づづくくりりをを先先進進的的にに行行っってていいるる。。多多文文

化化・・多多民民族族がが共共生生すするる社社会会ののモモデデルルととししてて，，オオーースストトララリリアアににおおけけるるエエーートトスス（（道道徳徳的的なな慣慣習習やや行行動動のの規規範範））ににつついいてて検検

討討すするる。。  

  

  

  以以上上，，多多文文化化・・多多様様性性のの理理解解おおよよびびココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力向向上上をを目目的的ととすするる教教育育にに関関わわるるささままざざままなな人人文文社社会会学学分分

野野のの側側面面をを，，そそれれぞぞれれのの特特徴徴をを分分野野横横断断的的にに融融合合ししてて長長所所ととししてて活活用用ししななががらら，，個個別別的的ににででははななくく多多元元的的かかつつ有有機機的的

にに修修得得ででききるるよよううなな学学際際的的教教育育環環境境のの構構築築をを検検討討すするる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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学
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学
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

多文化・多様性教育の多元的アプローチ 

 

氏氏名名：：      矢矢澤澤  睦睦／／YYAAZZAAWWAA  AAttssuusshhii  EE--mmaaiill：：  yyaazzaawwaa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  修修士士（（児児童童学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本学学生生相相談談学学会会，，AAHHEEAADD  JJAAPPAANN，，日日本本学学校校心心理理士士会会  

研研究究分分野野：：  教教育育学学，，地地理理学学・・文文化化人人類類学学・・民民俗俗学学  

キキーーワワーードド：：  多多文文化化・・多多様様性性教教育育，，学学生生相相談談・・障障害害学学生生支支援援，，ココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力，，相相互互理理解解とと共共生生  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・学学生生相相談談体体制制・・障障害害学学生生支支援援体体制制のの構構築築  

・・CCAALLLL シシスステテムムのの管管理理・・運運営営方方法法  

・・オオーースストトララリリアアのの文文化化・・生生活活習習慣慣  

 
研研究究内内容容：：  多多様様性性をを尊尊重重すするる意意識識ややココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力をを多多元元的的にに醸醸成成すするる教教育育方方策策のの検検討討  

  

○○学学生生相相談談体体制制・・障障害害学学生生支支援援体体制制  

多多文文化化やや多多様様性性はは諸諸外外国国ととのの関関係係やや人人種種・・民民族族間間のの関関係係ににつついいてて論論じじらられれるるここととがが多多いいがが，，身身近近なな個個人人間間のの関関係係ここ

そそ実実はは多多文文化化でであありり多多様様ででああるる。。ココミミュュニニケケーーシショョンンやや文文化化にに関関すするる教教育育はは身身近近なな個個人人間間のの相相互互理理解解とと共共生生のの意意識識のの

醸醸成成がが第第一一義義ででああるるととのの観観点点かからら，，学学生生相相談談ややカカウウンンセセリリンンググ環環境境のの充充実実をを目目的的ととししたた学学生生ののニニーーズズ調調査査にに基基づづくく学学

生生支支援援体体制制のの構構築築ににつついいてて検検討討すするる。。ままたた，，障障害害者者差差別別解解消消法法のの施施行行にによよりり教教育育機機関関ににおおけけるる合合理理的的配配慮慮がが必必須須とと

ななっってておおりり，，身身近近なな多多文文化化・・多多様様性性のの理理解解とと共共生生をを目目指指すす障障害害学学生生支支援援体体制制のの構構築築ににつついいてて検検討討すするる。。  

  

○○ココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力向向上上ののたためめのの語語学学演演習習シシスステテムムのの管管理理・・運運営営  

ココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力向向上上のの中中核核をを担担ううののはは語語学学教教育育ででああるる。。ここのの能能力力のの向向上上ののたためめににははイインンタタララククテティィブブ（（相相互互作作

用用的的））なな演演習習環環境境をを構構築築すするるここととはは語語学学教教育育ににおおいいてて重重要要でであありり，，CCAALLLL((CCoommppuutteerr  AAssssiisstteedd  LLaanngguuaaggee  LLeeaarrnniinngg))シシスステテ

ムムのの導導入入おおよよびびそそれれをを有有効効にに活活用用すするるたためめのの管管理理・・運運営営ににつついいてて検検討討すするる。。  

  

○○文文化化やや生生活活習習慣慣のの多多様様性性をを重重視視ししたた地地理理教教育育  

ココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力のの向向上上ににはは，，そそのの土土台台ととししてて文文化化やや生生活活習習慣慣のの多多様様性性をを認認識識ししたたううええでで共共生生すするる意意識識をを醸醸成成

すするるここととがが欠欠かかせせなないいがが，，語語学学教教育育だだけけででははそそののたためめのの教教育育環環境境をを十十分分にに整整ええるるここととががででききなないい。。多多文文化化・・多多様様性性のの理理

解解とと共共生生のの意意識識のの醸醸成成をを主主たたるる目目的的ととししたた，，教教養養ととししててのの地地誌誌のの理理解解をを深深めめるる地地理理教教育育ににつついいてて検検討討すするる。。  

  

○○多多文文化化社社会会オオーースストトララリリアアににおおけけるるエエーートトスス  

オオーースストトララリリアアはは多多くくのの移移民民がが暮暮ららすす国国家家でであありり，，そそれれぞぞれれのの移移民民がが持持つつ多多様様性性をを長長所所ととししてて活活かかすすとと同同時時にに，，言言語語

やや生生活活習習慣慣にに関関わわるる生生活活すするるたためめにに必必要要ななココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力をを醸醸成成すするる環環境境づづくくりりをを先先進進的的にに行行っってていいるる。。多多文文

化化・・多多民民族族がが共共生生すするる社社会会ののモモデデルルととししてて，，オオーースストトララリリアアににおおけけるるエエーートトスス（（道道徳徳的的なな慣慣習習やや行行動動のの規規範範））ににつついいてて検検

討討すするる。。  

  

  

  以以上上，，多多文文化化・・多多様様性性のの理理解解おおよよびびココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力向向上上をを目目的的ととすするる教教育育にに関関わわるるささままざざままなな人人文文社社会会学学分分

野野のの側側面面をを，，そそれれぞぞれれのの特特徴徴をを分分野野横横断断的的にに融融合合ししてて長長所所ととししてて活活用用ししななががらら，，個個別別的的ににででははななくく多多元元的的かかつつ有有機機的的

にに修修得得ででききるるよよううなな学学際際的的教教育育環環境境のの構構築築をを検検討討すするる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

接触場面の雑談における聞き手行動の分析 

 

氏氏名名：：      犬犬飼飼亜亜有有美美／／IINNUUKKAAII  AAyyuummii  EE--mmaaiill：：  aa--iinnuukkaaii@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  特特命命助助教教  学学位位：：  修修士士（（文文学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本語語教教育育学学会会，，社社会会言言語語科科学学会会，，日日本本語語教教育育方方法法研研究究会会  

研研究究分分野野：：  文文学学、、言言語語学学、、教教育育学学  

キキーーワワーードド：：  談談話話分分析析，，会会話話教教育育，，雑雑談談，，聞聞きき手手行行動動，，ああいいづづちち  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・日日本本語語をを母母語語ととししなないい人人ととのの日日本本語語にによよるるココミミュュニニケケーーシショョンンのの支支援援及及びび分分析析  

・・中中等等教教育育段段階階のの日日本本語語学学習習者者にに対対すするる教教科科学学習習支支援援  

  

 
研研究究内内容容：：    

①①日日本本語語のの雑雑談談ににおおけけるる聞聞きき手手行行動動のの指指導導にに向向けけたた接接触触場場面面会会話話のの談談話話分分析析  

[[背背景景]]  

雑談は、相手のことを知り人間関係を構築・維持するために重要な役割を果たすものであり、留学生をはじめとする日

本語学習者にとってもできるようになるべき談話項目の一つであると言える。 

[[課課題題]]  

しかし、雑談は「依頼」や「勧誘」、「謝罪」といった談話と異なり、特に決まった流れや文型が存在せず、故に体系的な

指導方法も確立されていないのが現状である。 

日本語学習者の中には、日本語を用いて日常生活を送ることは問題なくできても、雑談に対して苦手意識を持ってい

るという人も少なくない。特に、相手からの情報提供や経験談に対してうまく反応できないことがあり、その結果として

会話の進行が滞ったり、話し手が自分の話が伝わらなかったのかと不安に感じたりすることが報告されている。 

[[目目的的・・方方法法]]  

そこで、「相手の話を聞いているときに聞き手としてどのようなリアクションを取るか」という点に着目し、実際の雑談場

面のデータを収集して日本語母語話者と日本語学習者の言語行動の比較分析を行うことで、学習者にとって習得が

難しい聞き手行動を抽出・整理し、雑談の効果的な指導方法を確立することを目指している。 

 

○才田いずみ・稲飯亜有美（2019）「雑談のポイントとしての「リアクション」」『日本語教育方法研究会誌』25(2), pp.76-77. 

○稲飯亜有美・才田いずみ（2019）「雑談における聞き手行動指導の可能性」『言語科学論集』23, pp. 77-88. 

○稲飯亜有美（2021）「話し手の発話内容を共有したことを示す聞き手行動の分析―雑談データを対象に―」    

『2021 年度日本語教育学会秋季大会予稿集』, pp. 195-200. 

○犬飼亜有美（2022）「日本語の雑談における母語話者と学習者の聞き手行動の違い」『言語科学論集』26, pp. 67-78. 

 

②②留留学学生生にに対対すするる工工学学系系学学習習日日本本語語のの自自律律学学習習支支援援  

日本語初級段階で来日した留学生が日本語で教科学習を行う際には、日本語の理解と学習内容の理解という二つ

の側面で困難に直面する。将来的には、留学生が自力でもしくは周りの助けを借りて問題を解決し、自律的に学習で

きるようになることが望まれる。そこで、日本語の授業において、留学生の日本語の習得段階にあわせ、教科学習で

用いられる学習日本語の指導、及び留学生自身が学習内容をどのように理解しているのかを自分の言葉で説明する

活動を行い、当該活動の学習内容理解における効果測定を行っている。 

 

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

日
本
語
教
育
学

教
育
学

－　21　－

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

接触場面の雑談における聞き手行動の分析 

 

氏氏名名：：      犬犬飼飼亜亜有有美美／／IINNUUKKAAII  AAyyuummii  EE--mmaaiill：：  aa--iinnuukkaaii@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  特特命命助助教教  学学位位：：  修修士士（（文文学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本語語教教育育学学会会，，社社会会言言語語科科学学会会，，日日本本語語教教育育方方法法研研究究会会  

研研究究分分野野：：  文文学学、、言言語語学学、、教教育育学学  

キキーーワワーードド：：  談談話話分分析析，，会会話話教教育育，，雑雑談談，，聞聞きき手手行行動動，，ああいいづづちち  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・日日本本語語をを母母語語ととししなないい人人ととのの日日本本語語にによよるるココミミュュニニケケーーシショョンンのの支支援援及及びび分分析析  

・・中中等等教教育育段段階階のの日日本本語語学学習習者者にに対対すするる教教科科学学習習支支援援  

  

 
研研究究内内容容：：    

①①日日本本語語のの雑雑談談ににおおけけるる聞聞きき手手行行動動のの指指導導にに向向けけたた接接触触場場面面会会話話のの談談話話分分析析  

[[背背景景]]  

雑談は、相手のことを知り人間関係を構築・維持するために重要な役割を果たすものであり、留学生をはじめとする日

本語学習者にとってもできるようになるべき談話項目の一つであると言える。 

[[課課題題]]  

しかし、雑談は「依頼」や「勧誘」、「謝罪」といった談話と異なり、特に決まった流れや文型が存在せず、故に体系的な

指導方法も確立されていないのが現状である。 

日本語学習者の中には、日本語を用いて日常生活を送ることは問題なくできても、雑談に対して苦手意識を持ってい

るという人も少なくない。特に、相手からの情報提供や経験談に対してうまく反応できないことがあり、その結果として

会話の進行が滞ったり、話し手が自分の話が伝わらなかったのかと不安に感じたりすることが報告されている。 

[[目目的的・・方方法法]]  

そこで、「相手の話を聞いているときに聞き手としてどのようなリアクションを取るか」という点に着目し、実際の雑談場

面のデータを収集して日本語母語話者と日本語学習者の言語行動の比較分析を行うことで、学習者にとって習得が

難しい聞き手行動を抽出・整理し、雑談の効果的な指導方法を確立することを目指している。 

 

○才田いずみ・稲飯亜有美（2019）「雑談のポイントとしての「リアクション」」『日本語教育方法研究会誌』25(2), pp.76-77. 

○稲飯亜有美・才田いずみ（2019）「雑談における聞き手行動指導の可能性」『言語科学論集』23, pp. 77-88. 

○稲飯亜有美（2021）「話し手の発話内容を共有したことを示す聞き手行動の分析―雑談データを対象に―」    

『2021 年度日本語教育学会秋季大会予稿集』, pp. 195-200. 

○犬飼亜有美（2022）「日本語の雑談における母語話者と学習者の聞き手行動の違い」『言語科学論集』26, pp. 67-78. 

 

②②留留学学生生にに対対すするる工工学学系系学学習習日日本本語語のの自自律律学学習習支支援援  

日本語初級段階で来日した留学生が日本語で教科学習を行う際には、日本語の理解と学習内容の理解という二つ

の側面で困難に直面する。将来的には、留学生が自力でもしくは周りの助けを借りて問題を解決し、自律的に学習で

きるようになることが望まれる。そこで、日本語の授業において、留学生の日本語の習得段階にあわせ、教科学習で

用いられる学習日本語の指導、及び留学生自身が学習内容をどのように理解しているのかを自分の言葉で説明する

活動を行い、当該活動の学習内容理解における効果測定を行っている。 

 

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  生体情報をもちいた集中力の分析 
集中度の可視化と集中の分類に関する研究 

 

氏氏名名：：      矢矢島島  邦邦昭昭／／YYAAJJIIMMAA  KKuunniiaakkii  EE--mmaaiill：：  yyaajjiimmaa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士((工工学学))  

所所属属学学会会・・協協会会：：  情情報報処処理理学学会会、、日日本本工工学学協協会会、、非非破破壊壊検検査査協協会会、、日日本本高高専専学学会会  

研研究究分分野野：：  教教育育方方法法学学、、教教育育工工学学、、情情報報教教育育、、そそのの他他工工学学  

キキーーワワーードド：：  無無線線計計測測技技術術（（IIooTT））、、生生体体情情報報計計測測・・分分析析、、ググロローーババルル PPBBLL、、教教材材開開発発  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・ワワイイヤヤレレスス生生体体情情報報計計測測、、分分析析  

・・ママルルチチメメデディィアア教教材材開開発発、、自自発発的的学学習習教教材材開開発発  

・・ググロローーババルル PPBBLL 教教材材、、ジジェェネネリリッッククススキキルル評評価価  

 
研研究究内内容容：：    

研研究究課課題題  

・・生生体体情情報報をを用用いいたた客客観観的的なな学学習習へへのの集集中中度度のの分分析析  

・・生生体体情情報報をを用用いいたた客客観観的的なな活活性性度度のの分分析析  

・・ググロローーババルル PPBBLL のの実実践践とと学学生生ののススキキルルのの評評価価  

・・学学生生のの主主体体的的なな学学びびのの環環境境調調査査・・分分析析かかららのの学学習習ツツーールルのの開開発発  

研研究究シシーーズズ  

学学習習ススタタイイルルのの変変革革ととととももにに教教員員のの役役割割もも変変化化ししてていいるる。。学学生生のの効効率率的的なな学学習習ののササポポーートトととししてて、、知知識識定定着着ののププロロセセ

ススのの効効率率化化はは、、学学生生ののみみななららずず、、教教員員ににもも教教育育ススタタイイルルのの向向上上ににつつななががるる。。学学生生がが授授業業にに集集中中ししてていいるるののかかをを知知るるこことと

はは、、学学習習効効率率のの向向上上ににつつななががるる。。ここれれををアアンンケケーートトななどどのの主主観観的的なな評評価価やや事事後後のの評評価価ででははななくく、、ほほぼぼリリアアルルタタイイムムでで  

客客観観的的にに知知るるここととががででききれればば、、授授業業改改善善ににももつつななががるる。。そそここでで、、受受講講中中のの学学生生のの生生体体情情報報ととししてて、、皮皮膚膚電電気気抵抵抗抗（（皮皮膚膚

電電気気反反射射））、、瞬瞬ききのの回回数数、、頭頭部部のの位位置置情情報報、、脳脳波波ななどどをを計計測測すするるここととでで解解析析をを行行うう。。IIooTT 技技術術をを用用いいてて、、教教室室ななどどでで受受講講

ししてていいるる学学生生のの種種々々のの生生体体情情報報をを同同時時にに計計測測しし、、ササーーババににてて分分析析をを行行うう。。ググルルーーププワワーークク時時のの活活性性、、非非活活性性ををビビッッググデデ

ーータタととししてて扱扱うう。。      

  ググロローーババルル PPBBLL のの規規格格、、実実施施にによよりり、、企企画画力力、、ココミミュュニニケケーーシショョンン力力、、計計画画実実行行力力をを養養っってていいるる。。研研究究室室でで実実施施ししてていい

るる PPBBLL はは、、工工学学分分野野、、特特ににシシーーケケンンスス制制御御をを題題材材ににししてておおりり、、解解決決案案がが具具体体的的にに評評価価ででききるるテテーーママととししてていいるる。。同同じじ教教

育育環環境境下下ににおおけけるる日日本本人人ののみみででははななくく、、ググロローーババルルなな環環境境ででのの体体験験、、海海外外ででのの PPBBLL 実実施施にによよりりジジェェネネリリッッククススススキキルルのの

変変化化をを継継続続調調査査ををししてていいるる。。  

  ググルルーーププ単単位位ででのの集集中中度度のの客客観観的的ななモモニニタタリリンンググよよりり、、工工場場ななどどででのの作作業業時時のの集集中中度度のの確確認認、、セセミミナナーー、、研研修修会会ででのの

運運用用にに有有効効活活用用がが期期待待ででききるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

          

  

  

 

 ウェアラブル、ガルバニック皮膚反応システム
-センサ(MAXREFDES73#)
-Android端末(intel社製)

皮膚電気抵抗
皮膚温度計測

GSR測定
センサ

皮膚温測定
センサ

 JINS MEME
-iOS 8.0以上の端末

3点式眼電位センサー
3軸加速度センサー
3軸ジャイロ（角速度）センサー

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

BBiittaalliinnoo  開開発発キキッットト    

簡簡易易脳脳波波計計測測器器    

JJIINNSS  MMEEMMEE    
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

接触場面の雑談における聞き手行動の分析 

 

氏氏名名：：      犬犬飼飼亜亜有有美美／／IINNUUKKAAII  AAyyuummii  EE--mmaaiill：：  aa--iinnuukkaaii@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  特特命命助助教教  学学位位：：  修修士士（（文文学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本語語教教育育学学会会，，社社会会言言語語科科学学会会，，日日本本語語教教育育方方法法研研究究会会  

研研究究分分野野：：  文文学学、、言言語語学学、、教教育育学学  

キキーーワワーードド：：  談談話話分分析析，，会会話話教教育育，，雑雑談談，，聞聞きき手手行行動動，，ああいいづづちち  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・日日本本語語をを母母語語ととししなないい人人ととのの日日本本語語にによよるるココミミュュニニケケーーシショョンンのの支支援援及及びび分分析析  

・・中中等等教教育育段段階階のの日日本本語語学学習習者者にに対対すするる教教科科学学習習支支援援  

  

 
研研究究内内容容：：    

①①日日本本語語のの雑雑談談ににおおけけるる聞聞きき手手行行動動のの指指導導にに向向けけたた接接触触場場面面会会話話のの談談話話分分析析  

[[背背景景]]  

雑談は、相手のことを知り人間関係を構築・維持するために重要な役割を果たすものであり、留学生をはじめとする日

本語学習者にとってもできるようになるべき談話項目の一つであると言える。 

[[課課題題]]  

しかし、雑談は「依頼」や「勧誘」、「謝罪」といった談話と異なり、特に決まった流れや文型が存在せず、故に体系的な

指導方法も確立されていないのが現状である。 

日本語学習者の中には、日本語を用いて日常生活を送ることは問題なくできても、雑談に対して苦手意識を持ってい

るという人も少なくない。特に、相手からの情報提供や経験談に対してうまく反応できないことがあり、その結果として

会話の進行が滞ったり、話し手が自分の話が伝わらなかったのかと不安に感じたりすることが報告されている。 

[[目目的的・・方方法法]]  

そこで、「相手の話を聞いているときに聞き手としてどのようなリアクションを取るか」という点に着目し、実際の雑談場

面のデータを収集して日本語母語話者と日本語学習者の言語行動の比較分析を行うことで、学習者にとって習得が

難しい聞き手行動を抽出・整理し、雑談の効果的な指導方法を確立することを目指している。 

 

○才田いずみ・稲飯亜有美（2019）「雑談のポイントとしての「リアクション」」『日本語教育方法研究会誌』25(2), pp.76-77. 

○稲飯亜有美・才田いずみ（2019）「雑談における聞き手行動指導の可能性」『言語科学論集』23, pp. 77-88. 

○稲飯亜有美（2021）「話し手の発話内容を共有したことを示す聞き手行動の分析―雑談データを対象に―」    

『2021 年度日本語教育学会秋季大会予稿集』, pp. 195-200. 

○犬飼亜有美（2022）「日本語の雑談における母語話者と学習者の聞き手行動の違い」『言語科学論集』26, pp. 67-78. 

 

②②留留学学生生にに対対すするる工工学学系系学学習習日日本本語語のの自自律律学学習習支支援援  

日本語初級段階で来日した留学生が日本語で教科学習を行う際には、日本語の理解と学習内容の理解という二つ

の側面で困難に直面する。将来的には、留学生が自力でもしくは周りの助けを借りて問題を解決し、自律的に学習で

きるようになることが望まれる。そこで、日本語の授業において、留学生の日本語の習得段階にあわせ、教科学習で

用いられる学習日本語の指導、及び留学生自身が学習内容をどのように理解しているのかを自分の言葉で説明する

活動を行い、当該活動の学習内容理解における効果測定を行っている。 

 

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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語
教
育
学

教
育
学
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

接触場面の雑談における聞き手行動の分析 

 

氏氏名名：：      犬犬飼飼亜亜有有美美／／IINNUUKKAAII  AAyyuummii  EE--mmaaiill：：  aa--iinnuukkaaii@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  特特命命助助教教  学学位位：：  修修士士（（文文学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本語語教教育育学学会会，，社社会会言言語語科科学学会会，，日日本本語語教教育育方方法法研研究究会会  

研研究究分分野野：：  文文学学、、言言語語学学、、教教育育学学  

キキーーワワーードド：：  談談話話分分析析，，会会話話教教育育，，雑雑談談，，聞聞きき手手行行動動，，ああいいづづちち  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・日日本本語語をを母母語語ととししなないい人人ととのの日日本本語語にによよるるココミミュュニニケケーーシショョンンのの支支援援及及びび分分析析  

・・中中等等教教育育段段階階のの日日本本語語学学習習者者にに対対すするる教教科科学学習習支支援援  

  

 
研研究究内内容容：：    

①①日日本本語語のの雑雑談談ににおおけけるる聞聞きき手手行行動動のの指指導導にに向向けけたた接接触触場場面面会会話話のの談談話話分分析析  

[[背背景景]]  

雑談は、相手のことを知り人間関係を構築・維持するために重要な役割を果たすものであり、留学生をはじめとする日

本語学習者にとってもできるようになるべき談話項目の一つであると言える。 

[[課課題題]]  

しかし、雑談は「依頼」や「勧誘」、「謝罪」といった談話と異なり、特に決まった流れや文型が存在せず、故に体系的な

指導方法も確立されていないのが現状である。 

日本語学習者の中には、日本語を用いて日常生活を送ることは問題なくできても、雑談に対して苦手意識を持ってい

るという人も少なくない。特に、相手からの情報提供や経験談に対してうまく反応できないことがあり、その結果として

会話の進行が滞ったり、話し手が自分の話が伝わらなかったのかと不安に感じたりすることが報告されている。 

[[目目的的・・方方法法]]  

そこで、「相手の話を聞いているときに聞き手としてどのようなリアクションを取るか」という点に着目し、実際の雑談場

面のデータを収集して日本語母語話者と日本語学習者の言語行動の比較分析を行うことで、学習者にとって習得が

難しい聞き手行動を抽出・整理し、雑談の効果的な指導方法を確立することを目指している。 

 

○才田いずみ・稲飯亜有美（2019）「雑談のポイントとしての「リアクション」」『日本語教育方法研究会誌』25(2), pp.76-77. 

○稲飯亜有美・才田いずみ（2019）「雑談における聞き手行動指導の可能性」『言語科学論集』23, pp. 77-88. 

○稲飯亜有美（2021）「話し手の発話内容を共有したことを示す聞き手行動の分析―雑談データを対象に―」    

『2021 年度日本語教育学会秋季大会予稿集』, pp. 195-200. 

○犬飼亜有美（2022）「日本語の雑談における母語話者と学習者の聞き手行動の違い」『言語科学論集』26, pp. 67-78. 

 

②②留留学学生生にに対対すするる工工学学系系学学習習日日本本語語のの自自律律学学習習支支援援  

日本語初級段階で来日した留学生が日本語で教科学習を行う際には、日本語の理解と学習内容の理解という二つ

の側面で困難に直面する。将来的には、留学生が自力でもしくは周りの助けを借りて問題を解決し、自律的に学習で

きるようになることが望まれる。そこで、日本語の授業において、留学生の日本語の習得段階にあわせ、教科学習で

用いられる学習日本語の指導、及び留学生自身が学習内容をどのように理解しているのかを自分の言葉で説明する

活動を行い、当該活動の学習内容理解における効果測定を行っている。 

 

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  生体情報をもちいた集中力の分析 
集中度の可視化と集中の分類に関する研究 

 

氏氏名名：：      矢矢島島  邦邦昭昭／／YYAAJJIIMMAA  KKuunniiaakkii  EE--mmaaiill：：  yyaajjiimmaa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士((工工学学))  

所所属属学学会会・・協協会会：：  情情報報処処理理学学会会、、日日本本工工学学協協会会、、非非破破壊壊検検査査協協会会、、日日本本高高専専学学会会  

研研究究分分野野：：  教教育育方方法法学学、、教教育育工工学学、、情情報報教教育育、、そそのの他他工工学学  

キキーーワワーードド：：  無無線線計計測測技技術術（（IIooTT））、、生生体体情情報報計計測測・・分分析析、、ググロローーババルル PPBBLL、、教教材材開開発発  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・ワワイイヤヤレレスス生生体体情情報報計計測測、、分分析析  

・・ママルルチチメメデディィアア教教材材開開発発、、自自発発的的学学習習教教材材開開発発  

・・ググロローーババルル PPBBLL 教教材材、、ジジェェネネリリッッククススキキルル評評価価  

 
研研究究内内容容：：    

研研究究課課題題  

・・生生体体情情報報をを用用いいたた客客観観的的なな学学習習へへのの集集中中度度のの分分析析  

・・生生体体情情報報をを用用いいたた客客観観的的なな活活性性度度のの分分析析  

・・ググロローーババルル PPBBLL のの実実践践とと学学生生ののススキキルルのの評評価価  

・・学学生生のの主主体体的的なな学学びびのの環環境境調調査査・・分分析析かかららのの学学習習ツツーールルのの開開発発  

研研究究シシーーズズ  

学学習習ススタタイイルルのの変変革革ととととももにに教教員員のの役役割割もも変変化化ししてていいるる。。学学生生のの効効率率的的なな学学習習ののササポポーートトととししてて、、知知識識定定着着ののププロロセセ

ススのの効効率率化化はは、、学学生生ののみみななららずず、、教教員員ににもも教教育育ススタタイイルルのの向向上上ににつつななががるる。。学学生生がが授授業業にに集集中中ししてていいるるののかかをを知知るるこことと

はは、、学学習習効効率率のの向向上上ににつつななががるる。。ここれれををアアンンケケーートトななどどのの主主観観的的なな評評価価やや事事後後のの評評価価ででははななくく、、ほほぼぼリリアアルルタタイイムムでで  

客客観観的的にに知知るるここととががででききれればば、、授授業業改改善善ににももつつななががるる。。そそここでで、、受受講講中中のの学学生生のの生生体体情情報報ととししてて、、皮皮膚膚電電気気抵抵抗抗（（皮皮膚膚

電電気気反反射射））、、瞬瞬ききのの回回数数、、頭頭部部のの位位置置情情報報、、脳脳波波ななどどをを計計測測すするるここととでで解解析析をを行行うう。。IIooTT 技技術術をを用用いいてて、、教教室室ななどどでで受受講講

ししてていいるる学学生生のの種種々々のの生生体体情情報報をを同同時時にに計計測測しし、、ササーーババににてて分分析析をを行行うう。。ググルルーーププワワーークク時時のの活活性性、、非非活活性性ををビビッッググデデ

ーータタととししてて扱扱うう。。      

  ググロローーババルル PPBBLL のの規規格格、、実実施施にによよりり、、企企画画力力、、ココミミュュニニケケーーシショョンン力力、、計計画画実実行行力力をを養養っってていいるる。。研研究究室室でで実実施施ししてていい

るる PPBBLL はは、、工工学学分分野野、、特特ににシシーーケケンンスス制制御御をを題題材材ににししてておおりり、、解解決決案案がが具具体体的的にに評評価価ででききるるテテーーママととししてていいるる。。同同じじ教教

育育環環境境下下ににおおけけるる日日本本人人ののみみででははななくく、、ググロローーババルルなな環環境境ででのの体体験験、、海海外外ででのの PPBBLL 実実施施にによよりりジジェェネネリリッッククススススキキルルのの

変変化化をを継継続続調調査査ををししてていいるる。。  

  ググルルーーププ単単位位ででのの集集中中度度のの客客観観的的ななモモニニタタリリンンググよよりり、、工工場場ななどどででのの作作業業時時のの集集中中度度のの確確認認、、セセミミナナーー、、研研修修会会ででのの

運運用用にに有有効効活活用用がが期期待待ででききるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

          

  

  

 

 ウェアラブル、ガルバニック皮膚反応システム
-センサ(MAXREFDES73#)
-Android端末(intel社製)

皮膚電気抵抗
皮膚温度計測

GSR測定
センサ

皮膚温測定
センサ

 JINS MEME
-iOS 8.0以上の端末

3点式眼電位センサー
3軸加速度センサー
3軸ジャイロ（角速度）センサー

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

BBiittaalliinnoo  開開発発キキッットト    

簡簡易易脳脳波波計計測測器器    

JJIINNSS  MMEEMMEE    
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：宮城県の方言に関する総合的研究 

日本人対象の国語教育／外国人対象の日本語教育 

 

氏氏名名：：      武武田田  拓拓／／TTAAKKEEDDAA  TTaakkuu    EE--mmaaiill：：  ttaakkeeddaa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  修修士士（（文文学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本語語学学会会  

研研究究分分野野：：  文文学学、、言言語語学学、、教教育育学学  

キキーーワワーードド：：  方方言言，，国国語語教教育育，，日日本本語語教教育育  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・宮宮城城県県のの方方言言にに関関すするる情情報報  

・・日日本本人人にに対対すするる国国語語教教育育  外外国国人人にに対対すするる日日本本語語教教育育  

 
研研究究内内容容：：    

方方言言研研究究――宮宮城城県県をを主主ととししたた、、方方言言のの実実態態調調査査やや記記録録保保存存  

      辞辞書書・・市市史史のの関関連連部部分分執執筆筆やや、、ママススココミミかかららのの問問いい合合わわせせにに応応じじてていいるる  

  

国国語語教教育育――日日本本人人をを対対象象ととししたた、、ここととばばをを的的確確にに使使いいここななせせるるよよううににななるるたためめのの学学習習方方法法やや教教材材のの作作成成  

      日日常常生生活活やや学学習習研研究究ななどど、、様様々々なな場場面面をを想想定定ししてていいるる  

  

日日本本語語教教育育－－外外国国人人をを対対象象ととししたた、、日日本本語語やや日日本本文文化化のの学学習習内内容容  

      短短期期研研修修生生対対象象のの、、日日常常のの日日本本文文化化体体験験やや紹紹介介をを担担当当ししてていいるる  

  

【【ここれれままででのの成成果果・・実実践践例例】】  

・・22000000 年年  仙仙台台市市愛愛子子児児童童館館主主催催  わわくくわわくく授授業業「「ここととばばののふふししぎぎ」」  授授業業担担当当  

・・22000022 年年  （（株株））ジジャャスストトシシスステテムム製製日日本本語語変変換換ソソフフトト「「AATTOOKK」」東東北北・・北北海海道道方方言言入入力力モモーードド  作作製製協協力力  

・・22000055 年年  秋秋田田県県増増田田町町（（現現湯湯沢沢市市））旧旧西西成成瀬瀬小小学学校校ににおおけけるる言言語語教教育育のの再再評評価価ののたためめのの調調査査研研究究  委委員員  

・・22001100 年年  河河北北新新報報朝朝刊刊連連載載ココララムム「「ととううほほくく方方言言のの泉泉」」  執執筆筆担担当当  

・・22001133 年年  岩岩沼沼市市史史編編纂纂委委員員会会（（民民俗俗部部会会・・自自然然部部会会・・震震災災部部会会））調調査査執執筆筆委委員員  

・・22001144 年年  文文化化庁庁委委託託事事業業「「被被災災地地ににおおけけるる方方言言のの活活性性化化支支援援事事業業」」  方方言言アアフフレレココ体体験験ワワーーククシショョッッププ  講講師師  

・・22001144 年年  東東松松島島市市文文化化協協会会第第 11 回回研研修修会会  講講演演「「方方言言のの過過去去・・現現在在・・未未来来」」講講師師  

・・22002200 年年  せせんんだだいい豊豊齢齢学学園園「「7755 歳歳かかららののアアククテティィブブラライイフフココーースス」」    仙仙台台のの方方言言    講講師師  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

（（参参考考））文文化化庁庁届届出出受受理理  日日本本語語教教師師養養成成講講座座  修修了了    

JJEEEESS  日日本本語語教教育育能能力力検検定定試試験験  合合格格    

中中学学校校・・高高等等学学校校教教諭諭専専修修免免許許状状((国国語語))    
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：宮城県の方言に関する総合的研究 

日本人対象の国語教育／外国人対象の日本語教育 

 

氏氏名名：：      武武田田  拓拓／／TTAAKKEEDDAA  TTaakkuu    EE--mmaaiill：：  ttaakkeeddaa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  修修士士（（文文学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本語語学学会会  

研研究究分分野野：：  文文学学、、言言語語学学、、教教育育学学  

キキーーワワーードド：：  方方言言，，国国語語教教育育，，日日本本語語教教育育  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・宮宮城城県県のの方方言言にに関関すするる情情報報  

・・日日本本人人にに対対すするる国国語語教教育育  外外国国人人にに対対すするる日日本本語語教教育育  

 
研研究究内内容容：：    

方方言言研研究究――宮宮城城県県をを主主ととししたた、、方方言言のの実実態態調調査査やや記記録録保保存存  

      辞辞書書・・市市史史のの関関連連部部分分執執筆筆やや、、ママススココミミかかららのの問問いい合合わわせせにに応応じじてていいるる  

  

国国語語教教育育――日日本本人人をを対対象象ととししたた、、ここととばばをを的的確確にに使使いいここななせせるるよよううににななるるたためめのの学学習習方方法法やや教教材材のの作作成成  

      日日常常生生活活やや学学習習研研究究ななどど、、様様々々なな場場面面をを想想定定ししてていいるる  

  

日日本本語語教教育育－－外外国国人人をを対対象象ととししたた、、日日本本語語やや日日本本文文化化のの学学習習内内容容  

      短短期期研研修修生生対対象象のの、、日日常常のの日日本本文文化化体体験験やや紹紹介介をを担担当当ししてていいるる  

  

【【ここれれままででのの成成果果・・実実践践例例】】  

・・22000000 年年  仙仙台台市市愛愛子子児児童童館館主主催催  わわくくわわくく授授業業「「ここととばばののふふししぎぎ」」  授授業業担担当当  

・・22000022 年年  （（株株））ジジャャスストトシシスステテムム製製日日本本語語変変換換ソソフフトト「「AATTOOKK」」東東北北・・北北海海道道方方言言入入力力モモーードド  作作製製協協力力  

・・22000055 年年  秋秋田田県県増増田田町町（（現現湯湯沢沢市市））旧旧西西成成瀬瀬小小学学校校ににおおけけるる言言語語教教育育のの再再評評価価ののたためめのの調調査査研研究究  委委員員  

・・22001100 年年  河河北北新新報報朝朝刊刊連連載載ココララムム「「ととううほほくく方方言言のの泉泉」」  執執筆筆担担当当  

・・22001133 年年  岩岩沼沼市市史史編編纂纂委委員員会会（（民民俗俗部部会会・・自自然然部部会会・・震震災災部部会会））調調査査執執筆筆委委員員  

・・22001144 年年  文文化化庁庁委委託託事事業業「「被被災災地地ににおおけけるる方方言言のの活活性性化化支支援援事事業業」」  方方言言アアフフレレココ体体験験ワワーーククシショョッッププ  講講師師  

・・22001144 年年  東東松松島島市市文文化化協協会会第第 11 回回研研修修会会  講講演演「「方方言言のの過過去去・・現現在在・・未未来来」」講講師師  

・・22002200 年年  せせんんだだいい豊豊齢齢学学園園「「7755 歳歳かかららののアアククテティィブブラライイフフココーースス」」    仙仙台台のの方方言言    講講師師  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

（（参参考考））文文化化庁庁届届出出受受理理  日日本本語語教教師師養養成成講講座座  修修了了    

JJEEEESS  日日本本語語教教育育能能力力検検定定試試験験  合合格格    

中中学学校校・・高高等等学学校校教教諭諭専専修修免免許許状状((国国語語))    

    

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

古インドアーリア語文献群の歴史言語学的研究 

 

氏氏名名：：      笠笠松松  直直//  KKAASSAAMMAATTSSUU    SSuunnaaoo  EE--mmaaiill：：  sskkaassaammaattssuu@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（文文学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
日日本本印印度度学学仏仏教教学学会会・・日日本本仏仏教教学学会会・・印印度度学学宗宗教教学学会会・・日日本本歴歴史史言言語語

学学会会  

研研究究分分野野：：  印印度度学学，，仏仏教教学学，，比比較較言言語語学学  

キキーーワワーードド：：  VVeeddaa,,  SSaannsskkrriitt,,  PPāāllii,,  BBuuddddhhiisstt  HHyybbrriidd  SSaannsskkrriitt  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・古古イインンドドアアーーリリアア語語・・中中期期イインンドドアアーーリリアア語語のの歴歴史史言言語語的的分分析析  

・・南南方方仏仏教教おおよよびび大大乗乗仏仏教教経経典典のの研研究究    ・・上上掲掲領領域域にに関関わわるる思思想想・・文文化化・・儀儀礼礼研研究究  

 
研研究究内内容容：：  ヴヴェェーーダダ文文献献ややパパーーリリ語語・・仏仏教教混混交交梵梵語語文文献献をを対対象象ととししたた言言語語・・思思想想・・文文化化研研究究  

■■ヴヴェェーーダダ文文献献研研究究  

仏仏教教はは古古代代イインンドドでで発発生生ししたた。。仏仏教教以以前前のの思思想想はは，，いいわわゆゆるるヴヴェェーーダダ文文献献にに保保存存さされれてていいるる。。ヴヴェェーーダダ文文献献のの相相当当部部

分分はは，，儀儀礼礼をを巡巡っってて展展開開ししてていいるる。。私私ははそそののううちち，，「「祭祭火火のの礼礼拝拝 AAggnnyyuuppaasstthhāānnaa」」儀儀礼礼ををととそそのの成成立立過過程程をを検検討討ししたた。。ここ

のの儀儀礼礼はは，，「「祭祭火火へへのの献献供供 AAggnniihhoottrraa」」（（のの，，古古くくはは夜夜のの））献献供供にに際際ししてて行行ななわわれれるる儀儀礼礼ででああるる。。ここのの「「拝拝火火」」儀儀礼礼のの要要素素

はは，，イインンドド・・イイラランン共共通通ののももののでで，，ここのの研研究究はは両両地地域域のの宗宗教教文文化化のの理理解解ののたためめにに重重要要ででああるる一一方方，，そそのの後後にに展展開開ししたた文文

化化――たたととええばば，，我我がが国国ににもも伝伝わわるる護護摩摩儀儀礼礼――のの理理解解ののたためめににもも有有用用ででああるる。。  

ヴヴェェーーダダ文文献献群群のの研研究究はは，，そそれれ自自体体がが独独立立ししたた研研究究課課題題ででああるるがが，，以以下下にに述述べべるる研研究究課課題題ののたためめのの基基礎礎ととももななるる。。  

■■南南方方仏仏教教おおよよびび南南方方仏仏教教聖聖典典語語・・パパーーリリ語語研研究究  

ススリリラランンカカ・・東東南南アアジジアアににひひろろままっったた仏仏教教はは，，日日本本をを含含むむ東東アアジジアアにに伝伝わわっったた大大乗乗（（北北方方））仏仏教教とと様様相相をを異異ににすするる上上座座

部部仏仏教教でであありり，，流流伝伝地地域域にによよっってて南南方方仏仏教教とともも呼呼ばばれれるる。。そそのの聖聖典典をを伝伝ええるる言言語語ををパパーーリリ語語とといいうう。。紀紀元元前前かからら紀紀元元 44--

55 世世紀紀頃頃にに主主要要なな文文献献がが成成立立ししたたがが，，そそのの後後もも，，ああたたかかもも西西洋洋ににおおけけるるララテテンン語語ののよよううにに使使用用さされれ，，そそのの文文献献量量はは膨膨大大

ででああるる。。近近年年，，東東南南アアジジアアはは経経済済発発展展がが著著ししくく，，そそのの文文化化的的基基層層ををななすす南南方方仏仏教教のの理理解解はは重重要要性性をを増増ししてていいるる。。ままたた，，

西西欧欧諸諸国国ををははじじめめととししてて南南方方仏仏教教がが教教線線をを展展開開ししてておおりり，，世世界界共共通通のの教教養養ととししててのの位位置置もも獲獲得得ししつつつつああるる。。文文献献群群のの基基

礎礎研研究究――本本文文校校訂訂・・索索引引・・翻翻訳訳のの作作成成――がが一一段段落落すするるななかか，，教教学学研研究究ののみみななららずず文文献献群群がが伝伝ええるる古古代代イインンドド世世界界のの生生

活活文文化化のの解解明明もも求求めめらられれるるととこころろででああるる。。  

■■大大乗乗仏仏教教経経典典：：梵梵文文法法華華経経研研究究  

本本邦邦にに伝伝わわっったた大大乗乗仏仏教教経経典典ののううちち，，『『法法華華経経』』はは最最大大のの文文化化的的影影響響力力ををももつつもものののの一一つつででああるる。。ここれれをを依依用用すするる伝伝

統統宗宗派派はは数数多多くく，，新新宗宗教教諸諸派派のの多多くくもも追追随随すするる。。そそののよよううなな『『法法華華経経』』だだがが，，そそのの成成立立のの次次第第ににつついいてて諸諸先先学学のの見見解解

はは，，一一定定のの方方向向性性・・合合意意はは認認めめらられれるるもものののの，，議議論論百百出出のの状状態態ででああるる。。そそのの理理由由のの一一端端はは，，諸諸先先学学がが主主にに漢漢訳訳『『法法華華

経経』』をを重重視視すするるこことと，，先先学学のの多多くくがが熱熱心心なな仏仏教教徒徒でであありり，，そそのの議議論論がが哲哲学学的的方方面面にに偏偏りりががちちででああっったたここととににああっったたかかにに思思

わわれれるる。。当当方方ととししててはは梵梵文文＝＝ササンンススククリリッットト本本ののううちち，，従従来来注注目目ののすすくくななかかっったた中中央央アアジジアア所所伝伝・・カカシシュュガガルル写写本本がが呈呈すす

るる語語形形・・文文法法現現象象がが古古形形をを残残すすここととをを確確証証しし，，かかつつ章章にによよっっててやややや特特徴徴をを異異ににすするるここととにに着着目目しし，，文文法法現現象象とといいうう客客観観

的的指指標標ををももっってて梵梵文文『『法法華華経経』』のの層層序序関関係係をを解解明明すするるここととをを志志しし，，着着実実にに成成果果をを挙挙げげつつつつああるる。。  

  

関係論文：【仏教混交梵語】笠松直「梵文『法華経』における動詞 ās の活用について」『南アジア古典学』第 17
号，2022 年，pp.125－136；Sunao, KASAMATSU「mā bhaiṣṭa / bhāyatha」『印度学佛教學研究』第 70 巻第 3 号，2022
年，pp. 1095(57)－1101(63)；笠松直「KN 322,4 mā ... śociṣṭa」『南アジア古典学』第 16 号，2021 年，pp.139－150；
笠松直「仏教混交梵語文献におけるアオリストの問題再考―abhūt / abhūṣi / abhūṣīt の歴史素描―」『歴史言語学』

2017 年，第 6 号；【パーリ語】笠松直「夜の王―nagaraguttika-「都市の守護者」考―」『論集』第 46 号，2019 年，

pp.144(69)－127(86)；【梵語学・言語学】Sunao KASAMATSU, Inflections of dā, pra-dā, pra-yam and Their Suppletion in 
the Saddharmapuṇḍarīka-sūtra『印度学仏教学研究』第 66 巻第 3 号，2018 年，pp.1063(89)－1070(96)；笠松直「Skt. 
argha-/arghya-，仏教語「閼伽」と Lat. aqua」『歴史言語学』2014 年 11 月，第 3 号，pp. 53－65；【思想一般】笠

松直「「狂気」を巡って－ 『沈黙の春』邦訳の問題点とその背景 II－」『仙台高等専門学校広瀬キャンパス 教

育研究紀要』2021 年 51 巻，pp.1－7 
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：宮城県の方言に関する総合的研究 

日本人対象の国語教育／外国人対象の日本語教育 

 

氏氏名名：：      武武田田  拓拓／／TTAAKKEEDDAA  TTaakkuu    EE--mmaaiill：：  ttaakkeeddaa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  修修士士（（文文学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本語語学学会会  

研研究究分分野野：：  文文学学、、言言語語学学、、教教育育学学  

キキーーワワーードド：：  方方言言，，国国語語教教育育，，日日本本語語教教育育  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・宮宮城城県県のの方方言言にに関関すするる情情報報  

・・日日本本人人にに対対すするる国国語語教教育育  外外国国人人にに対対すするる日日本本語語教教育育  

 
研研究究内内容容：：    

方方言言研研究究――宮宮城城県県をを主主ととししたた、、方方言言のの実実態態調調査査やや記記録録保保存存  

      辞辞書書・・市市史史のの関関連連部部分分執執筆筆やや、、ママススココミミかかららのの問問いい合合わわせせにに応応じじてていいるる  

  

国国語語教教育育――日日本本人人をを対対象象ととししたた、、ここととばばをを的的確確にに使使いいここななせせるるよよううににななるるたためめのの学学習習方方法法やや教教材材のの作作成成  

      日日常常生生活活やや学学習習研研究究ななどど、、様様々々なな場場面面をを想想定定ししてていいるる  

  

日日本本語語教教育育－－外外国国人人をを対対象象ととししたた、、日日本本語語やや日日本本文文化化のの学学習習内内容容  

      短短期期研研修修生生対対象象のの、、日日常常のの日日本本文文化化体体験験やや紹紹介介をを担担当当ししてていいるる  

  

【【ここれれままででのの成成果果・・実実践践例例】】  

・・22000000 年年  仙仙台台市市愛愛子子児児童童館館主主催催  わわくくわわくく授授業業「「ここととばばののふふししぎぎ」」  授授業業担担当当  

・・22000022 年年  （（株株））ジジャャスストトシシスステテムム製製日日本本語語変変換換ソソフフトト「「AATTOOKK」」東東北北・・北北海海道道方方言言入入力力モモーードド  作作製製協協力力  

・・22000055 年年  秋秋田田県県増増田田町町（（現現湯湯沢沢市市））旧旧西西成成瀬瀬小小学学校校ににおおけけるる言言語語教教育育のの再再評評価価ののたためめのの調調査査研研究究  委委員員  

・・22001100 年年  河河北北新新報報朝朝刊刊連連載載ココララムム「「ととううほほくく方方言言のの泉泉」」  執執筆筆担担当当  

・・22001133 年年  岩岩沼沼市市史史編編纂纂委委員員会会（（民民俗俗部部会会・・自自然然部部会会・・震震災災部部会会））調調査査執執筆筆委委員員  

・・22001144 年年  文文化化庁庁委委託託事事業業「「被被災災地地ににおおけけるる方方言言のの活活性性化化支支援援事事業業」」  方方言言アアフフレレココ体体験験ワワーーククシショョッッププ  講講師師  

・・22001144 年年  東東松松島島市市文文化化協協会会第第 11 回回研研修修会会  講講演演「「方方言言のの過過去去・・現現在在・・未未来来」」講講師師  

・・22002200 年年  せせんんだだいい豊豊齢齢学学園園「「7755 歳歳かかららののアアククテティィブブラライイフフココーースス」」    仙仙台台のの方方言言    講講師師  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

（（参参考考））文文化化庁庁届届出出受受理理  日日本本語語教教師師養養成成講講座座  修修了了    

JJEEEESS  日日本本語語教教育育能能力力検検定定試試験験  合合格格    

中中学学校校・・高高等等学学校校教教諭諭専専修修免免許許状状((国国語語))    
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：宮城県の方言に関する総合的研究 

日本人対象の国語教育／外国人対象の日本語教育 

 

氏氏名名：：      武武田田  拓拓／／TTAAKKEEDDAA  TTaakkuu    EE--mmaaiill：：  ttaakkeeddaa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  修修士士（（文文学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本語語学学会会  

研研究究分分野野：：  文文学学、、言言語語学学、、教教育育学学  

キキーーワワーードド：：  方方言言，，国国語語教教育育，，日日本本語語教教育育  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・宮宮城城県県のの方方言言にに関関すするる情情報報  

・・日日本本人人にに対対すするる国国語語教教育育  外外国国人人にに対対すするる日日本本語語教教育育  

 
研研究究内内容容：：    

方方言言研研究究――宮宮城城県県をを主主ととししたた、、方方言言のの実実態態調調査査やや記記録録保保存存  

      辞辞書書・・市市史史のの関関連連部部分分執執筆筆やや、、ママススココミミかかららのの問問いい合合わわせせにに応応じじてていいるる  

  

国国語語教教育育――日日本本人人をを対対象象ととししたた、、ここととばばをを的的確確にに使使いいここななせせるるよよううににななるるたためめのの学学習習方方法法やや教教材材のの作作成成  

      日日常常生生活活やや学学習習研研究究ななどど、、様様々々なな場場面面をを想想定定ししてていいるる  

  

日日本本語語教教育育－－外外国国人人をを対対象象ととししたた、、日日本本語語やや日日本本文文化化のの学学習習内内容容  

      短短期期研研修修生生対対象象のの、、日日常常のの日日本本文文化化体体験験やや紹紹介介をを担担当当ししてていいるる  

  

【【ここれれままででのの成成果果・・実実践践例例】】  

・・22000000 年年  仙仙台台市市愛愛子子児児童童館館主主催催  わわくくわわくく授授業業「「ここととばばののふふししぎぎ」」  授授業業担担当当  

・・22000022 年年  （（株株））ジジャャスストトシシスステテムム製製日日本本語語変変換換ソソフフトト「「AATTOOKK」」東東北北・・北北海海道道方方言言入入力力モモーードド  作作製製協協力力  

・・22000055 年年  秋秋田田県県増増田田町町（（現現湯湯沢沢市市））旧旧西西成成瀬瀬小小学学校校ににおおけけるる言言語語教教育育のの再再評評価価ののたためめのの調調査査研研究究  委委員員  

・・22001100 年年  河河北北新新報報朝朝刊刊連連載載ココララムム「「ととううほほくく方方言言のの泉泉」」  執執筆筆担担当当  

・・22001133 年年  岩岩沼沼市市史史編編纂纂委委員員会会（（民民俗俗部部会会・・自自然然部部会会・・震震災災部部会会））調調査査執執筆筆委委員員  

・・22001144 年年  文文化化庁庁委委託託事事業業「「被被災災地地ににおおけけるる方方言言のの活活性性化化支支援援事事業業」」  方方言言アアフフレレココ体体験験ワワーーククシショョッッププ  講講師師  

・・22001144 年年  東東松松島島市市文文化化協協会会第第 11 回回研研修修会会  講講演演「「方方言言のの過過去去・・現現在在・・未未来来」」講講師師  

・・22002200 年年  せせんんだだいい豊豊齢齢学学園園「「7755 歳歳かかららののアアククテティィブブラライイフフココーースス」」    仙仙台台のの方方言言    講講師師  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

（（参参考考））文文化化庁庁届届出出受受理理  日日本本語語教教師師養養成成講講座座  修修了了    

JJEEEESS  日日本本語語教教育育能能力力検検定定試試験験  合合格格    

中中学学校校・・高高等等学学校校教教諭諭専専修修免免許許状状((国国語語))    

    

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

古インドアーリア語文献群の歴史言語学的研究 

 

氏氏名名：：      笠笠松松  直直//  KKAASSAAMMAATTSSUU    SSuunnaaoo  EE--mmaaiill：：  sskkaassaammaattssuu@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（文文学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
日日本本印印度度学学仏仏教教学学会会・・日日本本仏仏教教学学会会・・印印度度学学宗宗教教学学会会・・日日本本歴歴史史言言語語

学学会会  

研研究究分分野野：：  印印度度学学，，仏仏教教学学，，比比較較言言語語学学  

キキーーワワーードド：：  VVeeddaa,,  SSaannsskkrriitt,,  PPāāllii,,  BBuuddddhhiisstt  HHyybbrriidd  SSaannsskkrriitt  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・古古イインンドドアアーーリリアア語語・・中中期期イインンドドアアーーリリアア語語のの歴歴史史言言語語的的分分析析  

・・南南方方仏仏教教おおよよびび大大乗乗仏仏教教経経典典のの研研究究    ・・上上掲掲領領域域にに関関わわるる思思想想・・文文化化・・儀儀礼礼研研究究  

 
研研究究内内容容：：  ヴヴェェーーダダ文文献献ややパパーーリリ語語・・仏仏教教混混交交梵梵語語文文献献をを対対象象ととししたた言言語語・・思思想想・・文文化化研研究究  

■■ヴヴェェーーダダ文文献献研研究究  

仏仏教教はは古古代代イインンドドでで発発生生ししたた。。仏仏教教以以前前のの思思想想はは，，いいわわゆゆるるヴヴェェーーダダ文文献献にに保保存存さされれてていいるる。。ヴヴェェーーダダ文文献献のの相相当当部部

分分はは，，儀儀礼礼をを巡巡っってて展展開開ししてていいるる。。私私ははそそののううちち，，「「祭祭火火のの礼礼拝拝 AAggnnyyuuppaasstthhāānnaa」」儀儀礼礼ををととそそのの成成立立過過程程をを検検討討ししたた。。ここ

のの儀儀礼礼はは，，「「祭祭火火へへのの献献供供 AAggnniihhoottrraa」」（（のの，，古古くくはは夜夜のの））献献供供にに際際ししてて行行ななわわれれるる儀儀礼礼ででああるる。。ここのの「「拝拝火火」」儀儀礼礼のの要要素素

はは，，イインンドド・・イイラランン共共通通ののももののでで，，ここのの研研究究はは両両地地域域のの宗宗教教文文化化のの理理解解ののたためめにに重重要要ででああるる一一方方，，そそのの後後にに展展開開ししたた文文

化化――たたととええばば，，我我がが国国ににもも伝伝わわるる護護摩摩儀儀礼礼――のの理理解解ののたためめににもも有有用用ででああるる。。  

ヴヴェェーーダダ文文献献群群のの研研究究はは，，そそれれ自自体体がが独独立立ししたた研研究究課課題題ででああるるがが，，以以下下にに述述べべるる研研究究課課題題ののたためめのの基基礎礎ととももななるる。。  

■■南南方方仏仏教教おおよよびび南南方方仏仏教教聖聖典典語語・・パパーーリリ語語研研究究  

ススリリラランンカカ・・東東南南アアジジアアににひひろろままっったた仏仏教教はは，，日日本本をを含含むむ東東アアジジアアにに伝伝わわっったた大大乗乗（（北北方方））仏仏教教とと様様相相をを異異ににすするる上上座座

部部仏仏教教でであありり，，流流伝伝地地域域にによよっってて南南方方仏仏教教とともも呼呼ばばれれるる。。そそのの聖聖典典をを伝伝ええるる言言語語ををパパーーリリ語語とといいうう。。紀紀元元前前かからら紀紀元元 44--

55 世世紀紀頃頃にに主主要要なな文文献献がが成成立立ししたたがが，，そそのの後後もも，，ああたたかかもも西西洋洋ににおおけけるるララテテンン語語ののよよううにに使使用用さされれ，，そそのの文文献献量量はは膨膨大大

ででああるる。。近近年年，，東東南南アアジジアアはは経経済済発発展展がが著著ししくく，，そそのの文文化化的的基基層層ををななすす南南方方仏仏教教のの理理解解はは重重要要性性をを増増ししてていいるる。。ままたた，，

西西欧欧諸諸国国ををははじじめめととししてて南南方方仏仏教教がが教教線線をを展展開開ししてておおりり，，世世界界共共通通のの教教養養ととししててのの位位置置もも獲獲得得ししつつつつああるる。。文文献献群群のの基基

礎礎研研究究――本本文文校校訂訂・・索索引引・・翻翻訳訳のの作作成成――がが一一段段落落すするるななかか，，教教学学研研究究ののみみななららずず文文献献群群がが伝伝ええるる古古代代イインンドド世世界界のの生生

活活文文化化のの解解明明もも求求めめらられれるるととこころろででああるる。。  

■■大大乗乗仏仏教教経経典典：：梵梵文文法法華華経経研研究究  

本本邦邦にに伝伝わわっったた大大乗乗仏仏教教経経典典ののううちち，，『『法法華華経経』』はは最最大大のの文文化化的的影影響響力力ををももつつもものののの一一つつででああるる。。ここれれをを依依用用すするる伝伝

統統宗宗派派はは数数多多くく，，新新宗宗教教諸諸派派のの多多くくもも追追随随すするる。。そそののよよううなな『『法法華華経経』』だだがが，，そそのの成成立立のの次次第第ににつついいてて諸諸先先学学のの見見解解

はは，，一一定定のの方方向向性性・・合合意意はは認認めめらられれるるもものののの，，議議論論百百出出のの状状態態ででああるる。。そそのの理理由由のの一一端端はは，，諸諸先先学学がが主主にに漢漢訳訳『『法法華華

経経』』をを重重視視すするるこことと，，先先学学のの多多くくがが熱熱心心なな仏仏教教徒徒でであありり，，そそのの議議論論がが哲哲学学的的方方面面にに偏偏りりががちちででああっったたここととににああっったたかかにに思思

わわれれるる。。当当方方ととししててはは梵梵文文＝＝ササンンススククリリッットト本本ののううちち，，従従来来注注目目ののすすくくななかかっったた中中央央アアジジアア所所伝伝・・カカシシュュガガルル写写本本がが呈呈すす

るる語語形形・・文文法法現現象象がが古古形形をを残残すすここととをを確確証証しし，，かかつつ章章にによよっっててやややや特特徴徴をを異異ににすするるここととにに着着目目しし，，文文法法現現象象とといいうう客客観観

的的指指標標ををももっってて梵梵文文『『法法華華経経』』のの層層序序関関係係をを解解明明すするるここととをを志志しし，，着着実実にに成成果果をを挙挙げげつつつつああるる。。  

  

関係論文：【仏教混交梵語】笠松直「梵文『法華経』における動詞 ās の活用について」『南アジア古典学』第 17
号，2022 年，pp.125－136；Sunao, KASAMATSU「mā bhaiṣṭa / bhāyatha」『印度学佛教學研究』第 70 巻第 3 号，2022
年，pp. 1095(57)－1101(63)；笠松直「KN 322,4 mā ... śociṣṭa」『南アジア古典学』第 16 号，2021 年，pp.139－150；
笠松直「仏教混交梵語文献におけるアオリストの問題再考―abhūt / abhūṣi / abhūṣīt の歴史素描―」『歴史言語学』

2017 年，第 6 号；【パーリ語】笠松直「夜の王―nagaraguttika-「都市の守護者」考―」『論集』第 46 号，2019 年，

pp.144(69)－127(86)；【梵語学・言語学】Sunao KASAMATSU, Inflections of dā, pra-dā, pra-yam and Their Suppletion in 
the Saddharmapuṇḍarīka-sūtra『印度学仏教学研究』第 66 巻第 3 号，2018 年，pp.1063(89)－1070(96)；笠松直「Skt. 
argha-/arghya-，仏教語「閼伽」と Lat. aqua」『歴史言語学』2014 年 11 月，第 3 号，pp. 53－65；【思想一般】笠

松直「「狂気」を巡って－ 『沈黙の春』邦訳の問題点とその背景 II－」『仙台高等専門学校広瀬キャンパス 教

育研究紀要』2021 年 51 巻，pp.1－7 
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

近代日中文化の比較研究 

 

氏氏名名：：      朱朱  琳琳／／ZZHHUU  LLiinn  EE--mmaaiill：：  zzhhuulliinn@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  助助教教  学学位位：：  博博士士（（国国際際文文化化））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本国国際際文文化化学学会会、、日日本本思思想想史史学学会会、、地地球球シシスステテムム倫倫理理学学会会  

研研究究分分野野：：  交交流流史史、、国国際際文文化化学学、、日日本本思思想想史史  

キキーーワワーードド：：  異異文文化化理理解解、、近近代代化化論論、、中中国国文文学学研研究究会会、、鶴鶴見見和和子子  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・１１９９世世紀紀〜〜２２００世世紀紀ににおおけけるる日日本本とと中中国国のの文文化化交交渉渉史史  

・・異異文文化化受受容容・・他他者者認認識識をを中中心心ととすするる国国際際文文化化論論  

・・外外国国人人留留学学生生向向けけのの日日本本語語・・日日本本文文化化のの教教育育  

 
研研究究内内容容：：    

課課題題１１：：「「多多領領域域ををむむすすぶぶ日日本本知知識識人人のの中中国国認認識識のの形形成成」」  

我々は常に他者という鏡を通して自己を構築している。近代日本の知識人たちが他者としての中国を見

る際に，自らどのような問題意識を持ち，戦争を経験して戦後になってからその意識がどのように転換し

たのか，彼らにとって中国はいかなる存在であるか。この一連の問題にアプローチするために，私は「中

国文学研究会」という知識人の集団に注目した。 

その同人である竹内好・武田泰淳・實藤恵秀・松枝茂夫・岡崎俊夫・増田渉などは，戦時中に積極的に

文筆活動を行い，戦後でも戦後思想・戦後文学・文化交渉と言語問題・ジャーナリズムという四つの領域

に引き続き活動を展開されていた。そのため，本研究はいわゆる団体としての活動時期に縛られず，前述

した四つの領域に形成された様々な中国像を有機的に関係することを検証し，戦後日本の中国認識の形成

過程の一側面を解明する。 

課課題題２２：：「「日日中中近近代代思思想想のの歴歴史史像像とと連連鎖鎖」」  

東日本大震災以後，日本福島原発事故を象徴として，欧米中心的近代がすでに破綻を迎えたという論調

がしばしば見える。本研究は新たな近代性を創出する一環として，日本と中国を中心とする東アジアに見

られた「内発性・主体性・共生性」を中心とする近代性の歴史像を発見したい。 

考察対象として取り上げたのは，日本において「内発的発展論」の提唱者として知られている鶴見和子

（1918－2006）と，中国において「小城鎮建設」などの地域発展理論で国際的な注目を集めていた費孝通

（1910－2005）である。本研究は二人の理論が産出される経緯に注目し，その近代思想の内実を比較しな

がら，彼らの視点を通して戦後における日本と中国の「草の根の人々」が，近代化のプロセスにおいてど

のような役割を果たしたかを探究する。歴史的経験を通して今後の日本と中国が連携しながら自国の特徴

に符合するような発展を実現するための指針を提供したい。 
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

近代日中文化の比較研究 

 

氏氏名名：：      朱朱  琳琳／／ZZHHUU  LLiinn  EE--mmaaiill：：  zzhhuulliinn@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  助助教教  学学位位：：  博博士士（（国国際際文文化化））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本国国際際文文化化学学会会、、日日本本思思想想史史学学会会、、地地球球シシスステテムム倫倫理理学学会会  

研研究究分分野野：：  交交流流史史、、国国際際文文化化学学、、日日本本思思想想史史  

キキーーワワーードド：：  異異文文化化理理解解、、近近代代化化論論、、中中国国文文学学研研究究会会、、鶴鶴見見和和子子  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・１１９９世世紀紀〜〜２２００世世紀紀ににおおけけるる日日本本とと中中国国のの文文化化交交渉渉史史  

・・異異文文化化受受容容・・他他者者認認識識をを中中心心ととすするる国国際際文文化化論論  

・・外外国国人人留留学学生生向向けけのの日日本本語語・・日日本本文文化化のの教教育育  

 
研研究究内内容容：：    

課課題題１１：：「「多多領領域域ををむむすすぶぶ日日本本知知識識人人のの中中国国認認識識のの形形成成」」  

我々は常に他者という鏡を通して自己を構築している。近代日本の知識人たちが他者としての中国を見

る際に，自らどのような問題意識を持ち，戦争を経験して戦後になってからその意識がどのように転換し

たのか，彼らにとって中国はいかなる存在であるか。この一連の問題にアプローチするために，私は「中

国文学研究会」という知識人の集団に注目した。 

その同人である竹内好・武田泰淳・實藤恵秀・松枝茂夫・岡崎俊夫・増田渉などは，戦時中に積極的に

文筆活動を行い，戦後でも戦後思想・戦後文学・文化交渉と言語問題・ジャーナリズムという四つの領域

に引き続き活動を展開されていた。そのため，本研究はいわゆる団体としての活動時期に縛られず，前述

した四つの領域に形成された様々な中国像を有機的に関係することを検証し，戦後日本の中国認識の形成

過程の一側面を解明する。 

課課題題２２：：「「日日中中近近代代思思想想のの歴歴史史像像とと連連鎖鎖」」  

東日本大震災以後，日本福島原発事故を象徴として，欧米中心的近代がすでに破綻を迎えたという論調

がしばしば見える。本研究は新たな近代性を創出する一環として，日本と中国を中心とする東アジアに見

られた「内発性・主体性・共生性」を中心とする近代性の歴史像を発見したい。 

考察対象として取り上げたのは，日本において「内発的発展論」の提唱者として知られている鶴見和子

（1918－2006）と，中国において「小城鎮建設」などの地域発展理論で国際的な注目を集めていた費孝通

（1910－2005）である。本研究は二人の理論が産出される経緯に注目し，その近代思想の内実を比較しな

がら，彼らの視点を通して戦後における日本と中国の「草の根の人々」が，近代化のプロセスにおいてど

のような役割を果たしたかを探究する。歴史的経験を通して今後の日本と中国が連携しながら自国の特徴

に符合するような発展を実現するための指針を提供したい。 
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

バイリンガルの単語認識に関する研究 

 

氏氏名名：：      
ワワーーナナーー川川原原  ジジェェシシーー／／    

WWAANNNNEERR  KKAAWWAAHHAARRAA  JJeessssiiee    
EE--mmaaiill：：  jj--kkaawwaahhaarraa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  特特命命助助教教  学学位位：：  修修士士（（国国際際文文化化））  

所所属属学学会会・・協協会会：：    

研研究究分分野野：：  日日英英ババイイリリンンガガルルのの視視覚覚的的単単語語認認識識  

キキーーワワーードド：：  心心内内辞辞書書、、ババイイリリンンガガルル、、ママススクク下下ののププラライイミミンンググ実実験験  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・ママススクク下下ののププラライイミミンンググ実実験験  
  

  

 
研研究究内内容容：：    

[[実実験験手手法法]]  

心内辞書には単語の音韻、形体、意味等が表象されているとされる。そして、心内辞書の表象と構造について調査する一つの手法として、マスク下のプライ

ミング実験（Forster & Davis, 1984）が挙げられる。例えば、マスク下のプライムを用いた語彙判断の実験では、被験者にターゲット刺激（e.g., FALL, POVE）を

提示し、それが実在する単語か否か判断させる。このターゲット刺激の提示に先行して、マスク刺激（i.e., ####）の提示後に、ターゲットと関連のあるプライム

刺激（e.g.., fell）、またはコントロール刺激（e.g., bank）を 40～60 ミリ秒ほど提示する。関連プライムの提示はコントロールと比較して、ターゲットの語彙判断に

要する時間を短くしたり、長くしたりすることがあるが、これはプライミング効果と呼ばれている。そして、プライミング効果が観測されることは、プライムとター

ゲットの表象間に繋がりがあることを意味すると考えられている。 

 

[[研研究究課課題題]]  

日本語を第一言語とし、英語を第二言語とする者（日英バイリンガル）と 

英語を第一言語とする者（英語モノリンガル）の心内辞書の類似点と相違点について研究している。 

 

例えば、英語モノリンガルを対象としたマスク下の語彙判断実験では、現在形動詞（e.g., HATCH, FALL）をターゲットとし、その過去形（e.g., hatched, fell）をプ

ライムとして提示すると、現在-過去形間の形体的な類似を模したコントロール刺激（e.g., hatchet, fill）を提示したときより、語彙判断に要する時間が短くなる

ことが確認されている（e.g., Pastizzo & Feldman, 2002）。このようなプライミング効果が確認されることから、英語を母語とする者の心内辞書には動詞の過去-

現在形間の形態的な繋がりが存在することが示唆されるが、同様の繋がりが英語を第二言語とする者の心内辞書にも存在するのかは議論が続いている

（e.g., Feldman et al., 2010; Silva & Clahsen, 2008）。そこで、Wanner-Kawahara et al. (2022)では、英語の熟練度が比較的高い日英バイリンガルを対象として

マスク下の語彙判断実験を行った。結果として、過去形動詞プライムの提示はコントロール刺激と比較して語彙判断を促進した。従って、英語モノリンガルと

同様に日英バイリンガルの心内辞書にも、英語動詞の過去-現在形間の形態的な繋がりがあることが示唆された。 

 

[[参参考考文文献献]]  

Feldman, L. B., Kostić, A., Basnight-Brown, D. M., Đurđević, D. F., & Pastizzo, M. J. (2010). Morphological facilitation for regular and irregular verb formations in native and non-native speakers: Little 
evidence for two distinct mechanisms. Bilingualism: Language and Cognition, 13(2), 119-135. doi:10.1017/S1366728909990459 
Forster, K. I., & Davis, C. (1984). Repetition priming and frequency attenuation in lexical access. Journal of Experimental Psychology: Learning, Memory, and Cognition, 10(4), 680-698. doi:10.1037/0278-
7393.10.4.680 
Pastizzo, M. J., & Feldman, L. B. (2002). Discrepancies between orthographic and unrelated baselines in masked priming undermine a decompositional account of morphological facilitation. Journal of 
Experimental Psychology: Learning, Memory, and Cognition, 28(1), 244-249. doi:10.1037/0278-7393.28.1.244 
Silva, R., & Clahsen, H. (2008). Morphologically complex words in L1 and L2 processing: Evidence from masked priming experiments in English. Bilingualism: Language and Cognition, 11(2), 245-260. 
doi:10.1017/S1366728908003404 
Wanner-Kawahara, J., Yoshihara, M., Lupker, S. J., Verdonschot, R. G., & Nakayama, M. (2022). Morphological Priming Effects in L2 English Verbs for Japanese-English Bilinguals. Frontiers in Psychology, 
13. doi:10.3389/fpsyg.2022.742965 
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

近代日中文化の比較研究 

 

氏氏名名：：      朱朱  琳琳／／ZZHHUU  LLiinn  EE--mmaaiill：：  zzhhuulliinn@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  助助教教  学学位位：：  博博士士（（国国際際文文化化））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本国国際際文文化化学学会会、、日日本本思思想想史史学学会会、、地地球球シシスステテムム倫倫理理学学会会  

研研究究分分野野：：  交交流流史史、、国国際際文文化化学学、、日日本本思思想想史史  

キキーーワワーードド：：  異異文文化化理理解解、、近近代代化化論論、、中中国国文文学学研研究究会会、、鶴鶴見見和和子子  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・１１９９世世紀紀〜〜２２００世世紀紀ににおおけけるる日日本本とと中中国国のの文文化化交交渉渉史史  

・・異異文文化化受受容容・・他他者者認認識識をを中中心心ととすするる国国際際文文化化論論  

・・外外国国人人留留学学生生向向けけのの日日本本語語・・日日本本文文化化のの教教育育  

 
研研究究内内容容：：    

課課題題１１：：「「多多領領域域ををむむすすぶぶ日日本本知知識識人人のの中中国国認認識識のの形形成成」」  

我々は常に他者という鏡を通して自己を構築している。近代日本の知識人たちが他者としての中国を見

る際に，自らどのような問題意識を持ち，戦争を経験して戦後になってからその意識がどのように転換し

たのか，彼らにとって中国はいかなる存在であるか。この一連の問題にアプローチするために，私は「中

国文学研究会」という知識人の集団に注目した。 

その同人である竹内好・武田泰淳・實藤恵秀・松枝茂夫・岡崎俊夫・増田渉などは，戦時中に積極的に

文筆活動を行い，戦後でも戦後思想・戦後文学・文化交渉と言語問題・ジャーナリズムという四つの領域

に引き続き活動を展開されていた。そのため，本研究はいわゆる団体としての活動時期に縛られず，前述

した四つの領域に形成された様々な中国像を有機的に関係することを検証し，戦後日本の中国認識の形成

過程の一側面を解明する。 

課課題題２２：：「「日日中中近近代代思思想想のの歴歴史史像像とと連連鎖鎖」」  

東日本大震災以後，日本福島原発事故を象徴として，欧米中心的近代がすでに破綻を迎えたという論調

がしばしば見える。本研究は新たな近代性を創出する一環として，日本と中国を中心とする東アジアに見

られた「内発性・主体性・共生性」を中心とする近代性の歴史像を発見したい。 

考察対象として取り上げたのは，日本において「内発的発展論」の提唱者として知られている鶴見和子

（1918－2006）と，中国において「小城鎮建設」などの地域発展理論で国際的な注目を集めていた費孝通

（1910－2005）である。本研究は二人の理論が産出される経緯に注目し，その近代思想の内実を比較しな

がら，彼らの視点を通して戦後における日本と中国の「草の根の人々」が，近代化のプロセスにおいてど

のような役割を果たしたかを探究する。歴史的経験を通して今後の日本と中国が連携しながら自国の特徴

に符合するような発展を実現するための指針を提供したい。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

国
際
文
化
学

歴
史
学

－　25　－

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

近代日中文化の比較研究 

 

氏氏名名：：      朱朱  琳琳／／ZZHHUU  LLiinn  EE--mmaaiill：：  zzhhuulliinn@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  助助教教  学学位位：：  博博士士（（国国際際文文化化））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本国国際際文文化化学学会会、、日日本本思思想想史史学学会会、、地地球球シシスステテムム倫倫理理学学会会  

研研究究分分野野：：  交交流流史史、、国国際際文文化化学学、、日日本本思思想想史史  

キキーーワワーードド：：  異異文文化化理理解解、、近近代代化化論論、、中中国国文文学学研研究究会会、、鶴鶴見見和和子子  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・１１９９世世紀紀〜〜２２００世世紀紀ににおおけけるる日日本本とと中中国国のの文文化化交交渉渉史史  

・・異異文文化化受受容容・・他他者者認認識識をを中中心心ととすするる国国際際文文化化論論  

・・外外国国人人留留学学生生向向けけのの日日本本語語・・日日本本文文化化のの教教育育  

 
研研究究内内容容：：    

課課題題１１：：「「多多領領域域ををむむすすぶぶ日日本本知知識識人人のの中中国国認認識識のの形形成成」」  

我々は常に他者という鏡を通して自己を構築している。近代日本の知識人たちが他者としての中国を見

る際に，自らどのような問題意識を持ち，戦争を経験して戦後になってからその意識がどのように転換し

たのか，彼らにとって中国はいかなる存在であるか。この一連の問題にアプローチするために，私は「中

国文学研究会」という知識人の集団に注目した。 

その同人である竹内好・武田泰淳・實藤恵秀・松枝茂夫・岡崎俊夫・増田渉などは，戦時中に積極的に

文筆活動を行い，戦後でも戦後思想・戦後文学・文化交渉と言語問題・ジャーナリズムという四つの領域

に引き続き活動を展開されていた。そのため，本研究はいわゆる団体としての活動時期に縛られず，前述

した四つの領域に形成された様々な中国像を有機的に関係することを検証し，戦後日本の中国認識の形成

過程の一側面を解明する。 

課課題題２２：：「「日日中中近近代代思思想想のの歴歴史史像像とと連連鎖鎖」」  

東日本大震災以後，日本福島原発事故を象徴として，欧米中心的近代がすでに破綻を迎えたという論調

がしばしば見える。本研究は新たな近代性を創出する一環として，日本と中国を中心とする東アジアに見

られた「内発性・主体性・共生性」を中心とする近代性の歴史像を発見したい。 

考察対象として取り上げたのは，日本において「内発的発展論」の提唱者として知られている鶴見和子

（1918－2006）と，中国において「小城鎮建設」などの地域発展理論で国際的な注目を集めていた費孝通

（1910－2005）である。本研究は二人の理論が産出される経緯に注目し，その近代思想の内実を比較しな

がら，彼らの視点を通して戦後における日本と中国の「草の根の人々」が，近代化のプロセスにおいてど

のような役割を果たしたかを探究する。歴史的経験を通して今後の日本と中国が連携しながら自国の特徴

に符合するような発展を実現するための指針を提供したい。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

バイリンガルの単語認識に関する研究 

 

氏氏名名：：      
ワワーーナナーー川川原原  ジジェェシシーー／／    

WWAANNNNEERR  KKAAWWAAHHAARRAA  JJeessssiiee    
EE--mmaaiill：：  jj--kkaawwaahhaarraa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  特特命命助助教教  学学位位：：  修修士士（（国国際際文文化化））  

所所属属学学会会・・協協会会：：    

研研究究分分野野：：  日日英英ババイイリリンンガガルルのの視視覚覚的的単単語語認認識識  

キキーーワワーードド：：  心心内内辞辞書書、、ババイイリリンンガガルル、、ママススクク下下ののププラライイミミンンググ実実験験  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・ママススクク下下ののププラライイミミンンググ実実験験  
  

  

 
研研究究内内容容：：    

[[実実験験手手法法]]  

心内辞書には単語の音韻、形体、意味等が表象されているとされる。そして、心内辞書の表象と構造について調査する一つの手法として、マスク下のプライ

ミング実験（Forster & Davis, 1984）が挙げられる。例えば、マスク下のプライムを用いた語彙判断の実験では、被験者にターゲット刺激（e.g., FALL, POVE）を

提示し、それが実在する単語か否か判断させる。このターゲット刺激の提示に先行して、マスク刺激（i.e., ####）の提示後に、ターゲットと関連のあるプライム

刺激（e.g.., fell）、またはコントロール刺激（e.g., bank）を 40～60 ミリ秒ほど提示する。関連プライムの提示はコントロールと比較して、ターゲットの語彙判断に

要する時間を短くしたり、長くしたりすることがあるが、これはプライミング効果と呼ばれている。そして、プライミング効果が観測されることは、プライムとター

ゲットの表象間に繋がりがあることを意味すると考えられている。 

 

[[研研究究課課題題]]  

日本語を第一言語とし、英語を第二言語とする者（日英バイリンガル）と 

英語を第一言語とする者（英語モノリンガル）の心内辞書の類似点と相違点について研究している。 

 

例えば、英語モノリンガルを対象としたマスク下の語彙判断実験では、現在形動詞（e.g., HATCH, FALL）をターゲットとし、その過去形（e.g., hatched, fell）をプ

ライムとして提示すると、現在-過去形間の形体的な類似を模したコントロール刺激（e.g., hatchet, fill）を提示したときより、語彙判断に要する時間が短くなる

ことが確認されている（e.g., Pastizzo & Feldman, 2002）。このようなプライミング効果が確認されることから、英語を母語とする者の心内辞書には動詞の過去-

現在形間の形態的な繋がりが存在することが示唆されるが、同様の繋がりが英語を第二言語とする者の心内辞書にも存在するのかは議論が続いている

（e.g., Feldman et al., 2010; Silva & Clahsen, 2008）。そこで、Wanner-Kawahara et al. (2022)では、英語の熟練度が比較的高い日英バイリンガルを対象として

マスク下の語彙判断実験を行った。結果として、過去形動詞プライムの提示はコントロール刺激と比較して語彙判断を促進した。従って、英語モノリンガルと

同様に日英バイリンガルの心内辞書にも、英語動詞の過去-現在形間の形態的な繋がりがあることが示唆された。 

 

[[参参考考文文献献]]  

Feldman, L. B., Kostić, A., Basnight-Brown, D. M., Đurđević, D. F., & Pastizzo, M. J. (2010). Morphological facilitation for regular and irregular verb formations in native and non-native speakers: Little 
evidence for two distinct mechanisms. Bilingualism: Language and Cognition, 13(2), 119-135. doi:10.1017/S1366728909990459 
Forster, K. I., & Davis, C. (1984). Repetition priming and frequency attenuation in lexical access. Journal of Experimental Psychology: Learning, Memory, and Cognition, 10(4), 680-698. doi:10.1037/0278-
7393.10.4.680 
Pastizzo, M. J., & Feldman, L. B. (2002). Discrepancies between orthographic and unrelated baselines in masked priming undermine a decompositional account of morphological facilitation. Journal of 
Experimental Psychology: Learning, Memory, and Cognition, 28(1), 244-249. doi:10.1037/0278-7393.28.1.244 
Silva, R., & Clahsen, H. (2008). Morphologically complex words in L1 and L2 processing: Evidence from masked priming experiments in English. Bilingualism: Language and Cognition, 11(2), 245-260. 
doi:10.1017/S1366728908003404 
Wanner-Kawahara, J., Yoshihara, M., Lupker, S. J., Verdonschot, R. G., & Nakayama, M. (2022). Morphological Priming Effects in L2 English Verbs for Japanese-English Bilinguals. Frontiers in Psychology, 
13. doi:10.3389/fpsyg.2022.742965 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

SDN を用いた新世代ネットワークに関する研究  

 

氏氏名名：：      和和泉泉  諭諭／／IIZZUUMMII  SSaattoorruu  EE--mmaaiill：：  iizzuummii@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（情情報報科科学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  情情報報処処理理学学会会，，電電子子情情報報通通信信学学会会  

研研究究分分野野：：  情情報報ネネッットトワワーークク，，計計算算機機シシスステテムム  

キキーーワワーードド：：  ネネッットトワワーークク管管理理，，情情報報セセキキュュリリテティィ，，SSooffttwwaarree  DDeeffiinneedd  NNeettwwoorrkk  ((SSDDNN))，，OOppeennFFllooww   

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・SSDDNN,,  OOppeennFFllooww にに基基づづいいたたネネッットトワワーークク管管理理技技術術  

・・ササイイババーー攻攻撃撃のの検検知知  

  

 
研研究究内内容容：：    

ササイイババーー空空間間とと現現実実空空間間をを高高度度にに融融合合ささせせてて人人々々にに様様々々ななササーービビススをを提提供供すするる CCyybbeerr--PPhhyyssiiccaall  SSyysstteemm  ((CCPPSS))  がが

実実現現さされれててききてていいるる．．具具体体的的ににはは IInntteerrnneett  ooff  TThhiinnggss  ((IIooTT))  技技術術のの発発展展にによよりり様様々々ななデデババイイススがが様様々々ななネネッットトワワーーククをを介介

ししてて様様々々ななササーービビススのの提提供供がが実実現現ししてていいるる．．ししかかしし，，利利用用者者やや端端末末，，ササーービビススのの種種類類のの数数がが増増加加すするるににつつれれてて，，多多方方面面

ににわわたたるる問問題題がが発発生生ししててききてていいるる．．特特にに最最近近でではは，，ササイイババーー攻攻撃撃にによよるるネネッットトワワーーククササーービビスス妨妨害害やや情情報報流流出出のの問問題題，，

災災害害やや障障害害にによよるるネネッットトワワーーククややネネッットトワワーーククササーービビスス停停止止のの問問題題がが多多発発ししてておおりり，，社社会会的的ににもも大大ききなな関関心心事事項項ととななっってて

いいるる．．本本研研究究でではは，，ソソフフトトウウェェアア技技術術にによよりりネネッットトワワーーククをを柔柔軟軟にに管管理理・・制制御御可可能能なな技技術術ででああるるSSooffttwwaarree  DDeeffiinneedd  NNeettwwoorrkk  

((SSDDNN))  をを利利用用ししてて，，ここれれららネネッットトワワーーククににおおけけるる様様々々なな問問題題をを解解消消すするる新新世世代代ネネッットトワワーークク技技術術のの研研究究開開発発をを行行うう．．  

  

・・耐耐災災害害ネネッットトワワーーククのの実実現現にに向向けけたた自自律律的的経経路路制制御御にに関関すするる研研究究  

災災害害時時ににおおいいてて一一部部のの機機器器ややネネッットトワワーーククがが破破損損ししたた場場合合ででもも，，継継続続ししてて通通信信可可能能なな災災害害にに強強いいネネッットトワワーーククのの実実現現

をを目目指指ししたた経経路路制制御御技技術術のの研研究究開開発発をを行行うう．．具具体体的的ににはは  SSDDNN やや OOppeennFFllooww をを利利用用ししてて，，災災害害のの状状況況ややネネッットトワワーーククのの

破破損損状状況況にに応応じじてて，，利利用用可可能能なな経経路路をを見見つつけけ出出しし，，自自律律的的にに経経路路をを切切りり替替ええるる手手法法をを開開発発すするる．．ささららにに手手法法のの設設計計・・実実

装装をを行行いい，，シシミミュュレレーータタ並並びびににエエミミュュレレーータタをを利利用用ししてて，，どどのの程程度度のの災災害害のの規規模模でで，，どどのの程程度度，，継継続続利利用用可可能能かかななどどをを実実

験験にによよりり評評価価すするる．．  

  

・・ネネッットトワワーークク情情報報にに基基づづいいたた状状況況推推定定  

  ネネッットトワワーーククササーービビススをを安安心心・・安安全全にに利利用用すするるたためめにに，，ネネッットトワワーークク情情報報かからら利利用用者者やや端端末末のの状状況況をを分分析析・・推推定定すするる技技

術術のの研研究究開開発発をを行行うう．．具具体体的的ににはは，，機機械械学学習習をを利利用用ししてて，，ネネッットトワワーーククトトララフフィィッッククななどどかからら，，ネネッットトワワーーククをを利利用用ししてていいるる

利利用用者者やや端端末末，，そそれれららのの状状況況をを推推定定すするる手手法法をを開開発発すするる．．ささららにに，，ネネッットトワワーーククトトララフフィィッッククをを収収集集すするる機機能能をを実実装装すするる．．

そそししてて，，手手法法をを実実装装ししてて，，実実際際にに収収集集ししたたネネッットトワワーーククトトララフフィィッッククをを用用いいてて，，実実際際ににどどのの程程度度，，状状況況をを推推定定ででききるるかかななどど

をを実実験験にによよりり評評価価すするる．．  

  

・・ササイイババーー攻攻撃撃のの検検知知・・防防御御  

  ネネッットトワワーーククににおおけけるるセセキキュュリリテティィ機機能能のの向向上上ののたためめ，，ススキキャャンンやや DDooSS 攻攻撃撃ななどどササイイババーー攻攻撃撃をを効効率率的的，，かかつつ迅迅速速にに

検検知知すするる技技術術のの研研究究開開発発をを行行うう．．具具体体的的ににはは SSooffttwwaarree  DDeeffiinneedd  NNeettwwoorrkk  ((SSDDNN))  技技術術やや OOppeennFFllooww のの特特性性をを利利用用ししてて，，

一一部部ののパパケケッットトののみみをを監監視視・・解解析析すするるここととでで，，従従来来よよりりもも機機器器のの負負荷荷をを抑抑ええつつつつ，，迅迅速速ににササイイババーー攻攻撃撃をを検検知知すするる．．ささらら

にに，，収収集集ししたたトトララフフィィッッククデデーータタややデデーータタセセッットトをを利利用用ししてて，，実実験験をを行行いい，，どどのの程程度度，，正正確確ににササイイババーー攻攻撃撃をを検検知知ででききるるかか

ななどどをを評評価価すするる．．  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

SDN を用いた新世代ネットワークに関する研究  

 

氏氏名名：：      和和泉泉  諭諭／／IIZZUUMMII  SSaattoorruu  EE--mmaaiill：：  iizzuummii@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（情情報報科科学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  情情報報処処理理学学会会，，電電子子情情報報通通信信学学会会  

研研究究分分野野：：  情情報報ネネッットトワワーークク，，計計算算機機シシスステテムム  

キキーーワワーードド：：  ネネッットトワワーークク管管理理，，情情報報セセキキュュリリテティィ，，SSooffttwwaarree  DDeeffiinneedd  NNeettwwoorrkk  ((SSDDNN))，，OOppeennFFllooww   

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・SSDDNN,,  OOppeennFFllooww にに基基づづいいたたネネッットトワワーークク管管理理技技術術  

・・ササイイババーー攻攻撃撃のの検検知知  

  

 
研研究究内内容容：：    

ササイイババーー空空間間とと現現実実空空間間をを高高度度にに融融合合ささせせてて人人々々にに様様々々ななササーービビススをを提提供供すするる CCyybbeerr--PPhhyyssiiccaall  SSyysstteemm  ((CCPPSS))  がが

実実現現さされれててききてていいるる．．具具体体的的ににはは IInntteerrnneett  ooff  TThhiinnggss  ((IIooTT))  技技術術のの発発展展にによよりり様様々々ななデデババイイススがが様様々々ななネネッットトワワーーククをを介介

ししてて様様々々ななササーービビススのの提提供供がが実実現現ししてていいるる．．ししかかしし，，利利用用者者やや端端末末，，ササーービビススのの種種類類のの数数がが増増加加すするるににつつれれてて，，多多方方面面

ににわわたたるる問問題題がが発発生生ししててききてていいるる．．特特にに最最近近でではは，，ササイイババーー攻攻撃撃にによよるるネネッットトワワーーククササーービビスス妨妨害害やや情情報報流流出出のの問問題題，，

災災害害やや障障害害にによよるるネネッットトワワーーククややネネッットトワワーーククササーービビスス停停止止のの問問題題がが多多発発ししてておおりり，，社社会会的的ににもも大大ききなな関関心心事事項項ととななっってて

いいるる．．本本研研究究でではは，，ソソフフトトウウェェアア技技術術にによよりりネネッットトワワーーククをを柔柔軟軟にに管管理理・・制制御御可可能能なな技技術術ででああるるSSooffttwwaarree  DDeeffiinneedd  NNeettwwoorrkk  

((SSDDNN))  をを利利用用ししてて，，ここれれららネネッットトワワーーククににおおけけるる様様々々なな問問題題をを解解消消すするる新新世世代代ネネッットトワワーークク技技術術のの研研究究開開発発をを行行うう．．  

  

・・耐耐災災害害ネネッットトワワーーククのの実実現現にに向向けけたた自自律律的的経経路路制制御御にに関関すするる研研究究  

災災害害時時ににおおいいてて一一部部のの機機器器ややネネッットトワワーーククがが破破損損ししたた場場合合ででもも，，継継続続ししてて通通信信可可能能なな災災害害にに強強いいネネッットトワワーーククのの実実現現

をを目目指指ししたた経経路路制制御御技技術術のの研研究究開開発発をを行行うう．．具具体体的的ににはは  SSDDNN やや OOppeennFFllooww をを利利用用ししてて，，災災害害のの状状況況ややネネッットトワワーーククのの

破破損損状状況況にに応応じじてて，，利利用用可可能能なな経経路路をを見見つつけけ出出しし，，自自律律的的にに経経路路をを切切りり替替ええるる手手法法をを開開発発すするる．．ささららにに手手法法のの設設計計・・実実

装装をを行行いい，，シシミミュュレレーータタ並並びびににエエミミュュレレーータタをを利利用用ししてて，，どどのの程程度度のの災災害害のの規規模模でで，，どどのの程程度度，，継継続続利利用用可可能能かかななどどをを実実

験験にによよりり評評価価すするる．．  

  

・・ネネッットトワワーークク情情報報にに基基づづいいたた状状況況推推定定  

  ネネッットトワワーーククササーービビススをを安安心心・・安安全全にに利利用用すするるたためめにに，，ネネッットトワワーークク情情報報かからら利利用用者者やや端端末末のの状状況況をを分分析析・・推推定定すするる技技

術術のの研研究究開開発発をを行行うう．．具具体体的的ににはは，，機機械械学学習習をを利利用用ししてて，，ネネッットトワワーーククトトララフフィィッッククななどどかからら，，ネネッットトワワーーククをを利利用用ししてていいるる

利利用用者者やや端端末末，，そそれれららのの状状況況をを推推定定すするる手手法法をを開開発発すするる．．ささららにに，，ネネッットトワワーーククトトララフフィィッッククをを収収集集すするる機機能能をを実実装装すするる．．

そそししてて，，手手法法をを実実装装ししてて，，実実際際にに収収集集ししたたネネッットトワワーーククトトララフフィィッッククをを用用いいてて，，実実際際ににどどのの程程度度，，状状況況をを推推定定ででききるるかかななどど

をを実実験験にによよりり評評価価すするる．．  

  

・・ササイイババーー攻攻撃撃のの検検知知・・防防御御  

  ネネッットトワワーーククににおおけけるるセセキキュュリリテティィ機機能能のの向向上上ののたためめ，，ススキキャャンンやや DDooSS 攻攻撃撃ななどどササイイババーー攻攻撃撃をを効効率率的的，，かかつつ迅迅速速にに

検検知知すするる技技術術のの研研究究開開発発をを行行うう．．具具体体的的ににはは SSooffttwwaarree  DDeeffiinneedd  NNeettwwoorrkk  ((SSDDNN))  技技術術やや OOppeennFFllooww のの特特性性をを利利用用ししてて，，

一一部部ののパパケケッットトののみみをを監監視視・・解解析析すするるここととでで，，従従来来よよりりもも機機器器のの負負荷荷をを抑抑ええつつつつ，，迅迅速速ににササイイババーー攻攻撃撃をを検検知知すするる．．ささらら

にに，，収収集集ししたたトトララフフィィッッククデデーータタややデデーータタセセッットトをを利利用用ししてて，，実実験験をを行行いい，，どどのの程程度度，，正正確確ににササイイババーー攻攻撃撃をを検検知知ででききるるかか

ななどどをを評評価価すするる．．  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

文
芸
学

文

学
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

SDN を用いた新世代ネットワークに関する研究  

 

氏氏名名：：      和和泉泉  諭諭／／IIZZUUMMII  SSaattoorruu  EE--mmaaiill：：  iizzuummii@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（情情報報科科学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  情情報報処処理理学学会会，，電電子子情情報報通通信信学学会会  

研研究究分分野野：：  情情報報ネネッットトワワーークク，，計計算算機機シシスステテムム  

キキーーワワーードド：：  ネネッットトワワーークク管管理理，，情情報報セセキキュュリリテティィ，，SSooffttwwaarree  DDeeffiinneedd  NNeettwwoorrkk  ((SSDDNN))，，OOppeennFFllooww   

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・SSDDNN,,  OOppeennFFllooww にに基基づづいいたたネネッットトワワーークク管管理理技技術術  

・・ササイイババーー攻攻撃撃のの検検知知  

  

 
研研究究内内容容：：    

ササイイババーー空空間間とと現現実実空空間間をを高高度度にに融融合合ささせせてて人人々々にに様様々々ななササーービビススをを提提供供すするる CCyybbeerr--PPhhyyssiiccaall  SSyysstteemm  ((CCPPSS))  がが

実実現現さされれててききてていいるる．．具具体体的的ににはは IInntteerrnneett  ooff  TThhiinnggss  ((IIooTT))  技技術術のの発発展展にによよりり様様々々ななデデババイイススがが様様々々ななネネッットトワワーーククをを介介

ししてて様様々々ななササーービビススのの提提供供がが実実現現ししてていいるる．．ししかかしし，，利利用用者者やや端端末末，，ササーービビススのの種種類類のの数数がが増増加加すするるににつつれれてて，，多多方方面面

ににわわたたるる問問題題がが発発生生ししててききてていいるる．．特特にに最最近近でではは，，ササイイババーー攻攻撃撃にによよるるネネッットトワワーーククササーービビスス妨妨害害やや情情報報流流出出のの問問題題，，

災災害害やや障障害害にによよるるネネッットトワワーーククややネネッットトワワーーククササーービビスス停停止止のの問問題題がが多多発発ししてておおりり，，社社会会的的ににもも大大ききなな関関心心事事項項ととななっってて

いいるる．．本本研研究究でではは，，ソソフフトトウウェェアア技技術術にによよりりネネッットトワワーーククをを柔柔軟軟にに管管理理・・制制御御可可能能なな技技術術ででああるるSSooffttwwaarree  DDeeffiinneedd  NNeettwwoorrkk  

((SSDDNN))  をを利利用用ししてて，，ここれれららネネッットトワワーーククににおおけけるる様様々々なな問問題題をを解解消消すするる新新世世代代ネネッットトワワーークク技技術術のの研研究究開開発発をを行行うう．．  

  

・・耐耐災災害害ネネッットトワワーーククのの実実現現にに向向けけたた自自律律的的経経路路制制御御にに関関すするる研研究究  

災災害害時時ににおおいいてて一一部部のの機機器器ややネネッットトワワーーククがが破破損損ししたた場場合合ででもも，，継継続続ししてて通通信信可可能能なな災災害害にに強強いいネネッットトワワーーククのの実実現現

をを目目指指ししたた経経路路制制御御技技術術のの研研究究開開発発をを行行うう．．具具体体的的ににはは  SSDDNN やや OOppeennFFllooww をを利利用用ししてて，，災災害害のの状状況況ややネネッットトワワーーククのの

破破損損状状況況にに応応じじてて，，利利用用可可能能なな経経路路をを見見つつけけ出出しし，，自自律律的的にに経経路路をを切切りり替替ええるる手手法法をを開開発発すするる．．ささららにに手手法法のの設設計計・・実実

装装をを行行いい，，シシミミュュレレーータタ並並びびににエエミミュュレレーータタをを利利用用ししてて，，どどのの程程度度のの災災害害のの規規模模でで，，どどのの程程度度，，継継続続利利用用可可能能かかななどどをを実実

験験にによよりり評評価価すするる．．  

  

・・ネネッットトワワーークク情情報報にに基基づづいいたた状状況況推推定定  

  ネネッットトワワーーククササーービビススをを安安心心・・安安全全にに利利用用すするるたためめにに，，ネネッットトワワーークク情情報報かからら利利用用者者やや端端末末のの状状況況をを分分析析・・推推定定すするる技技

術術のの研研究究開開発発をを行行うう．．具具体体的的ににはは，，機機械械学学習習をを利利用用ししてて，，ネネッットトワワーーククトトララフフィィッッククななどどかからら，，ネネッットトワワーーククをを利利用用ししてていいるる

利利用用者者やや端端末末，，そそれれららのの状状況況をを推推定定すするる手手法法をを開開発発すするる．．ささららにに，，ネネッットトワワーーククトトララフフィィッッククをを収収集集すするる機機能能をを実実装装すするる．．

そそししてて，，手手法法をを実実装装ししてて，，実実際際にに収収集集ししたたネネッットトワワーーククトトララフフィィッッククをを用用いいてて，，実実際際ににどどのの程程度度，，状状況況をを推推定定ででききるるかかななどど

をを実実験験にによよりり評評価価すするる．．  

  

・・ササイイババーー攻攻撃撃のの検検知知・・防防御御  

  ネネッットトワワーーククににおおけけるるセセキキュュリリテティィ機機能能のの向向上上ののたためめ，，ススキキャャンンやや DDooSS 攻攻撃撃ななどどササイイババーー攻攻撃撃をを効効率率的的，，かかつつ迅迅速速にに

検検知知すするる技技術術のの研研究究開開発発をを行行うう．．具具体体的的ににはは SSooffttwwaarree  DDeeffiinneedd  NNeettwwoorrkk  ((SSDDNN))  技技術術やや OOppeennFFllooww のの特特性性をを利利用用ししてて，，

一一部部ののパパケケッットトののみみをを監監視視・・解解析析すするるここととでで，，従従来来よよりりもも機機器器のの負負荷荷をを抑抑ええつつつつ，，迅迅速速ににササイイババーー攻攻撃撃をを検検知知すするる．．ささらら

にに，，収収集集ししたたトトララフフィィッッククデデーータタややデデーータタセセッットトをを利利用用ししてて，，実実験験をを行行いい，，どどのの程程度度，，正正確確ににササイイババーー攻攻撃撃をを検検知知ででききるるかか

ななどどをを評評価価すするる．．  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

計
算
機
科
学

計
算
機

科

学
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

SDN を用いた新世代ネットワークに関する研究  

 

氏氏名名：：      和和泉泉  諭諭／／IIZZUUMMII  SSaattoorruu  EE--mmaaiill：：  iizzuummii@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（情情報報科科学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  情情報報処処理理学学会会，，電電子子情情報報通通信信学学会会  

研研究究分分野野：：  情情報報ネネッットトワワーークク，，計計算算機機シシスステテムム  

キキーーワワーードド：：  ネネッットトワワーークク管管理理，，情情報報セセキキュュリリテティィ，，SSooffttwwaarree  DDeeffiinneedd  NNeettwwoorrkk  ((SSDDNN))，，OOppeennFFllooww   

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・SSDDNN,,  OOppeennFFllooww にに基基づづいいたたネネッットトワワーークク管管理理技技術術  

・・ササイイババーー攻攻撃撃のの検検知知  

  

 
研研究究内内容容：：    

ササイイババーー空空間間とと現現実実空空間間をを高高度度にに融融合合ささせせてて人人々々にに様様々々ななササーービビススをを提提供供すするる CCyybbeerr--PPhhyyssiiccaall  SSyysstteemm  ((CCPPSS))  がが

実実現現さされれててききてていいるる．．具具体体的的ににはは IInntteerrnneett  ooff  TThhiinnggss  ((IIooTT))  技技術術のの発発展展にによよりり様様々々ななデデババイイススがが様様々々ななネネッットトワワーーククをを介介

ししてて様様々々ななササーービビススのの提提供供がが実実現現ししてていいるる．．ししかかしし，，利利用用者者やや端端末末，，ササーービビススのの種種類類のの数数がが増増加加すするるににつつれれてて，，多多方方面面

ににわわたたるる問問題題がが発発生生ししててききてていいるる．．特特にに最最近近でではは，，ササイイババーー攻攻撃撃にによよるるネネッットトワワーーククササーービビスス妨妨害害やや情情報報流流出出のの問問題題，，

災災害害やや障障害害にによよるるネネッットトワワーーククややネネッットトワワーーククササーービビスス停停止止のの問問題題がが多多発発ししてておおりり，，社社会会的的ににもも大大ききなな関関心心事事項項ととななっってて

いいるる．．本本研研究究でではは，，ソソフフトトウウェェアア技技術術にによよりりネネッットトワワーーククをを柔柔軟軟にに管管理理・・制制御御可可能能なな技技術術ででああるるSSooffttwwaarree  DDeeffiinneedd  NNeettwwoorrkk  

((SSDDNN))  をを利利用用ししてて，，ここれれららネネッットトワワーーククににおおけけるる様様々々なな問問題題をを解解消消すするる新新世世代代ネネッットトワワーークク技技術術のの研研究究開開発発をを行行うう．．  

  

・・耐耐災災害害ネネッットトワワーーククのの実実現現にに向向けけたた自自律律的的経経路路制制御御にに関関すするる研研究究  

災災害害時時ににおおいいてて一一部部のの機機器器ややネネッットトワワーーククがが破破損損ししたた場場合合ででもも，，継継続続ししてて通通信信可可能能なな災災害害にに強強いいネネッットトワワーーククのの実実現現

をを目目指指ししたた経経路路制制御御技技術術のの研研究究開開発発をを行行うう．．具具体体的的ににはは  SSDDNN やや OOppeennFFllooww をを利利用用ししてて，，災災害害のの状状況況ややネネッットトワワーーククのの

破破損損状状況況にに応応じじてて，，利利用用可可能能なな経経路路をを見見つつけけ出出しし，，自自律律的的にに経経路路をを切切りり替替ええるる手手法法をを開開発発すするる．．ささららにに手手法法のの設設計計・・実実

装装をを行行いい，，シシミミュュレレーータタ並並びびににエエミミュュレレーータタをを利利用用ししてて，，どどのの程程度度のの災災害害のの規規模模でで，，どどのの程程度度，，継継続続利利用用可可能能かかななどどをを実実

験験にによよりり評評価価すするる．．  

  

・・ネネッットトワワーークク情情報報にに基基づづいいたた状状況況推推定定  

  ネネッットトワワーーククササーービビススをを安安心心・・安安全全にに利利用用すするるたためめにに，，ネネッットトワワーークク情情報報かからら利利用用者者やや端端末末のの状状況況をを分分析析・・推推定定すするる技技

術術のの研研究究開開発発をを行行うう．．具具体体的的ににはは，，機機械械学学習習をを利利用用ししてて，，ネネッットトワワーーククトトララフフィィッッククななどどかからら，，ネネッットトワワーーククをを利利用用ししてていいるる

利利用用者者やや端端末末，，そそれれららのの状状況況をを推推定定すするる手手法法をを開開発発すするる．．ささららにに，，ネネッットトワワーーククトトララフフィィッッククをを収収集集すするる機機能能をを実実装装すするる．．

そそししてて，，手手法法をを実実装装ししてて，，実実際際にに収収集集ししたたネネッットトワワーーククトトララフフィィッッククをを用用いいてて，，実実際際ににどどのの程程度度，，状状況況をを推推定定ででききるるかかななどど

をを実実験験にによよりり評評価価すするる．．  

  

・・ササイイババーー攻攻撃撃のの検検知知・・防防御御  

  ネネッットトワワーーククににおおけけるるセセキキュュリリテティィ機機能能のの向向上上ののたためめ，，ススキキャャンンやや DDooSS 攻攻撃撃ななどどササイイババーー攻攻撃撃をを効効率率的的，，かかつつ迅迅速速にに

検検知知すするる技技術術のの研研究究開開発発をを行行うう．．具具体体的的ににはは SSooffttwwaarree  DDeeffiinneedd  NNeettwwoorrkk  ((SSDDNN))  技技術術やや OOppeennFFllooww のの特特性性をを利利用用ししてて，，

一一部部ののパパケケッットトののみみをを監監視視・・解解析析すするるここととでで，，従従来来よよりりもも機機器器のの負負荷荷をを抑抑ええつつつつ，，迅迅速速ににササイイババーー攻攻撃撃をを検検知知すするる．．ささらら

にに，，収収集集ししたたトトララフフィィッッククデデーータタややデデーータタセセッットトをを利利用用ししてて，，実実験験をを行行いい，，どどのの程程度度，，正正確確ににササイイババーー攻攻撃撃をを検検知知ででききるるかか

ななどどをを評評価価すするる．．  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

文
芸
学

文

学
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

情報流通基盤技術の研究開発 

 

氏氏名名：：      菅菅野野  浩浩徳徳／／KKAANNNNOO  HHiirroonnoorrii  EE--mmaaiill：：  hhkkaannnnoo@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  修修士士（（情情報報科科学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  情情報報処処理理学学会会  

研研究究分分野野：：  ココンンピピュューータタネネッットトワワーークク  

キキーーワワーードド：：  情情報報流流通通，，ココンンピピュューータタネネッットトワワーークク，，ネネッットトワワーーククアアププリリケケーーシショョンン  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・情情報報ネネッットトワワーーククのの要要素素技技術術おおよよびびそそのの応応用用  

  

  

 
研研究究内内容容：：    

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

コンピュータの高性能化と低価格化、アクセス網の整備やバッ

クボーンの高速化などにより、インターネットの利用者の増加と利

用目的の多様化が進んでいます。これは利用されるアプリケーシ

ョンにも大きな変化をもたらし、例えば、電子メールのような比較

的データサイズが小さく、データの伝送が離散的であるものから、

音楽や映像のコンテンツのように比較的データサイズが大きく、デ

ータの伝送が連続的であるものまで、さまざまな性質を持つデー

タがインターネット上を大量に流れるようになってきています。 

このように特性の異なるデータの流通の変化に対し、有限であ

るネットワーク資源の制約の元、アプリケーションが要求する品質

を最大限満足し効率的に伝達する仕組み作りや改良・最適化へ

の継続的な取り組みが必要です。  

これまで、本研究者は、コンピュータネットワークにおける情報

流通基盤技術の研究開発に取り組んできており、その一つに多

地点間相互映像配信機構の開発があります。これはアプリケーシ

ョンの特性に応じ、アプリケーションに要求される品質を最大限満

足するよう動作するネットワークであり、映像ストリームの配信や

中継を行う複数の配信ノードと、その状態や配信先等の管理を行

う管理ノードから構成されます（図１）。配信ノード同士が自律的に

動作・連携し、管理ノードが配信ノードに対して適切な支援を行う

ことにより、配信パスの自動構築や通信状態に応じたQoS制御を

行うもので、効率性や信頼性の向上と運用管理負荷の軽減を図

るものです。 

この他、ユーザの要求に応じてコンテンツの効率的な配送を行

うデマンド型配送技術や、マルチキャスト通信技術などの開発に

も取り組んでいます。 

 

 

 
図 1 多地点間相互映像配信網 
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

情報流通基盤技術の研究開発 

 

氏氏名名：：      菅菅野野  浩浩徳徳／／KKAANNNNOO  HHiirroonnoorrii  EE--mmaaiill：：  hhkkaannnnoo@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  修修士士（（情情報報科科学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  情情報報処処理理学学会会  

研研究究分分野野：：  ココンンピピュューータタネネッットトワワーークク  

キキーーワワーードド：：  情情報報流流通通，，ココンンピピュューータタネネッットトワワーークク，，ネネッットトワワーーククアアププリリケケーーシショョンン  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・情情報報ネネッットトワワーーククのの要要素素技技術術おおよよびびそそのの応応用用  

  

  

 
研研究究内内容容：：    

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

コンピュータの高性能化と低価格化、アクセス網の整備やバッ

クボーンの高速化などにより、インターネットの利用者の増加と利

用目的の多様化が進んでいます。これは利用されるアプリケーシ

ョンにも大きな変化をもたらし、例えば、電子メールのような比較

的データサイズが小さく、データの伝送が離散的であるものから、

音楽や映像のコンテンツのように比較的データサイズが大きく、デ

ータの伝送が連続的であるものまで、さまざまな性質を持つデー

タがインターネット上を大量に流れるようになってきています。 

このように特性の異なるデータの流通の変化に対し、有限であ

るネットワーク資源の制約の元、アプリケーションが要求する品質

を最大限満足し効率的に伝達する仕組み作りや改良・最適化へ

の継続的な取り組みが必要です。  

これまで、本研究者は、コンピュータネットワークにおける情報

流通基盤技術の研究開発に取り組んできており、その一つに多

地点間相互映像配信機構の開発があります。これはアプリケーシ

ョンの特性に応じ、アプリケーションに要求される品質を最大限満

足するよう動作するネットワークであり、映像ストリームの配信や

中継を行う複数の配信ノードと、その状態や配信先等の管理を行

う管理ノードから構成されます（図１）。配信ノード同士が自律的に

動作・連携し、管理ノードが配信ノードに対して適切な支援を行う

ことにより、配信パスの自動構築や通信状態に応じたQoS制御を

行うもので、効率性や信頼性の向上と運用管理負荷の軽減を図

るものです。 

この他、ユーザの要求に応じてコンテンツの効率的な配送を行

うデマンド型配送技術や、マルチキャスト通信技術などの開発に

も取り組んでいます。 

 

 

 
図 1 多地点間相互映像配信網 
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研研究究タタイイトトルル：：  

高信頼で安全なソフトウェアに関する研究 

 

氏氏名名：：      岡岡本本  圭圭史史／／OOKKAAMMOOTTOO  KKeeiisshhii  EE--mmaaiill：：  ookkaammoottoo@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士((理理学学))  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本ソソフフトトウウェェアア科科学学会会，，日日本本数数学学会会  

研研究究分分野野：：  安安全全工工学学，，ソソフフトトウウェェアア工工学学，，ソソフフトトウウェェアア科科学学，，数数学学基基礎礎論論  

キキーーワワーードド：：  SSTTAAMMPP//SSTTPPAA，，形形式式手手法法，，数数理理論論理理学学，，数数理理議議論論学学  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・ハハザザーードド分分析析手手法法 SSTTAAMMPP//SSTTPPAA のの講講習習，，導導入入支支援援  

・・形形式式手手法法のの技技術術指指導導，，導導入入支支援援  

  

 
研研究究内内容容：：    

SSTTAAMMPP//SSTTPPAA：：ソソフフトトウウェェアアやや人人間間系系をを含含めめたた複複雑雑ななシシスステテムムののハハザザーードド分分析析にに適適ししてていいるるとと言言わわれれるるハハザザーードド分分析析

手手法法 SSTTAAMMPP//SSTTPPAAにに関関すするる事事例例研研究究やや自自動動化化にに関関すするる研研究究にに取取りり組組んんででいいるる．．情情報報処処理理推推進進機機構構・・ソソフフトトウウェェアア高高信信

頼頼化化推推進進委委員員会会・・シシスステテムム安安全全性性・・信信頼頼性性分分析析手手法法 WWGG 委委員員やや一一般般社社団団法法人人・・組組込込みみシシスステテムム技技術術協協会会・・安安全全性性向向上上

委委員員会会ののアアドドババイイザザーーととししてて，，SSTTAAMMPP//SSTTPPAA のの国国内内へへのの普普及及活活動動ににもも携携わわりり，，以以下下のの一一般般向向けけ成成果果ををままととめめてていいるる．．  

11..  シシスステテムム技技術術にに基基づづくく安安全全設設計計ガガイイドド，，兼兼本本茂茂他他（（著著）），，社社団団法法人人組組込込みみシシスステテムム技技術術協協会会安安全全性性向向上上委委員員会会  

((編編))，，22001199 年年 1111 月月 1133 日日，，電電波波新新聞聞社社，，IISSBBNN--1100::  44886644006600339988，，IISSBBNN--1133::  997788--44886644006600339944  

22..  SSTTAAMMPP ガガイイドドブブッックク  ～～シシスステテムム思思考考にによよるる安安全全分分析析～～，，IIooTT  シシスステテムム安安全全性性向向上上技技術術  WWGG，，22001199 年年 33 月月 2299 日日，，

独独立立行行政政法法人人情情報報処処理理推推進進機機構構（（IIPPAA））社社会会基基盤盤セセンンタターー  

33..  ははじじめめててののSSTTAAMMPP//SSTTPPAA（（実実践践編編））～～シシスステテムム思思考考にに基基づづくく新新ししいい安安全全性性解解析析手手法法～～（（55章章：：SSTTPPAA支支援援手手法法執執筆筆）），，

兼兼本本茂茂，，岡岡本本圭圭史史他他，，22001177 年年 55 月月 2255 日日，，独独立立行行政政法法人人情情報報処処理理推推進進機機構構，，IISSBBNN  997788--44--990055331188--5511--44  

44..  ははじじめめててのの SSTTAAMMPP//SSTTPPAA  ～～シシスステテムム思思考考にに基基づづくく新新ししいい安安全全性性解解析析手手法法～～，，荒荒木木啓啓二二郎郎，，岡岡本本圭圭史史他他，，22001166 年年

44 月月 2288 日日，，独独立立行行政政法法人人情情報報処処理理推推進進機機構構  他他  

  

形形式式手手法法：：高高信信頼頼ななソソフフトトウウェェアア開開発発でで用用いいらられれてていいるる形形式式手手法法にに関関すするる研研究究をを実実施施ししてていいるる．．具具体体的的ににはは，，モモデデルル

検検査査法法のの応応用用やや，，SSMMTT ソソルルババをを用用いいたたテテスストトケケーースス自自動動生生成成にに関関すするる研研究究もも実実施施ししたた．．最最近近はは，，形形式式仕仕様様記記述述言言語語

VVDDMM＋＋＋＋かかららププロロググララミミンンググ言言語語 CC＃＃へへのの制制約約条条件件をを含含めめたた変変換換ツツーールル開開発発にに取取りり組組んんででいいるる．．形形式式手手法法にに関関すするる企企

業業へへのの導導入入支支援援もも行行っっててききたた．．    

  

数数理理論論理理学学・・数数理理議議論論学学：：形形式式手手法法のの背背景景理理論論ででああるる数数理理論論理理学学にに関関すするる研研究究をを実実施施ししてていいるる．．具具体体的的ににはは，，形形式式

手手法法ののたためめのの数数理理論論理理構構築築ややそそのの数数学学的的研研究究のの証証明明にに関関すするる研研究究をを実実施施．．最最近近はは，，数数理理論論理理学学のの拡拡張張ででああるる，，数数理理

議議論論学学にに関関すするる研研究究もも実実施施しし，，最最近近でではは以以下下のの成成果果ををままととめめたた．．  

11..  SSuuppppoorrttiinngg  tthhee  rreessoolluuttiioonn  ooff  iinnccoonnssiisstteenncciieess  iinn  ssppeecciiffiiccaattiioonnss  bbaasseedd  oonn  mmaatthheemmaattiiccaall  aarrgguummeennttaattiioonn  tthheeoorryy,,  KKeeiisshhii  

OOkkaammoottoo  aanndd  KKaazzuummaa  KKookkuuttaa,,  RRIIMMSS  KKookkyyuurrookkuu  22221188,,  MMooddeell  tthheeoorreettiicc  aassppeeccttss  ooff  tthhee  nnoottiioonn  ooff  iinnddeeppeennddeennccee  aanndd  

ddiimmeennssiioonn,,  MMaayy  22002222,,  pppp..110055--111188  IISSSSNN  11888800--22881188  

22..  AA  BBaayyeessiiaann  AApppprrooaacchh  ttoo  AArrgguummeenntt--BBaasseedd  RReeaassoonniinngg  ffoorr  AAttttaacckk  EEssttiimmaattiioonn,,  HHiirrooyyuukkii  KKiiddoo  aanndd  KKeeiisshhii  OOkkaammoottoo,,  22001177

年年 88 月月,,  PPrroocceeeeddiinnggss  ooff  tthhee  TTwweennttyy--SSiixxtthh  IInntteerrnnaattiioonnaall  JJooiinntt  CCoonnffeerreennccee  oonn  AArrttiiffiicciiaall  IInntteelllliiggeennccee,,  IIJJCCAAII--1177,,  pppp..224499——  

225555    

  

  

 提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

情報流通基盤技術の研究開発 

 

氏氏名名：：      菅菅野野  浩浩徳徳／／KKAANNNNOO  HHiirroonnoorrii  EE--mmaaiill：：  hhkkaannnnoo@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  修修士士（（情情報報科科学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  情情報報処処理理学学会会  

研研究究分分野野：：  ココンンピピュューータタネネッットトワワーークク  

キキーーワワーードド：：  情情報報流流通通，，ココンンピピュューータタネネッットトワワーークク，，ネネッットトワワーーククアアププリリケケーーシショョンン  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・情情報報ネネッットトワワーーククのの要要素素技技術術おおよよびびそそのの応応用用  

  

  

 
研研究究内内容容：：    

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

コンピュータの高性能化と低価格化、アクセス網の整備やバッ

クボーンの高速化などにより、インターネットの利用者の増加と利

用目的の多様化が進んでいます。これは利用されるアプリケーシ

ョンにも大きな変化をもたらし、例えば、電子メールのような比較

的データサイズが小さく、データの伝送が離散的であるものから、

音楽や映像のコンテンツのように比較的データサイズが大きく、デ

ータの伝送が連続的であるものまで、さまざまな性質を持つデー

タがインターネット上を大量に流れるようになってきています。 

このように特性の異なるデータの流通の変化に対し、有限であ

るネットワーク資源の制約の元、アプリケーションが要求する品質

を最大限満足し効率的に伝達する仕組み作りや改良・最適化へ

の継続的な取り組みが必要です。  

これまで、本研究者は、コンピュータネットワークにおける情報

流通基盤技術の研究開発に取り組んできており、その一つに多

地点間相互映像配信機構の開発があります。これはアプリケーシ

ョンの特性に応じ、アプリケーションに要求される品質を最大限満

足するよう動作するネットワークであり、映像ストリームの配信や

中継を行う複数の配信ノードと、その状態や配信先等の管理を行

う管理ノードから構成されます（図１）。配信ノード同士が自律的に

動作・連携し、管理ノードが配信ノードに対して適切な支援を行う

ことにより、配信パスの自動構築や通信状態に応じたQoS制御を

行うもので、効率性や信頼性の向上と運用管理負荷の軽減を図

るものです。 

この他、ユーザの要求に応じてコンテンツの効率的な配送を行

うデマンド型配送技術や、マルチキャスト通信技術などの開発に

も取り組んでいます。 

 

 

 
図 1 多地点間相互映像配信網 
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

情報流通基盤技術の研究開発 

 

氏氏名名：：      菅菅野野  浩浩徳徳／／KKAANNNNOO  HHiirroonnoorrii  EE--mmaaiill：：  hhkkaannnnoo@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  修修士士（（情情報報科科学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  情情報報処処理理学学会会  

研研究究分分野野：：  ココンンピピュューータタネネッットトワワーークク  

キキーーワワーードド：：  情情報報流流通通，，ココンンピピュューータタネネッットトワワーークク，，ネネッットトワワーーククアアププリリケケーーシショョンン  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・情情報報ネネッットトワワーーククのの要要素素技技術術おおよよびびそそのの応応用用  

  

  

 
研研究究内内容容：：    

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

コンピュータの高性能化と低価格化、アクセス網の整備やバッ

クボーンの高速化などにより、インターネットの利用者の増加と利

用目的の多様化が進んでいます。これは利用されるアプリケーシ

ョンにも大きな変化をもたらし、例えば、電子メールのような比較

的データサイズが小さく、データの伝送が離散的であるものから、

音楽や映像のコンテンツのように比較的データサイズが大きく、デ

ータの伝送が連続的であるものまで、さまざまな性質を持つデー

タがインターネット上を大量に流れるようになってきています。 

このように特性の異なるデータの流通の変化に対し、有限であ

るネットワーク資源の制約の元、アプリケーションが要求する品質

を最大限満足し効率的に伝達する仕組み作りや改良・最適化へ

の継続的な取り組みが必要です。  

これまで、本研究者は、コンピュータネットワークにおける情報

流通基盤技術の研究開発に取り組んできており、その一つに多

地点間相互映像配信機構の開発があります。これはアプリケーシ

ョンの特性に応じ、アプリケーションに要求される品質を最大限満

足するよう動作するネットワークであり、映像ストリームの配信や

中継を行う複数の配信ノードと、その状態や配信先等の管理を行

う管理ノードから構成されます（図１）。配信ノード同士が自律的に

動作・連携し、管理ノードが配信ノードに対して適切な支援を行う

ことにより、配信パスの自動構築や通信状態に応じたQoS制御を

行うもので、効率性や信頼性の向上と運用管理負荷の軽減を図

るものです。 

この他、ユーザの要求に応じてコンテンツの効率的な配送を行

うデマンド型配送技術や、マルチキャスト通信技術などの開発に

も取り組んでいます。 

 

 

 
図 1 多地点間相互映像配信網 
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

高信頼で安全なソフトウェアに関する研究 

 

氏氏名名：：      岡岡本本  圭圭史史／／OOKKAAMMOOTTOO  KKeeiisshhii  EE--mmaaiill：：  ookkaammoottoo@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士((理理学学))  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本ソソフフトトウウェェアア科科学学会会，，日日本本数数学学会会  

研研究究分分野野：：  安安全全工工学学，，ソソフフトトウウェェアア工工学学，，ソソフフトトウウェェアア科科学学，，数数学学基基礎礎論論  

キキーーワワーードド：：  SSTTAAMMPP//SSTTPPAA，，形形式式手手法法，，数数理理論論理理学学，，数数理理議議論論学学  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・ハハザザーードド分分析析手手法法 SSTTAAMMPP//SSTTPPAA のの講講習習，，導導入入支支援援  

・・形形式式手手法法のの技技術術指指導導，，導導入入支支援援  

  

 
研研究究内内容容：：    

SSTTAAMMPP//SSTTPPAA：：ソソフフトトウウェェアアやや人人間間系系をを含含めめたた複複雑雑ななシシスステテムムののハハザザーードド分分析析にに適適ししてていいるるとと言言わわれれるるハハザザーードド分分析析

手手法法 SSTTAAMMPP//SSTTPPAAにに関関すするる事事例例研研究究やや自自動動化化にに関関すするる研研究究にに取取りり組組んんででいいるる．．情情報報処処理理推推進進機機構構・・ソソフフトトウウェェアア高高信信

頼頼化化推推進進委委員員会会・・シシスステテムム安安全全性性・・信信頼頼性性分分析析手手法法 WWGG 委委員員やや一一般般社社団団法法人人・・組組込込みみシシスステテムム技技術術協協会会・・安安全全性性向向上上

委委員員会会ののアアドドババイイザザーーととししてて，，SSTTAAMMPP//SSTTPPAA のの国国内内へへのの普普及及活活動動ににもも携携わわりり，，以以下下のの一一般般向向けけ成成果果ををままととめめてていいるる．．  

11..  シシスステテムム技技術術にに基基づづくく安安全全設設計計ガガイイドド，，兼兼本本茂茂他他（（著著）），，社社団団法法人人組組込込みみシシスステテムム技技術術協協会会安安全全性性向向上上委委員員会会  

((編編))，，22001199 年年 1111 月月 1133 日日，，電電波波新新聞聞社社，，IISSBBNN--1100::  44886644006600339988，，IISSBBNN--1133::  997788--44886644006600339944  

22..  SSTTAAMMPP ガガイイドドブブッックク  ～～シシスステテムム思思考考にによよるる安安全全分分析析～～，，IIooTT  シシスステテムム安安全全性性向向上上技技術術  WWGG，，22001199 年年 33 月月 2299 日日，，

独独立立行行政政法法人人情情報報処処理理推推進進機機構構（（IIPPAA））社社会会基基盤盤セセンンタターー  

33..  ははじじめめててののSSTTAAMMPP//SSTTPPAA（（実実践践編編））～～シシスステテムム思思考考にに基基づづくく新新ししいい安安全全性性解解析析手手法法～～（（55章章：：SSTTPPAA支支援援手手法法執執筆筆）），，

兼兼本本茂茂，，岡岡本本圭圭史史他他，，22001177 年年 55 月月 2255 日日，，独独立立行行政政法法人人情情報報処処理理推推進進機機構構，，IISSBBNN  997788--44--990055331188--5511--44  

44..  ははじじめめててのの SSTTAAMMPP//SSTTPPAA  ～～シシスステテムム思思考考にに基基づづくく新新ししいい安安全全性性解解析析手手法法～～，，荒荒木木啓啓二二郎郎，，岡岡本本圭圭史史他他，，22001166 年年

44 月月 2288 日日，，独独立立行行政政法法人人情情報報処処理理推推進進機機構構  他他  

  

形形式式手手法法：：高高信信頼頼ななソソフフトトウウェェアア開開発発でで用用いいらられれてていいるる形形式式手手法法にに関関すするる研研究究をを実実施施ししてていいるる．．具具体体的的ににはは，，モモデデルル

検検査査法法のの応応用用やや，，SSMMTT ソソルルババをを用用いいたたテテスストトケケーースス自自動動生生成成にに関関すするる研研究究もも実実施施ししたた．．最最近近はは，，形形式式仕仕様様記記述述言言語語

VVDDMM＋＋＋＋かかららププロロググララミミンンググ言言語語 CC＃＃へへのの制制約約条条件件をを含含めめたた変変換換ツツーールル開開発発にに取取りり組組んんででいいるる．．形形式式手手法法にに関関すするる企企

業業へへのの導導入入支支援援もも行行っっててききたた．．    

  

数数理理論論理理学学・・数数理理議議論論学学：：形形式式手手法法のの背背景景理理論論ででああるる数数理理論論理理学学にに関関すするる研研究究をを実実施施ししてていいるる．．具具体体的的ににはは，，形形式式

手手法法ののたためめのの数数理理論論理理構構築築ややそそのの数数学学的的研研究究のの証証明明にに関関すするる研研究究をを実実施施．．最最近近はは，，数数理理論論理理学学のの拡拡張張ででああるる，，数数理理

議議論論学学にに関関すするる研研究究もも実実施施しし，，最最近近でではは以以下下のの成成果果ををままととめめたた．．  

11..  SSuuppppoorrttiinngg  tthhee  rreessoolluuttiioonn  ooff  iinnccoonnssiisstteenncciieess  iinn  ssppeecciiffiiccaattiioonnss  bbaasseedd  oonn  mmaatthheemmaattiiccaall  aarrgguummeennttaattiioonn  tthheeoorryy,,  KKeeiisshhii  

OOkkaammoottoo  aanndd  KKaazzuummaa  KKookkuuttaa,,  RRIIMMSS  KKookkyyuurrookkuu  22221188,,  MMooddeell  tthheeoorreettiicc  aassppeeccttss  ooff  tthhee  nnoottiioonn  ooff  iinnddeeppeennddeennccee  aanndd  

ddiimmeennssiioonn,,  MMaayy  22002222,,  pppp..110055--111188  IISSSSNN  11888800--22881188  

22..  AA  BBaayyeessiiaann  AApppprrooaacchh  ttoo  AArrgguummeenntt--BBaasseedd  RReeaassoonniinngg  ffoorr  AAttttaacckk  EEssttiimmaattiioonn,,  HHiirrooyyuukkii  KKiiddoo  aanndd  KKeeiisshhii  OOkkaammoottoo,,  22001177

年年 88 月月,,  PPrroocceeeeddiinnggss  ooff  tthhee  TTwweennttyy--SSiixxtthh  IInntteerrnnaattiioonnaall  JJooiinntt  CCoonnffeerreennccee  oonn  AArrttiiffiicciiaall  IInntteelllliiggeennccee,,  IIJJCCAAII--1177,,  pppp..224499——  

225555    

  

  

 提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

ネットワーク等の応用ソフトウェアの開発 

 

氏氏名名：：  速速水水  健健一一／／HHAAYYAAMMII  KKeenn--iicchhii  EE--mmaaiill：：  hhaayyaammii@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
情情報報処処理理学学会会，，電電子子情情報報通通信信学学会会，，日日本本ココンンピピュューータタ化化学学会会，，日日本本化化

学学会会，，米米国国化化学学会会  

研研究究分分野野：：  情情報報科科学学，，情情報報工工学学，，応応用用情情報報学学，，電電気気電電子子工工学学  

キキーーワワーードド：：  
ウウェェブブココンンテテンンツツ配配信信，，文文字字列列 CCAAPPTTCCHHAA 難難読読化化，，実実環環境境ででのの無無線線 LLAANN 運運用用とと電電波波伝伝搬搬改改

善善，，IIDD カカーードド活活用用，，PPCC 操操作作手手順順記記憶憶再再生生，，化化学学構構造造ググララフフ  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・ウウェェブブココンンテテンンツツ配配信信  

・・ササーーババーー構構築築運運用用  

・・ププロロググララミミンンググ技技術術  

 

 

研研究究内内容容：：    

  

ウウェェブブココンンテテンンツツ配配信信：：  

ウウェェブブササーーババーーややウウェェブブププロロキキシシーーササーーババーーのの運運用用管管理理  

イインンラライインン画画像像をを用用いいたたウウェェブブココンンテテンンツツ配配信信のの利利点点とと欠欠点点  

実実習習向向けけ PPHHPP ササイイトトやや SSQQLL ササイイトトのの管管理理運運用用  

ウウェェブブココンンテテンンツツ変変換換ササイイトトのの運運用用（（過過去去））  

文文字字列列 CCAAPPTTCCHHAA 難難読読化化：：  

人人間間ととココンンピピュューータタととのの得得手手不不得得手手比比較較  

実実験験用用 CCAAPPTTCCHHAA 生生成成ササイイトト  

実実環環境境ででのの無無線線 LLAANN 運運用用とと電電波波伝伝搬搬改改善善：：  

国国際際交交流流棟棟ににおおけけるる無無線線 LLAANN ササーービビススとと電電波波伝伝搬搬改改善善  

22..44GGHHzz 帯帯とと 55GGHHzz 帯帯のの電電波波伝伝搬搬比比較較とと改改善善  

RRAADDIIUUSS ササーーババーーにによよるるユユーーザザーー管管理理  

IIDD カカーードド活活用用：：  

磁磁気気スストトラライイププやや，，ババーーココーードド，，IICC チチッッププ，，QQRR ココーードド読読みみ取取りりププロロググララムム作作成成  

読読みみ取取りりププロロググララムムをを応応用用ししたた出出欠欠管管理理  

読読みみ取取りりププロロググララムムをを応応用用ししたた自自転転車車とと利利用用双双方方管管理理シシスステテムム  

PPCC 操操作作手手順順記記憶憶再再生生：：  

キキーーボボーードド，，ママウウスス（（ボボタタンン，，ホホイイーールル，，軌軌跡跡）），，ウウィィンンドドウウ（（位位置置，，大大ききささ，，フフォォアアググララウウンンドド））のの記記憶憶，，編編集集，，保保存存，，再再生生  

化化学学構構造造ググララフフ（（ウウェェブブササイイトト版版あありり））：：  

線線形形入入力力示示性性式式かからら原原子子結結合合表表のの生生成成  

結結合合表表かからら 22 次次元元座座標標のの生生成成  

22 次次元元座座標標かかららのの描描画画  

hhttttppss::////lluucciioollaa..ccoommmm..sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp//  
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

ネットワーク等の応用ソフトウェアの開発 

 

氏氏名名：：  速速水水  健健一一／／HHAAYYAAMMII  KKeenn--iicchhii  EE--mmaaiill：：  hhaayyaammii@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
情情報報処処理理学学会会，，電電子子情情報報通通信信学学会会，，日日本本ココンンピピュューータタ化化学学会会，，日日本本化化

学学会会，，米米国国化化学学会会  

研研究究分分野野：：  情情報報科科学学，，情情報報工工学学，，応応用用情情報報学学，，電電気気電電子子工工学学  

キキーーワワーードド：：  
ウウェェブブココンンテテンンツツ配配信信，，文文字字列列 CCAAPPTTCCHHAA 難難読読化化，，実実環環境境ででのの無無線線 LLAANN 運運用用とと電電波波伝伝搬搬改改

善善，，IIDD カカーードド活活用用，，PPCC 操操作作手手順順記記憶憶再再生生，，化化学学構構造造ググララフフ  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・ウウェェブブココンンテテンンツツ配配信信  

・・ササーーババーー構構築築運運用用  

・・ププロロググララミミンンググ技技術術  

 

 

研研究究内内容容：：    

  

ウウェェブブココンンテテンンツツ配配信信：：  

ウウェェブブササーーババーーややウウェェブブププロロキキシシーーササーーババーーのの運運用用管管理理  

イインンラライインン画画像像をを用用いいたたウウェェブブココンンテテンンツツ配配信信のの利利点点とと欠欠点点  

実実習習向向けけ PPHHPP ササイイトトやや SSQQLL ササイイトトのの管管理理運運用用  

ウウェェブブココンンテテンンツツ変変換換ササイイトトのの運運用用（（過過去去））  

文文字字列列 CCAAPPTTCCHHAA 難難読読化化：：  

人人間間ととココンンピピュューータタととのの得得手手不不得得手手比比較較  

実実験験用用 CCAAPPTTCCHHAA 生生成成ササイイトト  

実実環環境境ででのの無無線線 LLAANN 運運用用とと電電波波伝伝搬搬改改善善：：  

国国際際交交流流棟棟ににおおけけるる無無線線 LLAANN ササーービビススとと電電波波伝伝搬搬改改善善  

22..44GGHHzz 帯帯とと 55GGHHzz 帯帯のの電電波波伝伝搬搬比比較較とと改改善善  

RRAADDIIUUSS ササーーババーーにによよるるユユーーザザーー管管理理  

IIDD カカーードド活活用用：：  

磁磁気気スストトラライイププやや，，ババーーココーードド，，IICC チチッッププ，，QQRR ココーードド読読みみ取取りりププロロググララムム作作成成  

読読みみ取取りりププロロググララムムをを応応用用ししたた出出欠欠管管理理  

読読みみ取取りりププロロググララムムをを応応用用ししたた自自転転車車とと利利用用双双方方管管理理シシスステテムム  

PPCC 操操作作手手順順記記憶憶再再生生：：  

キキーーボボーードド，，ママウウスス（（ボボタタンン，，ホホイイーールル，，軌軌跡跡）），，ウウィィンンドドウウ（（位位置置，，大大ききささ，，フフォォアアググララウウンンドド））のの記記憶憶，，編編集集，，保保存存，，再再生生  

化化学学構構造造ググララフフ（（ウウェェブブササイイトト版版あありり））：：  

線線形形入入力力示示性性式式かからら原原子子結結合合表表のの生生成成  

結結合合表表かからら 22 次次元元座座標標のの生生成成  

22 次次元元座座標標かかららのの描描画画  

hhttttppss::////lluucciioollaa..ccoommmm..sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp//  

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：提供情報の価値を考慮した情報共有の 
ためのネットワーク基盤に関する研究  

 

氏氏名名：：      髙髙橋橋  晶晶子子／／TTAAKKAAHHAASSHHII  AAkkiikkoo    EE--mmaaiill：：  aakkiikkoo@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（情情報報科科学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  情情報報処処理理学学会会  

研研究究分分野野：：  ココンンピピュューータタネネッットトワワーークク  

キキーーワワーードド：：  情情報報のの価価値値，，ププラライイババシシ，，誘誘因因，，イインンセセンンテティィブブ  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・デデーータタのの収収集集  

・・ププラライイババシシ  

  

 
研研究究内内容容：：    

  

【インターネット上でのデータ共有】 

ソーシャルネットワーキングサービスやウェアラブルコンピューティング，学習管理システム（LMS）など，様々な

ネットワークサービスを通して，多種多様なデータが日々発生し，これらを収集・分析することで有益な新しい知見

を得られる可能性がある．しかし，現状では，これらのデータはサービスを提供している企業等によって管理・活用

されることが一般的であるため，それを享受できるのは，そのサービスを提供している企業等に限定される．そこ

で，本人が所有するデータをユーザの同意に基づき収集し，幅広く活用する仕組みが提案されている[1]．この制

度は，個人の所有するデータは本人のものであり，個人の意思に基づいて自由に活用すべきだという考えに基づ

いており，データ利用を当該事業者に限定せず，広く企業などの事業者に流通させることを目標としている．これ

に対して，データを提供するユーザのプライバシを考慮しながら，より多くのデータを収集するための手法について

検討を行っている． 

 

【データ提供のための誘因】 

データ提供を行うユーザに対してデータ提供を行う誘因を与える手法としては，データの提供を行うがユーザが

データを提供した際に，何らかの特典を付与するなどによりデータの提供を行う誘因を与える手法が提案されてい

るが，特典によりユーザが感じる満足度はユーザ一人一人異なるため，データ提供を行う誘因となるような満足度

を与える特典を一律に付与することは困難である．そのため，ユーザの価値観を考慮してユーザに付与する特典

を決定する手法が求められる．これに対し，データの内容や質に応じて情報の価値を決定し，その価値に応じた

特典を付与する手法を検討している． 

 

【ユーザ情報の考慮】 

一般的に，インターネット上のサービス利用に対して，個人情報やプライバシに不安を持つユーザは多く，サー

ビス利用に必要となる最低限のユーザ情報の開示によってサービスを利用できることが求められる．これに対し，

ゲーム理論等による，合理的なユーザ情報の開示程度を決定する手法を検討している． 

  

  

  

  

  

                  

  

  

  

  

  

  

  

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

ネットワーク等の応用ソフトウェアの開発 

 

氏氏名名：：  速速水水  健健一一／／HHAAYYAAMMII  KKeenn--iicchhii  EE--mmaaiill：：  hhaayyaammii@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
情情報報処処理理学学会会，，電電子子情情報報通通信信学学会会，，日日本本ココンンピピュューータタ化化学学会会，，日日本本化化

学学会会，，米米国国化化学学会会  

研研究究分分野野：：  情情報報科科学学，，情情報報工工学学，，応応用用情情報報学学，，電電気気電電子子工工学学  

キキーーワワーードド：：  
ウウェェブブココンンテテンンツツ配配信信，，文文字字列列 CCAAPPTTCCHHAA 難難読読化化，，実実環環境境ででのの無無線線 LLAANN 運運用用とと電電波波伝伝搬搬改改

善善，，IIDD カカーードド活活用用，，PPCC 操操作作手手順順記記憶憶再再生生，，化化学学構構造造ググララフフ  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・ウウェェブブココンンテテンンツツ配配信信  

・・ササーーババーー構構築築運運用用  

・・ププロロググララミミンンググ技技術術  

 

 

研研究究内内容容：：    

  

ウウェェブブココンンテテンンツツ配配信信：：  

ウウェェブブササーーババーーややウウェェブブププロロキキシシーーササーーババーーのの運運用用管管理理  

イインンラライインン画画像像をを用用いいたたウウェェブブココンンテテンンツツ配配信信のの利利点点とと欠欠点点  

実実習習向向けけ PPHHPP ササイイトトやや SSQQLL ササイイトトのの管管理理運運用用  

ウウェェブブココンンテテンンツツ変変換換ササイイトトのの運運用用（（過過去去））  

文文字字列列 CCAAPPTTCCHHAA 難難読読化化：：  

人人間間ととココンンピピュューータタととのの得得手手不不得得手手比比較較  

実実験験用用 CCAAPPTTCCHHAA 生生成成ササイイトト  

実実環環境境ででのの無無線線 LLAANN 運運用用とと電電波波伝伝搬搬改改善善：：  

国国際際交交流流棟棟ににおおけけるる無無線線 LLAANN ササーービビススとと電電波波伝伝搬搬改改善善  

22..44GGHHzz 帯帯とと 55GGHHzz 帯帯のの電電波波伝伝搬搬比比較較とと改改善善  

RRAADDIIUUSS ササーーババーーにによよるるユユーーザザーー管管理理  

IIDD カカーードド活活用用：：  

磁磁気気スストトラライイププやや，，ババーーココーードド，，IICC チチッッププ，，QQRR ココーードド読読みみ取取りりププロロググララムム作作成成  

読読みみ取取りりププロロググララムムをを応応用用ししたた出出欠欠管管理理  

読読みみ取取りりププロロググララムムをを応応用用ししたた自自転転車車とと利利用用双双方方管管理理シシスステテムム  

PPCC 操操作作手手順順記記憶憶再再生生：：  

キキーーボボーードド，，ママウウスス（（ボボタタンン，，ホホイイーールル，，軌軌跡跡）），，ウウィィンンドドウウ（（位位置置，，大大ききささ，，フフォォアアググララウウンンドド））のの記記憶憶，，編編集集，，保保存存，，再再生生  

化化学学構構造造ググララフフ（（ウウェェブブササイイトト版版あありり））：：  

線線形形入入力力示示性性式式かからら原原子子結結合合表表のの生生成成  

結結合合表表かからら 22 次次元元座座標標のの生生成成  

22 次次元元座座標標かかららのの描描画画  

hhttttppss::////lluucciioollaa..ccoommmm..sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp//  
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

ネットワーク等の応用ソフトウェアの開発 

 

氏氏名名：：  速速水水  健健一一／／HHAAYYAAMMII  KKeenn--iicchhii  EE--mmaaiill：：  hhaayyaammii@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
情情報報処処理理学学会会，，電電子子情情報報通通信信学学会会，，日日本本ココンンピピュューータタ化化学学会会，，日日本本化化

学学会会，，米米国国化化学学会会  

研研究究分分野野：：  情情報報科科学学，，情情報報工工学学，，応応用用情情報報学学，，電電気気電電子子工工学学  

キキーーワワーードド：：  
ウウェェブブココンンテテンンツツ配配信信，，文文字字列列 CCAAPPTTCCHHAA 難難読読化化，，実実環環境境ででのの無無線線 LLAANN 運運用用とと電電波波伝伝搬搬改改

善善，，IIDD カカーードド活活用用，，PPCC 操操作作手手順順記記憶憶再再生生，，化化学学構構造造ググララフフ  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・ウウェェブブココンンテテンンツツ配配信信  

・・ササーーババーー構構築築運運用用  

・・ププロロググララミミンンググ技技術術  

 

 

研研究究内内容容：：    

  

ウウェェブブココンンテテンンツツ配配信信：：  

ウウェェブブササーーババーーややウウェェブブププロロキキシシーーササーーババーーのの運運用用管管理理  

イインンラライインン画画像像をを用用いいたたウウェェブブココンンテテンンツツ配配信信のの利利点点とと欠欠点点  

実実習習向向けけ PPHHPP ササイイトトやや SSQQLL ササイイトトのの管管理理運運用用  

ウウェェブブココンンテテンンツツ変変換換ササイイトトのの運運用用（（過過去去））  

文文字字列列 CCAAPPTTCCHHAA 難難読読化化：：  

人人間間ととココンンピピュューータタととのの得得手手不不得得手手比比較較  

実実験験用用 CCAAPPTTCCHHAA 生生成成ササイイトト  

実実環環境境ででのの無無線線 LLAANN 運運用用とと電電波波伝伝搬搬改改善善：：  

国国際際交交流流棟棟ににおおけけるる無無線線 LLAANN ササーービビススとと電電波波伝伝搬搬改改善善  

22..44GGHHzz 帯帯とと 55GGHHzz 帯帯のの電電波波伝伝搬搬比比較較とと改改善善  

RRAADDIIUUSS ササーーババーーにによよるるユユーーザザーー管管理理  

IIDD カカーードド活活用用：：  

磁磁気気スストトラライイププやや，，ババーーココーードド，，IICC チチッッププ，，QQRR ココーードド読読みみ取取りりププロロググララムム作作成成  

読読みみ取取りりププロロググララムムをを応応用用ししたた出出欠欠管管理理  

読読みみ取取りりププロロググララムムをを応応用用ししたた自自転転車車とと利利用用双双方方管管理理シシスステテムム  

PPCC 操操作作手手順順記記憶憶再再生生：：  

キキーーボボーードド，，ママウウスス（（ボボタタンン，，ホホイイーールル，，軌軌跡跡）），，ウウィィンンドドウウ（（位位置置，，大大ききささ，，フフォォアアググララウウンンドド））のの記記憶憶，，編編集集，，保保存存，，再再生生  

化化学学構構造造ググララフフ（（ウウェェブブササイイトト版版あありり））：：  

線線形形入入力力示示性性式式かからら原原子子結結合合表表のの生生成成  

結結合合表表かからら 22 次次元元座座標標のの生生成成  

22 次次元元座座標標かかららのの描描画画  

hhttttppss::////lluucciioollaa..ccoommmm..sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp//  

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：提供情報の価値を考慮した情報共有の 
ためのネットワーク基盤に関する研究  

 

氏氏名名：：      髙髙橋橋  晶晶子子／／TTAAKKAAHHAASSHHII  AAkkiikkoo    EE--mmaaiill：：  aakkiikkoo@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（情情報報科科学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  情情報報処処理理学学会会  

研研究究分分野野：：  ココンンピピュューータタネネッットトワワーークク  

キキーーワワーードド：：  情情報報のの価価値値，，ププラライイババシシ，，誘誘因因，，イインンセセンンテティィブブ  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・デデーータタのの収収集集  

・・ププラライイババシシ  

  

 
研研究究内内容容：：    

  

【インターネット上でのデータ共有】 

ソーシャルネットワーキングサービスやウェアラブルコンピューティング，学習管理システム（LMS）など，様々な

ネットワークサービスを通して，多種多様なデータが日々発生し，これらを収集・分析することで有益な新しい知見

を得られる可能性がある．しかし，現状では，これらのデータはサービスを提供している企業等によって管理・活用

されることが一般的であるため，それを享受できるのは，そのサービスを提供している企業等に限定される．そこ

で，本人が所有するデータをユーザの同意に基づき収集し，幅広く活用する仕組みが提案されている[1]．この制

度は，個人の所有するデータは本人のものであり，個人の意思に基づいて自由に活用すべきだという考えに基づ

いており，データ利用を当該事業者に限定せず，広く企業などの事業者に流通させることを目標としている．これ

に対して，データを提供するユーザのプライバシを考慮しながら，より多くのデータを収集するための手法について

検討を行っている． 

 

【データ提供のための誘因】 

データ提供を行うユーザに対してデータ提供を行う誘因を与える手法としては，データの提供を行うがユーザが

データを提供した際に，何らかの特典を付与するなどによりデータの提供を行う誘因を与える手法が提案されてい

るが，特典によりユーザが感じる満足度はユーザ一人一人異なるため，データ提供を行う誘因となるような満足度

を与える特典を一律に付与することは困難である．そのため，ユーザの価値観を考慮してユーザに付与する特典

を決定する手法が求められる．これに対し，データの内容や質に応じて情報の価値を決定し，その価値に応じた

特典を付与する手法を検討している． 

 

【ユーザ情報の考慮】 

一般的に，インターネット上のサービス利用に対して，個人情報やプライバシに不安を持つユーザは多く，サー

ビス利用に必要となる最低限のユーザ情報の開示によってサービスを利用できることが求められる．これに対し，

ゲーム理論等による，合理的なユーザ情報の開示程度を決定する手法を検討している． 

  

  

  

  

  

                  

  

  

  

  

  

  

  

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

ソフトウェアの開発手法・支援に関する研究 

 

氏氏名名：：      力力武武  克克彰彰／／RRIIKKIITTAAKKEE  YYoosshhiiaakkii  EE--mmaaiill：：  yyoosshhiiaakkii@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士((情情報報科科学学))  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本物物理理学学会会，，応応用用物物理理学学会会  

研研究究分分野野：：  ソソフフトトウウェェアア関関連連  

キキーーワワーードド：：  開開発発ププロロセセスス，，モモデデルル駆駆動動開開発発  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・モモデデルル駆駆動動開開発発  

・・UUMMLL//SSyyssMMLL モモデデリリンンググ  

・・アアジジャャイイルル開開発発手手法法((SSccrruumm))  

 
研研究究内内容容：：    

本研究室では，ソフトウェアの手法や評価に関する研究に取り組んでいます。近年注目されるアジャイル型の

ソフトウェア開発手法について，ロボット制御ソフトウェアや Web アプリケーションなどの開発プロジェクト

による実践を通して，いかに開発をサポートし促進できるかを検討し，価値あるソフトウェアを効果的に開発し

ていく手法を探っています。  

● 組込みシステム開発におけるモデル駆動開発の支援  
組込み系ソフトウェアの開発現場では，高品質。高信頼性を備えたソフトウェアを開発するため，モデル駆動

開発の重要性が強く認識されてきています。モデル駆動開発とは，実現するシステムへの要求やシステムの仕

様，設計を UML や SysML などのモデリング言語を用いてモデル化し，検証を行いながら開発を進めていく

手法です。本研究室では，モデル駆動開発を支援するために，組込み分野でお手本として利用できる設計モデル

の作成と提供，モデルを活用した様々な検証手法の提案やその検証などに取り組んでいます。 
● アジャイル開発手法によるアプリケーション開発・評価の実践  
価値あるソフトウェアを効果的に作成するには，そのソフトウェアが誰に対しどのような価値を生み出すのか

という仮説を立て，それを検証するサイクルを高速に回す必要があります。近年このような仮説検証型の開発プ

ロセスとして，アジャイル型開発手法が注目されています。本研究室では，児童向けの教育アプリケーションや

中医学向けの医療診断支援システムなどの開発を実践の場として，企画・要求分析の段階から設計，実装，評価，

検証までのプロセスをアジャイル型開発手法で実践し，その効果の評価や，新たな手法の検討や提案を行いま

す。 
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 
自律ロボット制御ソフトウェアの設計モデル 

 

児童向け教育アプリケーションの評価 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

ソフトウェアの開発手法・支援に関する研究 

 

氏氏名名：：      力力武武  克克彰彰／／RRIIKKIITTAAKKEE  YYoosshhiiaakkii  EE--mmaaiill：：  yyoosshhiiaakkii@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士((情情報報科科学学))  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本物物理理学学会会，，応応用用物物理理学学会会  

研研究究分分野野：：  ソソフフトトウウェェアア関関連連  

キキーーワワーードド：：  開開発発ププロロセセスス，，モモデデルル駆駆動動開開発発  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・モモデデルル駆駆動動開開発発  

・・UUMMLL//SSyyssMMLL モモデデリリンンググ  

・・アアジジャャイイルル開開発発手手法法((SSccrruumm))  

 
研研究究内内容容：：    

本研究室では，ソフトウェアの手法や評価に関する研究に取り組んでいます。近年注目されるアジャイル型の

ソフトウェア開発手法について，ロボット制御ソフトウェアや Web アプリケーションなどの開発プロジェクト

による実践を通して，いかに開発をサポートし促進できるかを検討し，価値あるソフトウェアを効果的に開発し

ていく手法を探っています。  

● 組込みシステム開発におけるモデル駆動開発の支援  
組込み系ソフトウェアの開発現場では，高品質。高信頼性を備えたソフトウェアを開発するため，モデル駆動

開発の重要性が強く認識されてきています。モデル駆動開発とは，実現するシステムへの要求やシステムの仕

様，設計を UML や SysML などのモデリング言語を用いてモデル化し，検証を行いながら開発を進めていく

手法です。本研究室では，モデル駆動開発を支援するために，組込み分野でお手本として利用できる設計モデル

の作成と提供，モデルを活用した様々な検証手法の提案やその検証などに取り組んでいます。 
● アジャイル開発手法によるアプリケーション開発・評価の実践  
価値あるソフトウェアを効果的に作成するには，そのソフトウェアが誰に対しどのような価値を生み出すのか

という仮説を立て，それを検証するサイクルを高速に回す必要があります。近年このような仮説検証型の開発プ

ロセスとして，アジャイル型開発手法が注目されています。本研究室では，児童向けの教育アプリケーションや

中医学向けの医療診断支援システムなどの開発を実践の場として，企画・要求分析の段階から設計，実装，評価，

検証までのプロセスをアジャイル型開発手法で実践し，その効果の評価や，新たな手法の検討や提案を行いま

す。 
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 
自律ロボット制御ソフトウェアの設計モデル 

 

児童向け教育アプリケーションの評価 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

超並列分子コンピュータの実現へ向けて 

 

氏氏名名：：      平平塚塚  眞眞彦彦／／HHIIRRAATTSSUUKKAA  MMaassaahhiikkoo  EE--mmaaiill：：  hhiirraammaassaa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（情情報報科科学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  IIEEEEEE，，電電子子情情報報通通信信学学会会  

研研究究分分野野：：  情情報報科科学学，，情情報報工工学学  

キキーーワワーードド：：  分分子子ココンンピピュューーテティィンンググ，，分分子子ココンンピピュューータタ，，分分子子デデババイイスス  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・計計算算機機科科学学  

・・非非線線形形科科学学  

・・非非線線形形現現象象のの数数値値シシミミュュレレーーシショョンン  

 
研研究究内内容容：：    

  

研研究究課課題題  

●分子コンピュータの基礎理論 

●ニューパラダイムコンピューティング 

 

研研究究シシーーズズ  

●●ここのの研研究究ののセセーールルススポポイインントト  

ナノ・バイオテクノロジー技術を駆使して，次世代の分子コンピュータ実現へ向けた基礎研究を行っています。 

ハードウェア面では，集積回路に配線を用いない技術が新しい点です（図 1,2，文献[1],[2] 参照）。 

ソフトウェア面では，生化学反応ネットワークによる超並列的な計算が可能になります（図 3，文献[3] 参照）。 

これを応用して，従来にない新しい計算パラダイムを開拓することを目指しています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 無配線通信の概念   図 2 分子コンピューティング     図 3 チップ上で発生が予想される２次元空間濃度 

チップ（試作品）             パターン（計算機シミュレーション） 

(a),(b) 興奮性反応拡散波による最適経路探索 

 

●●参参考考文文献献  

[1] M. Hiratsuka et al., IEEE Transactions on Circuits and Systems - I, Vol. 46, No. 2, pp. 294--303, February 1999. 

[2] M. Hiratsuka et al., IEE Proceedings - Nanobiotechnology, Vol. 150, No. 1, pp. 9--14, June 2003. 

[3] M. Hiratsuka et al., International Journal of Unconventional Computing, Vol. 4, No. 2, pp. 113--123, 2008. 

 提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

ソフトウェアの開発手法・支援に関する研究 

 

氏氏名名：：      力力武武  克克彰彰／／RRIIKKIITTAAKKEE  YYoosshhiiaakkii  EE--mmaaiill：：  yyoosshhiiaakkii@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士((情情報報科科学学))  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本物物理理学学会会，，応応用用物物理理学学会会  

研研究究分分野野：：  ソソフフトトウウェェアア関関連連  

キキーーワワーードド：：  開開発発ププロロセセスス，，モモデデルル駆駆動動開開発発  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・モモデデルル駆駆動動開開発発  

・・UUMMLL//SSyyssMMLL モモデデリリンンググ  

・・アアジジャャイイルル開開発発手手法法((SSccrruumm))  

 
研研究究内内容容：：    

本研究室では，ソフトウェアの手法や評価に関する研究に取り組んでいます。近年注目されるアジャイル型の

ソフトウェア開発手法について，ロボット制御ソフトウェアや Web アプリケーションなどの開発プロジェクト

による実践を通して，いかに開発をサポートし促進できるかを検討し，価値あるソフトウェアを効果的に開発し

ていく手法を探っています。  

● 組込みシステム開発におけるモデル駆動開発の支援  
組込み系ソフトウェアの開発現場では，高品質。高信頼性を備えたソフトウェアを開発するため，モデル駆動

開発の重要性が強く認識されてきています。モデル駆動開発とは，実現するシステムへの要求やシステムの仕

様，設計を UML や SysML などのモデリング言語を用いてモデル化し，検証を行いながら開発を進めていく

手法です。本研究室では，モデル駆動開発を支援するために，組込み分野でお手本として利用できる設計モデル

の作成と提供，モデルを活用した様々な検証手法の提案やその検証などに取り組んでいます。 
● アジャイル開発手法によるアプリケーション開発・評価の実践  
価値あるソフトウェアを効果的に作成するには，そのソフトウェアが誰に対しどのような価値を生み出すのか

という仮説を立て，それを検証するサイクルを高速に回す必要があります。近年このような仮説検証型の開発プ

ロセスとして，アジャイル型開発手法が注目されています。本研究室では，児童向けの教育アプリケーションや

中医学向けの医療診断支援システムなどの開発を実践の場として，企画・要求分析の段階から設計，実装，評価，

検証までのプロセスをアジャイル型開発手法で実践し，その効果の評価や，新たな手法の検討や提案を行いま

す。 
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 
自律ロボット制御ソフトウェアの設計モデル 

 

児童向け教育アプリケーションの評価 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

ソフトウェアの開発手法・支援に関する研究 

 

氏氏名名：：      力力武武  克克彰彰／／RRIIKKIITTAAKKEE  YYoosshhiiaakkii  EE--mmaaiill：：  yyoosshhiiaakkii@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士((情情報報科科学学))  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本物物理理学学会会，，応応用用物物理理学学会会  

研研究究分分野野：：  ソソフフトトウウェェアア関関連連  

キキーーワワーードド：：  開開発発ププロロセセスス，，モモデデルル駆駆動動開開発発  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・モモデデルル駆駆動動開開発発  

・・UUMMLL//SSyyssMMLL モモデデリリンンググ  

・・アアジジャャイイルル開開発発手手法法((SSccrruumm))  

 
研研究究内内容容：：    

本研究室では，ソフトウェアの手法や評価に関する研究に取り組んでいます。近年注目されるアジャイル型の

ソフトウェア開発手法について，ロボット制御ソフトウェアや Web アプリケーションなどの開発プロジェクト

による実践を通して，いかに開発をサポートし促進できるかを検討し，価値あるソフトウェアを効果的に開発し

ていく手法を探っています。  

● 組込みシステム開発におけるモデル駆動開発の支援  
組込み系ソフトウェアの開発現場では，高品質。高信頼性を備えたソフトウェアを開発するため，モデル駆動

開発の重要性が強く認識されてきています。モデル駆動開発とは，実現するシステムへの要求やシステムの仕

様，設計を UML や SysML などのモデリング言語を用いてモデル化し，検証を行いながら開発を進めていく

手法です。本研究室では，モデル駆動開発を支援するために，組込み分野でお手本として利用できる設計モデル

の作成と提供，モデルを活用した様々な検証手法の提案やその検証などに取り組んでいます。 
● アジャイル開発手法によるアプリケーション開発・評価の実践  
価値あるソフトウェアを効果的に作成するには，そのソフトウェアが誰に対しどのような価値を生み出すのか

という仮説を立て，それを検証するサイクルを高速に回す必要があります。近年このような仮説検証型の開発プ

ロセスとして，アジャイル型開発手法が注目されています。本研究室では，児童向けの教育アプリケーションや

中医学向けの医療診断支援システムなどの開発を実践の場として，企画・要求分析の段階から設計，実装，評価，

検証までのプロセスをアジャイル型開発手法で実践し，その効果の評価や，新たな手法の検討や提案を行いま

す。 
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 
自律ロボット制御ソフトウェアの設計モデル 

 

児童向け教育アプリケーションの評価 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

超並列分子コンピュータの実現へ向けて 

 

氏氏名名：：      平平塚塚  眞眞彦彦／／HHIIRRAATTSSUUKKAA  MMaassaahhiikkoo  EE--mmaaiill：：  hhiirraammaassaa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（情情報報科科学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  IIEEEEEE，，電電子子情情報報通通信信学学会会  

研研究究分分野野：：  情情報報科科学学，，情情報報工工学学  

キキーーワワーードド：：  分分子子ココンンピピュューーテティィンンググ，，分分子子ココンンピピュューータタ，，分分子子デデババイイスス  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・計計算算機機科科学学  

・・非非線線形形科科学学  

・・非非線線形形現現象象のの数数値値シシミミュュレレーーシショョンン  

 
研研究究内内容容：：    

  

研研究究課課題題  

●分子コンピュータの基礎理論 

●ニューパラダイムコンピューティング 

 

研研究究シシーーズズ  

●●ここのの研研究究ののセセーールルススポポイインントト  

ナノ・バイオテクノロジー技術を駆使して，次世代の分子コンピュータ実現へ向けた基礎研究を行っています。 

ハードウェア面では，集積回路に配線を用いない技術が新しい点です（図 1,2，文献[1],[2] 参照）。 

ソフトウェア面では，生化学反応ネットワークによる超並列的な計算が可能になります（図 3，文献[3] 参照）。 

これを応用して，従来にない新しい計算パラダイムを開拓することを目指しています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 無配線通信の概念   図 2 分子コンピューティング     図 3 チップ上で発生が予想される２次元空間濃度 

チップ（試作品）             パターン（計算機シミュレーション） 

(a),(b) 興奮性反応拡散波による最適経路探索 

 

●●参参考考文文献献  

[1] M. Hiratsuka et al., IEEE Transactions on Circuits and Systems - I, Vol. 46, No. 2, pp. 294--303, February 1999. 

[2] M. Hiratsuka et al., IEE Proceedings - Nanobiotechnology, Vol. 150, No. 1, pp. 9--14, June 2003. 

[3] M. Hiratsuka et al., International Journal of Unconventional Computing, Vol. 4, No. 2, pp. 113--123, 2008. 

 提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

実用へ向けた制御技術の研究  

 

氏氏名名：：      大大場場  譲譲／／OOHHBBAA  YYuuzzuurruu  EE--mmaaiill：：  oohhbbaa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士((工工学学))  

所所属属学学会会・・協協会会：：  IIEEEEEE,,  電電気気学学会会,,    ロロボボッットト学学会会,,    計計測測自自動動制制御御学学会会  

研研究究分分野野：：  制制御御工工学学，，メメカカトトロロニニククスス，，ロロボボッットト工工学学  

キキーーワワーードド：：  モモーーシショョンンココンントトロローールル,,  力力制制御御,,  ハハププテティィククスス,,ロロボボテティィククスス  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・高高速速・・高高精精度度位位置置制制御御技技術術  

・・力力セセンンササレレスス制制御御技技術術  

・・触触覚覚再再現現技技術術  

 
研研究究内内容容：：  ババイイララテテララルル制制御御をを用用いいたた医医療療用用ロロボボッットトシシスステテムムのの研研究究  

  近近年年、、医医療療界界でではは患患者者のの QQOOLL((QQuuaalliittyy  ooff  LLiiffee))のの向向上上をを

めめざざしし、、様様々々なな試試みみががななさされれてておおりり、、そそのの中中のの 11 つつととししてて

腹腹腔腔鏡鏡下下外外科科手手術術がが存存在在すするる。。腹腹腔腔鏡鏡下下外外科科手手術術はは、、患患

者者のの体体にに 22つつのの小小ささなな穴穴をを空空けけ、、そそここよよりり体体内内撮撮影影用用のの内内

視視鏡鏡とと内内視視鏡鏡手手術術用用鉗鉗子子((図図 11 上上))をを挿挿入入しし手手術術をを行行ううたた

めめ、、患患者者のの負負担担をを低低減減ででききるる手手術術法法ででああるる。。ししかかししなながが

らら、、現現在在使使用用ししてていいるる鉗鉗子子でではは患患者者体体内内のの触触覚覚がが伝伝達達ささ

れれずず、、手手術術がが難難ししいいとといいうう問問題題がが存存在在すするる。。  

  そそここでで、、本本研研究究でではは腹腹腔腔鏡鏡下下外外科科手手術術用用鉗鉗子子ををロロボボッットト

化化すするるここととでで、、触触覚覚伝伝達達がが可可能能なな鉗鉗子子ロロボボッットトシシスステテムムのの

構構築築をを目目指指すす((図図 11 下下))。。従従来来ののロロボボッットトシシスステテムムでではは位位置置

のの制制御御ののみみがが重重要要視視さされれてていいたたたためめ、、高高速速なな動動作作はは可可能能

ででああるるがが触触覚覚がが伝伝わわららなないい。。そそここでで、、今今回回提提案案すするる触触覚覚伝伝

達達制制御御系系でではは、、位位置置のの情情報報ののみみななららずず、、力力のの情情報報をを用用いい

るるここととでで触触覚覚のの再再現現をを目目指指ししてていいるる。。体体内内のの力力情情報報をを手手術術

者者のの操操作作用用ののロロボボッットトへへ伝伝ええるるここととでで体体内内のの感感触触がが再再現現

可可能能ととななるる。。体体内内のの力力情情報報のの取取得得ににはは力力セセンンササをを用用いいなな

いいアアルルゴゴリリズズムムがが用用いいらられれてていいるる[[11]]。。ここれれはは、、体体内内でで作作業業

すするるロロボボッットトににはは構構造造上上のの問問題題でで力力セセンンササがが使使用用ででききなな

いいたためめででああるる。。本本アアルルゴゴリリズズムムのの副副産産物物ととししてて力力セセンンササのの

ココスストト・・力力検検出出帯帯域域等等のの問問題題もも解解決決可可能能ととななるる。。  

  本本研研究究のの成成果果はは高高精精度度位位置置決決めめ、、力力制制御御をを応応用用ししたた高高

精精度度加加工工ななどど産産業業界界ににもも広広くく応応用用可可能能ででああるる。。  

  

  [[11]]  大大場場,,大大石石,,桂桂：：““ツツイインンドドラライイブブシシスステテムムのの 22 次次共共振振とと

不不平平衡衡摩摩擦擦をを考考慮慮ししたた摩摩擦擦フフリリーー力力帰帰還還型型ババイイララテテララルル

制制御御””,,  電電学学論論 DD,,  VVooll..112266,,  NNoo..99,,  pppp..11222277----11223355,,  ((22000066))  ..  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

図 1. 医療用鉗子ロボット  

  

  

  

  

  

  

  

  

図 2. バイラテラルロボットシステム  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

機
械
工
学

工

学
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

実用へ向けた制御技術の研究  

 

氏氏名名：：      大大場場  譲譲／／OOHHBBAA  YYuuzzuurruu  EE--mmaaiill：：  oohhbbaa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士((工工学学))  

所所属属学学会会・・協協会会：：  IIEEEEEE,,  電電気気学学会会,,    ロロボボッットト学学会会,,    計計測測自自動動制制御御学学会会  

研研究究分分野野：：  制制御御工工学学，，メメカカトトロロニニククスス，，ロロボボッットト工工学学  

キキーーワワーードド：：  モモーーシショョンンココンントトロローールル,,  力力制制御御,,  ハハププテティィククスス,,ロロボボテティィククスス  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・高高速速・・高高精精度度位位置置制制御御技技術術  

・・力力セセンンササレレスス制制御御技技術術  

・・触触覚覚再再現現技技術術  

 
研研究究内内容容：：  ババイイララテテララルル制制御御をを用用いいたた医医療療用用ロロボボッットトシシスステテムムのの研研究究  

  近近年年、、医医療療界界でではは患患者者のの QQOOLL((QQuuaalliittyy  ooff  LLiiffee))のの向向上上をを

めめざざしし、、様様々々なな試試みみががななさされれてておおりり、、そそのの中中のの 11 つつととししてて

腹腹腔腔鏡鏡下下外外科科手手術術がが存存在在すするる。。腹腹腔腔鏡鏡下下外外科科手手術術はは、、患患

者者のの体体にに 22つつのの小小ささなな穴穴をを空空けけ、、そそここよよりり体体内内撮撮影影用用のの内内

視視鏡鏡とと内内視視鏡鏡手手術術用用鉗鉗子子((図図 11 上上))をを挿挿入入しし手手術術をを行行ううたた

めめ、、患患者者のの負負担担をを低低減減ででききるる手手術術法法ででああるる。。ししかかししなながが

らら、、現現在在使使用用ししてていいるる鉗鉗子子でではは患患者者体体内内のの触触覚覚がが伝伝達達ささ

れれずず、、手手術術がが難難ししいいとといいうう問問題題がが存存在在すするる。。  

  そそここでで、、本本研研究究でではは腹腹腔腔鏡鏡下下外外科科手手術術用用鉗鉗子子ををロロボボッットト

化化すするるここととでで、、触触覚覚伝伝達達がが可可能能なな鉗鉗子子ロロボボッットトシシスステテムムのの

構構築築をを目目指指すす((図図 11 下下))。。従従来来ののロロボボッットトシシスステテムムでではは位位置置

のの制制御御ののみみがが重重要要視視さされれてていいたたたためめ、、高高速速なな動動作作はは可可能能

ででああるるがが触触覚覚がが伝伝わわららなないい。。そそここでで、、今今回回提提案案すするる触触覚覚伝伝

達達制制御御系系でではは、、位位置置のの情情報報ののみみななららずず、、力力のの情情報報をを用用いい

るるここととでで触触覚覚のの再再現現をを目目指指ししてていいるる。。体体内内のの力力情情報報をを手手術術

者者のの操操作作用用ののロロボボッットトへへ伝伝ええるるここととでで体体内内のの感感触触がが再再現現

可可能能ととななるる。。体体内内のの力力情情報報のの取取得得ににはは力力セセンンササをを用用いいなな

いいアアルルゴゴリリズズムムがが用用いいらられれてていいるる[[11]]。。ここれれはは、、体体内内でで作作業業

すするるロロボボッットトににはは構構造造上上のの問問題題でで力力セセンンササがが使使用用ででききなな

いいたためめででああるる。。本本アアルルゴゴリリズズムムのの副副産産物物ととししてて力力セセンンササのの

ココスストト・・力力検検出出帯帯域域等等のの問問題題もも解解決決可可能能ととななるる。。  

  本本研研究究のの成成果果はは高高精精度度位位置置決決めめ、、力力制制御御をを応応用用ししたた高高

精精度度加加工工ななどど産産業業界界ににもも広広くく応応用用可可能能ででああるる。。  

  

  [[11]]  大大場場,,大大石石,,桂桂：：““ツツイインンドドラライイブブシシスステテムムのの 22 次次共共振振とと

不不平平衡衡摩摩擦擦をを考考慮慮ししたた摩摩擦擦フフリリーー力力帰帰還還型型ババイイララテテララルル

制制御御””,,  電電学学論論 DD,,  VVooll..112266,,  NNoo..99,,  pppp..11222277----11223355,,  ((22000066))  ..  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

図 1. 医療用鉗子ロボット  

  

  

  

  

  

  

  

  

図 2. バイラテラルロボットシステム  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：エリア放送およびブロードキャスト型無線 

データ伝送による地域情報配信基盤の構築 

 

氏氏名名：：      脇脇山山俊俊一一郎郎／／WWAAKKIIYYAAMMAA  SShhuunniicchhiirroo  EE--mmaaiill：：  wwaakkiiyyaammaa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  修修士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  情情報報処処理理学学会会，，電電子子情情報報通通信信学学会会，，映映像像情情報報メメデディィアア学学会会  

研研究究分分野野：：  情情報報科科学学，，情情報報工工学学  

キキーーワワーードド：：  エエリリアア放放送送，，無無線線デデーータタ伝伝送送，，地地域域情情報報収収集集・・発発信信  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・エエリリアア放放送送にに係係るる無無線線設設備備，，放放送送シシスステテムム，，電電波波伝伝搬搬，，法法的的手手続続きき等等  

  

  

 
研研究究内内容容：：    

研研究究課課題題  

●エエリリアア放放送送おおよよびびブブロローードドキキャャスストト型型無無線線デデーータタ伝伝送送にによよるる地地域域情情報報配配信信基基盤盤のの構構築築  

エリア放送の視聴者は地域の情報をタイムリーに得ることを望んでおり、放送局側ではビデオ編集等の作り込み無し

に簡便な方法で地域情報を提供する放送コンテンツを生成するシステムが必要とされている。 

本研究テーマでは、PC 画面に情報素材を配置し、その画面を放送コンテンツとするという基本構想に基づきシステム

を開発する。ネットワークから取得できる各種情報素材にマルチメディア処理を施し、これらをあらかじめデザインした放

送画面イメージのフレームにスケジューリングしたうえで順次マッピングすることで変化のある放送コンテンツとして生成

する手法を提案し、システムの実装を行っている。 

また、エリア放送受信が困難な地域向けに、テレビ受像機を端末とする戸別デジタルサイネージシステムを開発し、エ

リア放送向けコンテンツの共用を図ることを提案している。デジタルサイネージのデータ伝送には地上デジタルテレビ放

送に隣接する周波数の電波を用いた無線データ通信方式を用いるところに特徴がある。 

  

研研究究シシーーズズ  

●エエリリアア放放送送のの実実際際のの視視聴聴エエリリアアのの同同定定・・把把握握 

●●地地域域情情報報のの自自動動収収集集おおよよびび地地域域情情報報ココンンテテンンツツのの自自動動生生成成  

●●地地上上デデジジタタルルテテレレビビ放放送送にに隣隣接接すするる周周波波数数のの電電波波をを用用いいたた無無線線デデーータタ通通信信  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

図 1 地域情報コンテンツ自動生成のイメージ       図 2 個別デジタルサイネージのシステム構成 
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

実用へ向けた制御技術の研究  

 

氏氏名名：：      大大場場  譲譲／／OOHHBBAA  YYuuzzuurruu  EE--mmaaiill：：  oohhbbaa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士((工工学学))  

所所属属学学会会・・協協会会：：  IIEEEEEE,,  電電気気学学会会,,    ロロボボッットト学学会会,,    計計測測自自動動制制御御学学会会  

研研究究分分野野：：  制制御御工工学学，，メメカカトトロロニニククスス，，ロロボボッットト工工学学  

キキーーワワーードド：：  モモーーシショョンンココンントトロローールル,,  力力制制御御,,  ハハププテティィククスス,,ロロボボテティィククスス  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・高高速速・・高高精精度度位位置置制制御御技技術術  

・・力力セセンンササレレスス制制御御技技術術  

・・触触覚覚再再現現技技術術  

 
研研究究内内容容：：  ババイイララテテララルル制制御御をを用用いいたた医医療療用用ロロボボッットトシシスステテムムのの研研究究  

  近近年年、、医医療療界界でではは患患者者のの QQOOLL((QQuuaalliittyy  ooff  LLiiffee))のの向向上上をを

めめざざしし、、様様々々なな試試みみががななさされれてておおりり、、そそのの中中のの 11 つつととししてて

腹腹腔腔鏡鏡下下外外科科手手術術がが存存在在すするる。。腹腹腔腔鏡鏡下下外外科科手手術術はは、、患患

者者のの体体にに 22つつのの小小ささなな穴穴をを空空けけ、、そそここよよりり体体内内撮撮影影用用のの内内

視視鏡鏡とと内内視視鏡鏡手手術術用用鉗鉗子子((図図 11 上上))をを挿挿入入しし手手術術をを行行ううたた

めめ、、患患者者のの負負担担をを低低減減ででききるる手手術術法法ででああるる。。ししかかししなながが

らら、、現現在在使使用用ししてていいるる鉗鉗子子でではは患患者者体体内内のの触触覚覚がが伝伝達達ささ

れれずず、、手手術術がが難難ししいいとといいうう問問題題がが存存在在すするる。。  

  そそここでで、、本本研研究究でではは腹腹腔腔鏡鏡下下外外科科手手術術用用鉗鉗子子ををロロボボッットト

化化すするるここととでで、、触触覚覚伝伝達達がが可可能能なな鉗鉗子子ロロボボッットトシシスステテムムのの

構構築築をを目目指指すす((図図 11 下下))。。従従来来ののロロボボッットトシシスステテムムでではは位位置置

のの制制御御ののみみがが重重要要視視さされれてていいたたたためめ、、高高速速なな動動作作はは可可能能

ででああるるがが触触覚覚がが伝伝わわららなないい。。そそここでで、、今今回回提提案案すするる触触覚覚伝伝

達達制制御御系系でではは、、位位置置のの情情報報ののみみななららずず、、力力のの情情報報をを用用いい

るるここととでで触触覚覚のの再再現現をを目目指指ししてていいるる。。体体内内のの力力情情報報をを手手術術

者者のの操操作作用用ののロロボボッットトへへ伝伝ええるるここととでで体体内内のの感感触触がが再再現現

可可能能ととななるる。。体体内内のの力力情情報報のの取取得得ににはは力力セセンンササをを用用いいなな

いいアアルルゴゴリリズズムムがが用用いいらられれてていいるる[[11]]。。ここれれはは、、体体内内でで作作業業

すするるロロボボッットトににはは構構造造上上のの問問題題でで力力セセンンササがが使使用用ででききなな

いいたためめででああるる。。本本アアルルゴゴリリズズムムのの副副産産物物ととししてて力力セセンンササのの

ココスストト・・力力検検出出帯帯域域等等のの問問題題もも解解決決可可能能ととななるる。。  

  本本研研究究のの成成果果はは高高精精度度位位置置決決めめ、、力力制制御御をを応応用用ししたた高高

精精度度加加工工ななどど産産業業界界ににもも広広くく応応用用可可能能ででああるる。。  

  

  [[11]]  大大場場,,大大石石,,桂桂：：““ツツイインンドドラライイブブシシスステテムムのの 22 次次共共振振とと

不不平平衡衡摩摩擦擦をを考考慮慮ししたた摩摩擦擦フフリリーー力力帰帰還還型型ババイイララテテララルル

制制御御””,,  電電学学論論 DD,,  VVooll..112266,,  NNoo..99,,  pppp..11222277----11223355,,  ((22000066))  ..  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

図 1. 医療用鉗子ロボット  

  

  

  

  

  

  

  

  

図 2. バイラテラルロボットシステム  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

機
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

実用へ向けた制御技術の研究  

 

氏氏名名：：      大大場場  譲譲／／OOHHBBAA  YYuuzzuurruu  EE--mmaaiill：：  oohhbbaa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士((工工学学))  

所所属属学学会会・・協協会会：：  IIEEEEEE,,  電電気気学学会会,,    ロロボボッットト学学会会,,    計計測測自自動動制制御御学学会会  

研研究究分分野野：：  制制御御工工学学，，メメカカトトロロニニククスス，，ロロボボッットト工工学学  

キキーーワワーードド：：  モモーーシショョンンココンントトロローールル,,  力力制制御御,,  ハハププテティィククスス,,ロロボボテティィククスス  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・高高速速・・高高精精度度位位置置制制御御技技術術  

・・力力セセンンササレレスス制制御御技技術術  

・・触触覚覚再再現現技技術術  

 
研研究究内内容容：：  ババイイララテテララルル制制御御をを用用いいたた医医療療用用ロロボボッットトシシスステテムムのの研研究究  

  近近年年、、医医療療界界でではは患患者者のの QQOOLL((QQuuaalliittyy  ooff  LLiiffee))のの向向上上をを

めめざざしし、、様様々々なな試試みみががななさされれてておおりり、、そそのの中中のの 11 つつととししてて

腹腹腔腔鏡鏡下下外外科科手手術術がが存存在在すするる。。腹腹腔腔鏡鏡下下外外科科手手術術はは、、患患

者者のの体体にに 22つつのの小小ささなな穴穴をを空空けけ、、そそここよよりり体体内内撮撮影影用用のの内内

視視鏡鏡とと内内視視鏡鏡手手術術用用鉗鉗子子((図図 11 上上))をを挿挿入入しし手手術術をを行行ううたた

めめ、、患患者者のの負負担担をを低低減減ででききるる手手術術法法ででああるる。。ししかかししなながが

らら、、現現在在使使用用ししてていいるる鉗鉗子子でではは患患者者体体内内のの触触覚覚がが伝伝達達ささ

れれずず、、手手術術がが難難ししいいとといいうう問問題題がが存存在在すするる。。  

  そそここでで、、本本研研究究でではは腹腹腔腔鏡鏡下下外外科科手手術術用用鉗鉗子子ををロロボボッットト

化化すするるここととでで、、触触覚覚伝伝達達がが可可能能なな鉗鉗子子ロロボボッットトシシスステテムムのの

構構築築をを目目指指すす((図図 11 下下))。。従従来来ののロロボボッットトシシスステテムムでではは位位置置

のの制制御御ののみみがが重重要要視視さされれてていいたたたためめ、、高高速速なな動動作作はは可可能能

ででああるるがが触触覚覚がが伝伝わわららなないい。。そそここでで、、今今回回提提案案すするる触触覚覚伝伝

達達制制御御系系でではは、、位位置置のの情情報報ののみみななららずず、、力力のの情情報報をを用用いい

るるここととでで触触覚覚のの再再現現をを目目指指ししてていいるる。。体体内内のの力力情情報報をを手手術術

者者のの操操作作用用ののロロボボッットトへへ伝伝ええるるここととでで体体内内のの感感触触がが再再現現

可可能能ととななるる。。体体内内のの力力情情報報のの取取得得ににはは力力セセンンササをを用用いいなな

いいアアルルゴゴリリズズムムがが用用いいらられれてていいるる[[11]]。。ここれれはは、、体体内内でで作作業業

すするるロロボボッットトににはは構構造造上上のの問問題題でで力力セセンンササがが使使用用ででききなな

いいたためめででああるる。。本本アアルルゴゴリリズズムムのの副副産産物物ととししてて力力セセンンササのの

ココスストト・・力力検検出出帯帯域域等等のの問問題題もも解解決決可可能能ととななるる。。  

  本本研研究究のの成成果果はは高高精精度度位位置置決決めめ、、力力制制御御をを応応用用ししたた高高

精精度度加加工工ななどど産産業業界界ににもも広広くく応応用用可可能能ででああるる。。  

  

  [[11]]  大大場場,,大大石石,,桂桂：：““ツツイインンドドラライイブブシシスステテムムのの 22 次次共共振振とと

不不平平衡衡摩摩擦擦をを考考慮慮ししたた摩摩擦擦フフリリーー力力帰帰還還型型ババイイララテテララルル

制制御御””,,  電電学学論論 DD,,  VVooll..112266,,  NNoo..99,,  pppp..11222277----11223355,,  ((22000066))  ..  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

図 1. 医療用鉗子ロボット  

  

  

  

  

  

  

  

  

図 2. バイラテラルロボットシステム  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：エリア放送およびブロードキャスト型無線 

データ伝送による地域情報配信基盤の構築 

 

氏氏名名：：      脇脇山山俊俊一一郎郎／／WWAAKKIIYYAAMMAA  SShhuunniicchhiirroo  EE--mmaaiill：：  wwaakkiiyyaammaa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  修修士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  情情報報処処理理学学会会，，電電子子情情報報通通信信学学会会，，映映像像情情報報メメデディィアア学学会会  

研研究究分分野野：：  情情報報科科学学，，情情報報工工学学  

キキーーワワーードド：：  エエリリアア放放送送，，無無線線デデーータタ伝伝送送，，地地域域情情報報収収集集・・発発信信  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・エエリリアア放放送送にに係係るる無無線線設設備備，，放放送送シシスステテムム，，電電波波伝伝搬搬，，法法的的手手続続きき等等  

  

  

 
研研究究内内容容：：    

研研究究課課題題  

●エエリリアア放放送送おおよよびびブブロローードドキキャャスストト型型無無線線デデーータタ伝伝送送にによよるる地地域域情情報報配配信信基基盤盤のの構構築築  

エリア放送の視聴者は地域の情報をタイムリーに得ることを望んでおり、放送局側ではビデオ編集等の作り込み無し

に簡便な方法で地域情報を提供する放送コンテンツを生成するシステムが必要とされている。 

本研究テーマでは、PC 画面に情報素材を配置し、その画面を放送コンテンツとするという基本構想に基づきシステム

を開発する。ネットワークから取得できる各種情報素材にマルチメディア処理を施し、これらをあらかじめデザインした放

送画面イメージのフレームにスケジューリングしたうえで順次マッピングすることで変化のある放送コンテンツとして生成

する手法を提案し、システムの実装を行っている。 

また、エリア放送受信が困難な地域向けに、テレビ受像機を端末とする戸別デジタルサイネージシステムを開発し、エ

リア放送向けコンテンツの共用を図ることを提案している。デジタルサイネージのデータ伝送には地上デジタルテレビ放

送に隣接する周波数の電波を用いた無線データ通信方式を用いるところに特徴がある。 

  

研研究究シシーーズズ  

●エエリリアア放放送送のの実実際際のの視視聴聴エエリリアアのの同同定定・・把把握握 

●●地地域域情情報報のの自自動動収収集集おおよよびび地地域域情情報報ココンンテテンンツツのの自自動動生生成成  

●●地地上上デデジジタタルルテテレレビビ放放送送にに隣隣接接すするる周周波波数数のの電電波波をを用用いいたた無無線線デデーータタ通通信信  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

図 1 地域情報コンテンツ自動生成のイメージ       図 2 個別デジタルサイネージのシステム構成 
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研研究究内内容容：：    

EErr::YYAAGG レレーーザザ光光  ((22..9944  µµmm))はは水水がが主主成成分分のの人人体体軟軟組組織織のの除除去去,,  蒸蒸散散

にに適適ししてておおりり,,  医医療療用用レレーーザザととししてて注注目目さされれてていいるる。。赤赤外外光光ををフフレレキキシシブブ

ルルにに伝伝送送すするるフファァイイババはは最最小小侵侵襲襲治治療療やや歯歯科科無無痛痛治治療療とといいっったた医医療療技技

術術へへのの利利用用がが考考ええらられれ,,  早早期期実実現現がが必必要要ととさされれてていいるる。。中中空空フファァイイババのの

医医療療応応用用範範囲囲をを歯歯科科内内視視鏡鏡等等のの低低侵侵襲襲治治療療にに広広げげるるたためめにに高高機機能能中中

空空フファァイイババのの製製作作をを行行っっててききたた[[11,,  22,,  33]]。。本本研研究究でではは,,  内内径径 5500  ～～  110000  μμ

mm 中中空空フファァイイババをを製製作作すするるたためめのの課課題題ででああるる低低損損失失なな銀銀中中空空フファァイイババのの

製製作作法法ににつついいてて改改善善をを試試みみたた。。銀銀膜膜のの形形成成はは銀銀鏡鏡反反応応にによよりり行行うう。。図図 11

にに内内径径 5500  ～～  110000  μμmm 銀銀中中空空フファァイイババのの製製作作装装置置をを示示すす。。内内径径 110000  μμmm

銀銀中中空空フファァイイババのの製製作作はは,,  石石英英ガガララススキキャャピピララリリをを 228800 本本束束ねねたたババンンドドルル

をを 22 本本並並列列接接続続ににししたた。。内内径径 7755  μμmm,,  5500  μμmm 銀銀中中空空フファァイイババのの製製作作でではは,,  

330000 本本束束ねねたたババンンドドルルををそそれれぞぞれれ 44  本本,,  3322 本本並並列列接接続続ししたた。。ここのの装装置置でで

銀銀鏡鏡反反応応をを行行いい,,  内内径径 5500,,  7755,,  110000  μμmm 中中空空フファァイイババのの銀銀鏡鏡時時間間はは,,そそれれ

ぞぞれれ 77 分分,,  33 分分,,  33 分分でで行行っったた。。各各種種内内径径中中空空フファァイイババのの波波長長 11  μμmm ににおお

けけるる伝伝送送損損失失値値をを図図 22 にに示示すす。。中中空空フファァイイババのの伝伝送送損損失失はは,,  理理論論的的ににはは

フファァイイババ内内径径のの 33 乗乗にに逆逆比比例例すするる。。内内径径 11  mmmm～～00..2255  mmmm のの銀銀中中空空フファァイイ

ババのの伝伝送送損損失失値値とと比比較較ししたた結結果果,,  内内径径 5500  ～～  110000  μμmm 銀銀中中空空フファァイイババのの

損損失失値値はは,,各各種種内内径径のの損損失失値値付付近近をを通通るる直直線線ととほほぼぼ一一致致すするるここととかからら,,  フフ

ァァイイババ内内面面にに良良好好なな銀銀膜膜のの形形成成にに成成功功ししたたとと思思わわれれるる。。次次にに内内径径 7755  µµmm

超超細細径径銀銀中中空空フファァイイババのの製製作作法法のの効効率率化化をを試試みみたた。。内内径径 7755  µµmm ババンンドドルル

44束束  ((ガガララススキキャャピピララリリ総総数数 11220000  本本))をを並並列列にに接接続続しし,,  そそここににダダミミーーチチュューー

ブブ  ((内内径径553300  µµmm,,  長長ささ5500  ccmm))をを33本本並並列列にに接接続続ししたた結結果果,,  流流量量5500  mmll//mmiinn

をを実実現現ししたた。。ダダミミーーチチュューーブブをを用用いい,,ガガララススキキャャピピララリリのの総総数数をを減減ららししててもも，，

有有用用なな細細径径銀銀中中空空フファァイイババをを製製作作ででききるるここととがが分分っったた。。  

特特許許  

[[11]]松松浦浦祐祐司司,,  岩岩井井克克全全,,  ““医医療療用用レレーーザザ装装置置,,””特特願願 22000077--000033110011  ((22000077))..  
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[[33]]  KK..  IIwwaaii  eett  aall..,,  PPrroocc..  SSPPIIEE  VVooll..  1111995533,,  pppp..  11119955330033--11--11119955330033--88,,  22002222..  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：Er:YAG レーザ光伝送システムとその医
療応用に関する研究  

 

氏氏名名：：      岩岩井井  克克全全／／IIWWAAII  KKaattssuummaassaa  EE--mmaaiill：：  iiwwaaii@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士  ((工工学学))  

所所属属学学会会・・協協会会：：  電電気気学学会会,,  電電子子情情報報通通信信学学会会,,  レレーーザザーー学学会会  

研研究究分分野野：：  人人間間医医工工学学  

キキーーワワーードド：：  中中空空フファァイイババ,,  赤赤外外レレーーザザ,,  先先端端チチッッププ  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  
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図図 11  超超細細径径銀銀中中空空フファァイイババ製製作作  

図図 22 各各種種内内径径のの中中空空フファァイイババ((長長ささ 1100  

ccmm))にに対対すするる伝伝送送損損失失  

      但但しし、、波波長長 11  μμmm のの損損失失値値  

 提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    
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研研究究内内容容：：    

EErr::YYAAGG レレーーザザ光光  ((22..9944  µµmm))はは水水がが主主成成分分のの人人体体軟軟組組織織のの除除去去,,  蒸蒸散散

にに適適ししてておおりり,,  医医療療用用レレーーザザととししてて注注目目さされれてていいるる。。赤赤外外光光ををフフレレキキシシブブ

ルルにに伝伝送送すするるフファァイイババはは最最小小侵侵襲襲治治療療やや歯歯科科無無痛痛治治療療とといいっったた医医療療技技

術術へへのの利利用用がが考考ええらられれ,,  早早期期実実現現がが必必要要ととさされれてていいるる。。中中空空フファァイイババのの

医医療療応応用用範範囲囲をを歯歯科科内内視視鏡鏡等等のの低低侵侵襲襲治治療療にに広広げげるるたためめにに高高機機能能中中

空空フファァイイババのの製製作作をを行行っっててききたた[[11,,  22,,  33]]。。本本研研究究でではは,,  内内径径 5500  ～～  110000  μμ

mm 中中空空フファァイイババをを製製作作すするるたためめのの課課題題ででああるる低低損損失失なな銀銀中中空空フファァイイババのの

製製作作法法ににつついいてて改改善善をを試試みみたた。。銀銀膜膜のの形形成成はは銀銀鏡鏡反反応応にによよりり行行うう。。図図 11

にに内内径径 5500  ～～  110000  μμmm 銀銀中中空空フファァイイババのの製製作作装装置置をを示示すす。。内内径径 110000  μμmm

銀銀中中空空フファァイイババのの製製作作はは,,  石石英英ガガララススキキャャピピララリリをを 228800 本本束束ねねたたババンンドドルル

をを 22 本本並並列列接接続続ににししたた。。内内径径 7755  μμmm,,  5500  μμmm 銀銀中中空空フファァイイババのの製製作作でではは,,  

330000 本本束束ねねたたババンンドドルルををそそれれぞぞれれ 44  本本,,  3322 本本並並列列接接続続ししたた。。ここのの装装置置でで

銀銀鏡鏡反反応応をを行行いい,,  内内径径 5500,,  7755,,  110000  μμmm 中中空空フファァイイババのの銀銀鏡鏡時時間間はは,,そそれれ

ぞぞれれ 77 分分,,  33 分分,,  33 分分でで行行っったた。。各各種種内内径径中中空空フファァイイババのの波波長長 11  μμmm ににおお

けけるる伝伝送送損損失失値値をを図図 22 にに示示すす。。中中空空フファァイイババのの伝伝送送損損失失はは,,  理理論論的的ににはは

フファァイイババ内内径径のの 33 乗乗にに逆逆比比例例すするる。。内内径径 11  mmmm～～00..2255  mmmm のの銀銀中中空空フファァイイ

ババのの伝伝送送損損失失値値とと比比較較ししたた結結果果,,  内内径径 5500  ～～  110000  μμmm 銀銀中中空空フファァイイババのの

損損失失値値はは,,各各種種内内径径のの損損失失値値付付近近をを通通るる直直線線ととほほぼぼ一一致致すするるここととかからら,,  フフ

ァァイイババ内内面面にに良良好好なな銀銀膜膜のの形形成成にに成成功功ししたたとと思思わわれれるる。。次次にに内内径径 7755  µµmm

超超細細径径銀銀中中空空フファァイイババのの製製作作法法のの効効率率化化をを試試みみたた。。内内径径 7755  µµmm ババンンドドルル

44束束  ((ガガララススキキャャピピララリリ総総数数 11220000  本本))をを並並列列にに接接続続しし,,  そそここににダダミミーーチチュューー

ブブ  ((内内径径553300  µµmm,,  長長ささ5500  ccmm))をを33本本並並列列にに接接続続ししたた結結果果,,  流流量量5500  mmll//mmiinn

をを実実現現ししたた。。ダダミミーーチチュューーブブをを用用いい,,ガガララススキキャャピピララリリのの総総数数をを減減ららししててもも，，

有有用用なな細細径径銀銀中中空空フファァイイババをを製製作作ででききるるここととがが分分っったた。。  

特特許許  

[[11]]松松浦浦祐祐司司,,  岩岩井井克克全全,,  ““医医療療用用レレーーザザ装装置置,,””特特願願 22000077--000033110011  ((22000077))..  
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・・可可視視～～近近赤赤外外領領域域ででのの中中空空フファァイイババのの伝伝送送特特性性のの測測定定  
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図図 11  超超細細径径銀銀中中空空フファァイイババ製製作作  

図図 22 各各種種内内径径のの中中空空フファァイイババ((長長ささ 1100  

ccmm))にに対対すするる伝伝送送損損失失  

      但但しし、、波波長長 11  μμmm のの損損失失値値  
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研研究究内内容容：：    

研究課題 

●有機強誘電体（ポリフッ化ビニリデン（PVDF））フィルムの作製 

●PVDF フィルムの多機能センサ（水素ガスセンサ，圧力センサ，pH センサなど）への応用 

  

研究シーズ  

●有有機機強強誘誘電電体体（（ポポリリフフッッ化化ビビニニリリデデンン（（PPVVDDFF））））フフィィルルムムのの作作製製 

有機強誘電体であるポリフッ化ビニリデン（PVDF）フィルムを用いた多機能センサの研究を行っている。これま

で，自発分極を持つ β型 PVDF フィルムの作製には，フィルムを延伸して強電界で分極処理するなど様々な工程を

踏む必要があったが，本研究では従来法よりも簡便・安価に β型 PVDF フィルムを作製できる溶液塗布法を確立し

た(1)。溶液塗布法は，有機溶媒，リン酸アミド化合物，PVDF 粉末との混合溶液を基板に塗布，乾燥して水洗するだ

けの極めて簡単な手法で，多孔質構造を持つβ型 PVDF フィルムを作製することができる。外部電源が不要で室温

で自立動作し，目的とする検出箇所に塗布できるので，フレキシブルな多機能センサへの幅広い分野での応用が

期待できる。 

●PPVVDDFF フフィィルルムムのの多多機機能能セセンンササ（（水水素素ガガススセセンンササ，，圧圧力力セセンンササ，，ppHH セセンンササ））へへのの応応用用  

溶液塗布法により作製した多孔質 β型 PVDF フィルムの両面にパラジウム（Pd）電極を付けた水素ガスセンサ

は，水素吸収時の Pd 薄膜の体積膨張を PVDF の圧電効果により検出することで，10ppm～100％濃度の水素が室

温で検知可能である(2)。また，チオール修飾により配向分極処理した β型 PVDF フィルムに金属細線を包埋して，2

次元マッピングが可能な圧力センサを開発し，ウェアラブルデバイスへの応用を試みている(3)。さらに，消化器官の

病変の診断や投薬などの治療機能をカプセル内視鏡に付加するために，PVDF 系強誘電体フィルムを用いた走査

機構の検討や pH センサの開発を進めている。  

(1) Y. Imai, Y. Kimura, M. Niwano, Appl. Phys. Lett. 110011, 181907 (2012). 

(2) Y. Imai, D. Tadaki, T. Ma, Y. Kimura, A. Hirano-Iwata and M. Niwano, Sens. Actuators B, 224477, 479-489 (2017). 

(3) D. Tadaki, T. Ma, S. Yamamiya, S. Matsumoto, Y. Imai, A. Hirano-Iwata and M. Niwano, Sens. Actuators A, 331166, 112424 (2020).  
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研研究究内内容容：：    

EErr::YYAAGG レレーーザザ光光  ((22..9944  µµmm))はは水水がが主主成成分分のの人人体体軟軟組組織織のの除除去去,,  蒸蒸散散

にに適適ししてておおりり,,  医医療療用用レレーーザザととししてて注注目目さされれてていいるる。。赤赤外外光光ををフフレレキキシシブブ

ルルにに伝伝送送すするるフファァイイババはは最最小小侵侵襲襲治治療療やや歯歯科科無無痛痛治治療療とといいっったた医医療療技技

術術へへのの利利用用がが考考ええらられれ,,  早早期期実実現現がが必必要要ととさされれてていいるる。。中中空空フファァイイババのの

医医療療応応用用範範囲囲をを歯歯科科内内視視鏡鏡等等のの低低侵侵襲襲治治療療にに広広げげるるたためめにに高高機機能能中中

空空フファァイイババのの製製作作をを行行っっててききたた[[11,,  22,,  33]]。。本本研研究究でではは,,  内内径径 5500  ～～  110000  μμ

mm 中中空空フファァイイババをを製製作作すするるたためめのの課課題題ででああるる低低損損失失なな銀銀中中空空フファァイイババのの

製製作作法法ににつついいてて改改善善をを試試みみたた。。銀銀膜膜のの形形成成はは銀銀鏡鏡反反応応にによよりり行行うう。。図図 11

にに内内径径 5500  ～～  110000  μμmm 銀銀中中空空フファァイイババのの製製作作装装置置をを示示すす。。内内径径 110000  μμmm

銀銀中中空空フファァイイババのの製製作作はは,,  石石英英ガガララススキキャャピピララリリをを 228800 本本束束ねねたたババンンドドルル

をを 22 本本並並列列接接続続ににししたた。。内内径径 7755  μμmm,,  5500  μμmm 銀銀中中空空フファァイイババのの製製作作でではは,,  

330000 本本束束ねねたたババンンドドルルををそそれれぞぞれれ 44  本本,,  3322 本本並並列列接接続続ししたた。。ここのの装装置置でで

銀銀鏡鏡反反応応をを行行いい,,  内内径径 5500,,  7755,,  110000  μμmm 中中空空フファァイイババのの銀銀鏡鏡時時間間はは,,そそれれ

ぞぞれれ 77 分分,,  33 分分,,  33 分分でで行行っったた。。各各種種内内径径中中空空フファァイイババのの波波長長 11  μμmm ににおお

けけるる伝伝送送損損失失値値をを図図 22 にに示示すす。。中中空空フファァイイババのの伝伝送送損損失失はは,,  理理論論的的ににはは

フファァイイババ内内径径のの 33 乗乗にに逆逆比比例例すするる。。内内径径 11  mmmm～～00..2255  mmmm のの銀銀中中空空フファァイイ

ババのの伝伝送送損損失失値値とと比比較較ししたた結結果果,,  内内径径 5500  ～～  110000  μμmm 銀銀中中空空フファァイイババのの

損損失失値値はは,,各各種種内内径径のの損損失失値値付付近近をを通通るる直直線線ととほほぼぼ一一致致すするるここととかからら,,  フフ

ァァイイババ内内面面にに良良好好なな銀銀膜膜のの形形成成にに成成功功ししたたとと思思わわれれるる。。次次にに内内径径 7755  µµmm

超超細細径径銀銀中中空空フファァイイババのの製製作作法法のの効効率率化化をを試試みみたた。。内内径径 7755  µµmm ババンンドドルル

44束束  ((ガガララススキキャャピピララリリ総総数数 11220000  本本))をを並並列列にに接接続続しし,,  そそここににダダミミーーチチュューー

ブブ  ((内内径径553300  µµmm,,  長長ささ5500  ccmm))をを33本本並並列列にに接接続続ししたた結結果果,,  流流量量5500  mmll//mmiinn

をを実実現現ししたた。。ダダミミーーチチュューーブブをを用用いい,,ガガララススキキャャピピララリリのの総総数数をを減減ららししててもも，，

有有用用なな細細径径銀銀中中空空フファァイイババをを製製作作ででききるるここととがが分分っったた。。  

特特許許  

[[11]]松松浦浦祐祐司司,,  岩岩井井克克全全,,  ““医医療療用用レレーーザザ装装置置,,””特特願願 22000077--000033110011  ((22000077))..  
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・・高高機機能能先先端端レレーーザザデデババイイススのの製製作作  

・・可可視視～～近近赤赤外外領領域域ででのの中中空空フファァイイババのの伝伝送送特特性性のの測測定定  
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図図 11  超超細細径径銀銀中中空空フファァイイババ製製作作  

図図 22 各各種種内内径径のの中中空空フファァイイババ((長長ささ 1100  

ccmm))にに対対すするる伝伝送送損損失失  

      但但しし、、波波長長 11  μμmm のの損損失失値値  
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研研究究内内容容：：    

EErr::YYAAGG レレーーザザ光光  ((22..9944  µµmm))はは水水がが主主成成分分のの人人体体軟軟組組織織のの除除去去,,  蒸蒸散散

にに適適ししてておおりり,,  医医療療用用レレーーザザととししてて注注目目さされれてていいるる。。赤赤外外光光ををフフレレキキシシブブ

ルルにに伝伝送送すするるフファァイイババはは最最小小侵侵襲襲治治療療やや歯歯科科無無痛痛治治療療とといいっったた医医療療技技

術術へへのの利利用用がが考考ええらられれ,,  早早期期実実現現がが必必要要ととさされれてていいるる。。中中空空フファァイイババのの

医医療療応応用用範範囲囲をを歯歯科科内内視視鏡鏡等等のの低低侵侵襲襲治治療療にに広広げげるるたためめにに高高機機能能中中

空空フファァイイババのの製製作作をを行行っっててききたた[[11,,  22,,  33]]。。本本研研究究でではは,,  内内径径 5500  ～～  110000  μμ

mm 中中空空フファァイイババをを製製作作すするるたためめのの課課題題ででああるる低低損損失失なな銀銀中中空空フファァイイババのの

製製作作法法ににつついいてて改改善善をを試試みみたた。。銀銀膜膜のの形形成成はは銀銀鏡鏡反反応応にによよりり行行うう。。図図 11

にに内内径径 5500  ～～  110000  μμmm 銀銀中中空空フファァイイババのの製製作作装装置置をを示示すす。。内内径径 110000  μμmm

銀銀中中空空フファァイイババのの製製作作はは,,  石石英英ガガララススキキャャピピララリリをを 228800 本本束束ねねたたババンンドドルル

をを 22 本本並並列列接接続続ににししたた。。内内径径 7755  μμmm,,  5500  μμmm 銀銀中中空空フファァイイババのの製製作作でではは,,  

330000 本本束束ねねたたババンンドドルルををそそれれぞぞれれ 44  本本,,  3322 本本並並列列接接続続ししたた。。ここのの装装置置でで

銀銀鏡鏡反反応応をを行行いい,,  内内径径 5500,,  7755,,  110000  μμmm 中中空空フファァイイババのの銀銀鏡鏡時時間間はは,,そそれれ

ぞぞれれ 77 分分,,  33 分分,,  33 分分でで行行っったた。。各各種種内内径径中中空空フファァイイババのの波波長長 11  μμmm ににおお

けけるる伝伝送送損損失失値値をを図図 22 にに示示すす。。中中空空フファァイイババのの伝伝送送損損失失はは,,  理理論論的的ににはは

フファァイイババ内内径径のの 33 乗乗にに逆逆比比例例すするる。。内内径径 11  mmmm～～00..2255  mmmm のの銀銀中中空空フファァイイ

ババのの伝伝送送損損失失値値とと比比較較ししたた結結果果,,  内内径径 5500  ～～  110000  μμmm 銀銀中中空空フファァイイババのの

損損失失値値はは,,各各種種内内径径のの損損失失値値付付近近をを通通るる直直線線ととほほぼぼ一一致致すするるここととかからら,,  フフ

ァァイイババ内内面面にに良良好好なな銀銀膜膜のの形形成成にに成成功功ししたたとと思思わわれれるる。。次次にに内内径径 7755  µµmm

超超細細径径銀銀中中空空フファァイイババのの製製作作法法のの効効率率化化をを試試みみたた。。内内径径 7755  µµmm ババンンドドルル

44束束  ((ガガララススキキャャピピララリリ総総数数 11220000  本本))をを並並列列にに接接続続しし,,  そそここににダダミミーーチチュューー

ブブ  ((内内径径553300  µµmm,,  長長ささ5500  ccmm))をを33本本並並列列にに接接続続ししたた結結果果,,  流流量量5500  mmll//mmiinn

をを実実現現ししたた。。ダダミミーーチチュューーブブをを用用いい,,ガガララススキキャャピピララリリのの総総数数をを減減ららししててもも，，

有有用用なな細細径径銀銀中中空空フファァイイババをを製製作作ででききるるここととがが分分っったた。。  

特特許許  

[[11]]松松浦浦祐祐司司,,  岩岩井井克克全全,,  ““医医療療用用レレーーザザ装装置置,,””特特願願 22000077--000033110011  ((22000077))..  
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図図 11  超超細細径径銀銀中中空空フファァイイババ製製作作  

図図 22 各各種種内内径径のの中中空空フファァイイババ((長長ささ 1100  

ccmm))にに対対すするる伝伝送送損損失失  

      但但しし、、波波長長 11  μμmm のの損損失失値値  
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所所属属学学会会・・協協会会：：  応応用用物物理理学学会会  

研研究究分分野野：：  材材料料工工学学  

キキーーワワーードド：：  水水素素ガガススセセンンササ，，圧圧力力セセンンササ，，ppHH セセンンササ，，ポポリリフフッッ化化ビビニニリリデデンン（（PPVVDDFF）），，パパララジジウウムム  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・  PPVVDDFF 系系圧圧電電フフィィルルムムのの作作製製技技術術  

・・  水水素素ガガススセセンンササ，，圧圧力力セセンンササ，，ppHH セセンンササのの作作製製技技術術  

  

 
研研究究内内容容：：    

研究課題 

●有機強誘電体（ポリフッ化ビニリデン（PVDF））フィルムの作製 

●PVDF フィルムの多機能センサ（水素ガスセンサ，圧力センサ，pH センサなど）への応用 

  

研究シーズ  

●有有機機強強誘誘電電体体（（ポポリリフフッッ化化ビビニニリリデデンン（（PPVVDDFF））））フフィィルルムムのの作作製製 

有機強誘電体であるポリフッ化ビニリデン（PVDF）フィルムを用いた多機能センサの研究を行っている。これま

で，自発分極を持つ β型 PVDF フィルムの作製には，フィルムを延伸して強電界で分極処理するなど様々な工程を

踏む必要があったが，本研究では従来法よりも簡便・安価に β型 PVDF フィルムを作製できる溶液塗布法を確立し

た(1)。溶液塗布法は，有機溶媒，リン酸アミド化合物，PVDF 粉末との混合溶液を基板に塗布，乾燥して水洗するだ

けの極めて簡単な手法で，多孔質構造を持つβ型 PVDF フィルムを作製することができる。外部電源が不要で室温

で自立動作し，目的とする検出箇所に塗布できるので，フレキシブルな多機能センサへの幅広い分野での応用が

期待できる。 

●PPVVDDFF フフィィルルムムのの多多機機能能セセンンササ（（水水素素ガガススセセンンササ，，圧圧力力セセンンササ，，ppHH セセンンササ））へへのの応応用用  

溶液塗布法により作製した多孔質 β型 PVDF フィルムの両面にパラジウム（Pd）電極を付けた水素ガスセンサ

は，水素吸収時の Pd 薄膜の体積膨張を PVDF の圧電効果により検出することで，10ppm～100％濃度の水素が室

温で検知可能である(2)。また，チオール修飾により配向分極処理した β型 PVDF フィルムに金属細線を包埋して，2

次元マッピングが可能な圧力センサを開発し，ウェアラブルデバイスへの応用を試みている(3)。さらに，消化器官の

病変の診断や投薬などの治療機能をカプセル内視鏡に付加するために，PVDF 系強誘電体フィルムを用いた走査

機構の検討や pH センサの開発を進めている。  

(1) Y. Imai, Y. Kimura, M. Niwano, Appl. Phys. Lett. 110011, 181907 (2012). 

(2) Y. Imai, D. Tadaki, T. Ma, Y. Kimura, A. Hirano-Iwata and M. Niwano, Sens. Actuators B, 224477, 479-489 (2017). 

(3) D. Tadaki, T. Ma, S. Yamamiya, S. Matsumoto, Y. Imai, A. Hirano-Iwata and M. Niwano, Sens. Actuators A, 331166, 112424 (2020).  

 提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

材
料
工
学

工

学
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研研究究内内容容：：    

    

高高次次脳脳機機能能障障害害はは，，脳脳卒卒中中ななどどのの脳脳血血管管疾疾患患やや，，交交通通事事故故ななどどにによよるる頭頭部部外外傷傷のの後後遺遺症症ととししてて合合併併すするる認認知知機機能能

（（知知覚覚，，記記憶憶，，学学習習，，思思考考，，判判断断））のの障障害害ででああるる。。脳脳血血管管疾疾患患のの患患者者ににはは高高齢齢者者がが多多いいがが，，近近年年でではは，，生生活活習習慣慣要要因因にに

よよりり働働きき盛盛りりのの中中高高年年層層のの患患者者もも増増加加傾傾向向ににああるる。。高高次次脳脳機機能能障障害害はは，，脳脳のの損損傷傷箇箇所所にによよりり異異ななりり，，症症状状ととししてて失失語語症症

やや半半側側空空間間無無視視がが挙挙げげらられれるる。。高高次次脳脳機機能能障障害害のの多多くくはは，，外外見見かかららはは障障害害がが分分かかりりににくくいいたためめ，，見見ええなないい障障害害とと言言わわ

れれてておおりり，，周周囲囲にに症症状状がが理理解解さされれににくくいいここととかからら，，患患者者のの精精神神的的なな負負担担はは大大ききいい。。  

高高次次脳脳機機能能障障害害がが残残っったた場場合合，，社社会会復復帰帰すするるたためめににはは，，医医療療・・福福祉祉施施設設等等ににおおいいてて言言語語聴聴覚覚士士やや作作業業療療法法士士ななどど

にによよるるリリハハビビリリがが必必要要ととななるる。。ししかかしし，，言言語語聴聴覚覚士士やや作作業業療療法法士士はは，，リリハハビビリリ以以外外のの業業務務もも多多くく抱抱ええてていいるるたためめ，，リリハハビビリリ

のの準準備備やや管管理理にに対対すするる負負担担はは大大ききいい。。    

  そそここでで，，言言語語聴聴覚覚士士やや作作業業療療法法士士ののリリハハビビリリ実実施施ににかかかかるる負負担担をを軽軽減減すするるここととをを目目的的ととししてて，，福福祉祉施施設設ななどどににおおいいてて

紙紙媒媒体体でで実実施施ししてていいるる言言語語機機能能訓訓練練やや視視空空間間認認知知訓訓練練ののリリハハビビリリ教教材材ををアアププリリ化化しし，，そそれれららののリリハハビビリリ結結果果をを閲閲覧覧すするる

アアププリリをを開開発発ししてていいるる。。ままたた，，視視空空間間認認知知訓訓練練ににおおいいててはは，，半半側側空空間間無無視視ななどどののリリハハビビリリ支支援援だだけけででななくく，，高高齢齢者者のの視視

覚覚認認知知機機能能のの維維持持とと改改善善へへのの応応用用もも視視野野にに入入れれ，，リリハハビビリリににおおけけるる視視線線デデーータタをを記記録録すするる視視線線解解析析機機能能のの開開発発もも進進めめ

てていいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

言言語語機機能能訓訓練練支支援援シシスステテムム                                  視視空空間間認認知知訓訓練練支支援援シシスステテムム  

  

 

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：言語機能訓練および視空間認知訓練の 

ための支援システムに関する研究 

 

氏氏名名：：      佐佐久久間間  実実緒緒／／SSAAKKUUMMAA  MMiioo    EE--mmaaiill：：  ssaakkuummaa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  応応用用物物理理学学会会  

研研究究分分野野：：  教教育育学学  

キキーーワワーードド：：  高高次次脳脳機機能能障障害害，，リリハハビビリリアアププリリケケーーシショョンン，，視視線線解解析析シシスステテムム  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・リリハハビビリリアアププリリケケーーシショョンンのの開開発発  

  

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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他
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学
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学
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研研究究内内容容：：    

    

高高次次脳脳機機能能障障害害はは，，脳脳卒卒中中ななどどのの脳脳血血管管疾疾患患やや，，交交通通事事故故ななどどにによよるる頭頭部部外外傷傷のの後後遺遺症症ととししてて合合併併すするる認認知知機機能能

（（知知覚覚，，記記憶憶，，学学習習，，思思考考，，判判断断））のの障障害害ででああるる。。脳脳血血管管疾疾患患のの患患者者ににはは高高齢齢者者がが多多いいがが，，近近年年でではは，，生生活活習習慣慣要要因因にに

よよりり働働きき盛盛りりのの中中高高年年層層のの患患者者もも増増加加傾傾向向ににああるる。。高高次次脳脳機機能能障障害害はは，，脳脳のの損損傷傷箇箇所所にによよりり異異ななりり，，症症状状ととししてて失失語語症症

やや半半側側空空間間無無視視がが挙挙げげらられれるる。。高高次次脳脳機機能能障障害害のの多多くくはは，，外外見見かかららはは障障害害がが分分かかりりににくくいいたためめ，，見見ええなないい障障害害とと言言わわ

れれてておおりり，，周周囲囲にに症症状状がが理理解解さされれににくくいいここととかからら，，患患者者のの精精神神的的なな負負担担はは大大ききいい。。  

高高次次脳脳機機能能障障害害がが残残っったた場場合合，，社社会会復復帰帰すするるたためめににはは，，医医療療・・福福祉祉施施設設等等ににおおいいてて言言語語聴聴覚覚士士やや作作業業療療法法士士ななどど

にによよるるリリハハビビリリがが必必要要ととななるる。。ししかかしし，，言言語語聴聴覚覚士士やや作作業業療療法法士士はは，，リリハハビビリリ以以外外のの業業務務もも多多くく抱抱ええてていいるるたためめ，，リリハハビビリリ

のの準準備備やや管管理理にに対対すするる負負担担はは大大ききいい。。    

  そそここでで，，言言語語聴聴覚覚士士やや作作業業療療法法士士ののリリハハビビリリ実実施施ににかかかかるる負負担担をを軽軽減減すするるここととをを目目的的ととししてて，，福福祉祉施施設設ななどどににおおいいてて

紙紙媒媒体体でで実実施施ししてていいるる言言語語機機能能訓訓練練やや視視空空間間認認知知訓訓練練ののリリハハビビリリ教教材材ををアアププリリ化化しし，，そそれれららののリリハハビビリリ結結果果をを閲閲覧覧すするる

アアププリリをを開開発発ししてていいるる。。ままたた，，視視空空間間認認知知訓訓練練ににおおいいててはは，，半半側側空空間間無無視視ななどどののリリハハビビリリ支支援援だだけけででななくく，，高高齢齢者者のの視視

覚覚認認知知機機能能のの維維持持とと改改善善へへのの応応用用もも視視野野にに入入れれ，，リリハハビビリリににおおけけるる視視線線デデーータタをを記記録録すするる視視線線解解析析機機能能のの開開発発もも進進めめ

てていいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

言言語語機機能能訓訓練練支支援援シシスステテムム                                  視視空空間間認認知知訓訓練練支支援援シシスステテムム  

  

 

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：言語機能訓練および視空間認知訓練の 

ための支援システムに関する研究 

 

氏氏名名：：      佐佐久久間間  実実緒緒／／SSAAKKUUMMAA  MMiioo    EE--mmaaiill：：  ssaakkuummaa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  応応用用物物理理学学会会  

研研究究分分野野：：  教教育育学学  

キキーーワワーードド：：  高高次次脳脳機機能能障障害害，，リリハハビビリリアアププリリケケーーシショョンン，，視視線線解解析析シシスステテムム  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・リリハハビビリリアアププリリケケーーシショョンンのの開開発発  

  

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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研研究究内内容容：：    

    

高高次次脳脳機機能能障障害害はは，，脳脳卒卒中中ななどどのの脳脳血血管管疾疾患患やや，，交交通通事事故故ななどどにによよるる頭頭部部外外傷傷のの後後遺遺症症ととししてて合合併併すするる認認知知機機能能

（（知知覚覚，，記記憶憶，，学学習習，，思思考考，，判判断断））のの障障害害ででああるる。。脳脳血血管管疾疾患患のの患患者者ににはは高高齢齢者者がが多多いいがが，，近近年年でではは，，生生活活習習慣慣要要因因にに

よよりり働働きき盛盛りりのの中中高高年年層層のの患患者者もも増増加加傾傾向向ににああるる。。高高次次脳脳機機能能障障害害はは，，脳脳のの損損傷傷箇箇所所にによよりり異異ななりり，，症症状状ととししてて失失語語症症

やや半半側側空空間間無無視視がが挙挙げげらられれるる。。高高次次脳脳機機能能障障害害のの多多くくはは，，外外見見かかららはは障障害害がが分分かかりりににくくいいたためめ，，見見ええなないい障障害害とと言言わわ

れれてておおりり，，周周囲囲にに症症状状がが理理解解さされれににくくいいここととかからら，，患患者者のの精精神神的的なな負負担担はは大大ききいい。。  

高高次次脳脳機機能能障障害害がが残残っったた場場合合，，社社会会復復帰帰すするるたためめににはは，，医医療療・・福福祉祉施施設設等等ににおおいいてて言言語語聴聴覚覚士士やや作作業業療療法法士士ななどど

にによよるるリリハハビビリリがが必必要要ととななるる。。ししかかしし，，言言語語聴聴覚覚士士やや作作業業療療法法士士はは，，リリハハビビリリ以以外外のの業業務務もも多多くく抱抱ええてていいるるたためめ，，リリハハビビリリ

のの準準備備やや管管理理にに対対すするる負負担担はは大大ききいい。。    

  そそここでで，，言言語語聴聴覚覚士士やや作作業業療療法法士士ののリリハハビビリリ実実施施ににかかかかるる負負担担をを軽軽減減すするるここととをを目目的的ととししてて，，福福祉祉施施設設ななどどににおおいいてて

紙紙媒媒体体でで実実施施ししてていいるる言言語語機機能能訓訓練練やや視視空空間間認認知知訓訓練練ののリリハハビビリリ教教材材ををアアププリリ化化しし，，そそれれららののリリハハビビリリ結結果果をを閲閲覧覧すするる

アアププリリをを開開発発ししてていいるる。。ままたた，，視視空空間間認認知知訓訓練練ににおおいいててはは，，半半側側空空間間無無視視ななどどののリリハハビビリリ支支援援だだけけででななくく，，高高齢齢者者のの視視

覚覚認認知知機機能能のの維維持持とと改改善善へへのの応応用用もも視視野野にに入入れれ，，リリハハビビリリににおおけけるる視視線線デデーータタをを記記録録すするる視視線線解解析析機機能能のの開開発発もも進進めめ

てていいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

言言語語機機能能訓訓練練支支援援シシスステテムム                                  視視空空間間認認知知訓訓練練支支援援シシスステテムム  

  

 

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：言語機能訓練および視空間認知訓練の 

ための支援システムに関する研究 

 

氏氏名名：：      佐佐久久間間  実実緒緒／／SSAAKKUUMMAA  MMiioo    EE--mmaaiill：：  ssaakkuummaa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  応応用用物物理理学学会会  

研研究究分分野野：：  教教育育学学  

キキーーワワーードド：：  高高次次脳脳機機能能障障害害，，リリハハビビリリアアププリリケケーーシショョンン，，視視線線解解析析シシスステテムム  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・リリハハビビリリアアププリリケケーーシショョンンのの開開発発  

  

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

  

  

そ
の
他
工
学

工

学
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研研究究内内容容：：    

    

高高次次脳脳機機能能障障害害はは，，脳脳卒卒中中ななどどのの脳脳血血管管疾疾患患やや，，交交通通事事故故ななどどにによよるる頭頭部部外外傷傷のの後後遺遺症症ととししてて合合併併すするる認認知知機機能能

（（知知覚覚，，記記憶憶，，学学習習，，思思考考，，判判断断））のの障障害害ででああるる。。脳脳血血管管疾疾患患のの患患者者ににはは高高齢齢者者がが多多いいがが，，近近年年でではは，，生生活活習習慣慣要要因因にに

よよりり働働きき盛盛りりのの中中高高年年層層のの患患者者もも増増加加傾傾向向ににああるる。。高高次次脳脳機機能能障障害害はは，，脳脳のの損損傷傷箇箇所所にによよりり異異ななりり，，症症状状ととししてて失失語語症症

やや半半側側空空間間無無視視がが挙挙げげらられれるる。。高高次次脳脳機機能能障障害害のの多多くくはは，，外外見見かかららはは障障害害がが分分かかりりににくくいいたためめ，，見見ええなないい障障害害とと言言わわ

れれてておおりり，，周周囲囲にに症症状状がが理理解解さされれににくくいいここととかからら，，患患者者のの精精神神的的なな負負担担はは大大ききいい。。  

高高次次脳脳機機能能障障害害がが残残っったた場場合合，，社社会会復復帰帰すするるたためめににはは，，医医療療・・福福祉祉施施設設等等ににおおいいてて言言語語聴聴覚覚士士やや作作業業療療法法士士ななどど

にによよるるリリハハビビリリがが必必要要ととななるる。。ししかかしし，，言言語語聴聴覚覚士士やや作作業業療療法法士士はは，，リリハハビビリリ以以外外のの業業務務もも多多くく抱抱ええてていいるるたためめ，，リリハハビビリリ

のの準準備備やや管管理理にに対対すするる負負担担はは大大ききいい。。    

  そそここでで，，言言語語聴聴覚覚士士やや作作業業療療法法士士ののリリハハビビリリ実実施施ににかかかかるる負負担担をを軽軽減減すするるここととをを目目的的ととししてて，，福福祉祉施施設設ななどどににおおいいてて

紙紙媒媒体体でで実実施施ししてていいるる言言語語機機能能訓訓練練やや視視空空間間認認知知訓訓練練ののリリハハビビリリ教教材材ををアアププリリ化化しし，，そそれれららののリリハハビビリリ結結果果をを閲閲覧覧すするる

アアププリリをを開開発発ししてていいるる。。ままたた，，視視空空間間認認知知訓訓練練ににおおいいててはは，，半半側側空空間間無無視視ななどどののリリハハビビリリ支支援援だだけけででななくく，，高高齢齢者者のの視視

覚覚認認知知機機能能のの維維持持とと改改善善へへのの応応用用もも視視野野にに入入れれ，，リリハハビビリリににおおけけるる視視線線デデーータタをを記記録録すするる視視線線解解析析機機能能のの開開発発もも進進めめ

てていいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

言言語語機機能能訓訓練練支支援援シシスステテムム                                  視視空空間間認認知知訓訓練練支支援援シシスステテムム  

  

 

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：言語機能訓練および視空間認知訓練の 

ための支援システムに関する研究 

 

氏氏名名：：      佐佐久久間間  実実緒緒／／SSAAKKUUMMAA  MMiioo    EE--mmaaiill：：  ssaakkuummaa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  応応用用物物理理学学会会  

研研究究分分野野：：  教教育育学学  

キキーーワワーードド：：  高高次次脳脳機機能能障障害害，，リリハハビビリリアアププリリケケーーシショョンン，，視視線線解解析析シシスステテムム  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・リリハハビビリリアアププリリケケーーシショョンンのの開開発発  

  

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

  

  

そ
の
他

(

福
祉
工
学)

そ
の
他

嘱嘱託託

そ
の
他
工
学

工

学
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

深層学習を用いた画像認識応用研究 

 

氏氏名名：：      奧奧村村  俊俊昭昭／／OOKKUUMMUURRAA  TToosshhiiaakkii  EE--mmaaiill：：  ookkuummuurraa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  電電子子情情報報通通信信学学会会，，情情報報処処理理学学会会，，画画像像電電子子学学会会，，農農業業情情報報学学会会  

研研究究分分野野：：  人人間間情情報報学学  

キキーーワワーードド：：  パパタターーンン認認識識，，画画像像処処理理，，ココンンピピュューータタビビジジョョンン，，深深層層学学習習  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・画画像像解解析析，，画画像像中中のの自自動動領領域域抽抽出出  

・・画画像像認認識識をを用用いいたた作作業業効効率率化化シシスステテムム開開発発  

  

 
研研究究内内容容：：    

画画像像認認識識はは深深層層学学習習ラライイブブララリリのの充充実実化化でで活活用用がが容容易易ににななっってていいるるがが，，単単純純ににラライイブブララリリをを用用いいたただだけけでではは解解決決でできき

なないい問問題題ももああるる。。どどここでで誰誰ががどどののよよううなな状状況況でで利利用用すするるかかをを重重視視しし，，ニニッッチチなな問問題題にに対対すするる解解決決策策をを研研究究すするる。。  

  

【【現現在在のの主主なな研研究究】】  

●●『『農農作作物物収収穫穫時時期期判判別別シシスステテムム開開発発にに関関すするる研研究究』』  

 携携帯帯可可能能ななトトママトト収収穫穫時時期期提提示示シシスステテムムのの研研究究開開発発  

 熟熟練練者者ののノノウウハハウウややトトママトト形形状状・・表表面面のの画画像像をを用用いいてて自自動動認認識識  

 画画像像かからら推推測測ししてて収収穫穫にに適適ししてていいるるかか否否かかををリリアアルルタタイイムムにに提提示示  

 初初心心者者やや外外国国人人研研修修生生のの収収穫穫研研修修支支援援  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
 
 
 
 
 
 
  

  

  

スマートグラス
（カメラ機能、ディスプレイ機能、

多数のセンサ類が内蔵）

コントローラー
(Android搭載)

画像解析用PC

無線通信

学習用の
大量サンプル画像

深層学習

画像識別器

収収穫穫
ＯＯＫＫ

ディスプレイ表示

トマト着色度指標

収穫指示
（着色度指標番号）

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

電
気
工
学
／

電
子
工
学

工

学
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

深層学習を用いた画像認識応用研究 

 

氏氏名名：：      奧奧村村  俊俊昭昭／／OOKKUUMMUURRAA  TToosshhiiaakkii  EE--mmaaiill：：  ookkuummuurraa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  電電子子情情報報通通信信学学会会，，情情報報処処理理学学会会，，画画像像電電子子学学会会，，農農業業情情報報学学会会  

研研究究分分野野：：  人人間間情情報報学学  

キキーーワワーードド：：  パパタターーンン認認識識，，画画像像処処理理，，ココンンピピュューータタビビジジョョンン，，深深層層学学習習  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・画画像像解解析析，，画画像像中中のの自自動動領領域域抽抽出出  

・・画画像像認認識識をを用用いいたた作作業業効効率率化化シシスステテムム開開発発  

  

 
研研究究内内容容：：    

画画像像認認識識はは深深層層学学習習ラライイブブララリリのの充充実実化化でで活活用用がが容容易易ににななっってていいるるがが，，単単純純ににラライイブブララリリをを用用いいたただだけけでではは解解決決でできき

なないい問問題題ももああるる。。どどここでで誰誰ががどどののよよううなな状状況況でで利利用用すするるかかをを重重視視しし，，ニニッッチチなな問問題題にに対対すするる解解決決策策をを研研究究すするる。。  

  

【【現現在在のの主主なな研研究究】】  

●●『『農農作作物物収収穫穫時時期期判判別別シシスステテムム開開発発にに関関すするる研研究究』』  

 携携帯帯可可能能ななトトママトト収収穫穫時時期期提提示示シシスステテムムのの研研究究開開発発  

 熟熟練練者者ののノノウウハハウウややトトママトト形形状状・・表表面面のの画画像像をを用用いいてて自自動動認認識識  

 画画像像かからら推推測測ししてて収収穫穫にに適適ししてていいるるかか否否かかををリリアアルルタタイイムムにに提提示示  

 初初心心者者やや外外国国人人研研修修生生のの収収穫穫研研修修支支援援  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
 
 
 
 
 
 
  

  

  

スマートグラス
（カメラ機能、ディスプレイ機能、

多数のセンサ類が内蔵）

コントローラー
(Android搭載)

画像解析用PC

無線通信

学習用の
大量サンプル画像

深層学習

画像識別器

収収穫穫
ＯＯＫＫ

ディスプレイ表示

トマト着色度指標

収穫指示
（着色度指標番号）

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研研究究内内容容：：    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：障害児・者のための学習・生活活動 
     支援機器（ソフト含む）に関する研究  

 

氏氏名名：：      竹竹島島  久久志志／／TTAAKKEESSHHIIMMAA  HHiissaasshhii  EE--mmaaiill：：  ttaakkeessiimmaa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（情情報報科科学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本リリハハビビリリテテーーシショョンン工工学学協協会会，日日本本福福祉祉工工学学会会等等  

研研究究分分野野：：  そそのの他他工工学学  

キキーーワワーードド：：  アアシシスステティィブブテテククノノロロジジーー((AATT))，拡拡大大代代替替ココミミュュニニケケーーシショョンン((AAAACC))，特特別別支支援援教教育育支支援援ツツーールル  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・障障害害児児（（主主にに肢肢体体不不自自由由児児））ののたためめののココミミュュニニケケーーシショョンン・学学習習等等をを支支援援すするる機機器器ににつついいてて  

・・特特別別支支援援教教育育ににおおけけるる支支援援機機器器・・学学習習／／教教育育ソソフフトトににつついいてて  

  

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

●●重重度度肢肢体体不不自自由由児児のの教教育育・・学学習習活活動動支支援援機機器器のの研研究究  

 重度肢体不自由児の主体的な学習活動を支援するため

の装置（主にマイコン利用）やソフトウェアを研究開発して

いる。図 1はこれまでに開発したスイッチ活動を支援するた

めの装置である。これらは，製作キットとして（一社）日本支

援技術協会を通じて販売されている。 

 

●●重重度度肢肢体体不不自自由由児児ココミミュュニニケケーーシショョンン発発達達支支援援シシスステテムム

のの研研究究  

 発話困難な重度肢体不自由者のコミュニケーションを実

現するための装置として意思伝達装置がある。しかし，生

後間も無く重度肢体不自由となった子供が意思伝達装置

を使えるようになるには，スイッチ操作や文字等を習得す

る必要がある。本研究では，子供の発達段階に応じた学

習プログラムを提案し，それを実施するための学習支援ア

プリ（図 2）を言語聴覚士等と研究開発している。 

 

●●特特別別支支援援教教育育ののたためめのの学学習習支支援援アアププリリのの研研究究  

 特別支援学級等では，対象児童生徒の状況に応じた丁

寧な教育が求められている。本研究では，特別支援学級

担当教員との共同研究として，対象児童生徒の学習を支

援するためのアプリを研究開発している。図 3 はこれまで

に開発した算数学習支援アプリであり，インターネットで一

般公開している。 

 

 

図 2 コミュニケーション発達支援システム 

 

(a) Web システム 

 
(b) 導入用VOCA 

 

図 1 スイッチ活動支援機器 

 

(a) ラッチ＆タイマー 

 
(b) 学習型赤外線リモコン 

 

図 3 算数学習支援アプリ 

 

(a) Web アプリ版 

 
(b) Android 版 

 

そ
の
他
工
学

工

学
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

深層学習を用いた画像認識応用研究 

 

氏氏名名：：      奧奧村村  俊俊昭昭／／OOKKUUMMUURRAA  TToosshhiiaakkii  EE--mmaaiill：：  ookkuummuurraa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  電電子子情情報報通通信信学学会会，，情情報報処処理理学学会会，，画画像像電電子子学学会会，，農農業業情情報報学学会会  

研研究究分分野野：：  人人間間情情報報学学  

キキーーワワーードド：：  パパタターーンン認認識識，，画画像像処処理理，，ココンンピピュューータタビビジジョョンン，，深深層層学学習習  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・画画像像解解析析，，画画像像中中のの自自動動領領域域抽抽出出  

・・画画像像認認識識をを用用いいたた作作業業効効率率化化シシスステテムム開開発発  

  

 
研研究究内内容容：：    

画画像像認認識識はは深深層層学学習習ラライイブブララリリのの充充実実化化でで活活用用がが容容易易ににななっってていいるるがが，，単単純純ににラライイブブララリリをを用用いいたただだけけでではは解解決決でできき

なないい問問題題ももああるる。。どどここでで誰誰ががどどののよよううなな状状況況でで利利用用すするるかかをを重重視視しし，，ニニッッチチなな問問題題にに対対すするる解解決決策策をを研研究究すするる。。  

  

【【現現在在のの主主なな研研究究】】  

●●『『農農作作物物収収穫穫時時期期判判別別シシスステテムム開開発発にに関関すするる研研究究』』  

 携携帯帯可可能能ななトトママトト収収穫穫時時期期提提示示シシスステテムムのの研研究究開開発発  

 熟熟練練者者ののノノウウハハウウややトトママトト形形状状・・表表面面のの画画像像をを用用いいてて自自動動認認識識  

 画画像像かからら推推測測ししてて収収穫穫にに適適ししてていいるるかか否否かかををリリアアルルタタイイムムにに提提示示  

 初初心心者者やや外外国国人人研研修修生生のの収収穫穫研研修修支支援援  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
 
 
 
 
 
 
  

  

  

スマートグラス
（カメラ機能、ディスプレイ機能、

多数のセンサ類が内蔵）

コントローラー
(Android搭載)

画像解析用PC

無線通信

学習用の
大量サンプル画像

深層学習

画像識別器

収収穫穫
ＯＯＫＫ

ディスプレイ表示

トマト着色度指標

収穫指示
（着色度指標番号）

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

電
気
工
学
／

電
子
工
学

工

学
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

深層学習を用いた画像認識応用研究 

 

氏氏名名：：      奧奧村村  俊俊昭昭／／OOKKUUMMUURRAA  TToosshhiiaakkii  EE--mmaaiill：：  ookkuummuurraa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  電電子子情情報報通通信信学学会会，，情情報報処処理理学学会会，，画画像像電電子子学学会会，，農農業業情情報報学学会会  

研研究究分分野野：：  人人間間情情報報学学  

キキーーワワーードド：：  パパタターーンン認認識識，，画画像像処処理理，，ココンンピピュューータタビビジジョョンン，，深深層層学学習習  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・画画像像解解析析，，画画像像中中のの自自動動領領域域抽抽出出  

・・画画像像認認識識をを用用いいたた作作業業効効率率化化シシスステテムム開開発発  

  

 
研研究究内内容容：：    

画画像像認認識識はは深深層層学学習習ラライイブブララリリのの充充実実化化でで活活用用がが容容易易ににななっってていいるるがが，，単単純純ににラライイブブララリリをを用用いいたただだけけでではは解解決決でできき

なないい問問題題ももああるる。。どどここでで誰誰ががどどののよよううなな状状況況でで利利用用すするるかかをを重重視視しし，，ニニッッチチなな問問題題にに対対すするる解解決決策策をを研研究究すするる。。  

  

【【現現在在のの主主なな研研究究】】  

●●『『農農作作物物収収穫穫時時期期判判別別シシスステテムム開開発発にに関関すするる研研究究』』  

 携携帯帯可可能能ななトトママトト収収穫穫時時期期提提示示シシスステテムムのの研研究究開開発発  

 熟熟練練者者ののノノウウハハウウややトトママトト形形状状・・表表面面のの画画像像をを用用いいてて自自動動認認識識  

 画画像像かからら推推測測ししてて収収穫穫にに適適ししてていいるるかか否否かかををリリアアルルタタイイムムにに提提示示  

 初初心心者者やや外外国国人人研研修修生生のの収収穫穫研研修修支支援援  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
 
 
 
 
 
 
  

  

  

スマートグラス
（カメラ機能、ディスプレイ機能、

多数のセンサ類が内蔵）

コントローラー
(Android搭載)

画像解析用PC

無線通信

学習用の
大量サンプル画像

深層学習

画像識別器

収収穫穫
ＯＯＫＫ

ディスプレイ表示

トマト着色度指標

収穫指示
（着色度指標番号）

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研研究究内内容容：：    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：障害児・者のための学習・生活活動 
     支援機器（ソフト含む）に関する研究  

 

氏氏名名：：      竹竹島島  久久志志／／TTAAKKEESSHHIIMMAA  HHiissaasshhii  EE--mmaaiill：：  ttaakkeessiimmaa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（情情報報科科学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本リリハハビビリリテテーーシショョンン工工学学協協会会，日日本本福福祉祉工工学学会会等等  

研研究究分分野野：：  そそのの他他工工学学  

キキーーワワーードド：：  アアシシスステティィブブテテククノノロロジジーー((AATT))，拡拡大大代代替替ココミミュュニニケケーーシショョンン((AAAACC))，特特別別支支援援教教育育支支援援ツツーールル  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・障障害害児児（（主主にに肢肢体体不不自自由由児児））ののたためめののココミミュュニニケケーーシショョンン・学学習習等等をを支支援援すするる機機器器ににつついいてて  

・・特特別別支支援援教教育育ににおおけけるる支支援援機機器器・・学学習習／／教教育育ソソフフトトににつついいてて  

  

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

●●重重度度肢肢体体不不自自由由児児のの教教育育・・学学習習活活動動支支援援機機器器のの研研究究  

 重度肢体不自由児の主体的な学習活動を支援するため

の装置（主にマイコン利用）やソフトウェアを研究開発して

いる。図 1はこれまでに開発したスイッチ活動を支援するた

めの装置である。これらは，製作キットとして（一社）日本支

援技術協会を通じて販売されている。 

 

●●重重度度肢肢体体不不自自由由児児ココミミュュニニケケーーシショョンン発発達達支支援援シシスステテムム

のの研研究究  

 発話困難な重度肢体不自由者のコミュニケーションを実

現するための装置として意思伝達装置がある。しかし，生

後間も無く重度肢体不自由となった子供が意思伝達装置

を使えるようになるには，スイッチ操作や文字等を習得す

る必要がある。本研究では，子供の発達段階に応じた学

習プログラムを提案し，それを実施するための学習支援ア

プリ（図 2）を言語聴覚士等と研究開発している。 

 

●●特特別別支支援援教教育育ののたためめのの学学習習支支援援アアププリリのの研研究究  

 特別支援学級等では，対象児童生徒の状況に応じた丁

寧な教育が求められている。本研究では，特別支援学級

担当教員との共同研究として，対象児童生徒の学習を支

援するためのアプリを研究開発している。図 3 はこれまで

に開発した算数学習支援アプリであり，インターネットで一

般公開している。 

 

 

図 2 コミュニケーション発達支援システム 

 

(a) Web システム 

 
(b) 導入用VOCA 

 

図 1 スイッチ活動支援機器 

 

(a) ラッチ＆タイマー 

 
(b) 学習型赤外線リモコン 

 

図 3 算数学習支援アプリ 

 

(a) Web アプリ版 

 
(b) Android 版 
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：CMOS イメージセンサ上への機能回路
の集積化と評価環境構築  

 

氏氏名名：：      佐佐々々木木  正正明明／／SSAASSAAKKII  MMaassaaaakkii  EE--mmaaiill：：  mmssaassaakkii@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：    

研研究究分分野野：：  電電気気電電子子工工学学  

キキーーワワーードド：：  CCMMOOSS イイメメーージジセセンンササ，，アアナナロロググ回回路路，，組組込込みみシシスステテムム開開発発  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・アアナナロロググ集集積積回回路路設設計計  

・・組組みみ込込みみシシスステテムム開開発発  

  

 
研研究究内内容容：：    

◆◆CCMMOOSS イイメメーージジセセンンササ設設計計  

CCMMOOSS イイメメーージジセセンンササはは，，イイメメーージジセセンンササ上上にに機機能能回回路路やや信信号号処処理理回回路路をを集集積積化化ででききるるとといいうう特特長長かからら，，イイメメーージジンンググだだ

けけででななくく距距離離セセンンササななどどののセセンンシシンンググデデババイイススととししててもも広広くく活活用用さされれてていいるる．．  

イイメメーージジセセンンササへへののアアナナロロググ回回路路・・画画像像処処理理回回路路のの集集積積化化ををははじじめめ特特殊殊なな走走査査やや独独自自のの機機能能集集積積ななどど CCMMOOSS イイメメーージジ

セセンンササのの全全般般のの設設計計かからら，，試試作作，，評評価価環環境境整整備備，，評評価価ままででをを行行うう．．  

  

  

  

  

  

  

  

  

図図 11．．広広ダダイイナナミミッッククレレンンジジ CCMMOOSS イイメメーージジセセンンササ  

  

◆◆組組みみ込込みみシシスステテムム開開発発  

CCMMOOSS イイメメーージジセセンンササををははじじめめ，，各各種種試試作作セセンンササのの評評価価ののたためめにに評評価価ボボーードドのの開開発発かからら，，FFPPGGAA／／ママイイココンンをを組組みみ合合わわ

せせたた各各種種組組みみ込込みみシシスステテムムをを開開発発ししててききたた．．高高速速なな演演算算をを実実施施すするるたためめのの専専用用ププロロセセッッササのの FFPPGGAA 実実装装，，ママイイココンンをを活活

用用ししたたイインンタターーフフェェーースス実実装装ななどど，，ハハーードドウウェェアア／／ソソフフトトウウェェアア協協調調のの組組みみ込込みみシシスステテムム開開発発をを行行っってていいるる．．  

ままたた，，IIooTT デデババイイススととししてて各各種種セセンンササイインンタタフフェェーーススをを活活用用ししたた IIooTT シシスステテムム開開発発もも行行っってていいるる．．  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

電
気
工
学
／

電
子
工
学

工

学
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：CMOS イメージセンサ上への機能回路
の集積化と評価環境構築  

 

氏氏名名：：      佐佐々々木木  正正明明／／SSAASSAAKKII  MMaassaaaakkii  EE--mmaaiill：：  mmssaassaakkii@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：    

研研究究分分野野：：  電電気気電電子子工工学学  

キキーーワワーードド：：  CCMMOOSS イイメメーージジセセンンササ，，アアナナロロググ回回路路，，組組込込みみシシスステテムム開開発発  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・アアナナロロググ集集積積回回路路設設計計  

・・組組みみ込込みみシシスステテムム開開発発  

  

 
研研究究内内容容：：    

◆◆CCMMOOSS イイメメーージジセセンンササ設設計計  

CCMMOOSS イイメメーージジセセンンササはは，，イイメメーージジセセンンササ上上にに機機能能回回路路やや信信号号処処理理回回路路をを集集積積化化ででききるるとといいうう特特長長かからら，，イイメメーージジンンググだだ

けけででななくく距距離離セセンンササななどどののセセンンシシンンググデデババイイススととししててもも広広くく活活用用さされれてていいるる．．  

イイメメーージジセセンンササへへののアアナナロロググ回回路路・・画画像像処処理理回回路路のの集集積積化化ををははじじめめ特特殊殊なな走走査査やや独独自自のの機機能能集集積積ななどど CCMMOOSS イイメメーージジ

セセンンササのの全全般般のの設設計計かからら，，試試作作，，評評価価環環境境整整備備，，評評価価ままででをを行行うう．．  

  

  

  

  

  

  

  

  

図図 11．．広広ダダイイナナミミッッククレレンンジジ CCMMOOSS イイメメーージジセセンンササ  

  

◆◆組組みみ込込みみシシスステテムム開開発発  

CCMMOOSS イイメメーージジセセンンササををははじじめめ，，各各種種試試作作セセンンササのの評評価価ののたためめにに評評価価ボボーードドのの開開発発かからら，，FFPPGGAA／／ママイイココンンをを組組みみ合合わわ

せせたた各各種種組組みみ込込みみシシスステテムムをを開開発発ししててききたた．．高高速速なな演演算算をを実実施施すするるたためめのの専専用用ププロロセセッッササのの FFPPGGAA 実実装装，，ママイイココンンをを活活

用用ししたたイインンタターーフフェェーースス実実装装ななどど，，ハハーードドウウェェアア／／ソソフフトトウウェェアア協協調調のの組組みみ込込みみシシスステテムム開開発発をを行行っってていいるる．．  

ままたた，，IIooTT デデババイイススととししてて各各種種セセンンササイインンタタフフェェーーススをを活活用用ししたた IIooTT シシスステテムム開開発発もも行行っってていいるる．．  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

酸化物半導体によるデバイス作製 

 

氏氏名名：：      柏柏葉葉  安安宏宏／／KKAASSHHIIWWAABBAA  YYaassuuhhiirroo  EE--mmaaiill：：  kkaasshhii@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  応応用用物物理理学学会会，，電電気気学学会会  

研研究究分分野野：：  電電気気電電子子工工学学  

キキーーワワーードド：：  薄薄膜膜，，結結晶晶，，セセンンササ  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・XX 線線回回折折にによよるる結結晶晶性性評評価価（（薄薄膜膜，，ババルルクク結結晶晶））  

・・薄薄膜膜作作製製  

・・電電気気的的特特性性（（比比抵抵抗抗，，HHaallll 効効果果））測測定定  

 
研研究究内内容容：：    

  

紫紫外外線線発発光光素素子子，，紫紫外外線線セセンンササ，，水水素素ガガススセセンンササ，，XX 線線セセンンササ等等のの電電子子デデババイイススのの開開発発をを最最終終目目標標ととししてて，，  

酸酸化化亜亜鉛鉛((ZZnnOO))おおよよびび酸酸化化タタンンググスステテンン((WWOO33))等等のの酸酸化化物物半半導導体体にに関関すするる研研究究ををおおここななっってていいるる。。  

  

主主ととななるる研研究究テテーーママはは下下記記ででああるる。。  

11．．有有機機金金属属化化学学気気相相成成長長法法にによよるる ZZnnOO 薄薄膜膜のの作作製製  

22．．RRFF ススパパッッタタリリンンググ法法にによよるる ZZnnOO 薄薄膜膜のの作作製製  

33．．RRFF ススパパッッタタリリンンググ法法にによよるる WWOO33厚厚膜膜のの作作製製  

  

そそのの中中でで，，下下記記のの項項目目をを中中心心にに材材料料のの評評価価ををおおここなないいななががらら，，電電子子デデババイイススのの開開発発をを目目指指ししてていいるる。。  

①①XX 線線回回折折法法にによよるる結結晶晶性性評評価価  

②②電電気気的的特特性性評評価価  

③③光光導導電電特特性性評評価価  

④④フフォォトトルルミミネネッッセセンンスス特特性性評評価価  

  

現現在在ままででにに，，下下記記のの成成果果をを報報告告ししてていいるる。。  

[[11]]  TT..  AAbbee,,  YY..  SSuuzzuukkii,,  AA..  NNaakkaaggaawwaa,,  TT..  CChhiibbaa,,  MM..  NNaakkaaggaawwaa,,  YY..  KKaasshhiiwwaabbaa  eett  aall..,,  ““AApppplliiccaattiioonn  ooff  aa  ZZnnOO  UUVV  sseennssoorr  ffoorr  

aa  sscciinnttiillllaattiioonn--ttyyppee  rraaddiiaattiioonn  ddeetteeccttoorr””,,  JJ..  MMaatteerr..  SSccii..  MMaatteerr..  EElleeccttrroonn..  3300  ((1188)),,  1166887733  ((22001199))..  

[[22]]  YY..  KKaasshhiiwwaabbaa  eett  aall..,,  ““PPrreeppaarraattiioonn  ooff  aa  NNoonn--PPoollaarr  ZZnnOO  FFiillmm  oonn  aa  SSiinnggllee--CCrryyssttaall  NNddGGaaOO33  SSuubbssttrraattee  bbyy  tthhee  RRFF  

SSppuutttteerriinngg  MMeetthhoodd””,,  JJ..  EElleeccttrroonn..  MMaatteerr..  4477,,  44334455  ((22001188))..  

[[33]]  TT..  AAbbee,,  YY..  NNaammeesshhiiddaa,,  YY..  OOggaattaa,,  AA..  MMiiuurraa,,  AA..  NNaakkaaggaawwaa,,  TT..  CChhiibbaa,,  YY..  KKaasshhiiwwaabbaa,,  eett  aall..,,  ““IImmpprroovveemmeenntt  ooff  tthhee  

PPhhoottooccoonndduuccttiivvee  CChhaarraacctteerriissttiiccss  ooff  ZZnnOO  SSiinnggllee  CCrryyssttaallss  bbyy  AAnnnneeaalliinngg””,,  JJ..  EElleeccttrroonn..  MMaatteerr..  4477,,  44334455  ((22001188))..  

[[44]]  TT..  AAbbee,,  SS..  TTaakkaahhaasshhii,,  SS..  KKaammaaddaa,,  AA..  NNaakkaaggaawwaa,,  TT..  CChhiibbaa,,  MM..  NNaakkaaggaawwaa,,  SS..  CChhiibbaa,,  YY..  KKaasshhiiwwaabbaa,,  eett  aall..,,  

““PPhhoottooccoonndduuccttiivvee  pprrooppeerrttiieess  ooff  uunnddooppeedd  aanndd  nniittrrooggeenn--ddooppeedd  ZZnnOO  ssiinnggllee  ccrryyssttaallss  iinn  vvaarriioouuss  aammbbiieenncceess””,,  PPhhyyssiiccaa  

SSaattaattee  SSoolliiddii  CC  1133,,  NNOO  77--99,,  558811  ((22001166))..  

[[55]]  TT..  AAbbee,,  AA..  NNaakkaaggaawwaa,,  MM..  NNaakkaaggaawwaa,,  TT..  CChhiibbaa,,  SS..  TTaakkaahhaasshhii,,  YY..  KKaasshhiiwwaabbaa  eett  aall..,,  ““OOppttiiccaall  cchhaarraacctteerriizzaattiioonn  bbyy  

vvaarriiaabbllee  aannggllee  ssppeeccttrroossccooppiicc  eelllliippssoommeettrryy  ooff  nniittrrooggeenn--ddooppeedd  MMggxxZZnn11--xxOO  tthhiinn  ffiillmmss  pprreeppaarreedd  bbyy  tthhee  ppllaassmmaa--

aassssiisstteedd  rreeaaccttiivvee  eevvaappoorraattiioonn  mmeetthhoodd””,,  TThhiinn  SSoolliidd  FFiillmmss  557711,,  661155  ((22001144))..  

  

 提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

XX 線線回回折折測測定定装装置置  DD88  DDiissccoovveerr    

比比抵抵抗抗//ホホーールル効効果果測測定定シシスステテムム  RReessiiTTeesstt  88440000AACCLLRR 型型    
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：CMOS イメージセンサ上への機能回路
の集積化と評価環境構築  

 

氏氏名名：：      佐佐々々木木  正正明明／／SSAASSAAKKII  MMaassaaaakkii  EE--mmaaiill：：  mmssaassaakkii@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：    

研研究究分分野野：：  電電気気電電子子工工学学  

キキーーワワーードド：：  CCMMOOSS イイメメーージジセセンンササ，，アアナナロロググ回回路路，，組組込込みみシシスステテムム開開発発  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・アアナナロロググ集集積積回回路路設設計計  

・・組組みみ込込みみシシスステテムム開開発発  

  

 
研研究究内内容容：：    

◆◆CCMMOOSS イイメメーージジセセンンササ設設計計  

CCMMOOSS イイメメーージジセセンンササはは，，イイメメーージジセセンンササ上上にに機機能能回回路路やや信信号号処処理理回回路路をを集集積積化化ででききるるとといいうう特特長長かからら，，イイメメーージジンンググだだ

けけででななくく距距離離セセンンササななどどののセセンンシシンンググデデババイイススととししててもも広広くく活活用用さされれてていいるる．．  

イイメメーージジセセンンササへへののアアナナロロググ回回路路・・画画像像処処理理回回路路のの集集積積化化ををははじじめめ特特殊殊なな走走査査やや独独自自のの機機能能集集積積ななどど CCMMOOSS イイメメーージジ

セセンンササのの全全般般のの設設計計かからら，，試試作作，，評評価価環環境境整整備備，，評評価価ままででをを行行うう．．  

  

  

  

  

  

  

  

  

図図 11．．広広ダダイイナナミミッッククレレンンジジ CCMMOOSS イイメメーージジセセンンササ  

  

◆◆組組みみ込込みみシシスステテムム開開発発  

CCMMOOSS イイメメーージジセセンンササををははじじめめ，，各各種種試試作作セセンンササのの評評価価ののたためめにに評評価価ボボーードドのの開開発発かからら，，FFPPGGAA／／ママイイココンンをを組組みみ合合わわ

せせたた各各種種組組みみ込込みみシシスステテムムをを開開発発ししててききたた．．高高速速なな演演算算をを実実施施すするるたためめのの専専用用ププロロセセッッササのの FFPPGGAA 実実装装，，ママイイココンンをを活活

用用ししたたイインンタターーフフェェーースス実実装装ななどど，，ハハーードドウウェェアア／／ソソフフトトウウェェアア協協調調のの組組みみ込込みみシシスステテムム開開発発をを行行っってていいるる．．  

ままたた，，IIooTT デデババイイススととししてて各各種種セセンンササイインンタタフフェェーーススをを活活用用ししたた IIooTT シシスステテムム開開発発もも行行っってていいるる．．  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：CMOS イメージセンサ上への機能回路
の集積化と評価環境構築  

 

氏氏名名：：      佐佐々々木木  正正明明／／SSAASSAAKKII  MMaassaaaakkii  EE--mmaaiill：：  mmssaassaakkii@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：    

研研究究分分野野：：  電電気気電電子子工工学学  

キキーーワワーードド：：  CCMMOOSS イイメメーージジセセンンササ，，アアナナロロググ回回路路，，組組込込みみシシスステテムム開開発発  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・アアナナロロググ集集積積回回路路設設計計  

・・組組みみ込込みみシシスステテムム開開発発  

  

 
研研究究内内容容：：    

◆◆CCMMOOSS イイメメーージジセセンンササ設設計計  

CCMMOOSS イイメメーージジセセンンササはは，，イイメメーージジセセンンササ上上にに機機能能回回路路やや信信号号処処理理回回路路をを集集積積化化ででききるるとといいうう特特長長かからら，，イイメメーージジンンググだだ

けけででななくく距距離離セセンンササななどどののセセンンシシンンググデデババイイススととししててもも広広くく活活用用さされれてていいるる．．  

イイメメーージジセセンンササへへののアアナナロロググ回回路路・・画画像像処処理理回回路路のの集集積積化化ををははじじめめ特特殊殊なな走走査査やや独独自自のの機機能能集集積積ななどど CCMMOOSS イイメメーージジ

セセンンササのの全全般般のの設設計計かからら，，試試作作，，評評価価環環境境整整備備，，評評価価ままででをを行行うう．．  

  

  

  

  

  

  

  

  

図図 11．．広広ダダイイナナミミッッククレレンンジジ CCMMOOSS イイメメーージジセセンンササ  

  

◆◆組組みみ込込みみシシスステテムム開開発発  

CCMMOOSS イイメメーージジセセンンササををははじじめめ，，各各種種試試作作セセンンササのの評評価価ののたためめにに評評価価ボボーードドのの開開発発かからら，，FFPPGGAA／／ママイイココンンをを組組みみ合合わわ

せせたた各各種種組組みみ込込みみシシスステテムムをを開開発発ししててききたた．．高高速速なな演演算算をを実実施施すするるたためめのの専専用用ププロロセセッッササのの FFPPGGAA 実実装装，，ママイイココンンをを活活

用用ししたたイインンタターーフフェェーースス実実装装ななどど，，ハハーードドウウェェアア／／ソソフフトトウウェェアア協協調調のの組組みみ込込みみシシスステテムム開開発発をを行行っってていいるる．．  

ままたた，，IIooTT デデババイイススととししてて各各種種セセンンササイインンタタフフェェーーススをを活活用用ししたた IIooTT シシスステテムム開開発発もも行行っってていいるる．．  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

酸化物半導体によるデバイス作製 

 

氏氏名名：：      柏柏葉葉  安安宏宏／／KKAASSHHIIWWAABBAA  YYaassuuhhiirroo  EE--mmaaiill：：  kkaasshhii@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  応応用用物物理理学学会会，，電電気気学学会会  

研研究究分分野野：：  電電気気電電子子工工学学  

キキーーワワーードド：：  薄薄膜膜，，結結晶晶，，セセンンササ  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・XX 線線回回折折にによよるる結結晶晶性性評評価価（（薄薄膜膜，，ババルルクク結結晶晶））  

・・薄薄膜膜作作製製  

・・電電気気的的特特性性（（比比抵抵抗抗，，HHaallll 効効果果））測測定定  

 
研研究究内内容容：：    

  

紫紫外外線線発発光光素素子子，，紫紫外外線線セセンンササ，，水水素素ガガススセセンンササ，，XX 線線セセンンササ等等のの電電子子デデババイイススのの開開発発をを最最終終目目標標ととししてて，，  

酸酸化化亜亜鉛鉛((ZZnnOO))おおよよびび酸酸化化タタンンググスステテンン((WWOO33))等等のの酸酸化化物物半半導導体体にに関関すするる研研究究ををおおここななっってていいるる。。  

  

主主ととななるる研研究究テテーーママはは下下記記ででああるる。。  

11．．有有機機金金属属化化学学気気相相成成長長法法にによよるる ZZnnOO 薄薄膜膜のの作作製製  

22．．RRFF ススパパッッタタリリンンググ法法にによよるる ZZnnOO 薄薄膜膜のの作作製製  

33．．RRFF ススパパッッタタリリンンググ法法にによよるる WWOO33厚厚膜膜のの作作製製  

  

そそのの中中でで，，下下記記のの項項目目をを中中心心にに材材料料のの評評価価ををおおここなないいななががらら，，電電子子デデババイイススのの開開発発をを目目指指ししてていいるる。。  

①①XX 線線回回折折法法にによよるる結結晶晶性性評評価価  

②②電電気気的的特特性性評評価価  

③③光光導導電電特特性性評評価価  

④④フフォォトトルルミミネネッッセセンンスス特特性性評評価価  

  

現現在在ままででにに，，下下記記のの成成果果をを報報告告ししてていいるる。。  

[[11]]  TT..  AAbbee,,  YY..  SSuuzzuukkii,,  AA..  NNaakkaaggaawwaa,,  TT..  CChhiibbaa,,  MM..  NNaakkaaggaawwaa,,  YY..  KKaasshhiiwwaabbaa  eett  aall..,,  ““AApppplliiccaattiioonn  ooff  aa  ZZnnOO  UUVV  sseennssoorr  ffoorr  

aa  sscciinnttiillllaattiioonn--ttyyppee  rraaddiiaattiioonn  ddeetteeccttoorr””,,  JJ..  MMaatteerr..  SSccii..  MMaatteerr..  EElleeccttrroonn..  3300  ((1188)),,  1166887733  ((22001199))..  

[[22]]  YY..  KKaasshhiiwwaabbaa  eett  aall..,,  ““PPrreeppaarraattiioonn  ooff  aa  NNoonn--PPoollaarr  ZZnnOO  FFiillmm  oonn  aa  SSiinnggllee--CCrryyssttaall  NNddGGaaOO33  SSuubbssttrraattee  bbyy  tthhee  RRFF  

SSppuutttteerriinngg  MMeetthhoodd””,,  JJ..  EElleeccttrroonn..  MMaatteerr..  4477,,  44334455  ((22001188))..  

[[33]]  TT..  AAbbee,,  YY..  NNaammeesshhiiddaa,,  YY..  OOggaattaa,,  AA..  MMiiuurraa,,  AA..  NNaakkaaggaawwaa,,  TT..  CChhiibbaa,,  YY..  KKaasshhiiwwaabbaa,,  eett  aall..,,  ““IImmpprroovveemmeenntt  ooff  tthhee  

PPhhoottooccoonndduuccttiivvee  CChhaarraacctteerriissttiiccss  ooff  ZZnnOO  SSiinnggllee  CCrryyssttaallss  bbyy  AAnnnneeaalliinngg””,,  JJ..  EElleeccttrroonn..  MMaatteerr..  4477,,  44334455  ((22001188))..  

[[44]]  TT..  AAbbee,,  SS..  TTaakkaahhaasshhii,,  SS..  KKaammaaddaa,,  AA..  NNaakkaaggaawwaa,,  TT..  CChhiibbaa,,  MM..  NNaakkaaggaawwaa,,  SS..  CChhiibbaa,,  YY..  KKaasshhiiwwaabbaa,,  eett  aall..,,  

““PPhhoottooccoonndduuccttiivvee  pprrooppeerrttiieess  ooff  uunnddooppeedd  aanndd  nniittrrooggeenn--ddooppeedd  ZZnnOO  ssiinnggllee  ccrryyssttaallss  iinn  vvaarriioouuss  aammbbiieenncceess””,,  PPhhyyssiiccaa  

SSaattaattee  SSoolliiddii  CC  1133,,  NNOO  77--99,,  558811  ((22001166))..  

[[55]]  TT..  AAbbee,,  AA..  NNaakkaaggaawwaa,,  MM..  NNaakkaaggaawwaa,,  TT..  CChhiibbaa,,  SS..  TTaakkaahhaasshhii,,  YY..  KKaasshhiiwwaabbaa  eett  aall..,,  ““OOppttiiccaall  cchhaarraacctteerriizzaattiioonn  bbyy  

vvaarriiaabbllee  aannggllee  ssppeeccttrroossccooppiicc  eelllliippssoommeettrryy  ooff  nniittrrooggeenn--ddooppeedd  MMggxxZZnn11--xxOO  tthhiinn  ffiillmmss  pprreeppaarreedd  bbyy  tthhee  ppllaassmmaa--

aassssiisstteedd  rreeaaccttiivvee  eevvaappoorraattiioonn  mmeetthhoodd””,,  TThhiinn  SSoolliidd  FFiillmmss  557711,,  661155  ((22001144))..  

  

 提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

XX 線線回回折折測測定定装装置置  DD88  DDiissccoovveerr    

比比抵抵抗抗//ホホーールル効効果果測測定定シシスステテムム  RReessiiTTeesstt  88440000AACCLLRR 型型    
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  災害・環境・インフラ点検分野におけるシミュ 

レーション・レーダ・AI・ロボットの応用  

 

氏氏名名：：      園園田田  潤潤／／SSOONNOODDAA  JJuunn  EE--mmaaiill：：  ssoonnooddaa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（学学術術））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
IIEEEEEE，，電電子子情情報報通通信信学学会会，，電電気気学学会会，，人人工工知知能能学学会会，，日日本本自自然然災災害害学学

会会，，日日本本災災害害情情報報学学会会，，日日本本地地球球惑惑星星科科学学連連合合  

研研究究分分野野：：  電電気気電電子子工工学学，，社社会会シシスステテムム工工学学・・安安全全工工学学・・防防災災工工学学  

キキーーワワーードド：：  電電磁磁波波工工学学，，計計算算電電磁磁気気学学，，リリモモーートトセセンンシシンンググ，，災災害害科科学学，，環環境境科科学学  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・電電磁磁波波シシミミュュレレーーシショョンン手手法法おおよよびびそそのの高高精精度度化化・・高高速速化化・・並並列列化化，，各各種種問問題題へへのの応応用用  

・・地地中中レレーーダダをを用用いいたた地地中中探探査査，，合合成成開開口口レレーーダダ・・光光学学セセンンササにによよるるリリモモーートトセセンンシシンンググななどど  

 
研研究究内内容容：：    

【【技技術術シシーーズズ】】  

構構造造内内部部をを非非破破壊壊ででセセンンシシンンググででききるる電電磁磁波波レレーーダダににつついいてて，，①①レレーーダダ画画像像かからら内内部部物物体体のの材材質質やや大大ききささをを自自動動識識別別

すするる AAII 技技術術，，②②レレーーダダをを自自動動走走行行すするる技技術術，，③③海海ごごみみ運運搬搬回回収収ななどど SSDDGGss にに展展開開ししたた技技術術ななどど地地中中レレーーダダ・・電電波波シシミミュュ

レレーーシショョンン・・AAII・・ロロボボッットトののシシーーズズをを有有ししてていいまますす。。  

  

【【想想定定すするる活活用用例例やや市市場場等等】】  

道道路路やや床床版版のの異異常常箇箇所所検検出出ななどどののイインンフフララ点点検検  

水水道道管管・・ガガスス管管検検出出ななどどのの建建設設工工事事分分野野  

大大規規模模災災害害時時のの行行方方不不明明者者捜捜索索のの災災害害分分野野  

海海岸岸漂漂着着ごごみみのの回回収収ななどどのの環環境境分分野野  

遺遺跡跡探探査査ななどど考考古古学学分分野野  

農農作作物物のの生生育育調調査査ななどどのの農農林林水水産産分分野野  

  

【【特特許許出出願願状状況況】】  

特特許許 66773377550022  学学習習デデーータタ生生成成方方法法おおよよびびここれれをを用用いいたた対対象象空空間間状状態態認認識識方方法法  

特特願願 22002222--111155447799  運運行行支支援援シシスステテムム  

特特願願 22002222--4477009988  作作業業装装置置  

特特願願 22002211--4422883333  電電磁磁波波レレーーダダ装装置置おおよよびび電電磁磁波波レレーーダダ装装置置のの学学習習方方法法  

特特願願 22001166--222288338811  状状態態推推定定支支援援方方法法おおよよびび計計算算機機    

特特開開 22001144--221155224466  誘誘電電率率測測定定装装置置おおよよびび誘誘電電率率測測定定方方法法  

  

【【研研究究成成果果例例おおよよびび共共同同研研究究のの紹紹介介】】                                                  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

   

研研究究成成果果動動画画 

   

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

GGPPUU ワワーーククスステテーーシショョンン  NNVVIIDDIIAA  DDGGXX  SSttaattiioonn ほほかか 55 台台  土土壌壌水水分分率率計計  TTRRIIMMEE  PPIICCOO  3322//6644，，CCAACCCC--TTDDRR--331155HH  

地地中中レレーーダダ  GGSSSSII  SSIIRR--44000000  335500//440000//990000  MMHHzz  22 台台，，MMAALLAA  XX33MM  

550000//880000  MMHHzz，，MMAALLAA  GGXX  8800//775500  MMHHzz  （（以以上上 44 機機種種 77 周周波波数数））  

複複素素誘誘電電率率測測定定シシスステテムム   AAnnrriittssuu  MMSS4466112211++  KKEEYYCCOOMM  DDMMPP--6600  

PPOOSS--114411DD  ((110000  MMHHzz～～1100  GGHHzz))//PPOOSS--225500  ((1100  MMHHzz～～33  GGHHzz))  

UUAAVV ドドロローーンン  DDJJII  IInnssppiirree22  22 台台，，MMaavviicc22  EEnntteerrpprriissee,,  MMaavviicc22  22 台台  高高精精度度測測位位シシスステテムム  SSppeeccttrraa  PPrreecciissiioonn  VVRRSS--GGNNSSSS  SSPP--6600 他他 11 台台  

海海洋洋物物理理量量測測定定器器  JJFFEE アアドドババンンテテッックク  CCTTDD  RRIINNKKOO--PPrrooffiilleerr  埋埋設設管管実実験験施施設設  水水有有無無 2255mmmm 塩塩ビビ管管・・金金属属管管＠＠深深ささ 00..55～～22..00  mm  
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  災害・環境・インフラ点検分野におけるシミュ 

レーション・レーダ・AI・ロボットの応用  

 

氏氏名名：：      園園田田  潤潤／／SSOONNOODDAA  JJuunn  EE--mmaaiill：：  ssoonnooddaa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（学学術術））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
IIEEEEEE，，電電子子情情報報通通信信学学会会，，電電気気学学会会，，人人工工知知能能学学会会，，日日本本自自然然災災害害学学

会会，，日日本本災災害害情情報報学学会会，，日日本本地地球球惑惑星星科科学学連連合合  

研研究究分分野野：：  電電気気電電子子工工学学，，社社会会シシスステテムム工工学学・・安安全全工工学学・・防防災災工工学学  

キキーーワワーードド：：  電電磁磁波波工工学学，，計計算算電電磁磁気気学学，，リリモモーートトセセンンシシンンググ，，災災害害科科学学，，環環境境科科学学  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・電電磁磁波波シシミミュュレレーーシショョンン手手法法おおよよびびそそのの高高精精度度化化・・高高速速化化・・並並列列化化，，各各種種問問題題へへのの応応用用  

・・地地中中レレーーダダをを用用いいたた地地中中探探査査，，合合成成開開口口レレーーダダ・・光光学学セセンンササにによよるるリリモモーートトセセンンシシンンググななどど  

 
研研究究内内容容：：    

【【技技術術シシーーズズ】】  

構構造造内内部部をを非非破破壊壊ででセセンンシシンンググででききるる電電磁磁波波レレーーダダににつついいてて，，①①レレーーダダ画画像像かからら内内部部物物体体のの材材質質やや大大ききささをを自自動動識識別別

すするる AAII 技技術術，，②②レレーーダダをを自自動動走走行行すするる技技術術，，③③海海ごごみみ運運搬搬回回収収ななどど SSDDGGss にに展展開開ししたた技技術術ななどど地地中中レレーーダダ・・電電波波シシミミュュ

レレーーシショョンン・・AAII・・ロロボボッットトののシシーーズズをを有有ししてていいまますす。。  

  

【【想想定定すするる活活用用例例やや市市場場等等】】  

道道路路やや床床版版のの異異常常箇箇所所検検出出ななどどののイインンフフララ点点検検  

水水道道管管・・ガガスス管管検検出出ななどどのの建建設設工工事事分分野野  

大大規規模模災災害害時時のの行行方方不不明明者者捜捜索索のの災災害害分分野野  

海海岸岸漂漂着着ごごみみのの回回収収ななどどのの環環境境分分野野  

遺遺跡跡探探査査ななどど考考古古学学分分野野  

農農作作物物のの生生育育調調査査ななどどのの農農林林水水産産分分野野  

  

【【特特許許出出願願状状況況】】  

特特許許 66773377550022  学学習習デデーータタ生生成成方方法法おおよよびびここれれをを用用いいたた対対象象空空間間状状態態認認識識方方法法  

特特願願 22002222--111155447799  運運行行支支援援シシスステテムム  

特特願願 22002222--4477009988  作作業業装装置置  

特特願願 22002211--4422883333  電電磁磁波波レレーーダダ装装置置おおよよびび電電磁磁波波レレーーダダ装装置置のの学学習習方方法法  

特特願願 22001166--222288338811  状状態態推推定定支支援援方方法法おおよよびび計計算算機機    

特特開開 22001144--221155224466  誘誘電電率率測測定定装装置置おおよよびび誘誘電電率率測測定定方方法法  

  

【【研研究究成成果果例例おおよよびび共共同同研研究究のの紹紹介介】】                                                  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

   

研研究究成成果果動動画画 

   

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

GGPPUU ワワーーククスステテーーシショョンン  NNVVIIDDIIAA  DDGGXX  SSttaattiioonn ほほかか 55 台台  土土壌壌水水分分率率計計  TTRRIIMMEE  PPIICCOO  3322//6644，，CCAACCCC--TTDDRR--331155HH  

地地中中レレーーダダ  GGSSSSII  SSIIRR--44000000  335500//440000//990000  MMHHzz  22 台台，，MMAALLAA  XX33MM  

550000//880000  MMHHzz，，MMAALLAA  GGXX  8800//775500  MMHHzz  （（以以上上 44 機機種種 77 周周波波数数））  

複複素素誘誘電電率率測測定定シシスステテムム   AAnnrriittssuu  MMSS4466112211++  KKEEYYCCOOMM  DDMMPP--6600  

PPOOSS--114411DD  ((110000  MMHHzz～～1100  GGHHzz))//PPOOSS--225500  ((1100  MMHHzz～～33  GGHHzz))  

UUAAVV ドドロローーンン  DDJJII  IInnssppiirree22  22 台台，，MMaavviicc22  EEnntteerrpprriissee,,  MMaavviicc22  22 台台  高高精精度度測測位位シシスステテムム  SSppeeccttrraa  PPrreecciissiioonn  VVRRSS--GGNNSSSS  SSPP--6600 他他 11 台台  

海海洋洋物物理理量量測測定定器器  JJFFEE アアドドババンンテテッックク  CCTTDD  RRIINNKKOO--PPrrooffiilleerr  埋埋設設管管実実験験施施設設  水水有有無無 2255mmmm 塩塩ビビ管管・・金金属属管管＠＠深深ささ 00..55～～22..00  mm  

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

製品サイズの最小化に関する研究 

 

氏氏名名：：      鈴鈴木木  順順／／SSUUZZUUKKII  JJuunn  EE--mmaaiill：：  jj--ssuuzzuukkii@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  応応用用物物理理学学会会，，日日本本機機械械学学会会  

研研究究分分野野：：  電電気気電電子子工工学学  

キキーーワワーードド：：  光光セセンンササ，，ママイイククロロアアククチチュュエエーータタ，，伝伝熱熱解解析析，，メメカカトトロロニニククスス，，光光学学，，MMEEMMSS，，半半導導体体工工学学  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・光光セセンンササをを使使用用ししたたシシスステテムム開開発発にに関関すするるごご相相談談  

・・医医療療機機器器開開発発にに関関すするるごご相相談談  

・・MMEEMMSS・・半半導導体体ププロロセセススかからら実実装装にに関関すするるごご相相談談  

 
研研究究内内容容：：    

研研究究課課題題  

・・機機能能をを満満たたししななががららどどここままででササイイズズをを小小ささくくででききるるかかのの研研究究  

・・自自由由空空間間をを移移動動すするる移移動動体体のの自自動動制制御御シシスステテムムにに関関すするる研研究究  

・・立立体体物物のの光光学学的的計計測測技技術術にに関関すするる研研究究  

  

研研究究シシーーズズ  

約約１１６６年年間間民民間間でで製製品品のの小小型型化化にに取取りり組組んんでで新新製製品品のの立立ちち上上げげやや特特許許のの取取得得ををししててままいいりりままししたた。。具具体体的的ににははイイメメ

ーージジセセンンササのの小小型型化化・・高高感感度度化化，，医医療療用用チチュューーブブポポンンププのの小小型型化化，，ママイイククロロレレンンズズのの最最適適設設計計，，冷冷却却シシスステテムムのの小小型型化化

ななどど，，製製品品設設計計技技術術かからら製製品品化化・・販販売売戦戦略略にに至至るるままででをを行行っっててききままししたた。。研研究究ののシシーーズズととししてて，，ももののをを小小ささくくすするる観観点点かか

らら半半導導体体ププロロセセススのの設設計計技技術術かからら機機械械設設計計，，製製作作ままででののごご相相談談にに関関ししててごご対対応応可可能能でですす。。特特にに MMEEMMSS（（MMiiccrroo  EElleeccttrroo  

MMeecchhaanniiccaall  SSyysstteemmss））のの製製品品設設計計，，精精密密機機械械設設計計，，半半導導体体セセンンササ開開発発技技術術，，アアククチチュュエエーータターー応応用用，，メメカカトトロロニニククスス技技

術術，，シシスステテムム設設計計技技術術，，伝伝熱熱解解析析等等，，横横断断型型のの幅幅広広いい知知見見をを有有ししてていいるるここととがが強強みみでですす。。  

  

特特許許  

[[11]]  株株式式会会社社アアイイカカムムスス・・ララボボ  eett  aall..  鈴鈴木木順順 eett  aall..  チチュューーブブポポンンププ..  特特許許第第 66443377229988 号号..  

[[22]]  株株式式会会社社アアイイカカムムスス・・ララボボ  eett  aall..  鈴鈴木木順順  eett  aall..  細細胞胞培培養養方方法法及及びび細細胞胞培培養養装装置置..  特特許許第第 66880077774499 号号..  

[[33]]  浜浜松松ホホトトニニククスス株株式式会会社社..  鈴鈴木木順順  eett  aall..  ググロローー放放電電検検出出器器おおよよびびテテララヘヘルルツツ波波検検出出装装置置..  特特許許第第 55991177333300 号号..  

[[44]]  浜浜松松ホホトトニニククスス株株式式会会社社..  鈴鈴木木順順  eett  aall..  赤赤外外線線イイメメーージジセセンンササ及及びび信信号号読読みみ出出しし方方法法..  特特許許第第 55774499553344 号号..  

[[55]]  浜浜松松ホホトトニニククスス株株式式会会社社..  鈴鈴木木順順  eett  aall..  熱熱型型赤赤外外線線検検出出器器..  特特許許第第 55445566881100 号号..  

[[66]]  浜浜松松ホホトトニニククスス株株式式会会社社..  鈴鈴木木順順  eett  aall..  光光検検出出器器..  特特許許第第 55225599443300 号号..  

[[77]]  浜浜松松ホホトトニニククスス株株式式会会社社..  鈴鈴木木順順  eett  aall..  光光検検出出器器..  特特許許第第 55225555887733 号号..  

[[88]]  浜浜松松ホホトトニニククスス株株式式会会社社..  鈴鈴木木順順  eett  aall..  テテララヘヘルルツツ波波検検出出器器及及びびそそのの製製造造方方法法..  特特開開 22001111--223377331122..  

  

参参考考文文献献  

[[11]]  AAkkiittoommii,,  SS..,,  HHiirroossee,,  KK..,,  FFuukkuuee,,  TT..  aanndd  SSuuzzuukkii,,  JJ..,,  ““BBaassiicc  SSttuuddyy  oonn  DDiisscchhaarrggee  ffllooww  CChhaarraacctteerriissttiiccss  ooff  RRoolllleerr  TTuubbee  

PPuummpp””,,  IInntteerrnnaattiioonnaall  JJoouurrnnaall  ooff  EEnnggiinneeeerriinngg  RReesseeaarrcchh  aanndd  DDeevveellooppmmeenntt,,  VVooll..  1122,,  NNoo..  1122  ((22001166)),,  pppp..  4477--5522..  

[[22]]  SSuuzzuukkii,,  JJ..,,  SSuuzzuukkii,,  NN..,,  HHiirroossee,,  KK..,,  FFuukkuuee,,  TT..,,  ““BBaassiicc  SSttuuddyy  oonn  EEffffeeccttss  ooff  DDiimmeennssiioonnss  oonn  HHeeaatt  TTrraannssffeerr  EEnnhhaanncceemmeenntt  

aarroouunndd  HHeeaattiinngg  CCoommppoonneennttss  bbyy  PPuullssaattiinngg  AAiirrffllooww””,,  IInntteerrnnaattiioonnaall  JJoouurrnnaall  ooff  EEnnggiinneeeerriinngg  RReesseeaarrcchh  aanndd  DDeevveellooppmmeenntt,,  

VVooll..  1144,,  NNoo..  33  ((22001188)),,  pppp..  2222--2288..  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

倒倒立立型型生生物物顕顕微微鏡鏡（（オオリリンンパパスス））    
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  災害・環境・インフラ点検分野におけるシミュ 

レーション・レーダ・AI・ロボットの応用  

 

氏氏名名：：      園園田田  潤潤／／SSOONNOODDAA  JJuunn  EE--mmaaiill：：  ssoonnooddaa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（学学術術））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
IIEEEEEE，，電電子子情情報報通通信信学学会会，，電電気気学学会会，，人人工工知知能能学学会会，，日日本本自自然然災災害害学学

会会，，日日本本災災害害情情報報学学会会，，日日本本地地球球惑惑星星科科学学連連合合  

研研究究分分野野：：  電電気気電電子子工工学学，，社社会会シシスステテムム工工学学・・安安全全工工学学・・防防災災工工学学  

キキーーワワーードド：：  電電磁磁波波工工学学，，計計算算電電磁磁気気学学，，リリモモーートトセセンンシシンンググ，，災災害害科科学学，，環環境境科科学学  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・電電磁磁波波シシミミュュレレーーシショョンン手手法法おおよよびびそそのの高高精精度度化化・・高高速速化化・・並並列列化化，，各各種種問問題題へへのの応応用用  

・・地地中中レレーーダダをを用用いいたた地地中中探探査査，，合合成成開開口口レレーーダダ・・光光学学セセンンササにによよるるリリモモーートトセセンンシシンンググななどど  

 
研研究究内内容容：：    

【【技技術術シシーーズズ】】  

構構造造内内部部をを非非破破壊壊ででセセンンシシンンググででききるる電電磁磁波波レレーーダダににつついいてて，，①①レレーーダダ画画像像かからら内内部部物物体体のの材材質質やや大大ききささをを自自動動識識別別

すするる AAII 技技術術，，②②レレーーダダをを自自動動走走行行すするる技技術術，，③③海海ごごみみ運運搬搬回回収収ななどど SSDDGGss にに展展開開ししたた技技術術ななどど地地中中レレーーダダ・・電電波波シシミミュュ

レレーーシショョンン・・AAII・・ロロボボッットトののシシーーズズをを有有ししてていいまますす。。  

  

【【想想定定すするる活活用用例例やや市市場場等等】】  

道道路路やや床床版版のの異異常常箇箇所所検検出出ななどどののイインンフフララ点点検検  

水水道道管管・・ガガスス管管検検出出ななどどのの建建設設工工事事分分野野  

大大規規模模災災害害時時のの行行方方不不明明者者捜捜索索のの災災害害分分野野  

海海岸岸漂漂着着ごごみみのの回回収収ななどどのの環環境境分分野野  

遺遺跡跡探探査査ななどど考考古古学学分分野野  

農農作作物物のの生生育育調調査査ななどどのの農農林林水水産産分分野野  

  

【【特特許許出出願願状状況況】】  

特特許許 66773377550022  学学習習デデーータタ生生成成方方法法おおよよびびここれれをを用用いいたた対対象象空空間間状状態態認認識識方方法法  

特特願願 22002222--111155447799  運運行行支支援援シシスステテムム  

特特願願 22002222--4477009988  作作業業装装置置  

特特願願 22002211--4422883333  電電磁磁波波レレーーダダ装装置置おおよよびび電電磁磁波波レレーーダダ装装置置のの学学習習方方法法  

特特願願 22001166--222288338811  状状態態推推定定支支援援方方法法おおよよびび計計算算機機    

特特開開 22001144--221155224466  誘誘電電率率測測定定装装置置おおよよびび誘誘電電率率測測定定方方法法  

  

【【研研究究成成果果例例おおよよびび共共同同研研究究のの紹紹介介】】                                                  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

   

研研究究成成果果動動画画 

   

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

GGPPUU ワワーーククスステテーーシショョンン  NNVVIIDDIIAA  DDGGXX  SSttaattiioonn ほほかか 55 台台  土土壌壌水水分分率率計計  TTRRIIMMEE  PPIICCOO  3322//6644，，CCAACCCC--TTDDRR--331155HH  

地地中中レレーーダダ  GGSSSSII  SSIIRR--44000000  335500//440000//990000  MMHHzz  22 台台，，MMAALLAA  XX33MM  

550000//880000  MMHHzz，，MMAALLAA  GGXX  8800//775500  MMHHzz  （（以以上上 44 機機種種 77 周周波波数数））  

複複素素誘誘電電率率測測定定シシスステテムム   AAnnrriittssuu  MMSS4466112211++  KKEEYYCCOOMM  DDMMPP--6600  

PPOOSS--114411DD  ((110000  MMHHzz～～1100  GGHHzz))//PPOOSS--225500  ((1100  MMHHzz～～33  GGHHzz))  

UUAAVV ドドロローーンン  DDJJII  IInnssppiirree22  22 台台，，MMaavviicc22  EEnntteerrpprriissee,,  MMaavviicc22  22 台台  高高精精度度測測位位シシスステテムム  SSppeeccttrraa  PPrreecciissiioonn  VVRRSS--GGNNSSSS  SSPP--6600 他他 11 台台  

海海洋洋物物理理量量測測定定器器  JJFFEE アアドドババンンテテッックク  CCTTDD  RRIINNKKOO--PPrrooffiilleerr  埋埋設設管管実実験験施施設設  水水有有無無 2255mmmm 塩塩ビビ管管・・金金属属管管＠＠深深ささ 00..55～～22..00  mm  
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  災害・環境・インフラ点検分野におけるシミュ 

レーション・レーダ・AI・ロボットの応用  

 

氏氏名名：：      園園田田  潤潤／／SSOONNOODDAA  JJuunn  EE--mmaaiill：：  ssoonnooddaa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（学学術術））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
IIEEEEEE，，電電子子情情報報通通信信学学会会，，電電気気学学会会，，人人工工知知能能学学会会，，日日本本自自然然災災害害学学

会会，，日日本本災災害害情情報報学学会会，，日日本本地地球球惑惑星星科科学学連連合合  

研研究究分分野野：：  電電気気電電子子工工学学，，社社会会シシスステテムム工工学学・・安安全全工工学学・・防防災災工工学学  

キキーーワワーードド：：  電電磁磁波波工工学学，，計計算算電電磁磁気気学学，，リリモモーートトセセンンシシンンググ，，災災害害科科学学，，環環境境科科学学  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・電電磁磁波波シシミミュュレレーーシショョンン手手法法おおよよびびそそのの高高精精度度化化・・高高速速化化・・並並列列化化，，各各種種問問題題へへのの応応用用  

・・地地中中レレーーダダをを用用いいたた地地中中探探査査，，合合成成開開口口レレーーダダ・・光光学学セセンンササにによよるるリリモモーートトセセンンシシンンググななどど  

 
研研究究内内容容：：    

【【技技術術シシーーズズ】】  

構構造造内内部部をを非非破破壊壊ででセセンンシシンンググででききるる電電磁磁波波レレーーダダににつついいてて，，①①レレーーダダ画画像像かからら内内部部物物体体のの材材質質やや大大ききささをを自自動動識識別別

すするる AAII 技技術術，，②②レレーーダダをを自自動動走走行行すするる技技術術，，③③海海ごごみみ運運搬搬回回収収ななどど SSDDGGss にに展展開開ししたた技技術術ななどど地地中中レレーーダダ・・電電波波シシミミュュ

レレーーシショョンン・・AAII・・ロロボボッットトののシシーーズズをを有有ししてていいまますす。。  

  

【【想想定定すするる活活用用例例やや市市場場等等】】  

道道路路やや床床版版のの異異常常箇箇所所検検出出ななどどののイインンフフララ点点検検  

水水道道管管・・ガガスス管管検検出出ななどどのの建建設設工工事事分分野野  

大大規規模模災災害害時時のの行行方方不不明明者者捜捜索索のの災災害害分分野野  

海海岸岸漂漂着着ごごみみのの回回収収ななどどのの環環境境分分野野  

遺遺跡跡探探査査ななどど考考古古学学分分野野  

農農作作物物のの生生育育調調査査ななどどのの農農林林水水産産分分野野  

  

【【特特許許出出願願状状況況】】  

特特許許 66773377550022  学学習習デデーータタ生生成成方方法法おおよよびびここれれをを用用いいたた対対象象空空間間状状態態認認識識方方法法  

特特願願 22002222--111155447799  運運行行支支援援シシスステテムム  

特特願願 22002222--4477009988  作作業業装装置置  

特特願願 22002211--4422883333  電電磁磁波波レレーーダダ装装置置おおよよびび電電磁磁波波レレーーダダ装装置置のの学学習習方方法法  

特特願願 22001166--222288338811  状状態態推推定定支支援援方方法法おおよよびび計計算算機機    

特特開開 22001144--221155224466  誘誘電電率率測測定定装装置置おおよよびび誘誘電電率率測測定定方方法法  

  

【【研研究究成成果果例例おおよよびび共共同同研研究究のの紹紹介介】】                                                  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

   

研研究究成成果果動動画画 

   

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

GGPPUU ワワーーククスステテーーシショョンン  NNVVIIDDIIAA  DDGGXX  SSttaattiioonn ほほかか 55 台台  土土壌壌水水分分率率計計  TTRRIIMMEE  PPIICCOO  3322//6644，，CCAACCCC--TTDDRR--331155HH  

地地中中レレーーダダ  GGSSSSII  SSIIRR--44000000  335500//440000//990000  MMHHzz  22 台台，，MMAALLAA  XX33MM  

550000//880000  MMHHzz，，MMAALLAA  GGXX  8800//775500  MMHHzz  （（以以上上 44 機機種種 77 周周波波数数））  

複複素素誘誘電電率率測測定定シシスステテムム   AAnnrriittssuu  MMSS4466112211++  KKEEYYCCOOMM  DDMMPP--6600  

PPOOSS--114411DD  ((110000  MMHHzz～～1100  GGHHzz))//PPOOSS--225500  ((1100  MMHHzz～～33  GGHHzz))  

UUAAVV ドドロローーンン  DDJJII  IInnssppiirree22  22 台台，，MMaavviicc22  EEnntteerrpprriissee,,  MMaavviicc22  22 台台  高高精精度度測測位位シシスステテムム  SSppeeccttrraa  PPrreecciissiioonn  VVRRSS--GGNNSSSS  SSPP--6600 他他 11 台台  

海海洋洋物物理理量量測測定定器器  JJFFEE アアドドババンンテテッックク  CCTTDD  RRIINNKKOO--PPrrooffiilleerr  埋埋設設管管実実験験施施設設  水水有有無無 2255mmmm 塩塩ビビ管管・・金金属属管管＠＠深深ささ 00..55～～22..00  mm  

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

製品サイズの最小化に関する研究 

 

氏氏名名：：      鈴鈴木木  順順／／SSUUZZUUKKII  JJuunn  EE--mmaaiill：：  jj--ssuuzzuukkii@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  応応用用物物理理学学会会，，日日本本機機械械学学会会  

研研究究分分野野：：  電電気気電電子子工工学学  

キキーーワワーードド：：  光光セセンンササ，，ママイイククロロアアククチチュュエエーータタ，，伝伝熱熱解解析析，，メメカカトトロロニニククスス，，光光学学，，MMEEMMSS，，半半導導体体工工学学  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・光光セセンンササをを使使用用ししたたシシスステテムム開開発発にに関関すするるごご相相談談  

・・医医療療機機器器開開発発にに関関すするるごご相相談談  

・・MMEEMMSS・・半半導導体体ププロロセセススかからら実実装装にに関関すするるごご相相談談  

 
研研究究内内容容：：    

研研究究課課題題  

・・機機能能をを満満たたししななががららどどここままででササイイズズをを小小ささくくででききるるかかのの研研究究  

・・自自由由空空間間をを移移動動すするる移移動動体体のの自自動動制制御御シシスステテムムにに関関すするる研研究究  

・・立立体体物物のの光光学学的的計計測測技技術術にに関関すするる研研究究  

  

研研究究シシーーズズ  

約約１１６６年年間間民民間間でで製製品品のの小小型型化化にに取取りり組組んんでで新新製製品品のの立立ちち上上げげやや特特許許のの取取得得ををししててままいいりりままししたた。。具具体体的的ににははイイメメ

ーージジセセンンササのの小小型型化化・・高高感感度度化化，，医医療療用用チチュューーブブポポンンププのの小小型型化化，，ママイイククロロレレンンズズのの最最適適設設計計，，冷冷却却シシスステテムムのの小小型型化化
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技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・  デディィジジタタルル画画像像・・映映像像のの修修復復  

・・  医医用用画画像像処処理理  

・・  医医用用画画像像のの計計算算機機支支援援診診断断シシスステテムム  

 
研研究究内内容容：：    

本本研研究究室室でではは，，画画像像処処理理とと人人工工知知能能をを中中心心ととししてて，，画画像像診診断断ににおおけけるる専専門門医医のの読読影影論論理理やや画画像像解解剖剖学学的的知知識識をを

数数理理的的にに実実装装しし，，一一般般的的なな画画像像解解析析でではは実実現現ででききななかかっったた高高性性能能なな診診断断支支援援シシスステテムムをを目目指指しし，，画画像像処処理理のの基基礎礎・・理理

論論とと医医用用画画像像処処理理シシスステテムムのの開開発発のの両両面面かかららのの研研究究にに取取りり組組んんででいいまますす。。  

研研究究課課題題  

• 古古いいフフィィルルムム映映像像ののデディィジジタタルル修修復復  

• 位位相相相相関関（（PPhhaassee  CCoorrrreellaattiioonn））をを用用いいてて高高精精度度・・高高速速画画像像レレジジスストトレレーーシショョンン  

• 画画像像誘誘導導放放射射線線治治療療（（IImmaaggee--GGuuiiddeedd  RRaaddiiaattiioonn  TThheerraappyy））ののたためめのの腫腫瘍瘍位位置置のの計計測測・・追追跡跡  

• 説説明明可可能能なな人人工工知知能能（（EExxppllaaiinnaabbllee  AAII））をを用用いいたた医医用用画画像像のの計計算算機機支支援援診診断断シシスステテムム（（CCoommppuutteerr--AAiiddeedd  

DDiiaaggnnoossiiss））のの開開発発  
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名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

輝輝度度計計・・BBMM--99MM,,  BBMM--991100DD  （（トトププココンン））    

小小型型分分光光器器・・BBlluueeWWaavvee  VVIISS 型型  （（SStteellllaarrNNeett  IInncc））    

冷冷却却 CCCCDD カカメメララ・・UU1166MM  （（AAppooggeeee））    

キキセセノノンンラライイトトガガイイドド光光源源・・LLAAXX  CCuuttee  （（朝朝日日分分光光））    

実実体体顕顕微微鏡鏡・・  SSMMZZ--11000000  （（ニニココンン））    

  

  

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

 高い臨場感を有するディスプレイおよび光応用計測 

 

氏氏名名：：      那那須須  潜潜思思／／NNAASSUU  SSeennsshhii  EE--mmaaiill：：  nnaassuu@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本光光学学会会，，映映像像情情報報メメデディィアア学学会会  

研研究究分分野野：：  応応用用物物理理工工学学，，電電気気電電子子工工学学  

キキーーワワーードド：：  光光情情報報処処理理，，光光計計測測，，情情報報デディィススププレレイイ，，33DD 表表示示，，MMuullttii--vviieeww，，液液晶晶,,  生生菌菌計計測測，，糸糸張張力力計計測測  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・光光のの性性質質をを利利用用ししたた各各種種計計測測技技術術  

・・光光学学的的フフーーリリエエ変変換換系系ななどどののレレーーザザ応応用用技技術術  

・・デディィススププレレイイ関関連連技技術術おおよよびび光光工工学学全全般般  

 
研研究究内内容容：：    

近年の研究テーマ 

●多指向映像（Multi-View）ディスプレイに関する研究 

●３D 表示あるいは高い臨場感を有するディスプレイに関する研究 

●ミシン糸の張力の非接触計測に関する研究 

  

研究シーズ 
近年手がけている研究分野としては，①情報ディスプレイ関連技術，②光応用計測技術の 2分野がある。 

 「ディスプレイ関連技術」については，光フーリエ変換系を用いた高速信号処理の研究や液晶を利用した光情報処

理に関する研究に端を発する。2010 年頃からは，明るい環境下においても鮮明な表示が可能な，プロジェクション用

のスクリーンの共同開発にも参加し，また東北大学と NTT との共同研究で始まった多指向映像表示用ディスプレイの

研究（図 1 および図 2 参照）を行っている。近年は，透過・散乱状態を切替え可能な 2 層スクリーンを利用して，３D

表示などの高い臨場感を有するディスプレイに関する研究を進めている。 

 「光応用計測技術」については，培養過程の逐次観測による生菌数計測装置の研究を 2000 年頃から約 10 年間行っ

てきた。撮影レンズの軸上色収差を積極的に利用してフォーカス合わせをせずに撮影する方法（図 3 参照）の提案や，

生菌の成長過程の時間変化のグラフ形状から生菌数を早期に確定する方法の共同開発を行い，生菌数検査装置の製品

化に貢献した経験がある。近年は光計測技術を応用して，ミシン糸の張力の非接触計測に関する研究を行っている。

これは，自動糸調子の実現や糸の破断予測を目指すものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

図 1 対向配置鏡を用いた多指 
向映像表示装置の概要 

図 2 図 1 の装置による多指向 
映像表示結果の例 

図 3 軸上色収差を利用した深い被写 
界深度を持つ撮影系の概念 
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研研究究内内容容：：    

エエレレククトトロロニニククスス・・ススピピンントトロロニニククススのの極極限限をを追追求求ででききるる研研究究  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

安安全全社社会会にに貢貢献献ででききるる研研究究                                        人人々々のの健健康康にに役役立立つつ研研究究  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜SQUID 顕微鏡＞ 
超伝導量子干渉素子(SQUID)は、超伝導現象を利用し

た、最高感度の磁気センサである。SQUID 磁気顕微鏡
は、磁石の力の細かな分布を調べて画像化する測定シス
テムでありプローブ（針）を用いると，極低温動作の SQUID
でも大気・室温中の試料を高分解能で測定できる。 
 

＜STM-SQUID 顕微鏡＞ 
空間分解能向上のために、原子レベルまでセンサを近

づけられる世界初の STM と SQUID とを組み合わせた装
置を開発した。物体の表面の形と、磁石の力を同時に測
定できハードディスクの中に記憶されている情報や、
集積回路(LSI)の電流分布が測定できる。 

また、プローブの先端が極めて鋭利であることから、
プローブ先端部での局所的な磁束線照射が可能であ
り、新たな高密度磁気記録手法となりうる。 

 
 

SQUID 

SQUID 顕微鏡 
SQUID 顕微鏡による 

紙幣の磁気像 STM-SQUID 顕微鏡 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

ハードディスクの磁気信号 

研研究究タタイイトトルル：：  世の中に貢献する自動計測制御 
システムの開発  

 

氏氏名名：：      林林  忠忠之之／／HHAAYYAASSHHII  TTaaddaayyuukkii  EE--mmaaiill：：  tthhaayyaasshhii@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  応応用用物物理理学学会会  

研研究究分分野野：：  電電気気電電子子工工学学  

キキーーワワーードド：：  非非破破壊壊検検査査、、磁磁気気計計測測、、磁磁気気記記録録、、光光計計測測、、ププロローーブブ顕顕微微鏡鏡、、ススママーートトココンンタタククトトレレンンズズ  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・ミミククロロかかららママククロロままででのの磁磁気気構構造造計計測測とと電電気気・・磁磁気気・・光光にによよるる非非破破壊壊検検査査技技術術  

・・微微細細磁磁気気記記録録技技術術  

・・有有限限要要素素法法解解析析，，アアナナロロググ・・デディィジジタタルル信信号号処処理理技技術術おおよよびび自自動動計計測測制制御御技技術術  

 

 SQUID をはじめ、MI センサ、GMR センサ、TMR センサの
自動線形磁場計測技術ならびに打音検査技術を開発し、
電気・磁気による非破壊検査応用を目指している。金属疲
労による構造物等の欠陥検査や飲食品中の異物検査な
ど、人々の生活・社会の安全に貢献できる。また、核磁気
共鳴画像法、核四極共鳴法による物質の分析・同定技術
を保有し、バイオテクノロジーの発展に寄与できる。 

 高温超伝導 rf-SQUID による超微弱生体磁気計測を実
現した。また、株式会社メニコン R&D センター（スイス・ジュ
ネーブ）のスマートコンタクトレンズプロジェクトに参画し、コ
ンタクトレンズの装用性評価、涙液成分解析による眼科・
内科診療支援ツールの開発を行っている。 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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電気・磁気による非破壊検査応用を目指している。金属疲
労による構造物等の欠陥検査や飲食品中の異物検査な
ど、人々の生活・社会の安全に貢献できる。また、核磁気
共鳴画像法、核四極共鳴法による物質の分析・同定技術
を保有し、バイオテクノロジーの発展に寄与できる。 

 高温超伝導 rf-SQUID による超微弱生体磁気計測を実
現した。また、株式会社メニコン R&D センター（スイス・ジュ
ネーブ）のスマートコンタクトレンズプロジェクトに参画し、コ
ンタクトレンズの装用性評価、涙液成分解析による眼科・
内科診療支援ツールの開発を行っている。 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

SSQQUUIIDD 磁磁気気顕顕微微鏡鏡  有有限限要要素素法法シシミミュュレレーータタ  

磁磁気気シシーールルドドルルーームム  走走査査ププロローーブブ顕顕微微鏡鏡  
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

技能習得・動作改善のためのトレーニング法の開発 

 

氏氏名名：：      東東畑畑  陽陽介介／／TTOOHHAATTAA  YYoossuukkee  EE--mmaaiill：：  ttoohhaattaa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  助助教教  学学位位：：  修修士士（（体体育育学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
日日本本体体育育・・ススポポーーツツ・・健健康康学学会会，，日日本本ココーーチチンンググ学学会会，，  

日日本本ススポポーーツツパパフフォォーーママンンスス学学会会，，日日本本ススポポーーツツ運運動動学学会会  

研研究究分分野野：：  ススポポーーツツ科科学学  

キキーーワワーードド：：  ココーーチチンンググ学学，，トトレレーーニニンンググ学学，，陸陸上上競競技技論論  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・  陸陸上上競競技技（（主主ととししてて跳跳躍躍種種目目））ののトトレレーーニニンンググ指指導導  

・・  各各種種ススポポーーツツ・・運運動動ののトトレレーーニニンンググ手手段段・・方方法法のの提提案案・・実実践践指指導導  

 
研研究究内内容容：：  陸陸上上競競技技ににおおけけるる新新たたなな練練習習法法ややトトレレーーニニンンググスステテッッププのの考考案案  
    
研研究究課課題題  
 

●●運運動動技技能能のの習習得得・・改改善善方方法法  

スポーツの実践現場における運動技能の習得や動作の改

善の際の契機となる、トレーニング手段やトレーニング方法に

関心を寄せています。具体的には，陸上競技（主に跳躍種目）

を題材として、複雑に絡み合うパフォーマンスの構成要素間の

関連性や手段の実施順序、転移問題といった観点に着目し、

パフォーマンス向上に至るまでのトレーニング効果の検討を行

っています。 
 

●●動動作作ののメメカカニニズズムム  

また、スポーツ運動における運動技能の習得や発達による

人間の動きの変化や違いを客観的に捉えるため、バイオメカ

ニクス的手法を用いて、トレーニング手段の動作的要因を明ら

かにするといった研究も行い、新たな練習法考案に繋げてい

きます。 

 

今今後後のの展展望望  

体育授業場面や部活動場面など、初心者や運動がうまくで

きない人にとっても、「何を（手段）、どのようにすればよいのか

（方法）」がわかりやすく、段階的で効果的な指導法・練習法を

提案・検討していきたいと考えます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

図．技術練習における技能習得までの流れ 
 

新しく技能を習得しようとする場合，全体の構造からポイントと

なる要素を取り出し，練習手段となる補助運動等を適切に選

択・創造・配列し，部分から全体へとつなげ一連の運動として形

成させていく必要がある。 

 提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

ラグビーフットボールの普及・育成 

 

氏氏名名：：      兼兼村村  裕裕介介／／KKAANNEEMMUURRAA  YYuussuukkee  EE--mmaaiill：：  kkaanneemmuurraa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  修修士士（（障障害害科科学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本ススポポーーツツ学学会会，，日日本本ララググビビーー学学会会  

研研究究分分野野：：  ススポポーーツツ科科学学  

キキーーワワーードド：：  ララググビビーーフフッットトボボーールル，，タタググララググビビーー，，普普及及・・育育成成，，ココーーチチンンググ  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・ララググビビーーフフッットトボボーールルののチチーームム強強化化をを目目的的ととししたたココーーチチンンググ方方法法    

・・ララググビビーーフフッットトボボーールルのの普普及及・・育育成成をを目目的的ととししたたココーーチチンンググ方方法法    

・・タタググララググビビーーののココーーチチンンググ方方法法  

 
研研究究内内容容：：    

  

研研究究課課題題  

・・タタググララググビビーーのの普普及及ににつついいてて  

・・ララググビビーーフフッットトボボーールルのの普普及及・・育育成成ににつついいてて  

・・部部活活動動にによよるる人人間間力力向向上上のの効効果果ににつついいてて  

  

研研究究シシーーズズ  

前前職職ととししてて，，社社会会人人実実業業団団ののララググビビーーフフッットトボボーールル選選手手ととししてて活活動動をを行行っってておおりり，，ジジャャパパンンララググビビーートトッッププリリーーググへへのの出出

場場経経験験ももあありりまますす。。ままたた，，1133人人制制ララググビビーー競競技技ののララググビビーーリリーーググ日日本本代代表表ととししててのの活活動動もも行行っっててききままししたた。。そそのの活活動動のの経経

験験かかららララググビビーーフフッットトボボーールルのの普普及及・・育育成成，，強強化化をを研研究究のの主主眼眼ととししてておおりりまますす。。  

  

普普及及・・育育成成ににつついいててはは，，小小学学生生ララググビビーー，，タタググララググビビーーをを普普及及ささせせるる目目的的をを主主眼眼にに研研究究をを行行っってていいまますす。。仙仙台台市市主主催催

ののタタググララググビビーー教教室室のの講講師師，，公公開開講講座座「「小小学学生生親親子子向向けけタタググララググビビーー教教室室」」のの実実施施，，児児童童館館ににおおいいててののタタググララググビビーー教教

室室ななどどをを行行っってておおりりまますす。。小小学学生生にに馴馴染染みみのの無無いいララググビビーーとといいううススポポーーツツををどどののよよううにに浸浸透透ささせせるるかかをを検検討討ししてていいまますす。。

ままたた，，女女子子ララググビビーー選選手手のの育育成成等等もも行行っってておおりりまますす。。  

  

強強化化ににつついいててはは，，高高校校，，高高専専，，大大学学，，社社会会人人ララググビビーーチチーームムへへののココーーチチンンググ方方法法等等のの研研究究をを行行っってておおりりまますす。。本本校校広広瀬瀬

キキャャンンパパススララググビビーー部部のの監監督督ととししててチチーームムにに携携わわりり，，ココーーチチンンググ方方法法ににつついいてて研研究究をを行行っってていいまますす。。ままたた，，７７人人制制宮宮城城県県

選選抜抜チチーームム（（高高校校））ののココーーチチ，，宮宮城城県県選選抜抜（（社社会会人人））ココーーチチ，，宮宮城城県県女女子子ララググビビーーチチーームムととししてて各各チチーームムのの強強化化にに携携わわっっ

てておおりりまますす。。  

  

そそれれららララググビビーーななどどののススポポーーツツ活活動動をを通通じじてて，，本本校校学学生生おおよよびび青青少少年年ののココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力向向上上，，人人間間力力向向上上にに

寄寄与与すするるここととがが研研究究成成果果のの最最終終的的なな目目標標ととななっってておおりりまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

技能習得・動作改善のためのトレーニング法の開発 

 

氏氏名名：：      東東畑畑  陽陽介介／／TTOOHHAATTAA  YYoossuukkee  EE--mmaaiill：：  ttoohhaattaa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  助助教教  学学位位：：  修修士士（（体体育育学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
日日本本体体育育・・ススポポーーツツ・・健健康康学学会会，，日日本本ココーーチチンンググ学学会会，，  

日日本本ススポポーーツツパパフフォォーーママンンスス学学会会，，日日本本ススポポーーツツ運運動動学学会会  

研研究究分分野野：：  ススポポーーツツ科科学学  

キキーーワワーードド：：  ココーーチチンンググ学学，，トトレレーーニニンンググ学学，，陸陸上上競競技技論論  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・  陸陸上上競競技技（（主主ととししてて跳跳躍躍種種目目））ののトトレレーーニニンンググ指指導導  

・・  各各種種ススポポーーツツ・・運運動動ののトトレレーーニニンンググ手手段段・・方方法法のの提提案案・・実実践践指指導導  

 
研研究究内内容容：：  陸陸上上競競技技ににおおけけるる新新たたなな練練習習法法ややトトレレーーニニンンググスステテッッププのの考考案案  
    
研研究究課課題題  
 

●●運運動動技技能能のの習習得得・・改改善善方方法法  

スポーツの実践現場における運動技能の習得や動作の改

善の際の契機となる、トレーニング手段やトレーニング方法に

関心を寄せています。具体的には，陸上競技（主に跳躍種目）

を題材として、複雑に絡み合うパフォーマンスの構成要素間の

関連性や手段の実施順序、転移問題といった観点に着目し、

パフォーマンス向上に至るまでのトレーニング効果の検討を行

っています。 
 

●●動動作作ののメメカカニニズズムム  

また、スポーツ運動における運動技能の習得や発達による

人間の動きの変化や違いを客観的に捉えるため、バイオメカ

ニクス的手法を用いて、トレーニング手段の動作的要因を明ら

かにするといった研究も行い、新たな練習法考案に繋げてい

きます。 

 

今今後後のの展展望望  

体育授業場面や部活動場面など、初心者や運動がうまくで

きない人にとっても、「何を（手段）、どのようにすればよいのか

（方法）」がわかりやすく、段階的で効果的な指導法・練習法を

提案・検討していきたいと考えます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

図．技術練習における技能習得までの流れ 
 

新しく技能を習得しようとする場合，全体の構造からポイントと

なる要素を取り出し，練習手段となる補助運動等を適切に選

択・創造・配列し，部分から全体へとつなげ一連の運動として形

成させていく必要がある。 

 提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

ラグビーフットボールの普及・育成 

 

氏氏名名：：      兼兼村村  裕裕介介／／KKAANNEEMMUURRAA  YYuussuukkee  EE--mmaaiill：：  kkaanneemmuurraa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  修修士士（（障障害害科科学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本ススポポーーツツ学学会会，，日日本本ララググビビーー学学会会  

研研究究分分野野：：  ススポポーーツツ科科学学  

キキーーワワーードド：：  ララググビビーーフフッットトボボーールル，，タタググララググビビーー，，普普及及・・育育成成，，ココーーチチンンググ  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・ララググビビーーフフッットトボボーールルののチチーームム強強化化をを目目的的ととししたたココーーチチンンググ方方法法    

・・ララググビビーーフフッットトボボーールルのの普普及及・・育育成成をを目目的的ととししたたココーーチチンンググ方方法法    

・・タタググララググビビーーののココーーチチンンググ方方法法  

 
研研究究内内容容：：    

  

研研究究課課題題  

・・タタググララググビビーーのの普普及及ににつついいてて  

・・ララググビビーーフフッットトボボーールルのの普普及及・・育育成成ににつついいてて  

・・部部活活動動にによよるる人人間間力力向向上上のの効効果果ににつついいてて  

  

研研究究シシーーズズ  

前前職職ととししてて，，社社会会人人実実業業団団ののララググビビーーフフッットトボボーールル選選手手ととししてて活活動動をを行行っってておおりり，，ジジャャパパンンララググビビーートトッッププリリーーググへへのの出出

場場経経験験ももあありりまますす。。ままたた，，1133人人制制ララググビビーー競競技技ののララググビビーーリリーーググ日日本本代代表表ととししててのの活活動動もも行行っっててききままししたた。。そそのの活活動動のの経経

験験かかららララググビビーーフフッットトボボーールルのの普普及及・・育育成成，，強強化化をを研研究究のの主主眼眼ととししてておおりりまますす。。  

  

普普及及・・育育成成ににつついいててはは，，小小学学生生ララググビビーー，，タタググララググビビーーをを普普及及ささせせるる目目的的をを主主眼眼にに研研究究をを行行っってていいまますす。。仙仙台台市市主主催催

ののタタググララググビビーー教教室室のの講講師師，，公公開開講講座座「「小小学学生生親親子子向向けけタタググララググビビーー教教室室」」のの実実施施，，児児童童館館ににおおいいててののタタググララググビビーー教教

室室ななどどをを行行っってておおりりまますす。。小小学学生生にに馴馴染染みみのの無無いいララググビビーーとといいううススポポーーツツををどどののよよううにに浸浸透透ささせせるるかかをを検検討討ししてていいまますす。。

ままたた，，女女子子ララググビビーー選選手手のの育育成成等等もも行行っってておおりりまますす。。  

  

強強化化ににつついいててはは，，高高校校，，高高専専，，大大学学，，社社会会人人ララググビビーーチチーームムへへののココーーチチンンググ方方法法等等のの研研究究をを行行っってておおりりまますす。。本本校校広広瀬瀬

キキャャンンパパススララググビビーー部部のの監監督督ととししててチチーームムにに携携わわりり，，ココーーチチンンググ方方法法ににつついいてて研研究究をを行行っってていいまますす。。ままたた，，７７人人制制宮宮城城県県

選選抜抜チチーームム（（高高校校））ののココーーチチ，，宮宮城城県県選選抜抜（（社社会会人人））ココーーチチ，，宮宮城城県県女女子子ララググビビーーチチーームムととししてて各各チチーームムのの強強化化にに携携わわっっ

てておおりりまますす。。  

  

そそれれららララググビビーーななどどののススポポーーツツ活活動動をを通通じじてて，，本本校校学学生生おおよよびび青青少少年年ののココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力向向上上，，人人間間力力向向上上にに

寄寄与与すするるここととがが研研究究成成果果のの最最終終的的なな目目標標ととななっってておおりりまますす。。  
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

技能習得・動作改善のためのトレーニング法の開発 

 

氏氏名名：：      東東畑畑  陽陽介介／／TTOOHHAATTAA  YYoossuukkee  EE--mmaaiill：：  ttoohhaattaa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  助助教教  学学位位：：  修修士士（（体体育育学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
日日本本体体育育・・ススポポーーツツ・・健健康康学学会会，，日日本本ココーーチチンンググ学学会会，，  

日日本本ススポポーーツツパパフフォォーーママンンスス学学会会，，日日本本ススポポーーツツ運運動動学学会会  

研研究究分分野野：：  ススポポーーツツ科科学学  

キキーーワワーードド：：  ココーーチチンンググ学学，，トトレレーーニニンンググ学学，，陸陸上上競競技技論論  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・  陸陸上上競競技技（（主主ととししてて跳跳躍躍種種目目））ののトトレレーーニニンンググ指指導導  

・・  各各種種ススポポーーツツ・・運運動動ののトトレレーーニニンンググ手手段段・・方方法法のの提提案案・・実実践践指指導導  

 
研研究究内内容容：：  陸陸上上競競技技ににおおけけるる新新たたなな練練習習法法ややトトレレーーニニンンググスステテッッププのの考考案案  
    
研研究究課課題題  
 

●●運運動動技技能能のの習習得得・・改改善善方方法法  

スポーツの実践現場における運動技能の習得や動作の改

善の際の契機となる、トレーニング手段やトレーニング方法に

関心を寄せています。具体的には，陸上競技（主に跳躍種目）

を題材として、複雑に絡み合うパフォーマンスの構成要素間の

関連性や手段の実施順序、転移問題といった観点に着目し、

パフォーマンス向上に至るまでのトレーニング効果の検討を行

っています。 
 

●●動動作作ののメメカカニニズズムム  

また、スポーツ運動における運動技能の習得や発達による

人間の動きの変化や違いを客観的に捉えるため、バイオメカ

ニクス的手法を用いて、トレーニング手段の動作的要因を明ら

かにするといった研究も行い、新たな練習法考案に繋げてい

きます。 

 

今今後後のの展展望望  

体育授業場面や部活動場面など、初心者や運動がうまくで

きない人にとっても、「何を（手段）、どのようにすればよいのか

（方法）」がわかりやすく、段階的で効果的な指導法・練習法を

提案・検討していきたいと考えます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

図．技術練習における技能習得までの流れ 
 

新しく技能を習得しようとする場合，全体の構造からポイントと

なる要素を取り出し，練習手段となる補助運動等を適切に選

択・創造・配列し，部分から全体へとつなげ一連の運動として形

成させていく必要がある。 

 提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

ラグビーフットボールの普及・育成 
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職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  修修士士（（障障害害科科学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本ススポポーーツツ学学会会，，日日本本ララググビビーー学学会会  

研研究究分分野野：：  ススポポーーツツ科科学学  

キキーーワワーードド：：  ララググビビーーフフッットトボボーールル，，タタググララググビビーー，，普普及及・・育育成成，，ココーーチチンンググ  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・ララググビビーーフフッットトボボーールルののチチーームム強強化化をを目目的的ととししたたココーーチチンンググ方方法法    

・・ララググビビーーフフッットトボボーールルのの普普及及・・育育成成をを目目的的ととししたたココーーチチンンググ方方法法    

・・タタググララググビビーーののココーーチチンンググ方方法法  

 
研研究究内内容容：：    

  

研研究究課課題題  

・・タタググララググビビーーのの普普及及ににつついいてて  

・・ララググビビーーフフッットトボボーールルのの普普及及・・育育成成ににつついいてて  

・・部部活活動動にによよるる人人間間力力向向上上のの効効果果ににつついいてて  

  

研研究究シシーーズズ  

前前職職ととししてて，，社社会会人人実実業業団団ののララググビビーーフフッットトボボーールル選選手手ととししてて活活動動をを行行っってておおりり，，ジジャャパパンンララググビビーートトッッププリリーーググへへのの出出

場場経経験験ももあありりまますす。。ままたた，，1133人人制制ララググビビーー競競技技ののララググビビーーリリーーググ日日本本代代表表ととししててのの活活動動もも行行っっててききままししたた。。そそのの活活動動のの経経

験験かかららララググビビーーフフッットトボボーールルのの普普及及・・育育成成，，強強化化をを研研究究のの主主眼眼ととししてておおりりまますす。。  

  

普普及及・・育育成成ににつついいててはは，，小小学学生生ララググビビーー，，タタググララググビビーーをを普普及及ささせせるる目目的的をを主主眼眼にに研研究究をを行行っってていいまますす。。仙仙台台市市主主催催

ののタタググララググビビーー教教室室のの講講師師，，公公開開講講座座「「小小学学生生親親子子向向けけタタググララググビビーー教教室室」」のの実実施施，，児児童童館館ににおおいいててののタタググララググビビーー教教

室室ななどどをを行行っってておおりりまますす。。小小学学生生にに馴馴染染みみのの無無いいララググビビーーとといいううススポポーーツツををどどののよよううにに浸浸透透ささせせるるかかをを検検討討ししてていいまますす。。

ままたた，，女女子子ララググビビーー選選手手のの育育成成等等もも行行っってておおりりまますす。。  

  

強強化化ににつついいててはは，，高高校校，，高高専専，，大大学学，，社社会会人人ララググビビーーチチーームムへへののココーーチチンンググ方方法法等等のの研研究究をを行行っってておおりりまますす。。本本校校広広瀬瀬

キキャャンンパパススララググビビーー部部のの監監督督ととししててチチーームムにに携携わわりり，，ココーーチチンンググ方方法法ににつついいてて研研究究をを行行っってていいまますす。。ままたた，，７７人人制制宮宮城城県県

選選抜抜チチーームム（（高高校校））ののココーーチチ，，宮宮城城県県選選抜抜（（社社会会人人））ココーーチチ，，宮宮城城県県女女子子ララググビビーーチチーームムととししてて各各チチーームムのの強強化化にに携携わわっっ

てておおりりまますす。。  

  

そそれれららララググビビーーななどどののススポポーーツツ活活動動をを通通じじてて，，本本校校学学生生おおよよびび青青少少年年ののココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力向向上上，，人人間間力力向向上上にに

寄寄与与すするるここととがが研研究究成成果果のの最最終終的的なな目目標標ととななっってておおりりまますす。。  
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技技術術相相談談  
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・・  陸陸上上競競技技（（主主ととししてて跳跳躍躍種種目目））ののトトレレーーニニンンググ指指導導  

・・  各各種種ススポポーーツツ・・運運動動ののトトレレーーニニンンググ手手段段・・方方法法のの提提案案・・実実践践指指導導  

 
研研究究内内容容：：  陸陸上上競競技技ににおおけけるる新新たたなな練練習習法法ややトトレレーーニニンンググスステテッッププのの考考案案  
    
研研究究課課題題  
 

●●運運動動技技能能のの習習得得・・改改善善方方法法  

スポーツの実践現場における運動技能の習得や動作の改

善の際の契機となる、トレーニング手段やトレーニング方法に

関心を寄せています。具体的には，陸上競技（主に跳躍種目）

を題材として、複雑に絡み合うパフォーマンスの構成要素間の

関連性や手段の実施順序、転移問題といった観点に着目し、

パフォーマンス向上に至るまでのトレーニング効果の検討を行

っています。 
 

●●動動作作ののメメカカニニズズムム  

また、スポーツ運動における運動技能の習得や発達による

人間の動きの変化や違いを客観的に捉えるため、バイオメカ

ニクス的手法を用いて、トレーニング手段の動作的要因を明ら

かにするといった研究も行い、新たな練習法考案に繋げてい

きます。 

 

今今後後のの展展望望  

体育授業場面や部活動場面など、初心者や運動がうまくで

きない人にとっても、「何を（手段）、どのようにすればよいのか

（方法）」がわかりやすく、段階的で効果的な指導法・練習法を

提案・検討していきたいと考えます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

図．技術練習における技能習得までの流れ 
 

新しく技能を習得しようとする場合，全体の構造からポイントと

なる要素を取り出し，練習手段となる補助運動等を適切に選

択・創造・配列し，部分から全体へとつなげ一連の運動として形

成させていく必要がある。 
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・・ララググビビーーフフッットトボボーールルののチチーームム強強化化をを目目的的ととししたたココーーチチンンググ方方法法    

・・ララググビビーーフフッットトボボーールルのの普普及及・・育育成成をを目目的的ととししたたココーーチチンンググ方方法法    

・・タタググララググビビーーののココーーチチンンググ方方法法  

 
研研究究内内容容：：    

  

研研究究課課題題  

・・タタググララググビビーーのの普普及及ににつついいてて  

・・ララググビビーーフフッットトボボーールルのの普普及及・・育育成成ににつついいてて  

・・部部活活動動にによよるる人人間間力力向向上上のの効効果果ににつついいてて  

  

研研究究シシーーズズ  

前前職職ととししてて，，社社会会人人実実業業団団ののララググビビーーフフッットトボボーールル選選手手ととししてて活活動動をを行行っってておおりり，，ジジャャパパンンララググビビーートトッッププリリーーググへへのの出出

場場経経験験ももあありりまますす。。ままたた，，1133人人制制ララググビビーー競競技技ののララググビビーーリリーーググ日日本本代代表表ととししててのの活活動動もも行行っっててききままししたた。。そそのの活活動動のの経経

験験かかららララググビビーーフフッットトボボーールルのの普普及及・・育育成成，，強強化化をを研研究究のの主主眼眼ととししてておおりりまますす。。  

  

普普及及・・育育成成ににつついいててはは，，小小学学生生ララググビビーー，，タタググララググビビーーをを普普及及ささせせるる目目的的をを主主眼眼にに研研究究をを行行っってていいまますす。。仙仙台台市市主主催催

ののタタググララググビビーー教教室室のの講講師師，，公公開開講講座座「「小小学学生生親親子子向向けけタタググララググビビーー教教室室」」のの実実施施，，児児童童館館ににおおいいててののタタググララググビビーー教教

室室ななどどをを行行っってておおりりまますす。。小小学学生生にに馴馴染染みみのの無無いいララググビビーーとといいううススポポーーツツををどどののよよううにに浸浸透透ささせせるるかかをを検検討討ししてていいまますす。。

ままたた，，女女子子ララググビビーー選選手手のの育育成成等等もも行行っってておおりりまますす。。  

  

強強化化ににつついいててはは，，高高校校，，高高専専，，大大学学，，社社会会人人ララググビビーーチチーームムへへののココーーチチンンググ方方法法等等のの研研究究をを行行っってておおりりまますす。。本本校校広広瀬瀬

キキャャンンパパススララググビビーー部部のの監監督督ととししててチチーームムにに携携わわりり，，ココーーチチンンググ方方法法ににつついいてて研研究究をを行行っってていいまますす。。ままたた，，７７人人制制宮宮城城県県

選選抜抜チチーームム（（高高校校））ののココーーチチ，，宮宮城城県県選選抜抜（（社社会会人人））ココーーチチ，，宮宮城城県県女女子子ララググビビーーチチーームムととししてて各各チチーームムのの強強化化にに携携わわっっ

てておおりりまますす。。  

  

そそれれららララググビビーーななどどののススポポーーツツ活活動動をを通通じじてて，，本本校校学学生生おおよよびび青青少少年年ののココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力向向上上，，人人間間力力向向上上にに

寄寄与与すするるここととがが研研究究成成果果のの最最終終的的なな目目標標ととななっってておおりりまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

保健体育授業における社会的スキルの向上 

 

氏氏名名：：      古古内内  孝孝明明／／FFUURRUUUUCCHHII  TTaakkaaaakkii  EE--mmaaiill：：  ffuurruuuucchhii@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  助助教教  学学位位：：  修修士士（（体体育育学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本体体育育・・ススポポーーツツ・・健健康康学学会会，，日日本本ススポポーーツツ教教育育学学会会  

研研究究分分野野：：  ススポポーーツツ科科学学，，体体育育，，健健康康科科学学分分野野  

キキーーワワーードド：：  身身体体教教育育，，学学校校体体育育，，武武道道論論  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・協協同同学学習習授授業業をを用用いいたた保保健健体体育育授授業業のの提提案案  

・・保保健健体体育育授授業業のの分分析析・・評評価価  

・・柔柔道道ココーーチチンンググ  

 
研研究究内内容容：：    

  

（（11））保保健健体体育育授授業業ににおおけけるる協協同同学学習習のの効効果果  

 

協同学習モデルは，身体的，社会的，認知的，情動的な領域に            表 1. 協同学習の構成要素 

効果をもたらすことができる学習指導モデルである。 

協同学習モデルでは，5 つの重要な構成要素がある（表 1）。 

 

とりわけ，協同学習モデルを適用した保健体育授業において， 

身体的，社会的領域に与える効果を明らかにすることを            

目的に研究している。 

 

具体的には，以下の点を研究している。 

（1） 授業受講者のアンケートの回答をもとにした単元の作成 

（2） 協同学習モデルを適用した保健体育授業における役割の受容過程 

（3） 保健体育授業における身体的，社会的領域の向上 

（4） 発達段階に応じた協同学習モデルの適用方法 

 

 

（（22））新新たたなな柔柔道道授授業業のの確確立立  

 

柔道授業では，グループ学習内で受講者が iPad を活用して取り組んでいる。 

グループは，柔道経験の有無等を考慮し，作成する。 

グループのメンバーと動画で動きを確認する等，コミュニケーションを取ることで技能が向上する。 

また，お互いにコミュニケーションを取り，協力することで社会性の向上も期待される。 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

保健体育授業における社会的スキルの向上 

 

氏氏名名：：      古古内内  孝孝明明／／FFUURRUUUUCCHHII  TTaakkaaaakkii  EE--mmaaiill：：  ffuurruuuucchhii@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  助助教教  学学位位：：  修修士士（（体体育育学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本体体育育・・ススポポーーツツ・・健健康康学学会会，，日日本本ススポポーーツツ教教育育学学会会  

研研究究分分野野：：  ススポポーーツツ科科学学，，体体育育，，健健康康科科学学分分野野  

キキーーワワーードド：：  身身体体教教育育，，学学校校体体育育，，武武道道論論  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・協協同同学学習習授授業業をを用用いいたた保保健健体体育育授授業業のの提提案案  

・・保保健健体体育育授授業業のの分分析析・・評評価価  

・・柔柔道道ココーーチチンンググ  

 
研研究究内内容容：：    

  

（（11））保保健健体体育育授授業業ににおおけけるる協協同同学学習習のの効効果果  

 

協同学習モデルは，身体的，社会的，認知的，情動的な領域に            表 1. 協同学習の構成要素 

効果をもたらすことができる学習指導モデルである。 

協同学習モデルでは，5 つの重要な構成要素がある（表 1）。 

 

とりわけ，協同学習モデルを適用した保健体育授業において， 

身体的，社会的領域に与える効果を明らかにすることを            

目的に研究している。 

 

具体的には，以下の点を研究している。 

（1） 授業受講者のアンケートの回答をもとにした単元の作成 

（2） 協同学習モデルを適用した保健体育授業における役割の受容過程 

（3） 保健体育授業における身体的，社会的領域の向上 

（4） 発達段階に応じた協同学習モデルの適用方法 

 

 

（（22））新新たたなな柔柔道道授授業業のの確確立立  

 

柔道授業では，グループ学習内で受講者が iPad を活用して取り組んでいる。 

グループは，柔道経験の有無等を考慮し，作成する。 

グループのメンバーと動画で動きを確認する等，コミュニケーションを取ることで技能が向上する。 

また，お互いにコミュニケーションを取り，協力することで社会性の向上も期待される。 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

そ
の
他

（
ス
ポ
ー
ツ
科
学
）

そ
の
他

－　56　－



, , ,  
. ,  1 + 1  

(   ) .  xy 
 x^2 ,  ( ) ,  2a = 2b 

 a = b  . 

On trivialization of discriminant a algebras of hyperbolic quadratic modules (Beiträge zur Algebra und 
Geometrie,Volume 54 (2013), 347-362); 
On the theory of Pfaffians based on exponential maps in exterior algebras (Linear Algebra  and  its 

Applications,    Volume 434 (2011), 1094-1106); 
On subgroups of Clifford groups defined by Jordan pairs of rectangular  matrices (Journal of the 

Australian Mathematical Society, volume 89 (2010), 215—242); 
An explicit formula for Cayley—Lipschitz transformations (Journal of the Indian Mathematical 

Society,Volume 77 (2010), 67—76). 
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：算額の発掘保存と分野横断的研究に向けた

オープンマップデータベースの提案と構築  

 

氏氏名名：：      谷谷垣垣  美美保保／／TTAANNIIGGAAKKII  MMiihhoo  EE--mmaaiill：：  ttaanniiggaakkii@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（理理学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本数数学学会会  

研研究究分分野野：：  解解析析学学,,応応用用数数学学  

キキーーワワーードド：：  和和算算，，算算額額  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・大大学学のの教教養養程程度度のの数数学学  

・・和和算算資資料料のの解解読読  

・・文文化化財財のの赤赤外外線線撮撮影影  

 
研研究究内内容容：：    

■ 研研究究概概要要  

算額とは，数学の問題と答を記載して神社仏閣に奉納した絵馬のことです。彩色された図形問題が多く，難しい問題

が解けたことを神仏に感謝し，他にも伝えたいとの思いで，人の集まる神社仏閣で発表されたと言われます。算額奉納

は，江戸時代中期から始まった，世界に例を見ない日本独自の知的文化です。問題は，基本的なものから高度なもの

まで幅広く，特に幕末期以降は西洋数学の影響もあって難問が多く見られます。歴史的かつ学術的に貴重であるにも

関わらず，その価値が認識されず処分されることが多く，処分を免れても屋外で風雨に晒され劣化が激しく，年々判読

できなくなっているのが現状です。加えて，近年は災害による消失も著しく，現存算額の把握と保存が急務です。 

また和算に関連する研究の目的は様々です。歴史的な側面に興味を持つ人もいれば，高度な問題を解くことに挑む

人もいます。学校の教材としても適しているため，授業に取り入れた報告も増えています。研究・教育機関に属する人だ

けでなく，趣味として楽しむ人が多いことも和算の特徴です。そのため，素晴しい内容の本であっても僅かな部数だけ印

刷されて関係者にのみ配布されるので，部外者は文献の存在にすらなかなか気づくことができません。 

  本研究では，全国の現存算額について新しい調査結果を収集し，そのデータをマップの形に落とし込み，誰でも編集

できる形で公開することを目指しています。全国に 1,000 面弱あると見られる 

算額について，算額の消失・発見，新たな研究報告など，日々変化する情報 

を個人ですべて把握して更新し続けることは不可能なので，研究者・愛好者 

に情報を修正・追加してもらい，データベースとしての充実を図ります。マップ 

形式なので，流派や出題の地域性など地理的な特徴を一目で把握しやすく， 

現地調査の際にも役に立ちます。この取り組みを通して，一般の人の算額に 

対する価値意識を高め，現存算額の廃棄を防ぎ，さらに市井に埋もれている 

算額を発掘できないかと考えております。また網羅的なデータベースとして， 

先行研究の検索が効率的に行える環境を整え，和算が専門でない教員にも 

教材開発に利用してもらい，歴史や数学といった分野の垣根を越えた研究の 

活性化につながることを期待しております。 

  

■■  講講演演                                                                                          

「「算算額額ののオオーーププンンママッッププデデーータタベベーーススのの提提案案」」谷垣・徳竹・北島 （第 18 回全国和算研究大会秋田大会，2022 年 11 月）  

「「宮宮城城県県のの算算額額調調査査」」谷垣・徳竹  （令和 4 年度岩手県和算研究会第 1 回研修会，2022 年 6 月） 

「「算算額額のの発発掘掘保保存存とと分分野野横横断断的的研研究究」」  （東北大学理学萩友会同窓会 コネクト・リガク，2021 年 11 月）  

「「大大和和町町舞舞野野観観音音堂堂奉奉納納算算額額のの第第 1144 問問ににつついいてて」」  （第 28 回東北地区和算研究交流会，2019 年 10 月）  

■■  論論文文  

「「22002211 年年度度のの算算額額調調査査」」  徳竹・谷垣  （仙台高専名取キャンパス研究紀要 第 58 号，2022 年）  

「「小小原原温温泉泉薬薬師師堂堂奉奉納納算算額額第第一一問問をを算算法法天天生生法法指指南南のの方方法法でで解解くく」」  （山形県和算研究会会誌 第 35 号，2022 年）  

「「宮宮城城県県白白石石市市小小原原地地区区のの算算額額調調査査」」  徳竹・谷垣  （仙台高専名取キャンパス研究紀要 第 57 号，2021 年）  

「「舞舞野野正正観観音音堂堂奉奉納納算算額額のの調調査査」」  谷垣・徳竹  （仙台高専名取キャンパス研究紀要 第 56 号，2020 年） 

  

  

  

  

算算額額デデーータタベベーースス

本本研研究究がが目目指指すす環環境境

初初学学者者
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On trivialization of discriminant a algebras of hyperbolic quadratic modules (Beiträge zur Algebra und 
Geometrie,Volume 54 (2013), 347-362); 
On the theory of Pfaffians based on exponential maps in exterior algebras (Linear Algebra  and  its 

Applications,    Volume 434 (2011), 1094-1106); 
On subgroups of Clifford groups defined by Jordan pairs of rectangular  matrices (Journal of the 

Australian Mathematical Society, volume 89 (2010), 215—242); 
An explicit formula for Cayley—Lipschitz transformations (Journal of the Indian Mathematical 

Society,Volume 77 (2010), 67—76). 
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 
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氏氏名名：：      谷谷垣垣  美美保保／／TTAANNIIGGAAKKII  MMiihhoo  EE--mmaaiill：：  ttaanniiggaakkii@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（理理学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本数数学学会会  

研研究究分分野野：：  解解析析学学,,応応用用数数学学  

キキーーワワーードド：：  和和算算，，算算額額  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・大大学学のの教教養養程程度度のの数数学学  

・・和和算算資資料料のの解解読読  

・・文文化化財財のの赤赤外外線線撮撮影影  

 
研研究究内内容容：：    

■ 研研究究概概要要  

算額とは，数学の問題と答を記載して神社仏閣に奉納した絵馬のことです。彩色された図形問題が多く，難しい問題

が解けたことを神仏に感謝し，他にも伝えたいとの思いで，人の集まる神社仏閣で発表されたと言われます。算額奉納

は，江戸時代中期から始まった，世界に例を見ない日本独自の知的文化です。問題は，基本的なものから高度なもの

まで幅広く，特に幕末期以降は西洋数学の影響もあって難問が多く見られます。歴史的かつ学術的に貴重であるにも

関わらず，その価値が認識されず処分されることが多く，処分を免れても屋外で風雨に晒され劣化が激しく，年々判読

できなくなっているのが現状です。加えて，近年は災害による消失も著しく，現存算額の把握と保存が急務です。 

また和算に関連する研究の目的は様々です。歴史的な側面に興味を持つ人もいれば，高度な問題を解くことに挑む

人もいます。学校の教材としても適しているため，授業に取り入れた報告も増えています。研究・教育機関に属する人だ

けでなく，趣味として楽しむ人が多いことも和算の特徴です。そのため，素晴しい内容の本であっても僅かな部数だけ印

刷されて関係者にのみ配布されるので，部外者は文献の存在にすらなかなか気づくことができません。 

  本研究では，全国の現存算額について新しい調査結果を収集し，そのデータをマップの形に落とし込み，誰でも編集

できる形で公開することを目指しています。全国に 1,000 面弱あると見られる 

算額について，算額の消失・発見，新たな研究報告など，日々変化する情報 

を個人ですべて把握して更新し続けることは不可能なので，研究者・愛好者 

に情報を修正・追加してもらい，データベースとしての充実を図ります。マップ 

形式なので，流派や出題の地域性など地理的な特徴を一目で把握しやすく， 

現地調査の際にも役に立ちます。この取り組みを通して，一般の人の算額に 

対する価値意識を高め，現存算額の廃棄を防ぎ，さらに市井に埋もれている 

算額を発掘できないかと考えております。また網羅的なデータベースとして， 

先行研究の検索が効率的に行える環境を整え，和算が専門でない教員にも 
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キキーーワワーードド：：  ププララズズママ物物理理，，微微粒粒子子ププララズズママ，，粒粒子子シシミミュュレレーーシショョンン  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・動動力力学学粒粒子子シシミミュュレレーーシショョンンをを用用いいたた粒粒子子のの挙挙動動予予測測  

・・帯帯電電微微粒粒子子群群のの構構造造解解析析  

  

 
研研究究内内容容：：  ププララズズママ中中のの微微粒粒子子群群のの構構造造形形成成にに関関すするる挙挙動動シシミミュュレレーーシショョンンとと理理論論解解析析  

  

  半半導導体体やや薄薄膜膜のの生生成成時時にに使使用用さされれてていいるるププロロセセススププララズズママ内内のの底底ののほほううにに、、ママイイククロロササイイズズ程程度度のの微微粒粒子子ががダダ

スストトととししてて群群れれをを成成すすよよううにに存存在在ししてていいたた。。そそししてて、、そそれれをを取取りり除除くくここととがが半半導導体体やや薄薄膜膜のの性性質質向向上上のの一一因因ととななるるたた

めめ、、ププララズズママ中中のの微微粒粒子子ににつついいててのの研研究究にに注注目目がが集集ままっったた。。結結果果ととししててそそのの微微粒粒子子はは、、ププララズズママ内内にに混混入入すするるこことと

でで負負にに帯帯電電しし、、ププララズズママをを閉閉じじ込込めめるる静静電電ポポテテンンシシャャルルにに反反発発すするるここととでで、、重重力力とと釣釣りり合合うう位位置置でで浮浮遊遊ししてていいたたこことと

がが判判明明ししたた。。  

ままたた、、ププロロセセススププララズズママだだけけででななくく宇宇宙宙ププララズズママやや核核融融合合ププララズズママ等等のの各各分分野野ににおおいいててもも微微粒粒子子にに相相当当すするるもものの

がが存存在在すするるたためめ、、微微粒粒子子ププララズズママ（（ままたたははダダスストトププララズズママ））はは一一つつのの分分野野ににままででななっってていいっったた。。条条件件次次第第でではは、、ププララ

ズズママ中中のの微微粒粒子子群群がが結結晶晶構構造造をを形形成成ししてていいたたここととももあありり、、物物質質のの状状態態変変化化のの過過程程をを可可視視化化すするるここととががででききたた。。そそ

ここでで本本研研究究でではは数数値値シシミミュュレレーーシショョンンをを用用いいるるここととにによよりり、、帯帯電電微微粒粒子子群群のの構構造造形形成成すするる際際のの挙挙動動をを再再現現しし、、ままたた

形形成成ししたた構構造造をを理理論論的的にに解解析析すするるここととでで、、実実験験ににおおけけるる微微粒粒子子群群のの内内部部構構造造をを予予測測しし、、実実験験条条件件のの選選定定にに役役立立

ててるるここととをを目目指指ししてていいるる。。  

  ささららにに実実験験室室でではは実実現現がが困困難難だだっったたりり、、金金銭銭的的にに回回数数がが制制限限さされれたたりりすするる状状況況、、例例ええばば無無重重力力状状態態やや微微粒粒子子数数

をを極極端端にに少少ななくくすするる等等のの条条件件設設定定ををすするるここととでで、、宇宇宙宙ププララズズママ等等のの分分野野ににおおいいててもも応応用用すするるここととがが可可能能ででああるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

図図：：少少数数（（33 かからら 88 個個））かかららななるる帯帯電電微微粒粒子子群群のの、、無無重重力力下下ににおおけけるる構構造造のの数数値値シシミミュュレレーーシショョンン  
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

帯電微粒子群の内部構造の形成予測 

 

氏氏名名：：      山山野野内内  敬敬／／YYAAMMAANNOOUUCCHHII  TTaakkaasshhii  EE--mmaaiill：：  yyaammaannoouucchhii@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  助助教教  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  ププララズズママ・・核核融融合合学学会会  

研研究究分分野野：：  数数理理物物理理，，物物性性基基礎礎  

キキーーワワーードド：：  ププララズズママ物物理理，，微微粒粒子子ププララズズママ，，粒粒子子シシミミュュレレーーシショョンン  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・動動力力学学粒粒子子シシミミュュレレーーシショョンンをを用用いいたた粒粒子子のの挙挙動動予予測測  

・・帯帯電電微微粒粒子子群群のの構構造造解解析析  

  

 
研研究究内内容容：：  ププララズズママ中中のの微微粒粒子子群群のの構構造造形形成成にに関関すするる挙挙動動シシミミュュレレーーシショョンンとと理理論論解解析析  

  

  半半導導体体やや薄薄膜膜のの生生成成時時にに使使用用さされれてていいるるププロロセセススププララズズママ内内のの底底ののほほううにに、、ママイイククロロササイイズズ程程度度のの微微粒粒子子ががダダ

スストトととししてて群群れれをを成成すすよよううにに存存在在ししてていいたた。。そそししてて、、そそれれをを取取りり除除くくここととがが半半導導体体やや薄薄膜膜のの性性質質向向上上のの一一因因ととななるるたた

めめ、、ププララズズママ中中のの微微粒粒子子ににつついいててのの研研究究にに注注目目がが集集ままっったた。。結結果果ととししててそそのの微微粒粒子子はは、、ププララズズママ内内にに混混入入すするるこことと

でで負負にに帯帯電電しし、、ププララズズママをを閉閉じじ込込めめるる静静電電ポポテテンンシシャャルルにに反反発発すするるここととでで、、重重力力とと釣釣りり合合うう位位置置でで浮浮遊遊ししてていいたたこことと

がが判判明明ししたた。。  

ままたた、、ププロロセセススププララズズママだだけけででななくく宇宇宙宙ププララズズママやや核核融融合合ププララズズママ等等のの各各分分野野ににおおいいててもも微微粒粒子子にに相相当当すするるもものの

がが存存在在すするるたためめ、、微微粒粒子子ププララズズママ（（ままたたははダダスストトププララズズママ））はは一一つつのの分分野野ににままででななっってていいっったた。。条条件件次次第第でではは、、ププララ

ズズママ中中のの微微粒粒子子群群がが結結晶晶構構造造をを形形成成ししてていいたたここととももあありり、、物物質質のの状状態態変変化化のの過過程程をを可可視視化化すするるここととががででききたた。。そそ

ここでで本本研研究究でではは数数値値シシミミュュレレーーシショョンンをを用用いいるるここととにによよりり、、帯帯電電微微粒粒子子群群のの構構造造形形成成すするる際際のの挙挙動動をを再再現現しし、、ままたた

形形成成ししたた構構造造をを理理論論的的にに解解析析すするるここととでで、、実実験験ににおおけけるる微微粒粒子子群群のの内内部部構構造造をを予予測測しし、、実実験験条条件件のの選選定定にに役役立立

ててるるここととをを目目指指ししてていいるる。。  

  ささららにに実実験験室室でではは実実現現がが困困難難だだっったたりり、、金金銭銭的的にに回回数数がが制制限限さされれたたりりすするる状状況況、、例例ええばば無無重重力力状状態態やや微微粒粒子子数数

をを極極端端にに少少ななくくすするる等等のの条条件件設設定定ををすするるここととでで、、宇宇宙宙ププララズズママ等等のの分分野野ににおおいいててもも応応用用すするるここととがが可可能能ででああるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

図図：：少少数数（（33 かからら 88 個個））かかららななるる帯帯電電微微粒粒子子群群のの、、無無重重力力下下ににおおけけるる構構造造のの数数値値シシミミュュレレーーシショョンン  
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

力学的な物理現象の予測と評価 

 

氏氏名名：：      奥奥村村  真真彦彦／／OOKKUUMMUURRAA  MMaassaahhiikkoo  EE--mmaaiill：：  
mmaassaahhiikkooookkuummuurraa@@sseennddaaii--

nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  助助教教  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本金金属属学学会会，，日日本本エエネネルルギギーー学学会会，，日日本本機機械械学学会会，，化化学学工工学学会会  

研研究究分分野野：：  材材料料力力学学，，生生産産工工学学，，設設計計工工学学  

キキーーワワーードド：：  応応力力、、連連続続体体力力学学、、熱熱、、物物質質移移動動、、画画像像解解析析  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・物物質質にに発発生生すするるひひずずみみのの測測定定とと応応力力のの評評価価  

・・熱熱・・物物質質移移動動・・応応力力発発現現をを対対象象ととししたたシシミミュュレレーーシショョンン    ・・三三次次元元構構造造のの定定量量的的評評価価                                                          

 
研研究究内内容容：：    

  

  ひずみゲージ等を用いた物物質質のの変変形形のの測測定定，，ままたたそそのの変変形形にに基基づづくく応応力力評評価価を行っております。取り組みの一例とし

て，円筒容器内における粒子の膨張に起因するひずみを測定し，測定結果に基づいて内部の粒子膨張挙動の解明を

試みております。図 1 のように円筒容器にひずみゲージを貼付し，発現するひずみを評価しています。 

 また，種種々々ののモモデデルルをを利利用用ししたたシシミミュュレレーーシショョンンにより，種々の条件下における熱・物質移動および応力の発現挙動を

コンピュータ上で再現しております。図 2 に示すのは，既に述べた粒子膨張によって発現した応力を解析した結果です。

このほか，図 3 に示すように空間内の気流・温度場の解析なども実施しております。 

 円筒容器内における粒子膨張挙動の解析に関連して，粒粒子子充充填填状状態態のの定定量量的的解解析析についても実績があります。図 4

に示したのは，実際の粒子充填層を撮像した三次元像から各粒子を分離した結果です。 

  

  

  

  

  

  

  

            

図図 11                                                              図図 22                                            ..  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

              

図図 33                                                                        図図 44        ..  
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

力学的な物理現象の予測と評価 

 

氏氏名名：：      奥奥村村  真真彦彦／／OOKKUUMMUURRAA  MMaassaahhiikkoo  EE--mmaaiill：：  
mmaassaahhiikkooookkuummuurraa@@sseennddaaii--

nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  助助教教  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本金金属属学学会会，，日日本本エエネネルルギギーー学学会会，，日日本本機機械械学学会会，，化化学学工工学学会会  

研研究究分分野野：：  材材料料力力学学，，生生産産工工学学，，設設計計工工学学  

キキーーワワーードド：：  応応力力、、連連続続体体力力学学、、熱熱、、物物質質移移動動、、画画像像解解析析  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・物物質質にに発発生生すするるひひずずみみのの測測定定とと応応力力のの評評価価  

・・熱熱・・物物質質移移動動・・応応力力発発現現をを対対象象ととししたたシシミミュュレレーーシショョンン    ・・三三次次元元構構造造のの定定量量的的評評価価                                                          

 
研研究究内内容容：：    

  

  ひずみゲージ等を用いた物物質質のの変変形形のの測測定定，，ままたたそそのの変変形形にに基基づづくく応応力力評評価価を行っております。取り組みの一例とし

て，円筒容器内における粒子の膨張に起因するひずみを測定し，測定結果に基づいて内部の粒子膨張挙動の解明を

試みております。図 1 のように円筒容器にひずみゲージを貼付し，発現するひずみを評価しています。 

 また，種種々々ののモモデデルルをを利利用用ししたたシシミミュュレレーーシショョンンにより，種々の条件下における熱・物質移動および応力の発現挙動を

コンピュータ上で再現しております。図 2 に示すのは，既に述べた粒子膨張によって発現した応力を解析した結果です。

このほか，図 3 に示すように空間内の気流・温度場の解析なども実施しております。 

 円筒容器内における粒子膨張挙動の解析に関連して，粒粒子子充充填填状状態態のの定定量量的的解解析析についても実績があります。図 4

に示したのは，実際の粒子充填層を撮像した三次元像から各粒子を分離した結果です。 
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名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

力
学

物
理
学

－　62　－



  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

研研究究課課題題  

英語教科書の研究・開発  

工学英語の指導  

英語統語論の研究 

 

研研究究シシーーズズ  

高専の学生が英語の基礎的な力を身に付けることができるよう，学習の支援に取り組んでいます。工学系の学生が

学びやすい英語教科書や教材の研究・開発を行い，高専・大学の学生をはじめ，社会人英語学習者や高校生，中学生

を対象とする総合教科書・読解教科書・検定試験対策教材などを共著または単著で出版しています。また，技術英語能

力検定（文部科学省後援，旧 工業英語能力検定）の受験を希望する学生を対象に事前指導を実施しています。英語

学の研究（統語論，史的研究）や図書館活用の試みを併せて行っています。 

以下に，近年出版した教科書や論考をお示しします。 

 

[1] 笹島茂，岡﨑久美子他 (2022) CLIL in English: Technology and the Society （『CLIL で学ぶ工学と社会』），南雲堂. 

[2] Okazaki, Kumiko and Yuko Uesugi (2016) ‘A Project to Create a Handbook with a View to Promoting Cross-cultural 

Communication and Understanding,’ The 10th International Symposium on Advances in Technology Education.  

[3] Okazaki, Kumiko (2014) ‘Development and Evaluation of English Teaching Textbooks for Students in Colleges of 

Technology,’ The 8th International Symposium on Advances in Technology Education.  

[4] 岡﨑久美子 (2013) 「高専の学生のための英語教科書開発に関する考察」 『工学教育』 vol. 61 no. 1, 140-146 

（日本工学教育協会）. 

[5] 岡﨑久美子  (2008) 「技術英語教育の現場―宮城工業高等専門学校総合科学系（特集記事）」  JSTC 

NEWSLETTER 第１号，1-6 （日本工業英語協会). 

[6] 岡﨑久美子 (2023) ‘Politeness in the History of English: From the Middle Ages to the Present Day（書評）,’ 『近代

英語研究』 第 39 号（予定） （近代英語協会） 

[7] 岡﨑久美子 (2010) 「英語の冠詞（書評）」 『英文學硏究』 Vol. LXXXVII，145-149 （日本英文學會). 

[8] 岡﨑久美子他 (2021) 「仙台高等専門学校名取キャンパス図書館における電子ブック利用促進の取り組み」 『仙

台高等専門学校名取キャンパス研究紀要』 第 57 号，32-43. 

 

 

 提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

研研究究タタイイトトルル：：  

高専の学生の英語力の向上 

 

氏氏名名：：      岡岡﨑﨑  久久美美子子  ／／  OOKKAAZZAAKKII  KKuummiikkoo  EE--mmaaiill：：  ookkaazzaakkii@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  修修士士（（教教育育学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
全全国国高高等等専専門門学学校校英英語語教教育育学学会会、、日日本本工工学学教教育育協協会会、、大大学学英英語語教教育育

学学会会、、近近代代英英語語協協会会、、日日本本中中世世英英語語英英文文学学会会、、日日本本英英語語学学会会  他他  

研研究究分分野野：：  文文学学・・言言語語学学（（外外国国語語教教育育））、、教教育育学学（（科科学学教教育育））  

キキーーワワーードド：：  英英語語教教科科書書、、工工学学英英語語、、英英語語統統語語論論  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・英英語語教教科科書書、、英英語語教教材材  

・・英英語語試試験験（（技技術術英英検検））対対策策のの支支援援  

 英
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教
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：遷移金属錯体触媒を用いた新規有機合成 

反応の開発ならびに機能性有機材料の合成 

 

氏氏名名：：      佐佐藤藤  徹徹雄雄／／SSAATTOO  TTeettssuuoo    EE--mmaaiill：：  tteettssuuoo@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本化化学学会会，，有有機機合合成成化化学学協協会会，，触触媒媒学学会会  

研研究究分分野野：：  有有機機合合成成化化学学，，複複合合化化学学  

キキーーワワーードド：：  遷遷移移金金属属触触媒媒，，セセルルロローーススナナノノフファァイイババーー，，ウウルルシシ  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・有有機機化化合合物物のの合合成成  

・・有有機機化化合合物物のの分分析析  

  

 
研研究究内内容容：：    

１１．．遷遷移移金金属属錯錯体体触触媒媒をを用用いいたた新新規規有有機機合合成成反反応応のの開開発発おおよよびび有有機機電電子子材材料料のの合合成成  

  遷遷移移金金属属錯錯体体はは、、ここれれままででにに様様々々なな有有機機合合成成反反応応のの触触媒媒やや発発光光素素子子等等のの機機能能性性材材料料ととししてて非非常常にに大大ききなな役役割割

をを果果たたししててききたた。。ししかかししななががらら、、成成熟熟ししててききたた遷遷移移金金属属錯錯体体のの化化学学ににおおいいてて、、従従来来法法よよりりもも高高効効率率・・高高選選択択的的且且つつ

環環境境にに配配慮慮ししたた有有機機合合成成反反応応をを達達成成すするる触触媒媒やや優優れれたた機機能能性性材材料料のの開開発発ににああたたっっててはは、、従従来来のの延延長長線線上上にになな

いい新新規規高高機機能能性性金金属属錯錯体体のの創創成成がが求求めめらられれるる。。  

本本研研究究でではは、、金金属属錯錯体体のの秘秘めめらられれたた特特性性をを発発現現ささせせるるここととをを目目標標ととししてて、、中中心心金金属属のの電電子子状状態態をを変変化化ささせせううるる

配配位位環環境境のの変変化化にに着着目目しし（（図図１１））、、従従来来にに比比べべ格格段段にに高高電電子子密密度度ままたたはは低低電電子子密密度度のの中中心心金金属属をを有有すするる新新規規のの

金金属属錯錯体体をを、、ココンンピピュューータタ解解析析をを踏踏ままええてて設設計計・・合合成成しし、、そそのの触触媒媒性性能能やや発発光光特特性性をを明明ららかかににししてていいるる。。  

  

図図１１．．金金属属錯錯体体中中のの配配位位子子のの電電子子特特性性のの変変化化にに伴伴うう金金属属のの電電子子密密度度のの変変化化  

２２．．「「耐耐光光性性のの向向上上」」とと「「かかぶぶれれのの低低減減」」をを目目指指ししたた高高付付加加価価値値漆漆塗塗料料のの開開発発  

  漆漆はは、、耐耐水水性性やや耐耐薬薬品品性性ななどどにに優優れれたた天天然然高高分分子子化化合合物物でであありり、、古古来来よよりり日日常常品品、、仏仏具具、、建建造造物物ななどどのの塗塗装装やや接接

着着剤剤ととししてて広広くく用用いいらられれててききたた。。近近年年でではは、、漆漆のの欠欠点点ででああるる耐耐光光性性、、硬硬化化速速度度、、かかぶぶれれななどどにに対対すするる解解決決策策のの模模索索やや、、

新新たたなな付付加加価価値値のの創創出出にに向向けけたた取取りり組組みみもも行行わわれれててききてていいるる。。  

本本研研究究はは、、漆漆のの主主成成分分ででああるるウウルルシシオオーールル（（図図２２））のの有有機機化化学学的的修修飾飾にによよるる「「耐耐光光性性のの向向上上」」とと「「かかぶぶれれのの低低減減」」技技術術

のの実実現現をを目目指指ししてていいるる。。  

  

図図２２．．ウウルルシシオオーールルのの構構造造式式（（00～～３３個個のの炭炭素素--炭炭素素二二重重結結合合をを含含むむ炭炭素素数数 1155、、1177 のの直直鎖鎖アアルルキキルル基基をを有有すするる混混合合物物））  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

核核磁磁気気共共鳴鳴装装置置  （（NNMMRR））  （（BBRRUUKKEERR  AAVVAANNCCEE  IIIIII  ））    

ガガススククロロママトトググララフフ  （（SSHHIIMMAADDZZUU  GGCC--22001100））    

    

    

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

研研究究課課題題  

英語教科書の研究・開発  

工学英語の指導  

英語統語論の研究 

 

研研究究シシーーズズ  

高専の学生が英語の基礎的な力を身に付けることができるよう，学習の支援に取り組んでいます。工学系の学生が

学びやすい英語教科書や教材の研究・開発を行い，高専・大学の学生をはじめ，社会人英語学習者や高校生，中学生

を対象とする総合教科書・読解教科書・検定試験対策教材などを共著または単著で出版しています。また，技術英語能

力検定（文部科学省後援，旧 工業英語能力検定）の受験を希望する学生を対象に事前指導を実施しています。英語

学の研究（統語論，史的研究）や図書館活用の試みを併せて行っています。 

以下に，近年出版した教科書や論考をお示しします。 

 

[1] 笹島茂，岡﨑久美子他 (2022) CLIL in English: Technology and the Society （『CLIL で学ぶ工学と社会』），南雲堂. 

[2] Okazaki, Kumiko and Yuko Uesugi (2016) ‘A Project to Create a Handbook with a View to Promoting Cross-cultural 

Communication and Understanding,’ The 10th International Symposium on Advances in Technology Education.  

[3] Okazaki, Kumiko (2014) ‘Development and Evaluation of English Teaching Textbooks for Students in Colleges of 

Technology,’ The 8th International Symposium on Advances in Technology Education.  

[4] 岡﨑久美子 (2013) 「高専の学生のための英語教科書開発に関する考察」 『工学教育』 vol. 61 no. 1, 140-146 

（日本工学教育協会）. 

[5] 岡﨑久美子  (2008) 「技術英語教育の現場―宮城工業高等専門学校総合科学系（特集記事）」  JSTC 

NEWSLETTER 第１号，1-6 （日本工業英語協会). 

[6] 岡﨑久美子 (2023) ‘Politeness in the History of English: From the Middle Ages to the Present Day（書評）,’ 『近代

英語研究』 第 39 号（予定） （近代英語協会） 

[7] 岡﨑久美子 (2010) 「英語の冠詞（書評）」 『英文學硏究』 Vol. LXXXVII，145-149 （日本英文學會). 

[8] 岡﨑久美子他 (2021) 「仙台高等専門学校名取キャンパス図書館における電子ブック利用促進の取り組み」 『仙

台高等専門学校名取キャンパス研究紀要』 第 57 号，32-43. 

 

 

 提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

研研究究タタイイトトルル：：  

高専の学生の英語力の向上 

 

氏氏名名：：      岡岡﨑﨑  久久美美子子  ／／  OOKKAAZZAAKKII  KKuummiikkoo  EE--mmaaiill：：  ookkaazzaakkii@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  修修士士（（教教育育学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
全全国国高高等等専専門門学学校校英英語語教教育育学学会会、、日日本本工工学学教教育育協協会会、、大大学学英英語語教教育育

学学会会、、近近代代英英語語協協会会、、日日本本中中世世英英語語英英文文学学会会、、日日本本英英語語学学会会  他他  

研研究究分分野野：：  文文学学・・言言語語学学（（外外国国語語教教育育））、、教教育育学学（（科科学学教教育育））  

キキーーワワーードド：：  英英語語教教科科書書、、工工学学英英語語、、英英語語統統語語論論  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・英英語語教教科科書書、、英英語語教教材材  

・・英英語語試試験験（（技技術術英英検検））対対策策のの支支援援  
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

研研究究課課題題  

英語教科書の研究・開発  

工学英語の指導  

英語統語論の研究 

 

研研究究シシーーズズ  

高専の学生が英語の基礎的な力を身に付けることができるよう，学習の支援に取り組んでいます。工学系の学生が

学びやすい英語教科書や教材の研究・開発を行い，高専・大学の学生をはじめ，社会人英語学習者や高校生，中学生

を対象とする総合教科書・読解教科書・検定試験対策教材などを共著または単著で出版しています。また，技術英語能

力検定（文部科学省後援，旧 工業英語能力検定）の受験を希望する学生を対象に事前指導を実施しています。英語

学の研究（統語論，史的研究）や図書館活用の試みを併せて行っています。 

以下に，近年出版した教科書や論考をお示しします。 

 

[1] 笹島茂，岡﨑久美子他 (2022) CLIL in English: Technology and the Society （『CLIL で学ぶ工学と社会』），南雲堂. 

[2] Okazaki, Kumiko and Yuko Uesugi (2016) ‘A Project to Create a Handbook with a View to Promoting Cross-cultural 

Communication and Understanding,’ The 10th International Symposium on Advances in Technology Education.  

[3] Okazaki, Kumiko (2014) ‘Development and Evaluation of English Teaching Textbooks for Students in Colleges of 

Technology,’ The 8th International Symposium on Advances in Technology Education.  

[4] 岡﨑久美子 (2013) 「高専の学生のための英語教科書開発に関する考察」 『工学教育』 vol. 61 no. 1, 140-146 

（日本工学教育協会）. 

[5] 岡﨑久美子  (2008) 「技術英語教育の現場―宮城工業高等専門学校総合科学系（特集記事）」  JSTC 

NEWSLETTER 第１号，1-6 （日本工業英語協会). 

[6] 岡﨑久美子 (2023) ‘Politeness in the History of English: From the Middle Ages to the Present Day（書評）,’ 『近代

英語研究』 第 39 号（予定） （近代英語協会） 

[7] 岡﨑久美子 (2010) 「英語の冠詞（書評）」 『英文學硏究』 Vol. LXXXVII，145-149 （日本英文學會). 

[8] 岡﨑久美子他 (2021) 「仙台高等専門学校名取キャンパス図書館における電子ブック利用促進の取り組み」 『仙

台高等専門学校名取キャンパス研究紀要』 第 57 号，32-43. 

 

 

 提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

研研究究タタイイトトルル：：  

高専の学生の英語力の向上 

 

氏氏名名：：      岡岡﨑﨑  久久美美子子  ／／  OOKKAAZZAAKKII  KKuummiikkoo  EE--mmaaiill：：  ookkaazzaakkii@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  修修士士（（教教育育学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
全全国国高高等等専専門門学学校校英英語語教教育育学学会会、、日日本本工工学学教教育育協協会会、、大大学学英英語語教教育育

学学会会、、近近代代英英語語協協会会、、日日本本中中世世英英語語英英文文学学会会、、日日本本英英語語学学会会  他他  

研研究究分分野野：：  文文学学・・言言語語学学（（外外国国語語教教育育））、、教教育育学学（（科科学学教教育育））  

キキーーワワーードド：：  英英語語教教科科書書、、工工学学英英語語、、英英語語統統語語論論  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・英英語語教教科科書書、、英英語語教教材材  

・・英英語語試試験験（（技技術術英英検検））対対策策のの支支援援  
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：遷移金属錯体触媒を用いた新規有機合成 

反応の開発ならびに機能性有機材料の合成 

 

氏氏名名：：      佐佐藤藤  徹徹雄雄／／SSAATTOO  TTeettssuuoo    EE--mmaaiill：：  tteettssuuoo@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本化化学学会会，，有有機機合合成成化化学学協協会会，，触触媒媒学学会会  

研研究究分分野野：：  有有機機合合成成化化学学，，複複合合化化学学  

キキーーワワーードド：：  遷遷移移金金属属触触媒媒，，セセルルロローーススナナノノフファァイイババーー，，ウウルルシシ  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・有有機機化化合合物物のの合合成成  

・・有有機機化化合合物物のの分分析析  

  

 
研研究究内内容容：：    

１１．．遷遷移移金金属属錯錯体体触触媒媒をを用用いいたた新新規規有有機機合合成成反反応応のの開開発発おおよよびび有有機機電電子子材材料料のの合合成成  

  遷遷移移金金属属錯錯体体はは、、ここれれままででにに様様々々なな有有機機合合成成反反応応のの触触媒媒やや発発光光素素子子等等のの機機能能性性材材料料ととししてて非非常常にに大大ききなな役役割割

をを果果たたししててききたた。。ししかかししななががらら、、成成熟熟ししててききたた遷遷移移金金属属錯錯体体のの化化学学ににおおいいてて、、従従来来法法よよりりもも高高効効率率・・高高選選択択的的且且つつ

環環境境にに配配慮慮ししたた有有機機合合成成反反応応をを達達成成すするる触触媒媒やや優優れれたた機機能能性性材材料料のの開開発発ににああたたっっててはは、、従従来来のの延延長長線線上上にになな

いい新新規規高高機機能能性性金金属属錯錯体体のの創創成成がが求求めめらられれるる。。  

本本研研究究でではは、、金金属属錯錯体体のの秘秘めめらられれたた特特性性をを発発現現ささせせるるここととをを目目標標ととししてて、、中中心心金金属属のの電電子子状状態態をを変変化化ささせせううるる

配配位位環環境境のの変変化化にに着着目目しし（（図図１１））、、従従来来にに比比べべ格格段段にに高高電電子子密密度度ままたたはは低低電電子子密密度度のの中中心心金金属属をを有有すするる新新規規のの

金金属属錯錯体体をを、、ココンンピピュューータタ解解析析をを踏踏ままええてて設設計計・・合合成成しし、、そそのの触触媒媒性性能能やや発発光光特特性性をを明明ららかかににししてていいるる。。  

  

図図１１．．金金属属錯錯体体中中のの配配位位子子のの電電子子特特性性のの変変化化にに伴伴うう金金属属のの電電子子密密度度のの変変化化  

２２．．「「耐耐光光性性のの向向上上」」とと「「かかぶぶれれのの低低減減」」をを目目指指ししたた高高付付加加価価値値漆漆塗塗料料のの開開発発  

  漆漆はは、、耐耐水水性性やや耐耐薬薬品品性性ななどどにに優優れれたた天天然然高高分分子子化化合合物物でであありり、、古古来来よよりり日日常常品品、、仏仏具具、、建建造造物物ななどどのの塗塗装装やや接接

着着剤剤ととししてて広広くく用用いいらられれててききたた。。近近年年でではは、、漆漆のの欠欠点点ででああるる耐耐光光性性、、硬硬化化速速度度、、かかぶぶれれななどどにに対対すするる解解決決策策のの模模索索やや、、

新新たたなな付付加加価価値値のの創創出出にに向向けけたた取取りり組組みみもも行行わわれれててききてていいるる。。  

本本研研究究はは、、漆漆のの主主成成分分ででああるるウウルルシシオオーールル（（図図２２））のの有有機機化化学学的的修修飾飾にによよるる「「耐耐光光性性のの向向上上」」とと「「かかぶぶれれのの低低減減」」技技術術

のの実実現現をを目目指指ししてていいるる。。  

  

図図２２．．ウウルルシシオオーールルのの構構造造式式（（00～～３３個個のの炭炭素素--炭炭素素二二重重結結合合をを含含むむ炭炭素素数数 1155、、1177 のの直直鎖鎖アアルルキキルル基基をを有有すするる混混合合物物））  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

核核磁磁気気共共鳴鳴装装置置  （（NNMMRR））  （（BBRRUUKKEERR  AAVVAANNCCEE  IIIIII  ））    

ガガススククロロママトトググララフフ  （（SSHHIIMMAADDZZUU  GGCC--22001100））    

    

    

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

研研究究課課題題  

英語教科書の研究・開発  

工学英語の指導  

英語統語論の研究 

 

研研究究シシーーズズ  

高専の学生が英語の基礎的な力を身に付けることができるよう，学習の支援に取り組んでいます。工学系の学生が

学びやすい英語教科書や教材の研究・開発を行い，高専・大学の学生をはじめ，社会人英語学習者や高校生，中学生

を対象とする総合教科書・読解教科書・検定試験対策教材などを共著または単著で出版しています。また，技術英語能

力検定（文部科学省後援，旧 工業英語能力検定）の受験を希望する学生を対象に事前指導を実施しています。英語

学の研究（統語論，史的研究）や図書館活用の試みを併せて行っています。 

以下に，近年出版した教科書や論考をお示しします。 

 

[1] 笹島茂，岡﨑久美子他 (2022) CLIL in English: Technology and the Society （『CLIL で学ぶ工学と社会』），南雲堂. 

[2] Okazaki, Kumiko and Yuko Uesugi (2016) ‘A Project to Create a Handbook with a View to Promoting Cross-cultural 

Communication and Understanding,’ The 10th International Symposium on Advances in Technology Education.  

[3] Okazaki, Kumiko (2014) ‘Development and Evaluation of English Teaching Textbooks for Students in Colleges of 

Technology,’ The 8th International Symposium on Advances in Technology Education.  

[4] 岡﨑久美子 (2013) 「高専の学生のための英語教科書開発に関する考察」 『工学教育』 vol. 61 no. 1, 140-146 

（日本工学教育協会）. 

[5] 岡﨑久美子  (2008) 「技術英語教育の現場―宮城工業高等専門学校総合科学系（特集記事）」  JSTC 

NEWSLETTER 第１号，1-6 （日本工業英語協会). 

[6] 岡﨑久美子 (2023) ‘Politeness in the History of English: From the Middle Ages to the Present Day（書評）,’ 『近代

英語研究』 第 39 号（予定） （近代英語協会） 

[7] 岡﨑久美子 (2010) 「英語の冠詞（書評）」 『英文學硏究』 Vol. LXXXVII，145-149 （日本英文學會). 

[8] 岡﨑久美子他 (2021) 「仙台高等専門学校名取キャンパス図書館における電子ブック利用促進の取り組み」 『仙

台高等専門学校名取キャンパス研究紀要』 第 57 号，32-43. 

 

 

 提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

研研究究タタイイトトルル：：  

高専の学生の英語力の向上 

 

氏氏名名：：      岡岡﨑﨑  久久美美子子  ／／  OOKKAAZZAAKKII  KKuummiikkoo  EE--mmaaiill：：  ookkaazzaakkii@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  修修士士（（教教育育学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
全全国国高高等等専専門門学学校校英英語語教教育育学学会会、、日日本本工工学学教教育育協協会会、、大大学学英英語語教教育育

学学会会、、近近代代英英語語協協会会、、日日本本中中世世英英語語英英文文学学会会、、日日本本英英語語学学会会  他他  

研研究究分分野野：：  文文学学・・言言語語学学（（外外国国語語教教育育））、、教教育育学学（（科科学学教教育育））  

キキーーワワーードド：：  英英語語教教科科書書、、工工学学英英語語、、英英語語統統語語論論  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・英英語語教教科科書書、、英英語語教教材材  

・・英英語語試試験験（（技技術術英英検検））対対策策のの支支援援  
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

高等専門学校国語学習材の開発研究 

 

氏氏名名：：      黒黒澤澤  佑佑司司／／KKUURROOSSAAWWAA  YYuujjii  EE--mmaaiill：：  kkuurroossaawwyy@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  修修士士（（文文学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  全全国国大大学学国国語語教教育育学学会会，，日日本本国国語語教教育育学学会会，，日日本本近近代代文文学学会会  ほほかか  

研研究究分分野野：：  国国語語教教育育，，日日本本近近代代文文学学  

キキーーワワーードド：：  国国語語教教育育，，日日本本近近代代文文学学創創成成期期研研究究  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・高高等等専専門門学学校校ににおおけけるる国国語語教教育育実実践践  

・・中中等等教教育育学学校校ににおおけけるる国国語語教教育育実実践践  

・・日日本本近近代代文文学学創創成成期期研研究究  

 
研研究究内内容容：：  国国語語教教育育研研究究とと文文学学研研究究のの相相互互乗乗りり入入れれにによよるる授授業業やや学学習習材材のの開開発発  

研研究究課課題題        高等専門学校学生へ最適化された国語コンテンツ／コンピテンシー醸成についての考究 

  

研研究究シシーーズズ  

  高等専門学校に奉職するまでの間は高等学校・中学校に勤務し，主に大学受験を見据える生徒たちにいかに適切な

国語関連の資質や能力を体得させるかを考究してきました。具体的なところでは，文系大学に進学を希望する生徒への

学習指導・モチベ―ションづくりを多く経験。たえざる高大接続改革の紆余曲折を前面に受ける生徒たちのバックアップ

をいかによいかたちでできるのか，大学の先生や予備校で教鞭をとる先生方との議論や情報共有も重ねながら指導に

あたってきました。一方で，いわゆる「受験国語」にとどまらず，国語という教科をとおしてどのようなコンピテンシーを身

につけることが大切なのか，というアポリアにも向き合ってきました。そのなかで，ややもすれば大学受験におけるキャッ

チーなツールとしてこの国語という教科を利用しようと考えてしまいがちな理系分野の生徒たちへの教育実践をする機

会もあり，その経験をとおして前述のアポリアをさらに深く考究していこうという意志が芽生え，現在の境遇に至ります。 

 本校は工学系学生をあずかる環境にあり，国語という教科はそのなかでも「傍系」にあたると見られがちですが，物事

を深くかつしなやかにまなざし，その見地からより高次を見据えるコンピテンシーの根幹を養成するための重要な役割を

になうものだと考えています。この学生たちに，どのようなコンテンツで，どのようなコンピテンシーを体得させることが適

切なのか，日々実践を重ねながら考究しています。また，国語教育にたずさわるにあたり下地として長年かかわってき

た日本文学研究における成果と課題を，高専国語教育のありようと併行して考究しつづけることで，よりよい授業提供に

資することを期しています。これらをとおし得られた知見を活かし，中長期的ビジョンにおいて，高等専門学校での国語

教科に特化したテキストを開発することを目標としています。今後は，高等学校１学年相当年次から社会・高等教育機

関に接続する５年次までの学生たちに最適化されたテキストの内実を見定め上梓し，それを用いた教育実践をとおし

て，高専生に求められるコンピテンシーのありようを追究し，その育成に期していきたいと考えています。 

  

ここれれままででのの成成果果・・実実践践例例  

・「日本文学における〈翻案〉とその教育のありよう」〈口頭発表〉（令和 3 年度第 3 回本校教育研究交流会 2021 年 10 月） 

・「学生の〈主体〉をゆさぶる教育実践―村上春樹「鏡」の読解をとおして―」〈教育実践論文〉 

（本校『研究紀要』第 58 号 2022 年 3 月） 

・国語総合「土佐日記」〈研究授業〉（第 21 回視聴覚教育総合全国大会・第 68 回放送教育研究会全国大会 2017 年) 

・〈文学〉の可能性／〈教材〉の政治性―中学三年生教材「故郷」「いちご同盟」をめぐって―〈パネリスト〉 

（東北大学文芸談話会 シンポジウム「教材としてのカノンを問い直す-近現代篇-」 2010） 

  

 提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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研研究究内内容容：：    

  

●●英英語語教教育育ににおおけけるる教教師師認認知知とと感感情情制制御御ププロロセセスス  

【【１１】】  AAiimmss  aanndd  PPrraaccttiicceess  ooff  EEFFLL  EEdduuccaattiioonn::  ジジョョブブククララフフテティィンンググのの観観点点かかららのの調調査査研研究究  

22002200--22002211 年年度度  科科学学研研究究費費補補助助金金採採択択課課題題  ((2200KK2222226622))  

高高等等教教育育機機関関ににおおけけるる英英語語教教育育はは,,  学学習習者者のの意意欲欲やや習習熟熟度度がが多多様様でであありり,,  一一律律にに知知識識やや技技能能をを伝伝達達すするるとといいうう指指導導

法法だだけけでではは限限界界ががあありりまますす。。本本研研究究ははジジョョブブククララフフテティィンンググ((仕仕事事内内容容のの再再設設計計))とといいうう観観点点かからら,,  英英語語教教員員がが日日々々おおここなな

っってていいるる授授業業構構築築ににつついいてて調調査査ししままししたた。。主主題題分分析析のの結結果果,,  教教室室内内のの社社会会的的,,  文文化化的的環環境境にに配配慮慮ししたた教教育育活活動動をを模模索索

すするる際際ににみみらられれるるいいくくつつかかのの認認知知的的要要素素がが示示さされれままししたた。。最最終終的的なな結結果果ををままととめめてて論論文文をを執執筆筆中中でですす。。  

    

【【２２】】  PPootteennttiiaall  PPoowweerr  ooff  EEmmoottiioonn::  感感情情制制御御とと集集団団力力学学ととのの相相互互作作用用ににつついいてて  

22002222--22002266 年年度度  科科学学研研究究費費補補助助金金採採択択課課題題  ((2222KK0000770044))  

課課題題【【１１】】のの分分析析過過程程ににおおいいてて感感情情がが教教師師認認知知やや授授業業運運営営にに大大ききくく関関与与ししてていいるるここととがが示示唆唆さされれたたたためめ,,  そそのの領領域域ををささ

ららにに追追求求ししてていいまますす。。熟熟達達教教師師にに焦焦点点をを絞絞りり,,  どどののよよううなな感感情情制制御御ププロロセセススがが教教師師認認知知にに影影響響をを及及ぼぼししてていいるるののかか,,  どど

ののよよううにに集集団団力力学学（（ググルルーーププダダイイナナミミククスス））をを活活用用ししてていいるるののかか,,  実実践践  

的的知知識識をを調調査査ししてていいまますす。。そそのの知知見見かからら教教師師のの熟熟達達化化にに必必要要なな理理論論  

的的要要素素をを抽抽出出ででききなないいかか研研究究ししてていいまますす。。  

  

●●学学習習者者デディィベベロロッッププメメンントト  

学学習習者者アアイイデデンンテティィテティィやや行行為為主主体体性性のの研研究究をを通通じじてて,,  英英語語学学習習者者  

のの学学習習意意欲欲のの変変遷遷をを調調査査ししてていいまますす。。ここれれままででのの研研究究結結果果かからら,,  自自ららのの将将来来像像やや教教室室内内外外のの社社会会文文化化的的要要素素がが学学習習

意意欲欲にに大大ききくく影影響響すするるここととががわわかかりりままししたた。。現現在在,,  仙仙台台高高専専生生がが英英語語をを学学習習すするる際際のの動動機機付付けけやや自自己己認認識識をを探探求求すするる

アアンンケケーートト調調査査をを準準備備中中でですす。。結結果果はは統統計計的的にに分分析析しし,,  よよりり効効果果的的なな授授業業内内容容をを策策定定すするる際際にに活活用用すするる予予定定でですす。。  

  

●●英英語語学学習習教教材材のの開開発発  

大大学学英英語語授授業業でで使使用用すするる教教科科書書をを共共同同制制作作ししままししたた。。協協働働学学習習をを通通じじてて英英語語４４技技能能のの向向上上ををめめざざしし  

ななががらら,,  英英検検やや TTOOEEIICC ななどど各各種種試試験験にに頻頻出出のの場場面面でで使使用用さされれるるココアア表表現現をを学学ぶぶ教教材材でですす。。ままたた,,  語語  

彙彙学学習習ササポポーートトをを目目的的ととししたた,,  仙仙台台高高専専ののオオンンラライインン英英語語学学習習シシスステテムムのの開開発発ににもも携携わわっってていいまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

    

  

    

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：社会文化的アプローチから考える 
     英語学習指導法の調査研究  

 

氏氏名名：：      菅菅野野  雅雅代代／／KKAANNNNOO  MMaassaayyoo    EE--mmaaiill：：  mmkkaannnnoo@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  特特命命准准教教授授  学学位位：：  修修士士（（応応用用言言語語学学))   

所所属属学学会会・・協協会会：：  
全全国国高高等等専専門門学学校校英英語語教教育育学学会会,,  全全国国語語学学教教育育学学会会,,  

大大学学英英語語教教育育学学会会  

研研究究分分野野：：  教教育育学学,,  言言語語学学  

キキーーワワーードド：：  言言語語教教師師認認知知,,  学学習習者者デディィベベロロッッププメメンントト,,  社社会会文文化化理理論論,,  英英語語教教材材開開発発  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・各各種種英英語語技技能能試試験験（（TTOOEEIICC,,  英英検検ななどど））のの学学習習指指導導  

・・英英文文ラライイテティィンンググ及及びび英英会会話話指指導導        ・・定定性性的的研研究究にに関関すするるアアドドババイイスス  

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

高等専門学校国語学習材の開発研究 

 

氏氏名名：：      黒黒澤澤  佑佑司司／／KKUURROOSSAAWWAA  YYuujjii  EE--mmaaiill：：  kkuurroossaawwyy@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  修修士士（（文文学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  全全国国大大学学国国語語教教育育学学会会，，日日本本国国語語教教育育学学会会，，日日本本近近代代文文学学会会  ほほかか  

研研究究分分野野：：  国国語語教教育育，，日日本本近近代代文文学学  

キキーーワワーードド：：  国国語語教教育育，，日日本本近近代代文文学学創創成成期期研研究究  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・高高等等専専門門学学校校ににおおけけるる国国語語教教育育実実践践  

・・中中等等教教育育学学校校ににおおけけるる国国語語教教育育実実践践  

・・日日本本近近代代文文学学創創成成期期研研究究  

 
研研究究内内容容：：  国国語語教教育育研研究究とと文文学学研研究究のの相相互互乗乗りり入入れれにによよるる授授業業やや学学習習材材のの開開発発  

研研究究課課題題        高等専門学校学生へ最適化された国語コンテンツ／コンピテンシー醸成についての考究 

  

研研究究シシーーズズ  

  高等専門学校に奉職するまでの間は高等学校・中学校に勤務し，主に大学受験を見据える生徒たちにいかに適切な

国語関連の資質や能力を体得させるかを考究してきました。具体的なところでは，文系大学に進学を希望する生徒への

学習指導・モチベ―ションづくりを多く経験。たえざる高大接続改革の紆余曲折を前面に受ける生徒たちのバックアップ

をいかによいかたちでできるのか，大学の先生や予備校で教鞭をとる先生方との議論や情報共有も重ねながら指導に

あたってきました。一方で，いわゆる「受験国語」にとどまらず，国語という教科をとおしてどのようなコンピテンシーを身

につけることが大切なのか，というアポリアにも向き合ってきました。そのなかで，ややもすれば大学受験におけるキャッ

チーなツールとしてこの国語という教科を利用しようと考えてしまいがちな理系分野の生徒たちへの教育実践をする機

会もあり，その経験をとおして前述のアポリアをさらに深く考究していこうという意志が芽生え，現在の境遇に至ります。 

 本校は工学系学生をあずかる環境にあり，国語という教科はそのなかでも「傍系」にあたると見られがちですが，物事

を深くかつしなやかにまなざし，その見地からより高次を見据えるコンピテンシーの根幹を養成するための重要な役割を

になうものだと考えています。この学生たちに，どのようなコンテンツで，どのようなコンピテンシーを体得させることが適

切なのか，日々実践を重ねながら考究しています。また，国語教育にたずさわるにあたり下地として長年かかわってき

た日本文学研究における成果と課題を，高専国語教育のありようと併行して考究しつづけることで，よりよい授業提供に

資することを期しています。これらをとおし得られた知見を活かし，中長期的ビジョンにおいて，高等専門学校での国語

教科に特化したテキストを開発することを目標としています。今後は，高等学校１学年相当年次から社会・高等教育機

関に接続する５年次までの学生たちに最適化されたテキストの内実を見定め上梓し，それを用いた教育実践をとおし

て，高専生に求められるコンピテンシーのありようを追究し，その育成に期していきたいと考えています。 

  

ここれれままででのの成成果果・・実実践践例例  

・「日本文学における〈翻案〉とその教育のありよう」〈口頭発表〉（令和 3 年度第 3 回本校教育研究交流会 2021 年 10 月） 

・「学生の〈主体〉をゆさぶる教育実践―村上春樹「鏡」の読解をとおして―」〈教育実践論文〉 

（本校『研究紀要』第 58 号 2022 年 3 月） 

・国語総合「土佐日記」〈研究授業〉（第 21 回視聴覚教育総合全国大会・第 68 回放送教育研究会全国大会 2017 年) 

・〈文学〉の可能性／〈教材〉の政治性―中学三年生教材「故郷」「いちご同盟」をめぐって―〈パネリスト〉 

（東北大学文芸談話会 シンポジウム「教材としてのカノンを問い直す-近現代篇-」 2010） 

  

 提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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育
学
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

高等専門学校国語学習材の開発研究 

 

氏氏名名：：      黒黒澤澤  佑佑司司／／KKUURROOSSAAWWAA  YYuujjii  EE--mmaaiill：：  kkuurroossaawwyy@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  修修士士（（文文学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  全全国国大大学学国国語語教教育育学学会会，，日日本本国国語語教教育育学学会会，，日日本本近近代代文文学学会会  ほほかか  

研研究究分分野野：：  国国語語教教育育，，日日本本近近代代文文学学  

キキーーワワーードド：：  国国語語教教育育，，日日本本近近代代文文学学創創成成期期研研究究  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・高高等等専専門門学学校校ににおおけけるる国国語語教教育育実実践践  

・・中中等等教教育育学学校校ににおおけけるる国国語語教教育育実実践践  

・・日日本本近近代代文文学学創創成成期期研研究究  

 
研研究究内内容容：：  国国語語教教育育研研究究とと文文学学研研究究のの相相互互乗乗りり入入れれにによよるる授授業業やや学学習習材材のの開開発発  

研研究究課課題題        高等専門学校学生へ最適化された国語コンテンツ／コンピテンシー醸成についての考究 

  

研研究究シシーーズズ  

  高等専門学校に奉職するまでの間は高等学校・中学校に勤務し，主に大学受験を見据える生徒たちにいかに適切な

国語関連の資質や能力を体得させるかを考究してきました。具体的なところでは，文系大学に進学を希望する生徒への

学習指導・モチベ―ションづくりを多く経験。たえざる高大接続改革の紆余曲折を前面に受ける生徒たちのバックアップ

をいかによいかたちでできるのか，大学の先生や予備校で教鞭をとる先生方との議論や情報共有も重ねながら指導に

あたってきました。一方で，いわゆる「受験国語」にとどまらず，国語という教科をとおしてどのようなコンピテンシーを身

につけることが大切なのか，というアポリアにも向き合ってきました。そのなかで，ややもすれば大学受験におけるキャッ

チーなツールとしてこの国語という教科を利用しようと考えてしまいがちな理系分野の生徒たちへの教育実践をする機

会もあり，その経験をとおして前述のアポリアをさらに深く考究していこうという意志が芽生え，現在の境遇に至ります。 

 本校は工学系学生をあずかる環境にあり，国語という教科はそのなかでも「傍系」にあたると見られがちですが，物事

を深くかつしなやかにまなざし，その見地からより高次を見据えるコンピテンシーの根幹を養成するための重要な役割を

になうものだと考えています。この学生たちに，どのようなコンテンツで，どのようなコンピテンシーを体得させることが適

切なのか，日々実践を重ねながら考究しています。また，国語教育にたずさわるにあたり下地として長年かかわってき

た日本文学研究における成果と課題を，高専国語教育のありようと併行して考究しつづけることで，よりよい授業提供に

資することを期しています。これらをとおし得られた知見を活かし，中長期的ビジョンにおいて，高等専門学校での国語

教科に特化したテキストを開発することを目標としています。今後は，高等学校１学年相当年次から社会・高等教育機

関に接続する５年次までの学生たちに最適化されたテキストの内実を見定め上梓し，それを用いた教育実践をとおし

て，高専生に求められるコンピテンシーのありようを追究し，その育成に期していきたいと考えています。 

  

ここれれままででのの成成果果・・実実践践例例  

・「日本文学における〈翻案〉とその教育のありよう」〈口頭発表〉（令和 3 年度第 3 回本校教育研究交流会 2021 年 10 月） 

・「学生の〈主体〉をゆさぶる教育実践―村上春樹「鏡」の読解をとおして―」〈教育実践論文〉 

（本校『研究紀要』第 58 号 2022 年 3 月） 

・国語総合「土佐日記」〈研究授業〉（第 21 回視聴覚教育総合全国大会・第 68 回放送教育研究会全国大会 2017 年) 

・〈文学〉の可能性／〈教材〉の政治性―中学三年生教材「故郷」「いちご同盟」をめぐって―〈パネリスト〉 

（東北大学文芸談話会 シンポジウム「教材としてのカノンを問い直す-近現代篇-」 2010） 

  

 提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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研研究究内内容容：：    

  

●●英英語語教教育育ににおおけけるる教教師師認認知知とと感感情情制制御御ププロロセセスス  

【【１１】】  AAiimmss  aanndd  PPrraaccttiicceess  ooff  EEFFLL  EEdduuccaattiioonn::  ジジョョブブククララフフテティィンンググのの観観点点かかららのの調調査査研研究究  

22002200--22002211 年年度度  科科学学研研究究費費補補助助金金採採択択課課題題  ((2200KK2222226622))  

高高等等教教育育機機関関ににおおけけるる英英語語教教育育はは,,  学学習習者者のの意意欲欲やや習習熟熟度度がが多多様様でであありり,,  一一律律にに知知識識やや技技能能をを伝伝達達すするるとといいうう指指導導

法法だだけけでではは限限界界ががあありりまますす。。本本研研究究ははジジョョブブククララフフテティィンンググ((仕仕事事内内容容のの再再設設計計))とといいうう観観点点かからら,,  英英語語教教員員がが日日々々おおここなな

っってていいるる授授業業構構築築ににつついいてて調調査査ししままししたた。。主主題題分分析析のの結結果果,,  教教室室内内のの社社会会的的,,  文文化化的的環環境境にに配配慮慮ししたた教教育育活活動動をを模模索索

すするる際際ににみみらられれるるいいくくつつかかのの認認知知的的要要素素がが示示さされれままししたた。。最最終終的的なな結結果果ををままととめめてて論論文文をを執執筆筆中中でですす。。  

    

【【２２】】  PPootteennttiiaall  PPoowweerr  ooff  EEmmoottiioonn::  感感情情制制御御とと集集団団力力学学ととのの相相互互作作用用ににつついいてて  

22002222--22002266 年年度度  科科学学研研究究費費補補助助金金採採択択課課題題  ((2222KK0000770044))  

課課題題【【１１】】のの分分析析過過程程ににおおいいてて感感情情がが教教師師認認知知やや授授業業運運営営にに大大ききくく関関与与ししてていいるるここととがが示示唆唆さされれたたたためめ,,  そそのの領領域域ををささ

ららにに追追求求ししてていいまますす。。熟熟達達教教師師にに焦焦点点をを絞絞りり,,  どどののよよううなな感感情情制制御御ププロロセセススがが教教師師認認知知にに影影響響をを及及ぼぼししてていいるるののかか,,  どど

ののよよううにに集集団団力力学学（（ググルルーーププダダイイナナミミククスス））をを活活用用ししてていいるるののかか,,  実実践践  

的的知知識識をを調調査査ししてていいまますす。。そそのの知知見見かからら教教師師のの熟熟達達化化にに必必要要なな理理論論  

的的要要素素をを抽抽出出ででききなないいかか研研究究ししてていいまますす。。  

  

●●学学習習者者デディィベベロロッッププメメンントト  

学学習習者者アアイイデデンンテティィテティィやや行行為為主主体体性性のの研研究究をを通通じじてて,,  英英語語学学習習者者  

のの学学習習意意欲欲のの変変遷遷をを調調査査ししてていいまますす。。ここれれままででのの研研究究結結果果かからら,,  自自ららのの将将来来像像やや教教室室内内外外のの社社会会文文化化的的要要素素がが学学習習

意意欲欲にに大大ききくく影影響響すするるここととががわわかかりりままししたた。。現現在在,,  仙仙台台高高専専生生がが英英語語をを学学習習すするる際際のの動動機機付付けけやや自自己己認認識識をを探探求求すするる

アアンンケケーートト調調査査をを準準備備中中でですす。。結結果果はは統統計計的的にに分分析析しし,,  よよりり効効果果的的なな授授業業内内容容をを策策定定すするる際際にに活活用用すするる予予定定でですす。。  

  

●●英英語語学学習習教教材材のの開開発発  

大大学学英英語語授授業業でで使使用用すするる教教科科書書をを共共同同制制作作ししままししたた。。協協働働学学習習をを通通じじてて英英語語４４技技能能のの向向上上ををめめざざしし  

ななががらら,,  英英検検やや TTOOEEIICC ななどど各各種種試試験験にに頻頻出出のの場場面面でで使使用用さされれるるココアア表表現現をを学学ぶぶ教教材材でですす。。ままたた,,  語語  

彙彙学学習習ササポポーートトをを目目的的ととししたた,,  仙仙台台高高専専ののオオンンラライインン英英語語学学習習シシスステテムムのの開開発発ににもも携携わわっってていいまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

    

  

    

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：社会文化的アプローチから考える 
     英語学習指導法の調査研究  

 

氏氏名名：：      菅菅野野  雅雅代代／／KKAANNNNOO  MMaassaayyoo    EE--mmaaiill：：  mmkkaannnnoo@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  特特命命准准教教授授  学学位位：：  修修士士（（応応用用言言語語学学))   

所所属属学学会会・・協協会会：：  
全全国国高高等等専専門門学学校校英英語語教教育育学学会会,,  全全国国語語学学教教育育学学会会,,  

大大学学英英語語教教育育学学会会  

研研究究分分野野：：  教教育育学学,,  言言語語学学  

キキーーワワーードド：：  言言語語教教師師認認知知,,  学学習習者者デディィベベロロッッププメメンントト,,  社社会会文文化化理理論論,,  英英語語教教材材開開発発  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・各各種種英英語語技技能能試試験験（（TTOOEEIICC,,  英英検検ななどど））のの学学習習指指導導  

・・英英文文ラライイテティィンンググ及及びび英英会会話話指指導導        ・・定定性性的的研研究究にに関関すするるアアドドババイイスス  

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

高等専門学校国語学習材の開発研究 

 

氏氏名名：：      黒黒澤澤  佑佑司司／／KKUURROOSSAAWWAA  YYuujjii  EE--mmaaiill：：  kkuurroossaawwyy@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  修修士士（（文文学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  全全国国大大学学国国語語教教育育学学会会，，日日本本国国語語教教育育学学会会，，日日本本近近代代文文学学会会  ほほかか  

研研究究分分野野：：  国国語語教教育育，，日日本本近近代代文文学学  

キキーーワワーードド：：  国国語語教教育育，，日日本本近近代代文文学学創創成成期期研研究究  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・高高等等専専門門学学校校ににおおけけるる国国語語教教育育実実践践  

・・中中等等教教育育学学校校ににおおけけるる国国語語教教育育実実践践  

・・日日本本近近代代文文学学創創成成期期研研究究  

 
研研究究内内容容：：  国国語語教教育育研研究究とと文文学学研研究究のの相相互互乗乗りり入入れれにによよるる授授業業やや学学習習材材のの開開発発  

研研究究課課題題        高等専門学校学生へ最適化された国語コンテンツ／コンピテンシー醸成についての考究 

  

研研究究シシーーズズ  

  高等専門学校に奉職するまでの間は高等学校・中学校に勤務し，主に大学受験を見据える生徒たちにいかに適切な

国語関連の資質や能力を体得させるかを考究してきました。具体的なところでは，文系大学に進学を希望する生徒への

学習指導・モチベ―ションづくりを多く経験。たえざる高大接続改革の紆余曲折を前面に受ける生徒たちのバックアップ

をいかによいかたちでできるのか，大学の先生や予備校で教鞭をとる先生方との議論や情報共有も重ねながら指導に

あたってきました。一方で，いわゆる「受験国語」にとどまらず，国語という教科をとおしてどのようなコンピテンシーを身

につけることが大切なのか，というアポリアにも向き合ってきました。そのなかで，ややもすれば大学受験におけるキャッ

チーなツールとしてこの国語という教科を利用しようと考えてしまいがちな理系分野の生徒たちへの教育実践をする機

会もあり，その経験をとおして前述のアポリアをさらに深く考究していこうという意志が芽生え，現在の境遇に至ります。 

 本校は工学系学生をあずかる環境にあり，国語という教科はそのなかでも「傍系」にあたると見られがちですが，物事

を深くかつしなやかにまなざし，その見地からより高次を見据えるコンピテンシーの根幹を養成するための重要な役割を

になうものだと考えています。この学生たちに，どのようなコンテンツで，どのようなコンピテンシーを体得させることが適

切なのか，日々実践を重ねながら考究しています。また，国語教育にたずさわるにあたり下地として長年かかわってき

た日本文学研究における成果と課題を，高専国語教育のありようと併行して考究しつづけることで，よりよい授業提供に

資することを期しています。これらをとおし得られた知見を活かし，中長期的ビジョンにおいて，高等専門学校での国語

教科に特化したテキストを開発することを目標としています。今後は，高等学校１学年相当年次から社会・高等教育機

関に接続する５年次までの学生たちに最適化されたテキストの内実を見定め上梓し，それを用いた教育実践をとおし

て，高専生に求められるコンピテンシーのありようを追究し，その育成に期していきたいと考えています。 

  

ここれれままででのの成成果果・・実実践践例例  

・「日本文学における〈翻案〉とその教育のありよう」〈口頭発表〉（令和 3 年度第 3 回本校教育研究交流会 2021 年 10 月） 

・「学生の〈主体〉をゆさぶる教育実践―村上春樹「鏡」の読解をとおして―」〈教育実践論文〉 

（本校『研究紀要』第 58 号 2022 年 3 月） 

・国語総合「土佐日記」〈研究授業〉（第 21 回視聴覚教育総合全国大会・第 68 回放送教育研究会全国大会 2017 年) 

・〈文学〉の可能性／〈教材〉の政治性―中学三年生教材「故郷」「いちご同盟」をめぐって―〈パネリスト〉 

（東北大学文芸談話会 シンポジウム「教材としてのカノンを問い直す-近現代篇-」 2010） 

  

 提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：異文化接触場面におけるインタラクション

マネジメント 

 

氏氏名名：：      梅梅木木  俊俊輔輔／／UUMMEEKKII  SShhuunnssuukkee  EE--mmaaiill：：  ss--uummeekkii@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（文文学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
日日本本語語教教育育学学会会,,  日日本本語語用用論論学学会会,,  社社会会言言語語科科学学会会,,  専専門門日日本本語語教教

育育学学会会  

研研究究分分野野：：  文文学学，，言言語語学学  

キキーーワワーードド：：  異異文文化化間間ココミミュュニニケケーーシショョンン,,  会会話話分分析析,,  年年少少者者日日本本語語教教育育  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・留留学学生生対対象象日日本本語語教教育育    ・・日日本本語語テテククニニカカルルラライイテティィンンググ  

・・国国際際交交流流・・海海外外留留学学ササポポーートト  

 
研研究究内内容容：：    

【論文】 

1. TEACHING OF JAPANESE LANGUAGE TO INTERNATIONAL STUDENTS BASED ON CDIO, Shunsuke Umeki, 14th 

International Symposium on Advances in Technology Education conference proceedings, pp. 295-300, 2022. 

2．『聞き返し発話の解釈に関する認知語用論的考察』, 梅木俊輔, 日中言語文化出版社, 2019 年 

3．‟Greetings” , 島崎薫・渡部留美（監）島崎薫・渡部留美・梅木俊輔・バックレイ厚子・三島敦子（編著） , Tohoku 

University Survival Japanese Program., 東北大学出版会, pp. 1-8, 2017 年 

4．「聞き手の発話解釈に感動詞が関与する程度差について―暗示的意味を中心に―」, 梅木俊輔, 『文化』, 77 巻 3・4

号, pp. 35–52, 2014 年 

5．「感動詞への「と」の付加をめぐる語用論的意味に関する覚書」, 梅木俊輔, 『言語科学論集』, 17 巻, pp. 73-84, 2013

年 

6．「エコー型聞き返しの発話機能と発話末イントネーションとの関係」, 梅木俊輔, 『日本語／日本語教育研究』, 2 巻, 

pp. 119-136, 2011 年 

7．「ターン管理と発話連鎖への期待に関する一考察―韓日接触場面における情報要求場面を中心に―」, 梅木俊輔, 

『言語科学論集』, 13 巻, pp. 71-82, 2009 年 

【口頭発表等】 

1．「教員・カウンセラー協働による心理教育の実践」, 徳竹亜紀子・梅木俊輔・勝又美保・武田拓・濵中ミオ・本田佑・宮

﨑義久, 令和元年度全国高専フォーラム, 北九州国際会議場, 2019 年 8 月 

2．「無償APIによる多言語翻訳システムを用いた高専初年次留学生に対する授業サポートの試み」, 若生倫太郎・梅木

俊輔, 日本高専学会第 25 回年会講演会, 仙台高等専門学校, 2019 年 8 月 

3．「調整コミュニケーションのリソースとしての多様性―国際共修授業における取り組みをもとに―」, 梅木俊輔, 第 26

回小出記念日本語教育研究会，国際基督教大学, 2017 年 7 月 

4．「発話解釈に伴う推測と視線認知」, 梅木俊輔，社会言語科学会第 34 回大会, 立命館アジア太平洋大学, 2014 年 9

月 

5． “Behavior in ‘sequence-closing third’: ‘Why they don’t say that I don’t know what to say?’ ” , UMEKI 

Shunsuke・NAJIMA Yoshinao.,13th International Pragmatics Conference (IPrA), IndiaHabitat Centre, New Delhi India, 

2013 年 9 月 

6．「日本語学習者のポライトネス・ストラテジーに関する一考察」, 梅木俊輔，日本語用論学会第 15 回大会ワークショッ

プ：『語用論研究から日本語教育へ、日本語教育から語用論研究へ』, 大阪学院大学, 2012 年 12 月  

  

 提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

日
本
語
教
育
学

教
育
学

－　68　－



社
会
学

社
会
学

－　69　－

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：異文化接触場面におけるインタラクション

マネジメント 

 

氏氏名名：：      梅梅木木  俊俊輔輔／／UUMMEEKKII  SShhuunnssuukkee  EE--mmaaiill：：  ss--uummeekkii@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（文文学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
日日本本語語教教育育学学会会,,  日日本本語語用用論論学学会会,,  社社会会言言語語科科学学会会,,  専専門門日日本本語語教教

育育学学会会  

研研究究分分野野：：  文文学学，，言言語語学学  

キキーーワワーードド：：  異異文文化化間間ココミミュュニニケケーーシショョンン,,  会会話話分分析析,,  年年少少者者日日本本語語教教育育  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・留留学学生生対対象象日日本本語語教教育育    ・・日日本本語語テテククニニカカルルラライイテティィンンググ  

・・国国際際交交流流・・海海外外留留学学ササポポーートト  

 
研研究究内内容容：：    

【論文】 

1. TEACHING OF JAPANESE LANGUAGE TO INTERNATIONAL STUDENTS BASED ON CDIO, Shunsuke Umeki, 14th 

International Symposium on Advances in Technology Education conference proceedings, pp. 295-300, 2022. 

2．『聞き返し発話の解釈に関する認知語用論的考察』, 梅木俊輔, 日中言語文化出版社, 2019 年 

3．‟Greetings” , 島崎薫・渡部留美（監）島崎薫・渡部留美・梅木俊輔・バックレイ厚子・三島敦子（編著） , Tohoku 

University Survival Japanese Program., 東北大学出版会, pp. 1-8, 2017 年 

4．「聞き手の発話解釈に感動詞が関与する程度差について―暗示的意味を中心に―」, 梅木俊輔, 『文化』, 77 巻 3・4

号, pp. 35–52, 2014 年 

5．「感動詞への「と」の付加をめぐる語用論的意味に関する覚書」, 梅木俊輔, 『言語科学論集』, 17 巻, pp. 73-84, 2013

年 

6．「エコー型聞き返しの発話機能と発話末イントネーションとの関係」, 梅木俊輔, 『日本語／日本語教育研究』, 2 巻, 

pp. 119-136, 2011 年 

7．「ターン管理と発話連鎖への期待に関する一考察―韓日接触場面における情報要求場面を中心に―」, 梅木俊輔, 

『言語科学論集』, 13 巻, pp. 71-82, 2009 年 

【口頭発表等】 

1．「教員・カウンセラー協働による心理教育の実践」, 徳竹亜紀子・梅木俊輔・勝又美保・武田拓・濵中ミオ・本田佑・宮

﨑義久, 令和元年度全国高専フォーラム, 北九州国際会議場, 2019 年 8 月 

2．「無償APIによる多言語翻訳システムを用いた高専初年次留学生に対する授業サポートの試み」, 若生倫太郎・梅木

俊輔, 日本高専学会第 25 回年会講演会, 仙台高等専門学校, 2019 年 8 月 

3．「調整コミュニケーションのリソースとしての多様性―国際共修授業における取り組みをもとに―」, 梅木俊輔, 第 26

回小出記念日本語教育研究会，国際基督教大学, 2017 年 7 月 

4．「発話解釈に伴う推測と視線認知」, 梅木俊輔，社会言語科学会第 34 回大会, 立命館アジア太平洋大学, 2014 年 9

月 

5． “Behavior in ‘sequence-closing third’: ‘Why they don’t say that I don’t know what to say?’ ” , UMEKI 

Shunsuke・NAJIMA Yoshinao.,13th International Pragmatics Conference (IPrA), IndiaHabitat Centre, New Delhi India, 

2013 年 9 月 

6．「日本語学習者のポライトネス・ストラテジーに関する一考察」, 梅木俊輔，日本語用論学会第 15 回大会ワークショッ

プ：『語用論研究から日本語教育へ、日本語教育から語用論研究へ』, 大阪学院大学, 2012 年 12 月  

  

 提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

日
本
語
教
育
学

教
育
学

－　68　－



  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

日本古代寺院造営事業の研究 

 

氏氏名名：：      徳徳竹竹  亜亜紀紀子子／／TTOOKKUUTTAAKKEE  AAkkiikkoo  EE--mmaaiill：：  ttookkuuttaakkee@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（文文学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  東東北北史史学学会会，，木木簡簡学学会会，，正正倉倉院院文文書書研研究究会会，，続続日日本本紀紀研研究究会会  

研研究究分分野野：：  日日本本史史，，日日本本古古代代史史，，史史料料学学  

キキーーワワーードド：：  日日本本古古代代史史，，寺寺院院造造営営，，正正倉倉院院文文書書，，算算額額，，和和算算  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・歴歴史史学学のの基基礎礎知知識識  

・・歴歴史史資資料料のの読読解解  

・・赤赤外外線線カカメメララをを用用いいたた歴歴史史資資料料・・文文化化財財のの撮撮影影  

 
研研究究内内容容：：    

  

■■  研研究究内内容容  

・・日日本本古古代代のの造造営営事事業業ににおおけけるる機機構構，，財財源源，，資資材材・・技技術術者者確確保保のの実実態態解解明明とと，，関関連連すするる法法制制度度  

・・正正倉倉院院文文書書のの復復元元とと読読解解  

・・算算額額のの調調査査研研究究  

・・赤赤外外線線カカメメララをを用用いいたた歴歴史史資資料料・・文文化化財財のの撮撮影影  

・・律律令令国国家家にによよるる東東北北支支配配政政策策ににおおけけるる南南東東北北のの位位置置づづけけ  

  

■■  研研究究シシーーズズ  

  私私はは日日本本古古代代国国家家がが寺寺院院ななどどのの大大規規模模なな構構造造物物のの造造営営ををどどののよよううにに実実現現ししたたののかかとといいうう問問題題ににつついいてて，，（（11））組組織織，，

（（22））財財源源，，（（33））資資材材やや労労働働力力のの確確保保，，（（44））技技術術者者のの動動員員とといいっったた観観点点かからら研研究究ししてていいまますす。。  

  ままたた，，近近年年はは各各地地のの寺寺社社にに奉奉納納さされれたた算算額額のの調調査査研研究究もも進進めめてていいまますす。。ここのの研研究究でではは歴歴史史学学とと数数学学のの研研究究者者にによよるる

ググルルーーププをを立立ちち上上げげ，，両両者者のの専専門門性性をを活活かかししてて共共同同研研究究ととししてて進進めめてていいるる点点にに特特徴徴ががあありりまますす。。ままたた，，調調査査にに際際ししててはは

赤赤外外線線カカメメララをを活活用用しし，，墨墨がが薄薄れれてて肉肉眼眼でではは読読みみににくくくくななっったた算算額額のの文文字字読読解解をを試試みみてていいまますす。。  

  

  

  

■■  関関連連論論文文  

①①「「天天平平宝宝字字年年間間ににおおけけるる法法華華寺寺金金堂堂のの造造営営  ――作作金金堂堂所所解解のの検検討討をを中中心心にに――」」（（『『正正倉倉院院文文書書研研究究』』99 号号、、22000033 年年））  

②②「「文文書書行行政政ににおおけけるる告告朔朔解解のの意意義義」」（（『『正正倉倉院院文文書書研研究究』』1100 号号、、22000055 年年））  

③③「「阿阿弥弥陀陀浄浄土土院院造造営営機機構構のの再再検検討討」」（（『『ヒヒスストトリリアア』』220077 号号、、22000077 年年））  

④④「「古古代代のの作作画画事事業業とと画画工工司司」」（（『『古古代代文文化化』』第第 6655 巻巻第第 11 号号、、22001133 年年））  

⑤⑤「「画画所所解解考考」」（（『『国国史史談談話話会会雑雑誌誌』』第第 5544 号号、、22001144 年年））  

⑥⑥「「金金光光明明寺寺造造物物所所ををめめぐぐるる一一試試論論」」（（『『国国史史談談話話会会雑雑誌誌』』第第 5566 号号、、22001155 年年））  

⑦⑦「「古古代代越越後後国国のの国国府府とと城城柵柵」」（（熊熊谷谷公公男男編編『『古古代代東東北北のの地地域域像像とと城城柵柵』』高高志志書書院院、、22001199 年年））  

⑧⑧「「舞舞野野正正観観音音堂堂奉奉納納算算額額のの調調査査」」（（『『仙仙台台高高等等専専門門学学校校名名取取キキャャンンパパスス研研究究紀紀要要』』第第 5566 号号、、22002200 年年））  

⑨⑨「「宮宮城城県県白白石石市市小小原原地地区区のの算算額額調調査査」」（（『『仙仙台台高高等等専専門門学学校校名名取取キキャャンンパパスス研研究究紀紀要要』』第第 5577 号号、、22002211 年年））  

⑩⑩「「22002211 年年度度のの算算額額調調査査」」（（『『仙仙台台高高等等専専門門学学校校名名取取キキャャンンパパスス研研究究紀紀要要』』第第 5588 号号、、22002222 年年））  

  

  

  

  

  

  

  

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

歴
史
学

歴
史
学
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

文化触変の視点からみる東アジアの近代化 

 

氏氏名名：：      閻閻  秋秋君君／／YYAANN  QQiiuujjuunn  EE--mmaaiill：：  yyaannqqjj119966@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  特特命命助助教教  学学位位：：  博博士士（（国国際際文文化化））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本国国際際文文化化学学会会,,  日日本本東東アアジジアア実実学学研研究究会会,,  中中国国文文化化学学会会  

研研究究分分野野：：  歴歴史史学学  

キキーーワワーードド：：  漢漢学学者者,,  文文化化触触変変,,  東東アアジジアアのの近近代代化化,,  日日中中全全人人教教育育  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・歴歴史史学学のの基基礎礎知知識識  

・・歴歴史史資資料料のの読読解解  

・・日日本本語語教教育育  

 
研研究究内内容容：：    

  

■■研研究究内内容容  

・・文文明明開開化化ににおおけけるる漢漢学学者者のの役役割割のの解解明明  

・・国国際際文文化化学学的的視視点点かかららみみたた東東アアジジアアのの人人的的交交流流のの解解明明  

・・東東アアジジアア近近代代化化のの多多様様性性にに関関すするる基基礎礎的的研研究究  

・・日日中中のの全全人人教教育育思思想想  

  

■■研研究究シシーーズズ  

私私はは「「東東アアジジアアのの近近代代化化のの多多様様性性」」とといいうう研研究究ビビジジョョンンをを持持ちち,,  そそれれをを解解明明すするるたためめにに,,  明明治治初初期期のの漢漢学学者者・・岡岡千千仭仭

（（おおかか  せせんんじじんん１１８８３３３３～～１１９９１１４４））とと,,  そそのの周周辺辺のの人人物物ををケケーースス・・ススタタデディィととししてて取取りり上上げげ,,  歴歴史史学学とと思思想想史史をを横横断断すするる研研

究究にに取取りり組組みみままししたた。。具具体体的的ににはは,,  （（１１））明明治治初初期期のの漢漢学学者者にによよるる洋洋書書翻翻訳訳,,  （（２２））「「文文化化運運搬搬者者」」ととししててのの漢漢学学者者のの清清国国

渡渡航航,,  （（３３））漢漢学学者者のの抱抱くく自自他他認認識識をを明明ららかかににししままししたた。。そそのの主主なな研研究究成成果果ととししてて後後掲掲のの論論文文①①～～⑤⑤ななどどががあありりまますす。。  

現現在在,,  私私はは東東アアジジアアのの近近代代化化ににおおけけるる文文化化触触変変（（AAccccuullttuurraattiioonn））のの事事例例研研究究のの一一環環ととししてて,,  東東アアジジアアのの地地域域社社会会がが

鉄鉄道道とといいうう外外来来文文化化にに接接すするるここととでで,,  どどののよよううなな拒拒絶絶をを経経てて鉄鉄道道をを受受容容すするるよよううににななっったたののかかをを考考察察ししてていいまますす。。ここれれにに

よよりり,,  新新ししいい技技術術はは如如何何にに地地域域住住民民にに受受容容さされれ,,  地地域域のの生生活活文文化化とと共共生生ししてていいくくののかかをを解解明明ししたたいいとと考考ええてていいまますす。。  

ままたた私私はは,,  １１９９２２００～～１１９９３３００年年代代のの日日本本とと中中国国ににおおいいてて展展開開さされれたた全全人人教教育育にに関関心心をを持持っってていいまますす。。そそれれぞぞれれのの教教育育

理理論論をを比比較較検検討討しし,,  相相互互のの影影響響関関係係もも確確認認ししたたいいとと考考ええてていいまますす。。  

  

■■関関連連論論文文  

①① 「「清清仏仏戦戦争争期期ににおおけけるる日日本本人人のの清清国国渡渡航航にに関関すするる一一考考察察」」（（『『国国際際文文化化研研究究』』２２９９,,  ２２００２２３３年年））  

②② 「「１１８８７７００年年代代のの日日本本ににおおけけるるワワシシンントトンンのの人人間間像像のの一一考考察察－－岡岡千千仭仭のの『『米米利利堅堅志志』』をを中中心心にに－－」」（（『『年年報報日日本本思思

想想史史』』１１９９,,  ２２００２２00 年年））  

③③ 「「清清仏仏戦戦争争期期ににおおけけるる日日中中近近代代化化のの相相違違性性のの一一考考察察－－清清国国紀紀行行文文『『観観光光紀紀遊遊』』のの鉄鉄道道建建設設論論をを手手ががかかりりにに

－－」」（（『『自自然然とと実実学学』』５５,,  ２２００２２00 年年））  

④④ 「「明明治治初初期期のの日日本本ににおおけけるる米米国国史史のの受受容容ににつついいてて－－岡岡千千仭仭のの『『米米利利堅堅志志』』をを中中心心にに－－」」（（『『中中国国文文化化』』７７７７,,  ２２００１１

９９年年））  

⑤⑤ 「「琉琉球球のの帰帰属属問問題題ををめめぐぐるる岡岡千千仭仭のの認認識識」」（（『『国国際際文文化化研研究究』』２２４４,,  ２２００１１８８年年））  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

日本古代寺院造営事業の研究 

 

氏氏名名：：      徳徳竹竹  亜亜紀紀子子／／TTOOKKUUTTAAKKEE  AAkkiikkoo  EE--mmaaiill：：  ttookkuuttaakkee@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（文文学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  東東北北史史学学会会，，木木簡簡学学会会，，正正倉倉院院文文書書研研究究会会，，続続日日本本紀紀研研究究会会  

研研究究分分野野：：  日日本本史史，，日日本本古古代代史史，，史史料料学学  

キキーーワワーードド：：  日日本本古古代代史史，，寺寺院院造造営営，，正正倉倉院院文文書書，，算算額額，，和和算算  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・歴歴史史学学のの基基礎礎知知識識  

・・歴歴史史資資料料のの読読解解  

・・赤赤外外線線カカメメララをを用用いいたた歴歴史史資資料料・・文文化化財財のの撮撮影影  

 
研研究究内内容容：：    

  

■■  研研究究内内容容  

・・日日本本古古代代のの造造営営事事業業ににおおけけるる機機構構，，財財源源，，資資材材・・技技術術者者確確保保のの実実態態解解明明とと，，関関連連すするる法法制制度度  

・・正正倉倉院院文文書書のの復復元元とと読読解解  

・・算算額額のの調調査査研研究究  

・・赤赤外外線線カカメメララをを用用いいたた歴歴史史資資料料・・文文化化財財のの撮撮影影  

・・律律令令国国家家にによよるる東東北北支支配配政政策策ににおおけけるる南南東東北北のの位位置置づづけけ  

  

■■  研研究究シシーーズズ  

  私私はは日日本本古古代代国国家家がが寺寺院院ななどどのの大大規規模模なな構構造造物物のの造造営営ををどどののよよううにに実実現現ししたたののかかとといいうう問問題題ににつついいてて，，（（11））組組織織，，

（（22））財財源源，，（（33））資資材材やや労労働働力力のの確確保保，，（（44））技技術術者者のの動動員員とといいっったた観観点点かからら研研究究ししてていいまますす。。  

  ままたた，，近近年年はは各各地地のの寺寺社社にに奉奉納納さされれたた算算額額のの調調査査研研究究もも進進めめてていいまますす。。ここのの研研究究でではは歴歴史史学学とと数数学学のの研研究究者者にによよるる

ググルルーーププをを立立ちち上上げげ，，両両者者のの専専門門性性をを活活かかししてて共共同同研研究究ととししてて進進めめてていいるる点点にに特特徴徴ががあありりまますす。。ままたた，，調調査査にに際際ししててはは

赤赤外外線線カカメメララをを活活用用しし，，墨墨がが薄薄れれてて肉肉眼眼でではは読読みみににくくくくななっったた算算額額のの文文字字読読解解をを試試みみてていいまますす。。  

  

  

  

■■  関関連連論論文文  

①①「「天天平平宝宝字字年年間間ににおおけけるる法法華華寺寺金金堂堂のの造造営営  ――作作金金堂堂所所解解のの検検討討をを中中心心にに――」」（（『『正正倉倉院院文文書書研研究究』』99 号号、、22000033 年年））  

②②「「文文書書行行政政ににおおけけるる告告朔朔解解のの意意義義」」（（『『正正倉倉院院文文書書研研究究』』1100 号号、、22000055 年年））  

③③「「阿阿弥弥陀陀浄浄土土院院造造営営機機構構のの再再検検討討」」（（『『ヒヒスストトリリアア』』220077 号号、、22000077 年年））  

④④「「古古代代のの作作画画事事業業とと画画工工司司」」（（『『古古代代文文化化』』第第 6655 巻巻第第 11 号号、、22001133 年年））  

⑤⑤「「画画所所解解考考」」（（『『国国史史談談話話会会雑雑誌誌』』第第 5544 号号、、22001144 年年））  

⑥⑥「「金金光光明明寺寺造造物物所所ををめめぐぐるる一一試試論論」」（（『『国国史史談談話話会会雑雑誌誌』』第第 5566 号号、、22001155 年年））  

⑦⑦「「古古代代越越後後国国のの国国府府とと城城柵柵」」（（熊熊谷谷公公男男編編『『古古代代東東北北のの地地域域像像とと城城柵柵』』高高志志書書院院、、22001199 年年））  

⑧⑧「「舞舞野野正正観観音音堂堂奉奉納納算算額額のの調調査査」」（（『『仙仙台台高高等等専専門門学学校校名名取取キキャャンンパパスス研研究究紀紀要要』』第第 5566 号号、、22002200 年年））  

⑨⑨「「宮宮城城県県白白石石市市小小原原地地区区のの算算額額調調査査」」（（『『仙仙台台高高等等専専門門学学校校名名取取キキャャンンパパスス研研究究紀紀要要』』第第 5577 号号、、22002211 年年））  

⑩⑩「「22002211 年年度度のの算算額額調調査査」」（（『『仙仙台台高高等等専専門門学学校校名名取取キキャャンンパパスス研研究究紀紀要要』』第第 5588 号号、、22002222 年年））  

  

  

  

  

  

  

  

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

日本古代寺院造営事業の研究 

 

氏氏名名：：      徳徳竹竹  亜亜紀紀子子／／TTOOKKUUTTAAKKEE  AAkkiikkoo  EE--mmaaiill：：  ttookkuuttaakkee@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（文文学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  東東北北史史学学会会，，木木簡簡学学会会，，正正倉倉院院文文書書研研究究会会，，続続日日本本紀紀研研究究会会  

研研究究分分野野：：  日日本本史史，，日日本本古古代代史史，，史史料料学学  

キキーーワワーードド：：  日日本本古古代代史史，，寺寺院院造造営営，，正正倉倉院院文文書書，，算算額額，，和和算算  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・歴歴史史学学のの基基礎礎知知識識  

・・歴歴史史資資料料のの読読解解  

・・赤赤外外線線カカメメララをを用用いいたた歴歴史史資資料料・・文文化化財財のの撮撮影影  

 
研研究究内内容容：：    

  

■■  研研究究内内容容  

・・日日本本古古代代のの造造営営事事業業ににおおけけるる機機構構，，財財源源，，資資材材・・技技術術者者確確保保のの実実態態解解明明とと，，関関連連すするる法法制制度度  

・・正正倉倉院院文文書書のの復復元元とと読読解解  

・・算算額額のの調調査査研研究究  

・・赤赤外外線線カカメメララをを用用いいたた歴歴史史資資料料・・文文化化財財のの撮撮影影  

・・律律令令国国家家にによよるる東東北北支支配配政政策策ににおおけけるる南南東東北北のの位位置置づづけけ  

  

■■  研研究究シシーーズズ  

  私私はは日日本本古古代代国国家家がが寺寺院院ななどどのの大大規規模模なな構構造造物物のの造造営営ををどどののよよううにに実実現現ししたたののかかとといいうう問問題題ににつついいてて，，（（11））組組織織，，

（（22））財財源源，，（（33））資資材材やや労労働働力力のの確確保保，，（（44））技技術術者者のの動動員員とといいっったた観観点点かからら研研究究ししてていいまますす。。  

  ままたた，，近近年年はは各各地地のの寺寺社社にに奉奉納納さされれたた算算額額のの調調査査研研究究もも進進めめてていいまますす。。ここのの研研究究でではは歴歴史史学学とと数数学学のの研研究究者者にによよるる

ググルルーーププをを立立ちち上上げげ，，両両者者のの専専門門性性をを活活かかししてて共共同同研研究究ととししてて進進めめてていいるる点点にに特特徴徴ががあありりまますす。。ままたた，，調調査査にに際際ししててはは

赤赤外外線線カカメメララをを活活用用しし，，墨墨がが薄薄れれてて肉肉眼眼でではは読読みみににくくくくななっったた算算額額のの文文字字読読解解をを試試みみてていいまますす。。  

  

  

  

■■  関関連連論論文文  

①①「「天天平平宝宝字字年年間間ににおおけけるる法法華華寺寺金金堂堂のの造造営営  ――作作金金堂堂所所解解のの検検討討をを中中心心にに――」」（（『『正正倉倉院院文文書書研研究究』』99 号号、、22000033 年年））  

②②「「文文書書行行政政ににおおけけるる告告朔朔解解のの意意義義」」（（『『正正倉倉院院文文書書研研究究』』1100 号号、、22000055 年年））  

③③「「阿阿弥弥陀陀浄浄土土院院造造営営機機構構のの再再検検討討」」（（『『ヒヒスストトリリアア』』220077 号号、、22000077 年年））  

④④「「古古代代のの作作画画事事業業とと画画工工司司」」（（『『古古代代文文化化』』第第 6655 巻巻第第 11 号号、、22001133 年年））  

⑤⑤「「画画所所解解考考」」（（『『国国史史談談話話会会雑雑誌誌』』第第 5544 号号、、22001144 年年））  

⑥⑥「「金金光光明明寺寺造造物物所所ををめめぐぐるる一一試試論論」」（（『『国国史史談談話話会会雑雑誌誌』』第第 5566 号号、、22001155 年年））  

⑦⑦「「古古代代越越後後国国のの国国府府とと城城柵柵」」（（熊熊谷谷公公男男編編『『古古代代東東北北のの地地域域像像とと城城柵柵』』高高志志書書院院、、22001199 年年））  

⑧⑧「「舞舞野野正正観観音音堂堂奉奉納納算算額額のの調調査査」」（（『『仙仙台台高高等等専専門門学学校校名名取取キキャャンンパパスス研研究究紀紀要要』』第第 5566 号号、、22002200 年年））  

⑨⑨「「宮宮城城県県白白石石市市小小原原地地区区のの算算額額調調査査」」（（『『仙仙台台高高等等専専門門学学校校名名取取キキャャンンパパスス研研究究紀紀要要』』第第 5577 号号、、22002211 年年））  

⑩⑩「「22002211 年年度度のの算算額額調調査査」」（（『『仙仙台台高高等等専専門門学学校校名名取取キキャャンンパパスス研研究究紀紀要要』』第第 5588 号号、、22002222 年年））  

  

  

  

  

  

  

  

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

歴
史
学

歴
史
学

－　71　－

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

文化触変の視点からみる東アジアの近代化 

 

氏氏名名：：      閻閻  秋秋君君／／YYAANN  QQiiuujjuunn  EE--mmaaiill：：  yyaannqqjj119966@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  特特命命助助教教  学学位位：：  博博士士（（国国際際文文化化））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本国国際際文文化化学学会会,,  日日本本東東アアジジアア実実学学研研究究会会,,  中中国国文文化化学学会会  

研研究究分分野野：：  歴歴史史学学  

キキーーワワーードド：：  漢漢学学者者,,  文文化化触触変変,,  東東アアジジアアのの近近代代化化,,  日日中中全全人人教教育育  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・歴歴史史学学のの基基礎礎知知識識  

・・歴歴史史資資料料のの読読解解  

・・日日本本語語教教育育  

 
研研究究内内容容：：    

  

■■研研究究内内容容  

・・文文明明開開化化ににおおけけるる漢漢学学者者のの役役割割のの解解明明  

・・国国際際文文化化学学的的視視点点かかららみみたた東東アアジジアアのの人人的的交交流流のの解解明明  

・・東東アアジジアア近近代代化化のの多多様様性性にに関関すするる基基礎礎的的研研究究  

・・日日中中のの全全人人教教育育思思想想  

  

■■研研究究シシーーズズ  

私私はは「「東東アアジジアアのの近近代代化化のの多多様様性性」」とといいうう研研究究ビビジジョョンンをを持持ちち,,  そそれれをを解解明明すするるたためめにに,,  明明治治初初期期のの漢漢学学者者・・岡岡千千仭仭

（（おおかか  せせんんじじんん１１８８３３３３～～１１９９１１４４））とと,,  そそのの周周辺辺のの人人物物ををケケーースス・・ススタタデディィととししてて取取りり上上げげ,,  歴歴史史学学とと思思想想史史をを横横断断すするる研研

究究にに取取りり組組みみままししたた。。具具体体的的ににはは,,  （（１１））明明治治初初期期のの漢漢学学者者にによよるる洋洋書書翻翻訳訳,,  （（２２））「「文文化化運運搬搬者者」」ととししててのの漢漢学学者者のの清清国国

渡渡航航,,  （（３３））漢漢学学者者のの抱抱くく自自他他認認識識をを明明ららかかににししままししたた。。そそのの主主なな研研究究成成果果ととししてて後後掲掲のの論論文文①①～～⑤⑤ななどどががあありりまますす。。  

現現在在,,  私私はは東東アアジジアアのの近近代代化化ににおおけけるる文文化化触触変変（（AAccccuullttuurraattiioonn））のの事事例例研研究究のの一一環環ととししてて,,  東東アアジジアアのの地地域域社社会会がが

鉄鉄道道とといいうう外外来来文文化化にに接接すするるここととでで,,  どどののよよううなな拒拒絶絶をを経経てて鉄鉄道道をを受受容容すするるよよううににななっったたののかかをを考考察察ししてていいまますす。。ここれれにに

よよりり,,  新新ししいい技技術術はは如如何何にに地地域域住住民民にに受受容容さされれ,,  地地域域のの生生活活文文化化とと共共生生ししてていいくくののかかをを解解明明ししたたいいとと考考ええてていいまますす。。  

ままたた私私はは,,  １１９９２２００～～１１９９３３００年年代代のの日日本本とと中中国国ににおおいいてて展展開開さされれたた全全人人教教育育にに関関心心をを持持っってていいまますす。。そそれれぞぞれれのの教教育育

理理論論をを比比較較検検討討しし,,  相相互互のの影影響響関関係係もも確確認認ししたたいいとと考考ええてていいまますす。。  

  

■■関関連連論論文文  

①① 「「清清仏仏戦戦争争期期ににおおけけるる日日本本人人のの清清国国渡渡航航にに関関すするる一一考考察察」」（（『『国国際際文文化化研研究究』』２２９９,,  ２２００２２３３年年））  

②② 「「１１８８７７００年年代代のの日日本本ににおおけけるるワワシシンントトンンのの人人間間像像のの一一考考察察－－岡岡千千仭仭のの『『米米利利堅堅志志』』をを中中心心にに－－」」（（『『年年報報日日本本思思

想想史史』』１１９９,,  ２２００２２00 年年））  

③③ 「「清清仏仏戦戦争争期期ににおおけけるる日日中中近近代代化化のの相相違違性性のの一一考考察察－－清清国国紀紀行行文文『『観観光光紀紀遊遊』』のの鉄鉄道道建建設設論論をを手手ががかかりりにに

－－」」（（『『自自然然とと実実学学』』５５,,  ２２００２２00 年年））  

④④ 「「明明治治初初期期のの日日本本ににおおけけるる米米国国史史のの受受容容ににつついいてて－－岡岡千千仭仭のの『『米米利利堅堅志志』』をを中中心心にに－－」」（（『『中中国国文文化化』』７７７７,,  ２２００１１

９９年年））  

⑤⑤ 「「琉琉球球のの帰帰属属問問題題ををめめぐぐるる岡岡千千仭仭のの認認識識」」（（『『国国際際文文化化研研究究』』２２４４,,  ２２００１１８８年年））  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

日本古代寺院造営事業の研究 

 

氏氏名名：：      徳徳竹竹  亜亜紀紀子子／／TTOOKKUUTTAAKKEE  AAkkiikkoo  EE--mmaaiill：：  ttookkuuttaakkee@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（文文学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  東東北北史史学学会会，，木木簡簡学学会会，，正正倉倉院院文文書書研研究究会会，，続続日日本本紀紀研研究究会会  

研研究究分分野野：：  日日本本史史，，日日本本古古代代史史，，史史料料学学  

キキーーワワーードド：：  日日本本古古代代史史，，寺寺院院造造営営，，正正倉倉院院文文書書，，算算額額，，和和算算  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・歴歴史史学学のの基基礎礎知知識識  

・・歴歴史史資資料料のの読読解解  

・・赤赤外外線線カカメメララをを用用いいたた歴歴史史資資料料・・文文化化財財のの撮撮影影  

 
研研究究内内容容：：    

  

■■  研研究究内内容容  

・・日日本本古古代代のの造造営営事事業業ににおおけけるる機機構構，，財財源源，，資資材材・・技技術術者者確確保保のの実実態態解解明明とと，，関関連連すするる法法制制度度  

・・正正倉倉院院文文書書のの復復元元とと読読解解  

・・算算額額のの調調査査研研究究  

・・赤赤外外線線カカメメララをを用用いいたた歴歴史史資資料料・・文文化化財財のの撮撮影影  

・・律律令令国国家家にによよるる東東北北支支配配政政策策ににおおけけるる南南東東北北のの位位置置づづけけ  

  

■■  研研究究シシーーズズ  

  私私はは日日本本古古代代国国家家がが寺寺院院ななどどのの大大規規模模なな構構造造物物のの造造営営ををどどののよよううにに実実現現ししたたののかかとといいうう問問題題ににつついいてて，，（（11））組組織織，，

（（22））財財源源，，（（33））資資材材やや労労働働力力のの確確保保，，（（44））技技術術者者のの動動員員とといいっったた観観点点かからら研研究究ししてていいまますす。。  

  ままたた，，近近年年はは各各地地のの寺寺社社にに奉奉納納さされれたた算算額額のの調調査査研研究究もも進進めめてていいまますす。。ここのの研研究究でではは歴歴史史学学とと数数学学のの研研究究者者にによよるる

ググルルーーププをを立立ちち上上げげ，，両両者者のの専専門門性性をを活活かかししてて共共同同研研究究ととししてて進進めめてていいるる点点にに特特徴徴ががあありりまますす。。ままたた，，調調査査にに際際ししててはは

赤赤外外線線カカメメララをを活活用用しし，，墨墨がが薄薄れれてて肉肉眼眼でではは読読みみににくくくくななっったた算算額額のの文文字字読読解解をを試試みみてていいまますす。。  

  

  

  

■■  関関連連論論文文  

①①「「天天平平宝宝字字年年間間ににおおけけるる法法華華寺寺金金堂堂のの造造営営  ――作作金金堂堂所所解解のの検検討討をを中中心心にに――」」（（『『正正倉倉院院文文書書研研究究』』99 号号、、22000033 年年））  

②②「「文文書書行行政政ににおおけけるる告告朔朔解解のの意意義義」」（（『『正正倉倉院院文文書書研研究究』』1100 号号、、22000055 年年））  

③③「「阿阿弥弥陀陀浄浄土土院院造造営営機機構構のの再再検検討討」」（（『『ヒヒスストトリリアア』』220077 号号、、22000077 年年））  

④④「「古古代代のの作作画画事事業業とと画画工工司司」」（（『『古古代代文文化化』』第第 6655 巻巻第第 11 号号、、22001133 年年））  

⑤⑤「「画画所所解解考考」」（（『『国国史史談談話話会会雑雑誌誌』』第第 5544 号号、、22001144 年年））  

⑥⑥「「金金光光明明寺寺造造物物所所ををめめぐぐるる一一試試論論」」（（『『国国史史談談話話会会雑雑誌誌』』第第 5566 号号、、22001155 年年））  

⑦⑦「「古古代代越越後後国国のの国国府府とと城城柵柵」」（（熊熊谷谷公公男男編編『『古古代代東東北北のの地地域域像像とと城城柵柵』』高高志志書書院院、、22001199 年年））  

⑧⑧「「舞舞野野正正観観音音堂堂奉奉納納算算額額のの調調査査」」（（『『仙仙台台高高等等専専門門学学校校名名取取キキャャンンパパスス研研究究紀紀要要』』第第 5566 号号、、22002200 年年））  

⑨⑨「「宮宮城城県県白白石石市市小小原原地地区区のの算算額額調調査査」」（（『『仙仙台台高高等等専専門門学学校校名名取取キキャャンンパパスス研研究究紀紀要要』』第第 5577 号号、、22002211 年年））  

⑩⑩「「22002211 年年度度のの算算額額調調査査」」（（『『仙仙台台高高等等専専門門学学校校名名取取キキャャンンパパスス研研究究紀紀要要』』第第 5588 号号、、22002222 年年））  

  

  

  

  

  

  

  

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

国
際
文
化
学

歴
史
学

－　70　－
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

a)速報付画面     b)通常画面 
図 1:視線停留の相違例 

映像余白に情報が表示される画面(a)で動画映像を

鑑賞すると，表示のない画面(b)で鑑賞するよりも

長時間停留の頻度が減少する[2] 

研研究究タタイイトトルル：：  

人間の心理・行動特性に基づくデザイン評価 

 

氏氏名名：：      伊伊師師  華華江江／／IISSHHII  HHaannaaee  EE--mmaaiill：：  iisshhii@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（文文学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本認認知知心心理理学学会会，，日日本本感感性性工工学学会会，，日日本本顔顔学学会会，，東東北北心心理理学学会会  

研研究究分分野野：：  人人間間情情報報学学  

キキーーワワーードド：：  感感性性心心理理学学，，実実験験心心理理学学，，環環境境心心理理学学  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

感感性性評評価価  

  

  

 

研研究究内内容容：：  
・人間の心理・行動特性に関する実験心理学的検討 
・情報デザインの心理学的評価 
・建築・空間デザインの心理学的評価  

人間の感性情報処理特性の実験的解明と感性デザイン支援への応用に関する研究に取り組んでいます。 

 

  [[情報デザインと視線計測] 

視聴者の視覚的特性や感性に合致する，情報伝達のための画面デザイン

に関する研究を行っています[1][2][3]。テレビ画面を利用した速報などの文

字情報表示が視聴者の映像コンテンツ鑑賞に及ぼす影響の実験的検討（視

線計測と主観評価）、画面デザインに関する視聴者ニーズの分析等を行って

います。 

[空間デザインと感性評価] 

様々な心理・行動指標を使って，CG 空間のデザイン評価に関する研究を

行っています[4][5]。SD（セマンティック・ディファレンシャル）法や ME

（マグニチュード・エスティメーション）法，評価グリッド法，対人距離測

定などを組み合わせ，空間の雰囲気や開放感，安心感等の評価を行ってい

ます。  

[1]伊師ら(2015)テレビ映像中の L 字型画面に対する視線停留の分析，仙台高等専門学校名取キャンパス研究紀要第 51 号，pp.11-

17 

[2]伊師ら(2016) L 字型画面が映像鑑賞に及ぼす影響‐視聴者に配慮したテレビの速報表示画面デザインへ向けた検討‐，日本感性

工学会論文誌 15(7) 687-691 

[3]伊師ら(2019) 情報表示のためのテレビ画面デザインに関する視聴者ニーズの定性的把握，日本感性学会論文誌 18(3) 229-233 

[4]伊師ら(2017) 窓からの眺めが室内雰囲気評価に及ぼす影響，日本感性学会論文誌 16(5) 473-477 

[5]有住ら(2021) 内装色変化が室空間の容積感に及ぼす影響，第 26 回高専シンポジウムオンライン 
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a)自然の風景    b)住宅街の風景 
図 2:窓外景色が異なる空間例 

窓外景色の違いが室内全体の雰囲気評価に影響

する[4] 
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

a)速報付画面     b)通常画面 
図 1:視線停留の相違例 

映像余白に情報が表示される画面(a)で動画映像を

鑑賞すると，表示のない画面(b)で鑑賞するよりも

長時間停留の頻度が減少する[2] 
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研研究究内内容容：：  
・人間の心理・行動特性に関する実験心理学的検討 
・情報デザインの心理学的評価 
・建築・空間デザインの心理学的評価  

人間の感性情報処理特性の実験的解明と感性デザイン支援への応用に関する研究に取り組んでいます。 

 

  [[情報デザインと視線計測] 

視聴者の視覚的特性や感性に合致する，情報伝達のための画面デザイン
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17 

[2]伊師ら(2016) L 字型画面が映像鑑賞に及ぼす影響‐視聴者に配慮したテレビの速報表示画面デザインへ向けた検討‐，日本感性
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低密度エネルギーの回収・再生・変換 

 

氏氏名名：：      石石川川  信信幸幸／／IISSHHIIKKAAWWAA  NNoobbuuyyuukkii    EE--mmaaiill：：  iisshhiikkaawwaa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士((工工学学))  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本機機械械学学会会，，日日本本設設計計工工学学会会，，自自動動車車技技術術会会，，日日本本伝伝熱熱学学会会  

研研究究分分野野：：  熱熱工工学学，，熱熱力力学学，，伝伝熱熱工工学学  

キキーーワワーードド：：  熱熱交交換換器器，，凝凝固固・・融融解解，，太太陽陽エエネネルルギギーー  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・伝伝熱熱計計測測、、伝伝熱熱機機器器のの設設計計  

・・太太陽陽熱熱エエネネルルギギーー利利用用技技術術  

  
  

 
研研究究内内容容：：  多多流流体体熱熱交交換換器器のの特特性性  

流流体体のの加加熱熱ままたたはは冷冷却却をを行行ううたためめにに熱熱交交換換器器とといいうう伝伝熱熱機機器器がが広広くく用用いいらられれてていいるる。。エエアアココンンやや給給湯湯器器ななどどにに

使使わわれれてていいるる熱熱交交換換器器はは隔隔壁壁式式熱熱交交換換器器とと称称さされれ，，⼀⼀⼀⼀のの流流体体かからら温温度度のの異異ななるる他他のの流流体体にに隔隔壁壁をを介介ししてて熱熱をを

伝伝ええるる仕仕組組みみをを有有すするる。。熱熱交交換換器器はは通通常常でではは⼀⼀つつのの流流体体のの間間でで熱熱をを利利⼀⼀すするるたためめにに用用いいらられれるるがが，，三三つつ以以上上のの

流流体体のの間間でで熱熱をを同同時時にに利利⼀⼀すするる多多流流体体熱熱交交換換器器をを用用いいるるここととでで，，複複数数のの流流体体をを同同時時にに加加熱熱ししたたりり，，ままたたはは冷冷却却しし

たたりり，，熱熱源源かからら用用途途にに応応じじてて必必要要ととさされれるる熱熱をを最最適適にに分分配配ししたたりり，，様様々々なな使使いい⼀⼀ががででききるるよよううににななるる。。本本研研究究でではは用用

途途・・⼀⼀的的にに適適ししたた多多流流体体熱熱交交換換器器のの構構造造やや使使用用条条件件をを容容易易にに決決めめるるここととががででききるるよよううにに，，多多流流体体熱熱交交換換器器のの特特性性

解解析析ややそそのの性性能能評評価価のの⼀⼀法法ににつついいてて検検討討ししてていいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

熱熱量量測測定定器器  吉吉田田製製作作所所・・NNOO..11001133--BB  

ガガララススシシリリンンダダーーエエンンジジンン性性能能実実験験装装置置  メメガガケケムム・・MMAA1100--TTEE11  

赤赤外外線線ササーーモモググララフフィィ装装置置  日日本本アアビビオオニニククスス・・IInnffRReeCC  RR330000SSRR  

    

    

  

  

 
図 2 三伝熱面及び二伝熱面の最適性 

・流量条件に対して、性能的に最適となる流れ方向

の組合せは異なる 

 

図 1 多流体熱交換器の概念 

・三流体の場合は三伝熱面・二伝熱面タイプの

形式に分類される 
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伝伝ええるる仕仕組組みみをを有有すするる。。熱熱交交換換器器はは通通常常でではは⼀⼀つつのの流流体体のの間間でで熱熱をを利利⼀⼀すするるたためめにに用用いいらられれるるがが，，三三つつ以以上上のの

流流体体のの間間でで熱熱をを同同時時にに利利⼀⼀すするる多多流流体体熱熱交交換換器器をを用用いいるるここととでで，，複複数数のの流流体体をを同同時時にに加加熱熱ししたたりり，，ままたたはは冷冷却却しし

たたりり，，熱熱源源かからら用用途途にに応応じじてて必必要要ととさされれるる熱熱をを最最適適にに分分配配ししたたりり，，様様々々なな使使いい⼀⼀ががででききるるよよううににななるる。。本本研研究究でではは用用

途途・・⼀⼀的的にに適適ししたた多多流流体体熱熱交交換換器器のの構構造造やや使使用用条条件件をを容容易易にに決決めめるるここととががででききるるよよううにに，，多多流流体体熱熱交交換換器器のの特特性性

解解析析ややそそのの性性能能評評価価のの⼀⼀法法ににつついいてて検検討討ししてていいるる。。

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））

熱熱量量測測定定器器 吉吉田田製製作作所所・・NNOO..11001133--BB

ガガララススシシリリンンダダーーエエンンジジンン性性能能実実験験装装置置 メメガガケケムム・・MMAA1100--TTEE11

赤赤外外線線ササーーモモググララフフィィ装装置置 日日本本アアビビオオニニククスス・・IInnffRReeCC RR330000SSRR

図 2 三伝熱面及び二伝熱面の最適性

・流量条件に対して、性能的に最適となる流れ方向

の組合せは異なる

図 1 多流体熱交換器の概念

・三流体の場合は三伝熱面・二伝熱面タイプの

形式に分類される
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

IMU を用いた三次元動作解析 

 

氏氏名名：：      小小松松  瞭瞭／／KKOOMMAATTSSUU  AAkkiirraa  EE--mmaaiill：：  aakkoommaattssuu@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  助助教教  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本機機械械学学会会，，日日本本設設計計工工学学会会，，日日本本臨臨床床ババイイオオメメカカニニククスス学学会会  

研研究究分分野野：：  ババイイオオメメカカニニククスス  

キキーーワワーードド：：  三三次次元元動動作作解解析析，，歩歩行行解解析析，，慣慣性性セセンンササ（（IIMMUU））  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

  

  

 
研研究究内内容容：：    

研研究究課課題題  

●●IIMMUU をを用用いいたた歩歩行行解解析析  

●●IIMMUU をを用用いいたた様様々々なな動動作作及及びび技技能能のの定定量量化化  

●●生生体体工工学学，，ババイイオオメメカカニニククススななどどにに関関すするる基基礎礎研研究究  

  

研研究究シシーーズズ  

  身体動作計測の需要は大きく，主に医療福祉やスポーツなどの領域において動作や技能の定量化や対象者の異常

動作の検査，病態解明などを目的として実施されている．主な計測システムとして光学式モーションキャプチャカメラと

反射マーカなどから構成される三次元動作解析システムが広く用いられている．このシステムは高精度な計測ができる

一方で高コストであることや計測環境が限定されてしまう点などから汎用性に乏しい．そのため近年は小型で安価な慣

性センサ（Inertial Measurement Unit：IMU）を用いた身体動作解析が注目されている．IMU は加速度，角速度，地磁気を

計測できるため，諸動作における瞬間的な動きを定量化する事には適しているものの，その適切な解析手法や計測条

件は未だ確立されていない．本研究では IMU を用いた身体動作解析手法を確立すべく，歩行解析を中心に様々な計測

条件の検討や信号処理手法の開発，また異常動作や運動パターンなどの検出手法の開発などに着手している． 

 

 直近の事例としては，IMU で得られた歩行計測データから時系列解析手法を用いて特徴量検出を行った．この研究で

は薄型の足圧センサを足底部で装着することによって歩行時の IMU データとの関連性と検出精度について検証を試み

た．現時点では未だその確立には至っていないが，様々な条件で歩行や身体運動の計測を行う際に，より簡便なデー

タ解析の実現を目指している．  

  

【【主主たたるる業業績績ななどど】】  

[[11]]  AA..  KKoommaattssuu  aanndd  TT..  IIwwaammii,,  IInntteerrnnaattiioonnaall  CCoonnffeerreennccee  oonn  IInntteelllliiggeenntt  IInnffoorrmmaattiiccss  aanndd  BBiioommeeddiiccaall  SScciieenncceess  22002222,,  ((22002222))  

[[22]]  小小松松瞭瞭，，鶴鶴宮宮聖聖士士，，巖巖見見武武裕裕  他他，，産産業業応応用用工工学学会会論論文文誌誌，，1100((22)),,  6644--7722  ((22002222))  

  

  

  

  

  

  

 提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

IMU を用いた三次元動作解析 

 

氏氏名名：：      小小松松  瞭瞭／／KKOOMMAATTSSUU  AAkkiirraa  EE--mmaaiill：：  aakkoommaattssuu@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  助助教教  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本機機械械学学会会，，日日本本設設計計工工学学会会，，日日本本臨臨床床ババイイオオメメカカニニククスス学学会会  

研研究究分分野野：：  ババイイオオメメカカニニククスス  

キキーーワワーードド：：  三三次次元元動動作作解解析析，，歩歩行行解解析析，，慣慣性性セセンンササ（（IIMMUU））  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

  

  

 
研研究究内内容容：：    

研研究究課課題題  

●●IIMMUU をを用用いいたた歩歩行行解解析析  

●●IIMMUU をを用用いいたた様様々々なな動動作作及及びび技技能能のの定定量量化化  

●●生生体体工工学学，，ババイイオオメメカカニニククススななどどにに関関すするる基基礎礎研研究究  

  

研研究究シシーーズズ  

  身体動作計測の需要は大きく，主に医療福祉やスポーツなどの領域において動作や技能の定量化や対象者の異常

動作の検査，病態解明などを目的として実施されている．主な計測システムとして光学式モーションキャプチャカメラと

反射マーカなどから構成される三次元動作解析システムが広く用いられている．このシステムは高精度な計測ができる

一方で高コストであることや計測環境が限定されてしまう点などから汎用性に乏しい．そのため近年は小型で安価な慣

性センサ（Inertial Measurement Unit：IMU）を用いた身体動作解析が注目されている．IMU は加速度，角速度，地磁気を

計測できるため，諸動作における瞬間的な動きを定量化する事には適しているものの，その適切な解析手法や計測条

件は未だ確立されていない．本研究では IMU を用いた身体動作解析手法を確立すべく，歩行解析を中心に様々な計測

条件の検討や信号処理手法の開発，また異常動作や運動パターンなどの検出手法の開発などに着手している． 

 

 直近の事例としては，IMU で得られた歩行計測データから時系列解析手法を用いて特徴量検出を行った．この研究で

は薄型の足圧センサを足底部で装着することによって歩行時の IMU データとの関連性と検出精度について検証を試み

た．現時点では未だその確立には至っていないが，様々な条件で歩行や身体運動の計測を行う際に，より簡便なデー

タ解析の実現を目指している．  

  

【【主主たたるる業業績績ななどど】】  

[[11]]  AA..  KKoommaattssuu  aanndd  TT..  IIwwaammii,,  IInntteerrnnaattiioonnaall  CCoonnffeerreennccee  oonn  IInntteelllliiggeenntt  IInnffoorrmmaattiiccss  aanndd  BBiioommeeddiiccaall  SScciieenncceess  22002222,,  ((22002222))  

[[22]]  小小松松瞭瞭，，鶴鶴宮宮聖聖士士，，巖巖見見武武裕裕  他他，，産産業業応応用用工工学学会会論論文文誌誌，，1100((22)),,  6644--7722  ((22002222))  

  

  

  

  

  

  

 提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

機
械
工
学

工

学
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

IMU を用いた三次元動作解析 

 

氏氏名名：：      小小松松  瞭瞭／／KKOOMMAATTSSUU  AAkkiirraa  EE--mmaaiill：：  aakkoommaattssuu@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  助助教教  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本機機械械学学会会，，日日本本設設計計工工学学会会，，日日本本臨臨床床ババイイオオメメカカニニククスス学学会会  

研研究究分分野野：：  ババイイオオメメカカニニククスス  

キキーーワワーードド：：  三三次次元元動動作作解解析析，，歩歩行行解解析析，，慣慣性性セセンンササ（（IIMMUU））  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

  

  

 
研研究究内内容容：：    

研研究究課課題題  

●●IIMMUU をを用用いいたた歩歩行行解解析析  

●●IIMMUU をを用用いいたた様様々々なな動動作作及及びび技技能能のの定定量量化化  

●●生生体体工工学学，，ババイイオオメメカカニニククススななどどにに関関すするる基基礎礎研研究究  

  

研研究究シシーーズズ  

  身体動作計測の需要は大きく，主に医療福祉やスポーツなどの領域において動作や技能の定量化や対象者の異常

動作の検査，病態解明などを目的として実施されている．主な計測システムとして光学式モーションキャプチャカメラと

反射マーカなどから構成される三次元動作解析システムが広く用いられている．このシステムは高精度な計測ができる

一方で高コストであることや計測環境が限定されてしまう点などから汎用性に乏しい．そのため近年は小型で安価な慣

性センサ（Inertial Measurement Unit：IMU）を用いた身体動作解析が注目されている．IMU は加速度，角速度，地磁気を

計測できるため，諸動作における瞬間的な動きを定量化する事には適しているものの，その適切な解析手法や計測条

件は未だ確立されていない．本研究では IMU を用いた身体動作解析手法を確立すべく，歩行解析を中心に様々な計測

条件の検討や信号処理手法の開発，また異常動作や運動パターンなどの検出手法の開発などに着手している． 

 

 直近の事例としては，IMU で得られた歩行計測データから時系列解析手法を用いて特徴量検出を行った．この研究で

は薄型の足圧センサを足底部で装着することによって歩行時の IMU データとの関連性と検出精度について検証を試み

た．現時点では未だその確立には至っていないが，様々な条件で歩行や身体運動の計測を行う際に，より簡便なデー

タ解析の実現を目指している．  

  

【【主主たたるる業業績績ななどど】】  

[[11]]  AA..  KKoommaattssuu  aanndd  TT..  IIwwaammii,,  IInntteerrnnaattiioonnaall  CCoonnffeerreennccee  oonn  IInntteelllliiggeenntt  IInnffoorrmmaattiiccss  aanndd  BBiioommeeddiiccaall  SScciieenncceess  22002222,,  ((22002222))  

[[22]]  小小松松瞭瞭，，鶴鶴宮宮聖聖士士，，巖巖見見武武裕裕  他他，，産産業業応応用用工工学学会会論論文文誌誌，，1100((22)),,  6644--7722  ((22002222))  

  

  

  

  

  

  

 提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

機
械
工
学

工

学
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

IMU を用いた三次元動作解析 

 

氏氏名名：：      小小松松  瞭瞭／／KKOOMMAATTSSUU  AAkkiirraa  EE--mmaaiill：：  aakkoommaattssuu@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  助助教教  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本機機械械学学会会，，日日本本設設計計工工学学会会，，日日本本臨臨床床ババイイオオメメカカニニククスス学学会会  

研研究究分分野野：：  ババイイオオメメカカニニククスス  

キキーーワワーードド：：  三三次次元元動動作作解解析析，，歩歩行行解解析析，，慣慣性性セセンンササ（（IIMMUU））  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

  

  

 
研研究究内内容容：：    

研研究究課課題題  

●●IIMMUU をを用用いいたた歩歩行行解解析析  

●●IIMMUU をを用用いいたた様様々々なな動動作作及及びび技技能能のの定定量量化化  

●●生生体体工工学学，，ババイイオオメメカカニニククススななどどにに関関すするる基基礎礎研研究究  

  

研研究究シシーーズズ  

  身体動作計測の需要は大きく，主に医療福祉やスポーツなどの領域において動作や技能の定量化や対象者の異常

動作の検査，病態解明などを目的として実施されている．主な計測システムとして光学式モーションキャプチャカメラと

反射マーカなどから構成される三次元動作解析システムが広く用いられている．このシステムは高精度な計測ができる

一方で高コストであることや計測環境が限定されてしまう点などから汎用性に乏しい．そのため近年は小型で安価な慣

性センサ（Inertial Measurement Unit：IMU）を用いた身体動作解析が注目されている．IMU は加速度，角速度，地磁気を

計測できるため，諸動作における瞬間的な動きを定量化する事には適しているものの，その適切な解析手法や計測条

件は未だ確立されていない．本研究では IMU を用いた身体動作解析手法を確立すべく，歩行解析を中心に様々な計測

条件の検討や信号処理手法の開発，また異常動作や運動パターンなどの検出手法の開発などに着手している． 

 

 直近の事例としては，IMU で得られた歩行計測データから時系列解析手法を用いて特徴量検出を行った．この研究で

は薄型の足圧センサを足底部で装着することによって歩行時の IMU データとの関連性と検出精度について検証を試み

た．現時点では未だその確立には至っていないが，様々な条件で歩行や身体運動の計測を行う際に，より簡便なデー

タ解析の実現を目指している．  

  

【【主主たたるる業業績績ななどど】】  

[[11]]  AA..  KKoommaattssuu  aanndd  TT..  IIwwaammii,,  IInntteerrnnaattiioonnaall  CCoonnffeerreennccee  oonn  IInntteelllliiggeenntt  IInnffoorrmmaattiiccss  aanndd  BBiioommeeddiiccaall  SScciieenncceess  22002222,,  ((22002222))  

[[22]]  小小松松瞭瞭，，鶴鶴宮宮聖聖士士，，巖巖見見武武裕裕  他他，，産産業業応応用用工工学学会会論論文文誌誌，，1100((22)),,  6644--7722  ((22002222))  

  

  

  

  

  

  

 提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

機
械
工
学

工

学
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

種々の材料の破壊解析・強度解析 

 

氏氏名名：：      佐佐藤藤  一一志志／／SSAATTOO  KKaazzuusshhii  EE--mmaaiill：：  kkaazzuusshhii@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  
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技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・種種々々のの材材料料のの破破壊壊解解析析、、強強度度評評価価  

・・応応力力解解析析  

  

 
研研究究内内容容：：  異異種種材材料料のの接接合合強強度度評評価価  

  

 軽量化、コスト低減、機能付与などを目的として、金属に樹

脂を接合したハイブリッド材料の各種部材への適用が進め

られている。従来、金属と樹脂のハイブリッド化には接着や

嵌合などの技術が用いられてきたが、近年は生産性などの

観点から、直接接合する技術が注目されてきている。金属と

樹脂の直接接合によるハイブリッド化のためには、接合強度

を高めることが必要不可欠である。そこで、金属に表面処理

を施すことにより飛躍的に接合強度を高める手法が提案さ

れている。 

 金属の表面処理法は、化学的方法や物理的方法など種々

提案さているが、本研究では、物理的方法の代表として、レ

ーザー加工機を用いて金属表面に微細加工を施し、接合樹

脂との間に強固なアンカー構造を構築する手法について、

接合状態の観察、強度評価、応力解析による強度発現の検

討などを行っている。 

 図 1 は、レーザー加工による微細構造を模擬したモデルを

作成し、光弾性観察により微細構造近傍の残留応力の状態

を検討したものである。この写真の横の長さがおよそ 10mm

になっている。このような微細構造の光弾性観察は極めて

困難であるが、本研究ではこれを可能とした。 

 図 2 は、金属と樹脂の接合部の応力解析例を示したもの

で、CFRP 材料の接合による高強度化について調査したもの

である。三次元有限要素法を用いており、実部材に近い状

態での応力解析が可能である。 

 本研究では、以上のような検討を通して、接合強度の予測

モデルを構築し、金属―樹脂直接接合のためのレーザー加

工による微細構造の設計基準を提案した。  

  

 

 

図 1 微細構造近傍の残留応力の状態（光弾性

による観察） 

 
図 2 接合部の応力解析モデルの例（三次元有

限要素解析） 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

機
械
工
学

工

学

－　80　－



機
械
工
学

工

学

－　81　－

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

種々の材料の破壊解析・強度解析 

 

氏氏名名：：      佐佐藤藤  一一志志／／SSAATTOO  KKaazzuusshhii  EE--mmaaiill：：  kkaazzuusshhii@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本機機械械学学会会  

研研究究分分野野：：  材材料料強強度度学学  

キキーーワワーードド：：  材材料料強強度度、、破破壊壊力力学学、、数数値値解解析析  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・種種々々のの材材料料のの破破壊壊解解析析、、強強度度評評価価  

・・応応力力解解析析  

  

 
研研究究内内容容：：  異異種種材材料料のの接接合合強強度度評評価価  
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られている。従来、金属と樹脂のハイブリッド化には接着や

嵌合などの技術が用いられてきたが、近年は生産性などの

観点から、直接接合する技術が注目されてきている。金属と
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を高めることが必要不可欠である。そこで、金属に表面処理

を施すことにより飛躍的に接合強度を高める手法が提案さ

れている。 

 金属の表面処理法は、化学的方法や物理的方法など種々

提案さているが、本研究では、物理的方法の代表として、レ

ーザー加工機を用いて金属表面に微細加工を施し、接合樹

脂との間に強固なアンカー構造を構築する手法について、

接合状態の観察、強度評価、応力解析による強度発現の検

討などを行っている。 

 図 1 は、レーザー加工による微細構造を模擬したモデルを

作成し、光弾性観察により微細構造近傍の残留応力の状態

を検討したものである。この写真の横の長さがおよそ 10mm

になっている。このような微細構造の光弾性観察は極めて

困難であるが、本研究ではこれを可能とした。 

 図 2 は、金属と樹脂の接合部の応力解析例を示したもの

で、CFRP 材料の接合による高強度化について調査したもの

である。三次元有限要素法を用いており、実部材に近い状

態での応力解析が可能である。 

 本研究では、以上のような検討を通して、接合強度の予測

モデルを構築し、金属―樹脂直接接合のためのレーザー加
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研研究究内内容容：：    

研研究究課課題題  

Understanding fundamental mechanism of oxidation  

Hydrogen- accelerated oxidation 

Designing new materials 
研研究究シシーーズズ  

The interaction of water with metal in high temperature environments leads to the  

dissolution of metallic atoms and the diffusion of dissociated elements. Subsequently, 

oxidation takes place at the surface. The metal surface oxidation is an important step 

for the early stage of corrosion. Thus, it is desirable to get better description and 

deeper insight into the basic features of chemical reaction of water with metal surface. Atomic scale studies indicate 

that both O and H can accelerate the surface oxidation process [1,2]. For example, the dissociated H from H2O 

can quickly diffuse into the structure and become negatively charged species, as shown in Fig. 1. The negatively 

charged H initiates a localized electron transfer process by taking electron; which generates localized strain in the 

metal surface. This process can help dissociated O to penetrate deeper into the structure. As a result, the 

subsurface hydrogen accelerates the early stage of oxidation [3]. A further study is carried out to find some minor 

elements that can form a stable oxide film on the metal surface. Based upon theoretical finding, ultra high purity 

(UHP) iron-based heat-resistant alloys are developed [4]. The alloy demonstrates that the addition of Zr, Sc and 

Nb significantly improve the creep and oxidation resistance under the advanced ultra-supercritical (A-USC) 

condition. 

1. N. K. Das, et al., Corr. Sci., 50, pp. 1701-1706 (2008). 

2. N. K. Das, et al., Corr. Sci., 51, pp. 908-913 (2009). 

3. N. K. Das, et al., Int. J. Hydrogen Energ., 38, pp. 1644-1656 (2013). 

4. F. Hamdani, et al., Metall. and Mat. Trans. A, 49A, pp.2373-2383 (2018).  
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Hydrogen- accelerated oxidation 

Designing new materials 
研研究究シシーーズズ  

The interaction of water with metal in high temperature environments leads to the  

dissolution of metallic atoms and the diffusion of dissociated elements. Subsequently, 

oxidation takes place at the surface. The metal surface oxidation is an important step 

for the early stage of corrosion. Thus, it is desirable to get better description and 

deeper insight into the basic features of chemical reaction of water with metal surface. Atomic scale studies indicate 

that both O and H can accelerate the surface oxidation process [1,2]. For example, the dissociated H from H2O 

can quickly diffuse into the structure and become negatively charged species, as shown in Fig. 1. The negatively 

charged H initiates a localized electron transfer process by taking electron; which generates localized strain in the 

metal surface. This process can help dissociated O to penetrate deeper into the structure. As a result, the 

subsurface hydrogen accelerates the early stage of oxidation [3]. A further study is carried out to find some minor 

elements that can form a stable oxide film on the metal surface. Based upon theoretical finding, ultra high purity 

(UHP) iron-based heat-resistant alloys are developed [4]. The alloy demonstrates that the addition of Zr, Sc and 

Nb significantly improve the creep and oxidation resistance under the advanced ultra-supercritical (A-USC) 

condition. 
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研研究究内内容容：：    

【【研研究究テテーーママ】】  

定定住住的的なな人人口口のの密密度度・・規規模模がが小小ささいい地地域域ななどど，，都都市市的的なな生生活活利利便便性性がが必必ずずししもも良良いいととはは言言ええなないい地地域域ににおおいいてて，，どど

ののよよううにに生生活活空空間間をを計計画画ししてていいくくかか探探求求すするるここととがが，，当当研研究究室室のの研研究究活活動動をを通通貫貫すするる課課題題ででああるる。。現現在在はは縮縮退退すするる社社

会会情情勢勢ののななかか，，住住居居をを中中心心ととししたた生生活活活活動動やや地地域域ココミミュュニニテティィ等等，，ここれれままででのの地地域域構構造造のの仕仕組組みみにに歪歪がが生生じじてておおりり，，そそ

れれををどどうう立立てて直直ししてていいくくかかがが課課題題ととななっってていいるる。。生生活活行行動動のの実実態態解解明明とと施施設設配配置置のの計計画画、、住住民民主主体体にによよるるままちちづづくくりりとといい

っったた地地域域ススケケーールルででのの生生活活空空間間計計画画のの側側面面かからら，，地地域域再再生生へへのの問問題題解解決決にに取取りり組組んんででいいくくここととをを目目指指ししてていいるる。。  
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・・地地域域計計画画にに関関わわるる各各種種調調査査とと計計画画作作成成  

 

【【研研究究内内容容】】  

■■  住住民民主主体体にによよるる震震災災復復興興活活動動ととそそのの展展開開  

東東日日本本大大震震災災かからら 1100 年年以以上上がが経経過過しし，，住住宅宅おおよよびび施施設設建建

設設ななどどのの復復興興事事業業はは概概ねね完完了了ししたた。。ししかかしし，，地地域域ののココミミュュニニテテ

ィィやや産産業業をを含含めめたた「「ままちち」」ととししててのの復復興興はは継継続続ししてておおりり，，そそのの先先

ののままちちづづくくりり今今後後もも継継続続ししてていいくく。。自自分分たたちちのの地地域域のの再再生生にに向向

けけてて自自発発的的にに取取りり組組んんででいいるる住住民民組組織織のの活活動動にに着着目目しし，，災災害害

復復興興のの理理論論・・方方法法をを探探るるととととももにに，，集集落落ののレレジジリリエエンンススにに着着目目

ししたた減減災災のの計計画画手手法法ににつついいてて研研究究ししてていいるる。。  

図図 11 はは「「第第 33 回回山山元元町町浜浜通通りり復復興興ままちちづづくくりりワワーーククシショョッッププ」」

でで，，参参加加ししたた住住民民かからら挙挙げげらられれたた意意見見をを地地図図上上にに示示ししたたもものの。。  

  

■ 地地域域資資源源にに基基づづくくままちちづづくくりり  

日日本本はは多多様様なな自自然然にに恵恵ままれれてていいるる。。人人々々ははそそのの環環境境にに働働きき

かかけけななががらら土土地地々々々々のの生生活活文文化化をを育育みみ，，集集住住すするる生生活活空空間間をを

形形成成ししててききたた。。歴歴史史的的なな市市街街地地やや農農村村集集落落のの景景観観ににはは，，地地域域

のの自自然然資資源源おおよよびび社社会会資資源源がが反反映映さされれてていいるるとと捉捉ええるるここととがが

ででるる。。ここののよよううなな地地域域資資源源をを読読みみ解解きき，，ままたた，，今今後後ののままちちづづくくりり

にに活活かかすす方方法法ににつついいてて探探求求ししてていいるる。。  

城城崎崎温温泉泉街街（（図図 22））はは町町のの中中心心をを大大谿谿川川がが流流れれてておおりり，，木木造造

33 階階建建ててのの旅旅館館がが立立ちち並並ぶぶ景景観観がが特特徴徴。。77 つつのの共共同同浴浴場場（（外外

湯湯））はは，，人人々々ががままちちをを回回遊遊すするる空空間間的的なな装装置置ととななっってていいるる。。  

図図１１．．ココミミュュニニテティィ再再生生にに向向けけたた活活動動とと提提案案  

図図２２．．城城崎崎温温泉泉ののままちちななみみ  

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

画像計測と検査 

 

氏氏名名：：      渡渡邊邊  隆隆／／WWAATTAANNAABBEE  TTaakkaasshhii  EE--mmaaiill：：  nnaabbee@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（情情報報科科学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
電電気気学学会会，，精精密密工工学学会会，，精精密密工工学学会会画画像像応応用用技技術術専専門門委委員員会会，，  

画画像像セセンンシシンンググ技技術術研研究究会会  

研研究究分分野野：：  電電気気電電子子工工学学  

キキーーワワーードド：：  ママシシンンビビジジョョンン，，スステテレレオオ計計測測，，画画像像処処理理  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・カカメメララをを用用いいたた計計測測おおよよびび検検査査  

・・画画像像処処理理アアルルゴゴリリズズムム  

 研研究究内内容容：：  単単眼眼スステテレレオオ計計測測法法にによよるる画画像像計計測測とと検検査査  

11 台台ののカカメメララかからら対対象象物物間間のの距距離離をを計計測測すするる手手法法ととししてて，，モモーーシショョンンスステテレレオオ法法がが知知らられれてていいるる。。ここのの手手法法はは，，移移動動体体

にに搭搭載載ししたた 11 台台ののカカメメララがが撮撮像像ししたた移移動動中中のの複複数数枚枚のの画画像像かからら視視点点のの異異ななるる任任意意のの 22 枚枚のの画画像像をを選選択択しし，，特特徴徴点点探探索索

後後，，各各画画像像のの特特徴徴点点かからら得得らられれるる幾幾何何学学情情報報にによよりり，，三三角角測測量量のの原原理理ににてて対対象象ままででのの距距離離をを計計測測すするるももののでであありり，，屋屋

外外のの環環境境復復元元，，ロロボボッットトのの眼眼等等のの研研究究にに用用いいらられれてていいるる。。ししかかしし，，移移動動体体のの位位置置情情報報をを外外部部ののシシスステテムムににてて検検出出すするる必必

要要ががあありりシシスステテムムがが複複雑雑化化ししててししままううここととかからら，，カカメメララにに代代わわっってて計計測測対対象象をを水水平平移移動動ささせせるるシシスステテムムににてて距距離離計計測測をを行行

ううここととをを考考ええたた。。基基線線長長はは，，計計測測対対象象とと分分離離ししたた位位置置にに付付加加ししたたママーーククのの位位置置情情報報をを画画像像処処理理ににてて計計測測ししたた結結果果をを適適用用

すするる。。ここのの手手法法にによよりり，，計計測測対対象象のの位位置置情情報報取取得得ののたためめのの外外部部シシスステテムムはは不不要要ににななりり，，カカメメララとと移移動動機機構構でで構構成成さされれるる

シシンンププルルななシシスステテムムがが構構築築可可能能ととななるる。。レレンンズズ選選定定のの条条件件ととししてて，，計計測測対対象象のの移移動動前前後後のの視視野野をを確確保保すするるここととがが必必要要でで

ああるるがが，，カカメメララのの高高精精細細化化がが進進んんででいいるるここととかからら，，低低倍倍率率レレンンズズににてて視視野野をを拡拡大大ししたた場場合合ににおおいいててもも，，十十分分なな高高精精度度化化

がが見見込込めめるるとと考考ええたた。。一一般般的的ななスステテレレオオ計計測測法法をを基基にに，，計計測測対対象象をを固固定定カカメメララにに対対しし水水平平にに移移動動ささせせたたととききのの移移動動前前後後

のの 22 枚枚のの画画像像をを利利用用ししたた，，図図 11 にに示示すす単単眼眼スステテレレオオ計計測測法法をを提提案案すするる。。  

図図 22 にに示示すすよよううなな表表面面実実装装型型電電子子部部品品ののリリーードド変変形形量量をを検検出出すするるたためめにに，，単単眼眼スステテレレオオ計計測測法法ににててリリーードドかからら複複数数

のの計計測測点点をを抽抽出出しし hh①①～～hh④④のの距距離離をを算算出出ししたた結結果果，，繰繰りり返返しし計計測測精精度度 3300μμmm 程程度度のの計計測測がが可可能能ででああるるここととをを確確認認しし

たた。。  

○○関関連連特特許許のの情情報報  

特特開開 22000077--331155881188  画画像像処処理理にによよるる微微小小高高ささ計計測測方方法法  渡渡辺辺，，草草野野，，藤藤原原，，輿輿水水  

特特開開 22000077--332277882244  端端子子リリーードド検検査査方方法法  渡渡辺辺，，草草野野，，藤藤原原，，輿輿水水  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

     
図図 11  単単眼眼スステテレレオオモモデデルル                                          図図 22  リリーードド計計測測状状況況 
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研研究究内内容容：：    

【【研研究究テテーーママ】】  

定定住住的的なな人人口口のの密密度度・・規規模模がが小小ささいい地地域域ななどど，，都都市市的的なな生生活活利利便便性性がが必必ずずししもも良良いいととはは言言ええなないい地地域域ににおおいいてて，，どど

ののよよううにに生生活活空空間間をを計計画画ししてていいくくかか探探求求すするるここととがが，，当当研研究究室室のの研研究究活活動動をを通通貫貫すするる課課題題ででああるる。。現現在在はは縮縮退退すするる社社

会会情情勢勢ののななかか，，住住居居をを中中心心ととししたた生生活活活活動動やや地地域域ココミミュュニニテティィ等等，，ここれれままででのの地地域域構構造造のの仕仕組組みみにに歪歪がが生生じじてておおりり，，そそ

れれををどどうう立立てて直直ししてていいくくかかがが課課題題ととななっってていいるる。。生生活活行行動動のの実実態態解解明明とと施施設設配配置置のの計計画画、、住住民民主主体体にによよるるままちちづづくくりりとといい

っったた地地域域ススケケーールルででのの生生活活空空間間計計画画のの側側面面かからら，，地地域域再再生生へへのの問問題題解解決決にに取取りり組組んんででいいくくここととをを目目指指ししてていいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

地域特性に基づいた生活空間の計画 

 

氏氏名名：：      菊菊池池  義義浩浩／／KKIIKKUUCCHHII  YYoosshhiihhiirroo  EE--mmaaiill：：  kkiikkuucchhiiyy@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本建建築築学学会会，，農農村村計計画画学学会会，，日日本本都都市市計計画画学学会会  

研研究究分分野野：：  建建築築学学  

キキーーワワーードド：：  農農村村計計画画，，都都市市計計画画，，復復興興計計画画  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・住住民民参参加加にによよるるままちちづづくくりりのの実実践践支支援援  

・・地地域域計計画画にに関関わわるる各各種種調調査査とと計計画画作作成成  

 

【【研研究究内内容容】】  

■■  住住民民主主体体にによよるる震震災災復復興興活活動動ととそそのの展展開開  

東東日日本本大大震震災災かからら 1100 年年以以上上がが経経過過しし，，住住宅宅おおよよびび施施設設建建

設設ななどどのの復復興興事事業業はは概概ねね完完了了ししたた。。ししかかしし，，地地域域ののココミミュュニニテテ

ィィやや産産業業をを含含めめたた「「ままちち」」ととししててのの復復興興はは継継続続ししてておおりり，，そそのの先先

ののままちちづづくくりり今今後後もも継継続続ししてていいくく。。自自分分たたちちのの地地域域のの再再生生にに向向

けけてて自自発発的的にに取取りり組組んんででいいるる住住民民組組織織のの活活動動にに着着目目しし，，災災害害

復復興興のの理理論論・・方方法法をを探探るるととととももにに，，集集落落ののレレジジリリエエンンススにに着着目目

ししたた減減災災のの計計画画手手法法ににつついいてて研研究究ししてていいるる。。  

図図 11 はは「「第第 33 回回山山元元町町浜浜通通りり復復興興ままちちづづくくりりワワーーククシショョッッププ」」

でで，，参参加加ししたた住住民民かからら挙挙げげらられれたた意意見見をを地地図図上上にに示示ししたたもものの。。  

  

■ 地地域域資資源源にに基基づづくくままちちづづくくりり  

日日本本はは多多様様なな自自然然にに恵恵ままれれてていいるる。。人人々々ははそそのの環環境境にに働働きき

かかけけななががらら土土地地々々々々のの生生活活文文化化をを育育みみ，，集集住住すするる生生活活空空間間をを

形形成成ししててききたた。。歴歴史史的的なな市市街街地地やや農農村村集集落落のの景景観観ににはは，，地地域域

のの自自然然資資源源おおよよびび社社会会資資源源がが反反映映さされれてていいるるとと捉捉ええるるここととがが

ででるる。。ここののよよううなな地地域域資資源源をを読読みみ解解きき，，ままたた，，今今後後ののままちちづづくくりり

にに活活かかすす方方法法ににつついいてて探探求求ししてていいるる。。  

城城崎崎温温泉泉街街（（図図 22））はは町町のの中中心心をを大大谿谿川川がが流流れれてておおりり，，木木造造

33 階階建建ててのの旅旅館館がが立立ちち並並ぶぶ景景観観がが特特徴徴。。77 つつのの共共同同浴浴場場（（外外

湯湯））はは，，人人々々ががままちちをを回回遊遊すするる空空間間的的なな装装置置ととななっってていいるる。。  

図図１１．．ココミミュュニニテティィ再再生生にに向向けけたた活活動動とと提提案案  

図図２２．．城城崎崎温温泉泉ののままちちななみみ  

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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研研究究内内容容：：    

【【研研究究テテーーママ】】  

定定住住的的なな人人口口のの密密度度・・規規模模がが小小ささいい地地域域ななどど，，都都市市的的なな生生活活利利便便性性がが必必ずずししもも良良いいととはは言言ええなないい地地域域ににおおいいてて，，どど

ののよよううにに生生活活空空間間をを計計画画ししてていいくくかか探探求求すするるここととがが，，当当研研究究室室のの研研究究活活動動をを通通貫貫すするる課課題題ででああるる。。現現在在はは縮縮退退すするる社社

会会情情勢勢ののななかか，，住住居居をを中中心心ととししたた生生活活活活動動やや地地域域ココミミュュニニテティィ等等，，ここれれままででのの地地域域構構造造のの仕仕組組みみにに歪歪がが生生じじてておおりり，，そそ

れれををどどうう立立てて直直ししてていいくくかかがが課課題題ととななっってていいるる。。生生活活行行動動のの実実態態解解明明とと施施設設配配置置のの計計画画、、住住民民主主体体にによよるるままちちづづくくりりとといい

っったた地地域域ススケケーールルででのの生生活活空空間間計計画画のの側側面面かからら，，地地域域再再生生へへのの問問題題解解決決にに取取りり組組んんででいいくくここととをを目目指指ししてていいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

地域特性に基づいた生活空間の計画 

 

氏氏名名：：      菊菊池池  義義浩浩／／KKIIKKUUCCHHII  YYoosshhiihhiirroo  EE--mmaaiill：：  kkiikkuucchhiiyy@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本建建築築学学会会，，農農村村計計画画学学会会，，日日本本都都市市計計画画学学会会  

研研究究分分野野：：  建建築築学学  

キキーーワワーードド：：  農農村村計計画画，，都都市市計計画画，，復復興興計計画画  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・住住民民参参加加にによよるるままちちづづくくりりのの実実践践支支援援  

・・地地域域計計画画にに関関わわるる各各種種調調査査とと計計画画作作成成  

 

【【研研究究内内容容】】  

■■  住住民民主主体体にによよるる震震災災復復興興活活動動ととそそのの展展開開  

東東日日本本大大震震災災かからら 1100 年年以以上上がが経経過過しし，，住住宅宅おおよよびび施施設設建建

設設ななどどのの復復興興事事業業はは概概ねね完完了了ししたた。。ししかかしし，，地地域域ののココミミュュニニテテ

ィィやや産産業業をを含含めめたた「「ままちち」」ととししててのの復復興興はは継継続続ししてておおりり，，そそのの先先

ののままちちづづくくりり今今後後もも継継続続ししてていいくく。。自自分分たたちちのの地地域域のの再再生生にに向向

けけてて自自発発的的にに取取りり組組んんででいいるる住住民民組組織織のの活活動動にに着着目目しし，，災災害害

復復興興のの理理論論・・方方法法をを探探るるととととももにに，，集集落落ののレレジジリリエエンンススにに着着目目

ししたた減減災災のの計計画画手手法法ににつついいてて研研究究ししてていいるる。。  

図図 11 はは「「第第 33 回回山山元元町町浜浜通通りり復復興興ままちちづづくくりりワワーーククシショョッッププ」」

でで，，参参加加ししたた住住民民かからら挙挙げげらられれたた意意見見をを地地図図上上にに示示ししたたもものの。。  

  

■ 地地域域資資源源にに基基づづくくままちちづづくくりり  

日日本本はは多多様様なな自自然然にに恵恵ままれれてていいるる。。人人々々ははそそのの環環境境にに働働きき

かかけけななががらら土土地地々々々々のの生生活活文文化化をを育育みみ，，集集住住すするる生生活活空空間間をを

形形成成ししててききたた。。歴歴史史的的なな市市街街地地やや農農村村集集落落のの景景観観ににはは，，地地域域

のの自自然然資資源源おおよよびび社社会会資資源源がが反反映映さされれてていいるるとと捉捉ええるるここととがが

ででるる。。ここののよよううなな地地域域資資源源をを読読みみ解解きき，，ままたた，，今今後後ののままちちづづくくりり

にに活活かかすす方方法法ににつついいてて探探求求ししてていいるる。。  

城城崎崎温温泉泉街街（（図図 22））はは町町のの中中心心をを大大谿谿川川がが流流れれてておおりり，，木木造造

33 階階建建ててのの旅旅館館がが立立ちち並並ぶぶ景景観観がが特特徴徴。。77 つつのの共共同同浴浴場場（（外外

湯湯））はは，，人人々々ががままちちをを回回遊遊すするる空空間間的的なな装装置置ととななっってていいるる。。  

図図１１．．ココミミュュニニテティィ再再生生にに向向けけたた活活動動とと提提案案  

図図２２．．城城崎崎温温泉泉ののままちちななみみ  

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

画像計測と検査 

 

氏氏名名：：      渡渡邊邊  隆隆／／WWAATTAANNAABBEE  TTaakkaasshhii  EE--mmaaiill：：  nnaabbee@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（情情報報科科学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
電電気気学学会会，，精精密密工工学学会会，，精精密密工工学学会会画画像像応応用用技技術術専専門門委委員員会会，，  

画画像像セセンンシシンンググ技技術術研研究究会会  

研研究究分分野野：：  電電気気電電子子工工学学  

キキーーワワーードド：：  ママシシンンビビジジョョンン，，スステテレレオオ計計測測，，画画像像処処理理  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・カカメメララをを用用いいたた計計測測おおよよびび検検査査  

・・画画像像処処理理アアルルゴゴリリズズムム  

 研研究究内内容容：：  単単眼眼スステテレレオオ計計測測法法にによよるる画画像像計計測測とと検検査査  

11 台台ののカカメメララかからら対対象象物物間間のの距距離離をを計計測測すするる手手法法ととししてて，，モモーーシショョンンスステテレレオオ法法がが知知らられれてていいるる。。ここのの手手法法はは，，移移動動体体

にに搭搭載載ししたた 11 台台ののカカメメララがが撮撮像像ししたた移移動動中中のの複複数数枚枚のの画画像像かからら視視点点のの異異ななるる任任意意のの 22 枚枚のの画画像像をを選選択択しし，，特特徴徴点点探探索索

後後，，各各画画像像のの特特徴徴点点かからら得得らられれるる幾幾何何学学情情報報にによよりり，，三三角角測測量量のの原原理理ににてて対対象象ままででのの距距離離をを計計測測すするるももののでであありり，，屋屋

外外のの環環境境復復元元，，ロロボボッットトのの眼眼等等のの研研究究にに用用いいらられれてていいるる。。ししかかしし，，移移動動体体のの位位置置情情報報をを外外部部ののシシスステテムムににてて検検出出すするる必必

要要ががあありりシシスステテムムがが複複雑雑化化ししててししままううここととかからら，，カカメメララにに代代わわっってて計計測測対対象象をを水水平平移移動動ささせせるるシシスステテムムににてて距距離離計計測測をを行行

ううここととをを考考ええたた。。基基線線長長はは，，計計測測対対象象とと分分離離ししたた位位置置にに付付加加ししたたママーーククのの位位置置情情報報をを画画像像処処理理ににてて計計測測ししたた結結果果をを適適用用

すするる。。ここのの手手法法にによよりり，，計計測測対対象象のの位位置置情情報報取取得得ののたためめのの外外部部シシスステテムムはは不不要要ににななりり，，カカメメララとと移移動動機機構構でで構構成成さされれるる

シシンンププルルななシシスステテムムがが構構築築可可能能ととななるる。。レレンンズズ選選定定のの条条件件ととししてて，，計計測測対対象象のの移移動動前前後後のの視視野野をを確確保保すするるここととがが必必要要でで

ああるるがが，，カカメメララのの高高精精細細化化がが進進んんででいいるるここととかからら，，低低倍倍率率レレンンズズににてて視視野野をを拡拡大大ししたた場場合合ににおおいいててもも，，十十分分なな高高精精度度化化

がが見見込込めめるるとと考考ええたた。。一一般般的的ななスステテレレオオ計計測測法法をを基基にに，，計計測測対対象象をを固固定定カカメメララにに対対しし水水平平にに移移動動ささせせたたととききのの移移動動前前後後

のの 22 枚枚のの画画像像をを利利用用ししたた，，図図 11 にに示示すす単単眼眼スステテレレオオ計計測測法法をを提提案案すするる。。  

図図 22 にに示示すすよよううなな表表面面実実装装型型電電子子部部品品ののリリーードド変変形形量量をを検検出出すするるたためめにに，，単単眼眼スステテレレオオ計計測測法法ににててリリーードドかからら複複数数

のの計計測測点点をを抽抽出出しし hh①①～～hh④④のの距距離離をを算算出出ししたた結結果果，，繰繰りり返返しし計計測測精精度度 3300μμmm 程程度度のの計計測測がが可可能能ででああるるここととをを確確認認しし

たた。。  

○○関関連連特特許許のの情情報報  

特特開開 22000077--331155881188  画画像像処処理理にによよるる微微小小高高ささ計計測測方方法法  渡渡辺辺，，草草野野，，藤藤原原，，輿輿水水  

特特開開 22000077--332277882244  端端子子リリーードド検検査査方方法法  渡渡辺辺，，草草野野，，藤藤原原，，輿輿水水  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

     
図図 11  単単眼眼スステテレレオオモモデデルル                                          図図 22  リリーードド計計測測状状況況 
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研研究究内内容容：：    

【【研研究究テテーーママ】】  

定定住住的的なな人人口口のの密密度度・・規規模模がが小小ささいい地地域域ななどど，，都都市市的的なな生生活活利利便便性性がが必必ずずししもも良良いいととはは言言ええなないい地地域域ににおおいいてて，，どど

ののよよううにに生生活活空空間間をを計計画画ししてていいくくかか探探求求すするるここととがが，，当当研研究究室室のの研研究究活活動動をを通通貫貫すするる課課題題ででああるる。。現現在在はは縮縮退退すするる社社

会会情情勢勢ののななかか，，住住居居をを中中心心ととししたた生生活活活活動動やや地地域域ココミミュュニニテティィ等等，，ここれれままででのの地地域域構構造造のの仕仕組組みみにに歪歪がが生生じじてておおりり，，そそ

れれををどどうう立立てて直直ししてていいくくかかがが課課題題ととななっってていいるる。。生生活活行行動動のの実実態態解解明明とと施施設設配配置置のの計計画画、、住住民民主主体体にによよるるままちちづづくくりりとといい

っったた地地域域ススケケーールルででのの生生活活空空間間計計画画のの側側面面かからら，，地地域域再再生生へへのの問問題題解解決決にに取取りり組組んんででいいくくここととをを目目指指ししてていいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

地域特性に基づいた生活空間の計画 

 

氏氏名名：：      菊菊池池  義義浩浩／／KKIIKKUUCCHHII  YYoosshhiihhiirroo  EE--mmaaiill：：  kkiikkuucchhiiyy@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本建建築築学学会会，，農農村村計計画画学学会会，，日日本本都都市市計計画画学学会会  

研研究究分分野野：：  建建築築学学  

キキーーワワーードド：：  農農村村計計画画，，都都市市計計画画，，復復興興計計画画  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・住住民民参参加加にによよるるままちちづづくくりりのの実実践践支支援援  

・・地地域域計計画画にに関関わわるる各各種種調調査査とと計計画画作作成成  

 

【【研研究究内内容容】】  

■■  住住民民主主体体にによよるる震震災災復復興興活活動動ととそそのの展展開開  

東東日日本本大大震震災災かからら 1100 年年以以上上がが経経過過しし，，住住宅宅おおよよびび施施設設建建

設設ななどどのの復復興興事事業業はは概概ねね完完了了ししたた。。ししかかしし，，地地域域ののココミミュュニニテテ

ィィやや産産業業をを含含めめたた「「ままちち」」ととししててのの復復興興はは継継続続ししてておおりり，，そそのの先先

ののままちちづづくくりり今今後後もも継継続続ししてていいくく。。自自分分たたちちのの地地域域のの再再生生にに向向

けけてて自自発発的的にに取取りり組組んんででいいるる住住民民組組織織のの活活動動にに着着目目しし，，災災害害

復復興興のの理理論論・・方方法法をを探探るるととととももにに，，集集落落ののレレジジリリエエンンススにに着着目目

ししたた減減災災のの計計画画手手法法ににつついいてて研研究究ししてていいるる。。  

図図 11 はは「「第第 33 回回山山元元町町浜浜通通りり復復興興ままちちづづくくりりワワーーククシショョッッププ」」

でで，，参参加加ししたた住住民民かからら挙挙げげらられれたた意意見見をを地地図図上上にに示示ししたたもものの。。  

  

■ 地地域域資資源源にに基基づづくくままちちづづくくりり  

日日本本はは多多様様なな自自然然にに恵恵ままれれてていいるる。。人人々々ははそそのの環環境境にに働働きき

かかけけななががらら土土地地々々々々のの生生活活文文化化をを育育みみ，，集集住住すするる生生活活空空間間をを

形形成成ししててききたた。。歴歴史史的的なな市市街街地地やや農農村村集集落落のの景景観観ににはは，，地地域域

のの自自然然資資源源おおよよびび社社会会資資源源がが反反映映さされれてていいるるとと捉捉ええるるここととがが

ででるる。。ここののよよううなな地地域域資資源源をを読読みみ解解きき，，ままたた，，今今後後ののままちちづづくくりり

にに活活かかすす方方法法ににつついいてて探探求求ししてていいるる。。  

城城崎崎温温泉泉街街（（図図 22））はは町町のの中中心心をを大大谿谿川川がが流流れれてておおりり，，木木造造

33 階階建建ててのの旅旅館館がが立立ちち並並ぶぶ景景観観がが特特徴徴。。77 つつのの共共同同浴浴場場（（外外

湯湯））はは，，人人々々ががままちちをを回回遊遊すするる空空間間的的なな装装置置ととななっってていいるる。。  

図図１１．．ココミミュュニニテティィ再再生生にに向向けけたた活活動動とと提提案案  

図図２２．．城城崎崎温温泉泉ののままちちななみみ  

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

機
械
工
学

工

学

－　84　－



  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

寒冷地コンクリートの長寿命・高耐久化に関する研究 

 

氏氏名名：：      権権代代  由由範範／／GGOONNDDAAII  YYoosshhiinnoorrii  EE--mmaaiill：：  ggoonnddaaii@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本ココンンククリリーートト工工学学会会、、日日本本建建築築学学会会  

研研究究分分野野：：  ココンンククリリーートト工工学学、、建建築築材材料料学学  

キキーーワワーードド：：  ココンンククリリーートト，，凍凍害害，，ススケケーーリリンンググ，，透透気気性性，，応応力力場場，，非非破破壊壊検検査査，，高高耐耐久久･･長長寿寿命命化化  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・  ココンンククリリーートト材材料料のの各各種種物物性性試試験験・・耐耐久久性性試試験験のの実実施施（（委委託託実実験験））  

・・  ココンンククリリーートトのの耐耐凍凍害害性性向向上上にに関関すするる技技術術相相談談  

・・  ココンンククリリーートトのの品品質質評評価価・・劣劣化化診診断断にに関関すするる技技術術  

 
研研究究内内容容：：    

□□  圧圧縮縮応応力力場場をを考考慮慮ししたた構構造造体体ココンンククリリーートトののススケケーーリリンンググ抵抵抗抗性性  

構造体コンクリートは，自重や外力，プレストレスに起因する複雑な応力が常に作用する環境下にある。しかし，コン

クリートの耐久性は，一般に無載荷供試体を対象とした室内試験により得られた評価値，或いはその評価値から導いた

予測式により検討され，構造体に常時作用する応力の影響は考慮されていない。そこで当研究室では，構造体に常時

作用する応力が劣化進行機構に及ぼす影響を明らかにするため，応力作用下でのスケーリング試験を実施し，コンクリ

ートに作用する圧縮応力の相違がスケーリング抵抗性に及ぼす影響について実験的に検討している。その結果，作用

応力の相違はスケーリング劣化の進行程度に大きな影響を及ぼし，劣化前後で細孔径分布が変化することが明らかと

なった。また，低圧縮応力の作用は，劣化の進行を遅延する特異的な作用（Fig.1）を持つ可能性を示唆した。これらの

研究成果［1］は、コンクリートに発生する各種劣化の進行メカニズムの解明に寄与するものと考える。  

□□  塩塩化化物物環環境境下下ににおおけけるるココンンククリリーートトののススケケーーリリンンググ抵抵抗抗性性評評価価法法  
積雪寒冷地では、凍結防止剤の散布量増加を背景に塩化物と凍結融解の複合劣化であるスケーリング（Fig.2）が顕

在化している。しかし、我が国では、スケーリング抵抗性評価手法が確立されておらず、寒冷地コンクリートの耐久性照
査や維持管理の観点から国内状況に即した評価手法の確立が求められる。そこで当研究室では、スケーリング抵抗性
評価法の確立を念頭に種々の検討を行っている。まず、海外で採用例の多いスケーリング試験法｢ASTM C672｣および
｢RILEM CDF｣，塩化物溶液を用いる｢JIS A 1148 変法｣を対象とした比較評価から日本国内における汎用的評価法を特
定し［2］、さらに簡易的な評価法として簡易凍結融解試験法を提案している［3］。また、コンクリートの緻密性評価による
スケーリング抵抗性の推定手法として、実構造物にも適用可能な簡易透気試験法を開発し、種々の実験を通して透気
試験法のスケーリング抵抗性評価への展開の可能性（Fig.3）を示している［4］。 
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 
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所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本ココンンククリリーートト工工学学会会、、日日本本建建築築学学会会  

研研究究分分野野：：  ココンンククリリーートト工工学学、、建建築築材材料料学学  

キキーーワワーードド：：  ココンンククリリーートト，，凍凍害害，，ススケケーーリリンンググ，，透透気気性性，，応応力力場場，，非非破破壊壊検検査査，，高高耐耐久久･･長長寿寿命命化化  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・  ココンンククリリーートト材材料料のの各各種種物物性性試試験験・・耐耐久久性性試試験験のの実実施施（（委委託託実実験験））  

・・  ココンンククリリーートトのの耐耐凍凍害害性性向向上上にに関関すするる技技術術相相談談  

・・  ココンンククリリーートトのの品品質質評評価価・・劣劣化化診診断断にに関関すするる技技術術  

 
研研究究内内容容：：    

□□  圧圧縮縮応応力力場場をを考考慮慮ししたた構構造造体体ココンンククリリーートトののススケケーーリリンンググ抵抵抗抗性性  

構造体コンクリートは，自重や外力，プレストレスに起因する複雑な応力が常に作用する環境下にある。しかし，コン

クリートの耐久性は，一般に無載荷供試体を対象とした室内試験により得られた評価値，或いはその評価値から導いた

予測式により検討され，構造体に常時作用する応力の影響は考慮されていない。そこで当研究室では，構造体に常時

作用する応力が劣化進行機構に及ぼす影響を明らかにするため，応力作用下でのスケーリング試験を実施し，コンクリ

ートに作用する圧縮応力の相違がスケーリング抵抗性に及ぼす影響について実験的に検討している。その結果，作用

応力の相違はスケーリング劣化の進行程度に大きな影響を及ぼし，劣化前後で細孔径分布が変化することが明らかと

なった。また，低圧縮応力の作用は，劣化の進行を遅延する特異的な作用（Fig.1）を持つ可能性を示唆した。これらの

研究成果［1］は、コンクリートに発生する各種劣化の進行メカニズムの解明に寄与するものと考える。  

□□  塩塩化化物物環環境境下下ににおおけけるるココンンククリリーートトののススケケーーリリンンググ抵抵抗抗性性評評価価法法  
積雪寒冷地では、凍結防止剤の散布量増加を背景に塩化物と凍結融解の複合劣化であるスケーリング（Fig.2）が顕

在化している。しかし、我が国では、スケーリング抵抗性評価手法が確立されておらず、寒冷地コンクリートの耐久性照
査や維持管理の観点から国内状況に即した評価手法の確立が求められる。そこで当研究室では、スケーリング抵抗性
評価法の確立を念頭に種々の検討を行っている。まず、海外で採用例の多いスケーリング試験法｢ASTM C672｣および
｢RILEM CDF｣，塩化物溶液を用いる｢JIS A 1148 変法｣を対象とした比較評価から日本国内における汎用的評価法を特
定し［2］、さらに簡易的な評価法として簡易凍結融解試験法を提案している［3］。また、コンクリートの緻密性評価による
スケーリング抵抗性の推定手法として、実構造物にも適用可能な簡易透気試験法を開発し、種々の実験を通して透気
試験法のスケーリング抵抗性評価への展開の可能性（Fig.3）を示している［4］。 
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□□  圧圧縮縮応応力力場場をを考考慮慮ししたた構構造造体体ココンンククリリーートトののススケケーーリリンンググ抵抵抗抗性性  

構造体コンクリートは，自重や外力，プレストレスに起因する複雑な応力が常に作用する環境下にある。しかし，コン

クリートの耐久性は，一般に無載荷供試体を対象とした室内試験により得られた評価値，或いはその評価値から導いた

予測式により検討され，構造体に常時作用する応力の影響は考慮されていない。そこで当研究室では，構造体に常時

作用する応力が劣化進行機構に及ぼす影響を明らかにするため，応力作用下でのスケーリング試験を実施し，コンクリ

ートに作用する圧縮応力の相違がスケーリング抵抗性に及ぼす影響について実験的に検討している。その結果，作用

応力の相違はスケーリング劣化の進行程度に大きな影響を及ぼし，劣化前後で細孔径分布が変化することが明らかと

なった。また，低圧縮応力の作用は，劣化の進行を遅延する特異的な作用（Fig.1）を持つ可能性を示唆した。これらの

研究成果［1］は、コンクリートに発生する各種劣化の進行メカニズムの解明に寄与するものと考える。  

□□  塩塩化化物物環環境境下下ににおおけけるるココンンククリリーートトののススケケーーリリンンググ抵抵抗抗性性評評価価法法  
積雪寒冷地では、凍結防止剤の散布量増加を背景に塩化物と凍結融解の複合劣化であるスケーリング（Fig.2）が顕

在化している。しかし、我が国では、スケーリング抵抗性評価手法が確立されておらず、寒冷地コンクリートの耐久性照
査や維持管理の観点から国内状況に即した評価手法の確立が求められる。そこで当研究室では、スケーリング抵抗性
評価法の確立を念頭に種々の検討を行っている。まず、海外で採用例の多いスケーリング試験法｢ASTM C672｣および
｢RILEM CDF｣，塩化物溶液を用いる｢JIS A 1148 変法｣を対象とした比較評価から日本国内における汎用的評価法を特
定し［2］、さらに簡易的な評価法として簡易凍結融解試験法を提案している［3］。また、コンクリートの緻密性評価による
スケーリング抵抗性の推定手法として、実構造物にも適用可能な簡易透気試験法を開発し、種々の実験を通して透気
試験法のスケーリング抵抗性評価への展開の可能性（Fig.3）を示している［4］。 
関連論文 ［1］工藤めい，権代由範：コンクリート工学年次論文集、Vol.39、pp.583-588、2017.7［2］権代由範ほか：コンクリート工学論文集、Vol.20、No.1、

pp.59-70、2009.1［3］権代由範ほか：コンクリート工学論文集、Vol.21、No.2、pp.45-56、2010.5［4］権代由範ほか：日本建築学会構造系論文集、第 77 巻、第

678 号、pp.1193-1202、2012.8 

          
Fig.1  Relationship between Stress Strength      Fig.2  Salt Scaling of Concrete due to the   Fig.3  Relationship between Permeability 
     Ratio (f/σ) and Total Amount of Scaling         Influence of the Deicing chemicals         Coefficient and Amount of Scaling 

 提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

凍凍結結融融解解試試験験装装置置･･MMIITT--668833--33--4488  型型  （（MMAARRUUII  &&  CCoo..,,  LLTTDD..））  デデジジタタルルママイイククロロススココーーププ･･VVHHXX--22000000  （（KKEEYYEENNCCEE  CCoo..,,LLttdd..））  

気気泡泡分分布布測測定定装装置置・・HHFF--MMAACC1122  （（HHAACCHHIIYYOO  CCoonnssuullttaanntt  CCoo..,,LLttdd..））  電電位位差差自自動動滴滴定定装装置置･･887777  TTiittrriinnoo  pplluuss  （（MMeettrroohhmm））  

細細孔孔分分布布測測定定装装置置･･PPOORREEMMAASSTTEERR--6600GGTT  （（QQuuaannttaacchhrroommee））  真真空空乾乾燥燥装装置置･･LLCCVV223333PP  （（EESSPPEECC  CCoo..,,LLttdd..））  

中中性性化化促促進進試試験験装装置置･･MMIITT--663399--33--0055 型型  （（MMAARRUUII  &&  CCoo..,,  LLTTDD..））  ココンンククリリーートト・・モモルルタタルルミミキキササ各各種種（（強強制制二二軸軸、、オオムムニニ型型、、ホホババーートト型型））  

恒恒温温恒恒湿湿環環境境試試験験装装置置･･EE  sseerriieess--TTBBEE  （（EESSPPEECC  CCoo..,,LLttdd..））  ココンンククリリーートト・・モモルルタタルル加加工工機機各各種種（（切切断断機機、、研研磨磨機機、、粉粉砕砕機機））  
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研研究究タタイイトトルル：：  

建築構造物の耐震性評価 

 

氏氏名名：：      飯飯藤藤  將將之之／／HHAANNDDOO  MMaassaayyuukkii  EE--mmaaiill：：  hhaannddoouu@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士((工工学学))  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本建建築築学学会会，，日日本本建建築築士士会会連連合合会会，，日日本本自自然然災災害害学学会会  

研研究究分分野野：：  建建築築構構造造工工学学  

キキーーワワーードド：：  耐耐震震構構造造，，振振動動解解析析，，振振動動実実測測，，耐耐震震診診断断  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・構構造造部部材材のの静静的的加加力力実実験験  

・・建建物物とと地地盤盤のの常常時時微微動動実実測測  

・・鉄鉄筋筋ココンンククリリーートト建建築築構構造造物物のの弾弾塑塑性性地地震震応応答答解解析析  

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

  筆筆者者のの研研究究活活動動のの根根幹幹ををななすすももののはは，，地地震震時時のの建建築築物物のの挙挙動動解解析析とと耐耐震震性性にに関関すするるモモニニタタリリンンググででああるる。。  

  22001111((平平成成 2233))年年 33 月月 1111 日日  東東北北地地方方太太平平洋洋沖沖地地震震がが発発生生しし，，そそのの後後地地震震活活動動がが活活発発化化しし，，22001166((平平成成 2288))年年のの熊熊本本

地地震震，，22001188((平平成成 3300))年年のの大大阪阪府府北北部部地地震震，，胆胆振振地地方方中中東東部部地地震震はは，，記記憶憶にに残残るる被被害害ををももたたららししてていいるる。。東東北北地地域域でで

はは，，22002200 年年 22 月月とと 22002211 年年 33 月月にに被被害害地地震震がが発発生生ししてていいるる。。  

  筆筆者者はは，，2200 年年来来高高専専のの敷敷地地内内ににおおいいてて，，地地震震観観測測をを行行っってていいるる。。図図 11 はは，，本本校校 55 号号棟棟１１階階でで収収録録ししたた地地震震動動のの最最大大

加加速速度度をを示示しし，，図図２２ににはは代代表表例例ととししてて，，2200111100331111//1144::4466//東東北北地地方方太太平平洋洋沖沖地地震震((MM99))，，22002211//00221133//2233::0077//福福島島県県沖沖地地

震震  ((MM77..33))，，2200222200331166//2233::3366//福福島島県県沖沖震震((MM77..44))のの加加速速度度記記録録((NNSS ののみみ))をを示示すす。。ここれれららのの地地震震記記録録ををももととにに，，地地震震動動のの

破破壊壊力力特特性性にに関関すするる指指標標をを検検討討ししてていいるる。。用用いいるる指指標標はは，，各各種種最最大大値値，，応応答答ススペペククトトルル，，気気象象庁庁震震度度，，11～～22 秒秒応応答答をを

用用いいたた震震度度ででああるる。。  

  地地震震観観測測をを行行っってていいるる建建物物でではは定定期期的的にに常常時時微微動動をを実実測測ししてておおりり，，建建物物のの劣劣化化とと経経験験ししたた地地震震動動のの振振幅幅依依存存性性ににつつ

いいてて検検討討ししてていいるる。。図図 33 はは，，55 号号棟棟のの固固有有周周期期のの変変化化ににつついいてて入入力力加加速速度度をを横横軸軸ににととっってて整整理理ししたたももののでで，，大大地地震震前前後後

のの建建物物のの耐耐震震性性をを把把握握すするる指指標標ととししてて活活用用すするるここととががででききるる。。  

  技技術術のの開開発発とといいううよよりりもも，，自自然然現現象象をを観観測測しし，，被被害害ととのの因因果果関関係係をを分分析析すするるののがが研研究究のの内内容容ででああるる。。正正ししくく自自然然をを畏畏

れれるるたためめにに，，少少ししででももおお役役にに立立ててれればばとと考考ええてていいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

常常時時微微動動計計  振振動動技技研研  MMTTKKHH--11CC    

水水平平二二軸軸地地震震波波振振動動台台  ササンンエエスス  SSSSVV--112255，，TTBBHH--1100KK--22DD--33DD    
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  近世期の御蔵所の空間構成原理及び 
       地方性, 歴史的建造物の保存・活用  

 

氏氏名名：：      相相模模  誓誓雄雄／／SSAAGGAAMMII  CChhiikkaaoo  EE--mmaaiill：：  ssaaggaammii@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本建建築築学学会会，，日日本本民民俗俗建建築築学学会会  

研研究究分分野野：：  建建築築史史おおよよびび意意匠匠関関連連  

キキーーワワーードド：：  歴歴史史的的建建築築，，文文化化財財，，蔵蔵，，古古文文書書，，保保存存・・活活用用，，ココンンピピュューータターー・・ググララフフィィッッククスス  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・歴歴史史的的建建築築のの調調査査及及びび評評価価  

・・古古文文書書解解読読  

・・ココンンピピュューータターー・・ググララフフィィッッククススにによよるる復復元元等等ののイイメメーージジ作作成成  

 
研研究究内内容容：：    

  建建築築学学のの建建築築歴歴史史・・意意匠匠分分野野のの研研究究をを行行っってておおりりまますす。。対対象象はは日日本本建建築築でで，，近近世世のの幕幕府府やや諸諸藩藩のの施施設設のの中中ででもも，，財財

政政上上最最もも重重要要なな施施設設ででああっったた御御蔵蔵所所をを対対象象ににししてていいまますす。。御御蔵蔵所所はは，，村村々々かからら運運ばばれれててくくるる年年貢貢米米のの徴徴収収にに用用いいらられれ

るる施施設設でであありり，，全全国国各各地地のの幕幕府府領領やや諸諸藩藩領領にに多多数数設設けけらられれてていいままししたた。。ししかかしし，，明明治治維維新新後後のの廃廃藩藩置置県県，，租租税税のの金金納納

化化にによよっってて不不用用ににななりり，，学学校校建建築築ななどどにに転転用用さされれるるももののももあありりままししたたがが，，現現在在でではは建建築築遺遺構構ははわわずずかかでですす（（FFiigg..11））。。ししかか

しし，，見見取取図図等等のの史史料料がが残残さされれてていいるる地地域域ががあありりままししたたののでで，，全全国国のの藩藩毎毎にに建建物物配配置置やや御御蔵蔵のの建建築築構構成成ににつついいてて検検討討しし,,

近近世世期期のの日日本本ににおおけけるる御御蔵蔵所所のの空空間間構構成成原原理理やや地地方方性性をを明明ららかかににししままししたた。。ここののよよううなな御御蔵蔵所所はは,,西西日日本本とと東東日日本本ととでで

空空間間構構成成がが異異ななるるななどど,,近近世世文文化化のの多多様様性性をを表表すすももののととししてて注注目目さされれまますす。。ささららにに,,ここのの研研究究をを発発展展ささせせるるたためめ,,ここれれままでで

検検討討ししててここななかかっったた河河口口港港ににおおけけるる廻廻米米用用御御蔵蔵所所ににつついいてて検検討討ししてていいまますす。。年年貢貢米米はは,,河河川川水水運運をを用用いいてて輸輸送送さされれ,,河河

口口港港ににおおいいてて海海船船にに積積みみ替替ええらられれてて米米市市場場のの江江戸戸やや大大坂坂へへはは運運ばばれれてて売売却却さされれままししたた。。米米はは重重要要なな財財源源だだっったたののでで

すす。。ここののたためめ,,幕幕府府やや藩藩はは河河口口港港にに廻廻米米用用御御蔵蔵所所をを設設けけままししたた。。ここれれはは,,上上記記のの年年貢貢米米徴徴収収用用のの御御蔵蔵所所ととはは空空間間構構成成がが

異異ななっってていいまますす。。ままたた,,太太平平洋洋側側とと日日本本海海側側ととでで蔵蔵のの造造りりななどどがが異異ななるるここととがが明明ららかかににななりりつつつつあありりまますす。。ここのの研研究究にによよっっ

てて,,御御蔵蔵所所とといいうう日日本本建建築築史史のの空空白白部部分分をを埋埋めめるるここととががででききるるとと考考ええてておおりりまますす。。  

  一一方方,,地地元元名名取取市市でではは,,文文化化財財審審議議委委員員やや「「ななととりり歴歴史史的的建建造造物物研研究究会会」」のの代代表表をを務務めめ，，市市とと連連携携ししてて，，市市内内のの歴歴史史的的

建建造造物物のの保保存存やや活活用用ににつついいてて活活動動をを行行っってていいまますす。。おお隣隣りりのの岩岩沼沼市市でではは,,竹竹駒駒神神社社馬馬事事博博物物館館調調査査検検討討委委員員会会委委員員

長長をを勤勤めめてていいまますす。。馬馬事事博博物物館館はは,,県県内内でではは珍珍ししいい昭昭和和期期のの戦戦前前にに建建築築さされれたた和和洋洋折折衷衷式式のの建建築築でですす。。研研究究室室活活動動とと

ししてて,,学学生生がが調調査査にに協協力力ししままししたた。。そそのの成成果果にによよりり国国のの登登録録有有形形文文化化財財にに登登録録さされれままししたた（（FFiigg..22））。。県県南南のの村村田田町町でではは，，

震震災災後後のの国国にによよるる重重伝伝建建地地区区選選定定ををききっっかかけけにに町町並並みみのの復復元元がが課課題題ににななりり，，県県建建築築士士会会よよりり復復元元図図のの作作製製をを依依頼頼ささ

れれままししたた。。石石巻巻市市のの旧旧ハハリリスストトスス正正教教会会教教会会堂堂のの復復元元図図（（FFiigg..33））ななどどココンンピピュューータタをを駆駆使使ししてて作作製製ししたたＣＣＧＧはは自自治治体体ななどど

ででごご活活用用いいたただだいいてておおりりまますす。。ままたた，，戦戦後後にに建建ててらられれたた現現代代建建築築もも建建替替ええのの時時期期ににななっってていいまますすがが，，十十分分なな評評価価がが行行わわ

れれずず，，取取りり壊壊さされれるるケケーーススがが見見らられれまますす。。歴歴史史的的建建築築のの評評価価をを行行いい，，活活用用法法をを探探りりまますす。。建建築築やや町町のの変変遷遷，，過過去去のの暮暮らら

ししをを語語るる古古文文書書等等もも消消失失のの危危機機ににあありりまますす。。ここれれららをを解解読読しし，，未未来来へへ継継承承すするるたためめのの技技術術をを提提供供ししまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

FFiigg..11  熊熊本本藩藩川川尻尻御御蔵蔵のの建建築築遺遺構構                  FFiigg..22  実実測測にによよっってて作作製製ししたた馬馬事事博博物物館館 CCAADD 図図面面                FFiigg..33  震震災災復復興興建建造造物物復復元元ＣＣＧＧ  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研研究究タタイイトトルル：：  

建築構造物の耐震性評価 

 

氏氏名名：：      飯飯藤藤  將將之之／／HHAANNDDOO  MMaassaayyuukkii  EE--mmaaiill：：  hhaannddoouu@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士((工工学学))  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本建建築築学学会会，，日日本本建建築築士士会会連連合合会会，，日日本本自自然然災災害害学学会会  

研研究究分分野野：：  建建築築構構造造工工学学  

キキーーワワーードド：：  耐耐震震構構造造，，振振動動解解析析，，振振動動実実測測，，耐耐震震診診断断  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・構構造造部部材材のの静静的的加加力力実実験験  

・・建建物物とと地地盤盤のの常常時時微微動動実実測測  

・・鉄鉄筋筋ココンンククリリーートト建建築築構構造造物物のの弾弾塑塑性性地地震震応応答答解解析析  

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

  筆筆者者のの研研究究活活動動のの根根幹幹ををななすすももののはは，，地地震震時時のの建建築築物物のの挙挙動動解解析析とと耐耐震震性性にに関関すするるモモニニタタリリンンググででああるる。。  

  22001111((平平成成 2233))年年 33 月月 1111 日日  東東北北地地方方太太平平洋洋沖沖地地震震がが発発生生しし，，そそのの後後地地震震活活動動がが活活発発化化しし，，22001166((平平成成 2288))年年のの熊熊本本

地地震震，，22001188((平平成成 3300))年年のの大大阪阪府府北北部部地地震震，，胆胆振振地地方方中中東東部部地地震震はは，，記記憶憶にに残残るる被被害害ををももたたららししてていいるる。。東東北北地地域域でで

はは，，22002200 年年 22 月月とと 22002211 年年 33 月月にに被被害害地地震震がが発発生生ししてていいるる。。  

  筆筆者者はは，，2200 年年来来高高専専のの敷敷地地内内ににおおいいてて，，地地震震観観測測をを行行っってていいるる。。図図 11 はは，，本本校校 55 号号棟棟１１階階でで収収録録ししたた地地震震動動のの最最大大

加加速速度度をを示示しし，，図図２２ににはは代代表表例例ととししてて，，2200111100331111//1144::4466//東東北北地地方方太太平平洋洋沖沖地地震震((MM99))，，22002211//00221133//2233::0077//福福島島県県沖沖地地

震震  ((MM77..33))，，2200222200331166//2233::3366//福福島島県県沖沖震震((MM77..44))のの加加速速度度記記録録((NNSS ののみみ))をを示示すす。。ここれれららのの地地震震記記録録ををももととにに，，地地震震動動のの

破破壊壊力力特特性性にに関関すするる指指標標をを検検討討ししてていいるる。。用用いいるる指指標標はは，，各各種種最最大大値値，，応応答答ススペペククトトルル，，気気象象庁庁震震度度，，11～～22 秒秒応応答答をを

用用いいたた震震度度ででああるる。。  

  地地震震観観測測をを行行っってていいるる建建物物でではは定定期期的的にに常常時時微微動動をを実実測測ししてておおりり，，建建物物のの劣劣化化とと経経験験ししたた地地震震動動のの振振幅幅依依存存性性ににつつ

いいてて検検討討ししてていいるる。。図図 33 はは，，55 号号棟棟のの固固有有周周期期のの変変化化ににつついいてて入入力力加加速速度度をを横横軸軸ににととっってて整整理理ししたたももののでで，，大大地地震震前前後後

のの建建物物のの耐耐震震性性をを把把握握すするる指指標標ととししてて活活用用すするるここととががででききるる。。  

  技技術術のの開開発発とといいううよよりりもも，，自自然然現現象象をを観観測測しし，，被被害害ととのの因因果果関関係係をを分分析析すするるののがが研研究究のの内内容容ででああるる。。正正ししくく自自然然をを畏畏

れれるるたためめにに，，少少ししででももおお役役にに立立ててれればばとと考考ええてていいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

常常時時微微動動計計  振振動動技技研研  MMTTKKHH--11CC    

水水平平二二軸軸地地震震波波振振動動台台  ササンンエエスス  SSSSVV--112255，，TTBBHH--1100KK--22DD--33DD    
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研研究究タタイイトトルル：：  

建築構造物の耐震性評価 

 

氏氏名名：：      飯飯藤藤  將將之之／／HHAANNDDOO  MMaassaayyuukkii  EE--mmaaiill：：  hhaannddoouu@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士((工工学学))  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本建建築築学学会会，，日日本本建建築築士士会会連連合合会会，，日日本本自自然然災災害害学学会会  

研研究究分分野野：：  建建築築構構造造工工学学  

キキーーワワーードド：：  耐耐震震構構造造，，振振動動解解析析，，振振動動実実測測，，耐耐震震診診断断  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・構構造造部部材材のの静静的的加加力力実実験験  

・・建建物物とと地地盤盤のの常常時時微微動動実実測測  

・・鉄鉄筋筋ココンンククリリーートト建建築築構構造造物物のの弾弾塑塑性性地地震震応応答答解解析析  

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

  筆筆者者のの研研究究活活動動のの根根幹幹ををななすすももののはは，，地地震震時時のの建建築築物物のの挙挙動動解解析析とと耐耐震震性性にに関関すするるモモニニタタリリンンググででああるる。。  

  22001111((平平成成 2233))年年 33 月月 1111 日日  東東北北地地方方太太平平洋洋沖沖地地震震がが発発生生しし，，そそのの後後地地震震活活動動がが活活発発化化しし，，22001166((平平成成 2288))年年のの熊熊本本

地地震震，，22001188((平平成成 3300))年年のの大大阪阪府府北北部部地地震震，，胆胆振振地地方方中中東東部部地地震震はは，，記記憶憶にに残残るる被被害害ををももたたららししてていいるる。。東東北北地地域域でで

はは，，22002200 年年 22 月月とと 22002211 年年 33 月月にに被被害害地地震震がが発発生生ししてていいるる。。  

  筆筆者者はは，，2200 年年来来高高専専のの敷敷地地内内ににおおいいてて，，地地震震観観測測をを行行っってていいるる。。図図 11 はは，，本本校校 55 号号棟棟１１階階でで収収録録ししたた地地震震動動のの最最大大

加加速速度度をを示示しし，，図図２２ににはは代代表表例例ととししてて，，2200111100331111//1144::4466//東東北北地地方方太太平平洋洋沖沖地地震震((MM99))，，22002211//00221133//2233::0077//福福島島県県沖沖地地

震震  ((MM77..33))，，2200222200331166//2233::3366//福福島島県県沖沖震震((MM77..44))のの加加速速度度記記録録((NNSS ののみみ))をを示示すす。。ここれれららのの地地震震記記録録ををももととにに，，地地震震動動のの

破破壊壊力力特特性性にに関関すするる指指標標をを検検討討ししてていいるる。。用用いいるる指指標標はは，，各各種種最最大大値値，，応応答答ススペペククトトルル，，気気象象庁庁震震度度，，11～～22 秒秒応応答答をを

用用いいたた震震度度ででああるる。。  

  地地震震観観測測をを行行っってていいるる建建物物でではは定定期期的的にに常常時時微微動動をを実実測測ししてておおりり，，建建物物のの劣劣化化とと経経験験ししたた地地震震動動のの振振幅幅依依存存性性ににつつ

いいてて検検討討ししてていいるる。。図図 33 はは，，55 号号棟棟のの固固有有周周期期のの変変化化ににつついいてて入入力力加加速速度度をを横横軸軸ににととっってて整整理理ししたたももののでで，，大大地地震震前前後後

のの建建物物のの耐耐震震性性をを把把握握すするる指指標標ととししてて活活用用すするるここととががででききるる。。  

  技技術術のの開開発発とといいううよよりりもも，，自自然然現現象象をを観観測測しし，，被被害害ととのの因因果果関関係係をを分分析析すするるののがが研研究究のの内内容容ででああるる。。正正ししくく自自然然をを畏畏

れれるるたためめにに，，少少ししででももおお役役にに立立ててれればばとと考考ええてていいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

常常時時微微動動計計  振振動動技技研研  MMTTKKHH--11CC    

水水平平二二軸軸地地震震波波振振動動台台  ササンンエエスス  SSSSVV--112255，，TTBBHH--1100KK--22DD--33DD    
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  近世期の御蔵所の空間構成原理及び 
       地方性, 歴史的建造物の保存・活用  

 

氏氏名名：：      相相模模  誓誓雄雄／／SSAAGGAAMMII  CChhiikkaaoo  EE--mmaaiill：：  ssaaggaammii@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本建建築築学学会会，，日日本本民民俗俗建建築築学学会会  

研研究究分分野野：：  建建築築史史おおよよびび意意匠匠関関連連  

キキーーワワーードド：：  歴歴史史的的建建築築，，文文化化財財，，蔵蔵，，古古文文書書，，保保存存・・活活用用，，ココンンピピュューータターー・・ググララフフィィッッククスス  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・歴歴史史的的建建築築のの調調査査及及びび評評価価  

・・古古文文書書解解読読  

・・ココンンピピュューータターー・・ググララフフィィッッククススにによよるる復復元元等等ののイイメメーージジ作作成成  

 
研研究究内内容容：：    

  建建築築学学のの建建築築歴歴史史・・意意匠匠分分野野のの研研究究をを行行っってておおりりまますす。。対対象象はは日日本本建建築築でで，，近近世世のの幕幕府府やや諸諸藩藩のの施施設設のの中中ででもも，，財財

政政上上最最もも重重要要なな施施設設ででああっったた御御蔵蔵所所をを対対象象ににししてていいまますす。。御御蔵蔵所所はは，，村村々々かからら運運ばばれれててくくるる年年貢貢米米のの徴徴収収にに用用いいらられれ

るる施施設設でであありり，，全全国国各各地地のの幕幕府府領領やや諸諸藩藩領領にに多多数数設設けけらられれてていいままししたた。。ししかかしし，，明明治治維維新新後後のの廃廃藩藩置置県県，，租租税税のの金金納納

化化にによよっってて不不用用ににななりり，，学学校校建建築築ななどどにに転転用用さされれるるももののももあありりままししたたがが，，現現在在でではは建建築築遺遺構構ははわわずずかかでですす（（FFiigg..11））。。ししかか

しし，，見見取取図図等等のの史史料料がが残残さされれてていいるる地地域域ががあありりままししたたののでで，，全全国国のの藩藩毎毎にに建建物物配配置置やや御御蔵蔵のの建建築築構構成成ににつついいてて検検討討しし,,

近近世世期期のの日日本本ににおおけけるる御御蔵蔵所所のの空空間間構構成成原原理理やや地地方方性性をを明明ららかかににししままししたた。。ここののよよううなな御御蔵蔵所所はは,,西西日日本本とと東東日日本本ととでで

空空間間構構成成がが異異ななるるななどど,,近近世世文文化化のの多多様様性性をを表表すすももののととししてて注注目目さされれまますす。。ささららにに,,ここのの研研究究をを発発展展ささせせるるたためめ,,ここれれままでで

検検討討ししててここななかかっったた河河口口港港ににおおけけるる廻廻米米用用御御蔵蔵所所ににつついいてて検検討討ししてていいまますす。。年年貢貢米米はは,,河河川川水水運運をを用用いいてて輸輸送送さされれ,,河河

口口港港ににおおいいてて海海船船にに積積みみ替替ええらられれてて米米市市場場のの江江戸戸やや大大坂坂へへはは運運ばばれれてて売売却却さされれままししたた。。米米はは重重要要なな財財源源だだっったたののでで

すす。。ここののたためめ,,幕幕府府やや藩藩はは河河口口港港にに廻廻米米用用御御蔵蔵所所をを設設けけままししたた。。ここれれはは,,上上記記のの年年貢貢米米徴徴収収用用のの御御蔵蔵所所ととはは空空間間構構成成がが

異異ななっってていいまますす。。ままたた,,太太平平洋洋側側とと日日本本海海側側ととでで蔵蔵のの造造りりななどどがが異異ななるるここととがが明明ららかかににななりりつつつつあありりまますす。。ここのの研研究究にによよっっ

てて,,御御蔵蔵所所とといいうう日日本本建建築築史史のの空空白白部部分分をを埋埋めめるるここととががででききるるとと考考ええてておおりりまますす。。  

  一一方方,,地地元元名名取取市市でではは,,文文化化財財審審議議委委員員やや「「ななととりり歴歴史史的的建建造造物物研研究究会会」」のの代代表表をを務務めめ，，市市とと連連携携ししてて，，市市内内のの歴歴史史的的

建建造造物物のの保保存存やや活活用用ににつついいてて活活動動をを行行っってていいまますす。。おお隣隣りりのの岩岩沼沼市市でではは,,竹竹駒駒神神社社馬馬事事博博物物館館調調査査検検討討委委員員会会委委員員

長長をを勤勤めめてていいまますす。。馬馬事事博博物物館館はは,,県県内内でではは珍珍ししいい昭昭和和期期のの戦戦前前にに建建築築さされれたた和和洋洋折折衷衷式式のの建建築築でですす。。研研究究室室活活動動とと

ししてて,,学学生生がが調調査査にに協協力力ししままししたた。。そそのの成成果果にによよりり国国のの登登録録有有形形文文化化財財にに登登録録さされれままししたた（（FFiigg..22））。。県県南南のの村村田田町町でではは，，

震震災災後後のの国国にによよるる重重伝伝建建地地区区選選定定ををききっっかかけけにに町町並並みみのの復復元元がが課課題題ににななりり，，県県建建築築士士会会よよりり復復元元図図のの作作製製をを依依頼頼ささ

れれままししたた。。石石巻巻市市のの旧旧ハハリリスストトスス正正教教会会教教会会堂堂のの復復元元図図（（FFiigg..33））ななどどココンンピピュューータタをを駆駆使使ししてて作作製製ししたたＣＣＧＧはは自自治治体体ななどど

ででごご活活用用いいたただだいいてておおりりまますす。。ままたた，，戦戦後後にに建建ててらられれたた現現代代建建築築もも建建替替ええのの時時期期ににななっってていいまますすがが，，十十分分なな評評価価がが行行わわ

れれずず，，取取りり壊壊さされれるるケケーーススがが見見らられれまますす。。歴歴史史的的建建築築のの評評価価をを行行いい，，活活用用法法をを探探りりまますす。。建建築築やや町町のの変変遷遷，，過過去去のの暮暮らら

ししをを語語るる古古文文書書等等もも消消失失のの危危機機ににあありりまますす。。ここれれららをを解解読読しし，，未未来来へへ継継承承すするるたためめのの技技術術をを提提供供ししまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

FFiigg..11  熊熊本本藩藩川川尻尻御御蔵蔵のの建建築築遺遺構構                  FFiigg..22  実実測測にによよっってて作作製製ししたた馬馬事事博博物物館館 CCAADD 図図面面                FFiigg..33  震震災災復復興興建建造造物物復復元元ＣＣＧＧ  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研研究究タタイイトトルル：：  

建築構造物の耐震性評価 

 

氏氏名名：：      飯飯藤藤  將將之之／／HHAANNDDOO  MMaassaayyuukkii  EE--mmaaiill：：  hhaannddoouu@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士((工工学学))  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本建建築築学学会会，，日日本本建建築築士士会会連連合合会会，，日日本本自自然然災災害害学学会会  

研研究究分分野野：：  建建築築構構造造工工学学  

キキーーワワーードド：：  耐耐震震構構造造，，振振動動解解析析，，振振動動実実測測，，耐耐震震診診断断  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・構構造造部部材材のの静静的的加加力力実実験験  

・・建建物物とと地地盤盤のの常常時時微微動動実実測測  

・・鉄鉄筋筋ココンンククリリーートト建建築築構構造造物物のの弾弾塑塑性性地地震震応応答答解解析析  

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

  筆筆者者のの研研究究活活動動のの根根幹幹ををななすすももののはは，，地地震震時時のの建建築築物物のの挙挙動動解解析析とと耐耐震震性性にに関関すするるモモニニタタリリンンググででああるる。。  

  22001111((平平成成 2233))年年 33 月月 1111 日日  東東北北地地方方太太平平洋洋沖沖地地震震がが発発生生しし，，そそのの後後地地震震活活動動がが活活発発化化しし，，22001166((平平成成 2288))年年のの熊熊本本

地地震震，，22001188((平平成成 3300))年年のの大大阪阪府府北北部部地地震震，，胆胆振振地地方方中中東東部部地地震震はは，，記記憶憶にに残残るる被被害害ををももたたららししてていいるる。。東東北北地地域域でで

はは，，22002200 年年 22 月月とと 22002211 年年 33 月月にに被被害害地地震震がが発発生生ししてていいるる。。  

  筆筆者者はは，，2200 年年来来高高専専のの敷敷地地内内ににおおいいてて，，地地震震観観測測をを行行っってていいるる。。図図 11 はは，，本本校校 55 号号棟棟１１階階でで収収録録ししたた地地震震動動のの最最大大

加加速速度度をを示示しし，，図図２２ににはは代代表表例例ととししてて，，2200111100331111//1144::4466//東東北北地地方方太太平平洋洋沖沖地地震震((MM99))，，22002211//00221133//2233::0077//福福島島県県沖沖地地

震震  ((MM77..33))，，2200222200331166//2233::3366//福福島島県県沖沖震震((MM77..44))のの加加速速度度記記録録((NNSS ののみみ))をを示示すす。。ここれれららのの地地震震記記録録ををももととにに，，地地震震動動のの

破破壊壊力力特特性性にに関関すするる指指標標をを検検討討ししてていいるる。。用用いいるる指指標標はは，，各各種種最最大大値値，，応応答答ススペペククトトルル，，気気象象庁庁震震度度，，11～～22 秒秒応応答答をを

用用いいたた震震度度ででああるる。。  

  地地震震観観測測をを行行っってていいるる建建物物でではは定定期期的的にに常常時時微微動動をを実実測測ししてておおりり，，建建物物のの劣劣化化とと経経験験ししたた地地震震動動のの振振幅幅依依存存性性ににつつ

いいてて検検討討ししてていいるる。。図図 33 はは，，55 号号棟棟のの固固有有周周期期のの変変化化ににつついいてて入入力力加加速速度度をを横横軸軸ににととっってて整整理理ししたたももののでで，，大大地地震震前前後後

のの建建物物のの耐耐震震性性をを把把握握すするる指指標標ととししてて活活用用すするるここととががででききるる。。  

  技技術術のの開開発発とといいううよよりりもも，，自自然然現現象象をを観観測測しし，，被被害害ととのの因因果果関関係係をを分分析析すするるののがが研研究究のの内内容容ででああるる。。正正ししくく自自然然をを畏畏

れれるるたためめにに，，少少ししででももおお役役にに立立ててれればばとと考考ええてていいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

常常時時微微動動計計  振振動動技技研研  MMTTKKHH--11CC    

水水平平二二軸軸地地震震波波振振動動台台  ササンンエエスス  SSSSVV--112255，，TTBBHH--1100KK--22DD--33DD    
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：大大地地震震おおよよびび自自然然災災害害ににおおけけるる大大空空間間構構造造物物のの座座屈屈  

崩崩壊壊メメカカニニズズムムのの解解明明及及びび座座屈屈補補剛剛材材のの保保有有性性能能評評価価 

 

氏氏名名：：      吉吉野野  裕裕貴貴／／YYOOHHIISSNNOO  YYuukkii    EE--mmaaiill：：  yyoosshhiinnooyy@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  助助教教  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本建建築築学学会会，，日日本本鋼鋼構構造造協協会会  

研研究究分分野野：：  建建築築構構造造工工学学  

キキーーワワーードド：：  鋼鋼構構造造，，耐耐震震工工学学，，横横座座屈屈  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・構構造造部部材材のの座座屈屈設設計計法法にに関関すするる技技術術  

・・構構造造部部材材のの有有限限要要素素法法解解析析（（静静的的解解析析，，動動的的解解析析））  

・・非非構構造造部部材材のの補補剛剛性性能能にに関関すするる研研究究  

 
研研究究内内容容：：  
研究課題  

 大空間構造における H 形鋼部材の横座屈耐力に及ぼす非構造部材の補剛性能評価 
 既存建築物の大スパン梁と非構造部材の耐震性能の把握 
研究シーズ  

実際の大空間構造物は構造部材と非構造部材で構成されている。大空間構造物の地震時の損傷メカニズムにつ

いて は明らかにされているが，そのほとんどが構造部材のみで構成された構造物を対象とした研究である。 
筆者の研究テー マは，現行の耐震設計法では考慮されていない非構造部材が取り付く構造部材の座屈を対象

とし，構造部材に取りつく 非構造部材の補剛効果を考慮した実構造 
物に近い耐震性能を把握することである。 大空間構造物を構成する 
構造部材とし，施工性や経済性の観点から H 形鋼梁が多用されてお 
り，近年の構造部材の 大スパン化に伴って，梁スパンが 10～20m， 
梁せいが 1000mm 以上の大断面梁が多く用いられるようになった。 
大スパン 梁の横座屈に対して，現行の設計法では材長方向に複数の 
横補剛材を設ける。しかし，複数の小梁の設置は，施工性 が低下し， 
非経済的である。横補剛として設置する小梁を減らすことで，設計の 
自由度は高まる。一方で，梁に取りつく母屋や屋根折板などを非構造 
部材を連続補剛材とした場合，非構造部材は部材として非常に軽微な 
ため，梁の横座屈変形を十分拘束するための剛性や耐力を保持してい 
るとは限らない。 

座屈現象は対象部材の境界条件に大きく影響を受ける。建物内の梁 

を対象とした場合，梁に接続される柱の拘束，梁が支える小梁や床の 

拘束，筋かいや制振構面による拘束などがある。従来の設計では，こ 

れらの周辺部材の拘束について検討せずに設計している。 
本研究では，大空間構造物内の梁が非構造部材（屋根折板や母屋） 

などを連続的な拘束材としての活用法や梁に取りつく周辺部材（柱や 
接合部など）による梁端の材端拘束度の影響を検討することで，現行 
の耐震設計法では想定されていない非構造部材の補剛効果を考慮した 
大スパン大空間構造物の座屈設計法を確立する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
実際の梁の座屈の様子 

 
横座屈の再現実験 

 
構造物の振動実験 

母屋材梁の横座屈

屋根折板

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

極大地震振動台システム  SSV-125，SVA-ST-1K，TBH-10K-2D-5T （サンエス）  

振動測定装置一式  動ひずみ測定器，加速度計，レーザー変位計  
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：建築構造物の安全と機能維持を実現 
する耐震・免震・制振システムの開発 

 

氏氏名名：：      藤藤田田  智智己己／／FFUUJJIITTAA  TToommoommii  EE--mmaaiill：：  ffuujjiittaa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本建建築築学学会会，，日日本本ココンンククリリーートト工工学学協協会会，，日日本本免免震震構構造造協協会会  

研研究究分分野野：：  建建築築構構造造工工学学  

キキーーワワーードド：：  耐耐震震構構造造、、免免震震構構造造、、制制振振構構造造、、振振動動解解析析  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・振振動動台台をを用用いいたた加加振振試試験験  

・・振振動動応応答答解解析析  

  

 

図 1 ABAQUS による 
詳細解析モデル 

 

図 2  Frame-D による 
簡易解析モデル  

 

図 3 縮小試験体による振動台加振試験 

1 層 RC 梁 
：せん断ばね 

トラス屋根：せん断ばね 
3 層 RC 梁 

：せん断ばね 

① 
② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

C 

M 

3 層 RC 梁 
：板ばね 

トラス屋根：板ばね 

研研究究内内容容：：    

  

研研究究課課題題  
●●開開発発途途上上国国向向けけ基基礎礎免免震震シシスステテムムのの開開発発  

●●慣慣性性質質量量効効果果をを有有すするるダダンンパパーーのの開開発発  

●●鉄鉄骨骨置置屋屋根根構構造造のの損損傷傷メメカカニニズズムムのの解解明明とと損損傷傷制制御御法法のの開開発発  

  

研研究究シシーーズズ  
近近年年のの地地震震にに対対ししてて建建物物にに大大ききなな損損傷傷をを与与ええなないい、、地地震震動動作作用用時時ににもも建建物物機機能能をを維維持持すするるななどどのの多多様様化化すするる建建築築

構構造造へへのの要要求求をを満満足足すするる建建築築構構造造シシスステテムムのの開開発発ででああるる。。  

過過去去のの地地震震被被害害にに基基づづきき日日本本のの耐耐震震設設計計手手法法はは発発展展••進進歩歩がが重重ねねらられれ、、建建物物のの崩崩壊壊等等のの大大規規模模なな損損傷傷がが減減少少ししてて

いいるる一一方方でで、、家家具具のの転転倒倒等等でで住住民民にに被被害害ががででるるケケーーススやや、、建建物物ののラライイフフラライインンななどどのの機機能能がが失失わわれれるる事事態態がが度度々々発発生生

ししてていいるる。。大大規規模模地地震震にに対対ししてて構構造造躯躯体体のの損損傷傷抑抑制制だだけけででななくく、、建建物物のの継継続続使使用用をを考考慮慮ししたた機機能能維維持持ををもも担担保保すするるシシ

スステテムムのの構構築築がが喫喫緊緊のの課課題題ででああるる。。  

現現在在のの主主要要なな研研究究テテーーママはは、、被被災災ししたた人人々々のの避避難難所所ととななるる空空間間構構造造物物のの機機能能維維持持にに関関すするる研研究究ででああるる。。地地震震にによよるる

建建物物のの構構造造的的被被害害にによよりり避避難難所所ととししてて使使用用不不可可ににななっったた空空間間構構造造物物はは、、鉄鉄骨骨屋屋根根とと RRCC 下下部部構構造造をを有有すするる鉄鉄骨骨置置屋屋根根

構構造造のの建建物物（（耐耐震震診診断断でで耐耐震震性性有有とと判判断断済済ままたたはは補補強強済済））にに多多くく、、置置屋屋根根支支承承部部のの RRCC 柱柱頭頭部部のの側側方方破破壊壊おおよよびびアアンン

カカーーボボルルトトのの破破断断、、屋屋根根面面ににおおけけるるブブレレーースス破破断断、、シシスステテムムトトララスス部部材材のの損損傷傷、、落落下下のの被被害害がが発発生生ししてていいるる。。本本研研究究でで

はは図図 11～～33 にに示示すす振振動動応応答答解解析析おおよよびび振振動動台台加加振振試試験験のの旅旅面面かからら空空間間構構造造物物ににおおけけるる上上述述ししたた被被害害のの発発生生メメカカニニズズ

ムムをを解解明明しし、、避避難難施施設設のの機機能能維維持持をを実実現現すするる設設計計法法・・損損傷傷制制御御法法のの開開発発にに取取りり組組んんででいいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

水水平平二二軸軸地地震震波波振振動動台台（（ササンンエエスス））  SSSSVV--112255，，TTBBHH--1100KK--22DD--33DD    

振振動動測測定定装装置置一一式式  動動ひひずずみみ測測定定器器，，加加速速度度計計，，レレーーザザーー変変位位計計  

    

    

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：大大地地震震おおよよびび自自然然災災害害ににおおけけるる大大空空間間構構造造物物のの座座屈屈  

崩崩壊壊メメカカニニズズムムのの解解明明及及びび座座屈屈補補剛剛材材のの保保有有性性能能評評価価 

 

氏氏名名：：      吉吉野野  裕裕貴貴／／YYOOHHIISSNNOO  YYuukkii    EE--mmaaiill：：  yyoosshhiinnooyy@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  助助教教  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本建建築築学学会会，，日日本本鋼鋼構構造造協協会会  

研研究究分分野野：：  建建築築構構造造工工学学  

キキーーワワーードド：：  鋼鋼構構造造，，耐耐震震工工学学，，横横座座屈屈  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・構構造造部部材材のの座座屈屈設設計計法法にに関関すするる技技術術  

・・構構造造部部材材のの有有限限要要素素法法解解析析（（静静的的解解析析，，動動的的解解析析））  

・・非非構構造造部部材材のの補補剛剛性性能能にに関関すするる研研究究  

 
研研究究内内容容：：  
研究課題  

 大空間構造における H 形鋼部材の横座屈耐力に及ぼす非構造部材の補剛性能評価 
 既存建築物の大スパン梁と非構造部材の耐震性能の把握 
研究シーズ  

実際の大空間構造物は構造部材と非構造部材で構成されている。大空間構造物の地震時の損傷メカニズムにつ

いて は明らかにされているが，そのほとんどが構造部材のみで構成された構造物を対象とした研究である。 
筆者の研究テー マは，現行の耐震設計法では考慮されていない非構造部材が取り付く構造部材の座屈を対象

とし，構造部材に取りつく 非構造部材の補剛効果を考慮した実構造 
物に近い耐震性能を把握することである。 大空間構造物を構成する 
構造部材とし，施工性や経済性の観点から H 形鋼梁が多用されてお 
り，近年の構造部材の 大スパン化に伴って，梁スパンが 10～20m， 
梁せいが 1000mm 以上の大断面梁が多く用いられるようになった。 
大スパン 梁の横座屈に対して，現行の設計法では材長方向に複数の 
横補剛材を設ける。しかし，複数の小梁の設置は，施工性 が低下し， 
非経済的である。横補剛として設置する小梁を減らすことで，設計の 
自由度は高まる。一方で，梁に取りつく母屋や屋根折板などを非構造 
部材を連続補剛材とした場合，非構造部材は部材として非常に軽微な 
ため，梁の横座屈変形を十分拘束するための剛性や耐力を保持してい 
るとは限らない。 

座屈現象は対象部材の境界条件に大きく影響を受ける。建物内の梁 

を対象とした場合，梁に接続される柱の拘束，梁が支える小梁や床の 

拘束，筋かいや制振構面による拘束などがある。従来の設計では，こ 

れらの周辺部材の拘束について検討せずに設計している。 
本研究では，大空間構造物内の梁が非構造部材（屋根折板や母屋） 

などを連続的な拘束材としての活用法や梁に取りつく周辺部材（柱や 
接合部など）による梁端の材端拘束度の影響を検討することで，現行 
の耐震設計法では想定されていない非構造部材の補剛効果を考慮した 
大スパン大空間構造物の座屈設計法を確立する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
実際の梁の座屈の様子 

 
横座屈の再現実験 

 
構造物の振動実験 

母屋材梁の横座屈

屋根折板

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

極大地震振動台システム  SSV-125，SVA-ST-1K，TBH-10K-2D-5T （サンエス）  

振動測定装置一式  動ひずみ測定器，加速度計，レーザー変位計  
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：大大地地震震おおよよびび自自然然災災害害ににおおけけるる大大空空間間構構造造物物のの座座屈屈  

崩崩壊壊メメカカニニズズムムのの解解明明及及びび座座屈屈補補剛剛材材のの保保有有性性能能評評価価 

 

氏氏名名：：      吉吉野野  裕裕貴貴／／YYOOHHIISSNNOO  YYuukkii    EE--mmaaiill：：  yyoosshhiinnooyy@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  助助教教  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本建建築築学学会会，，日日本本鋼鋼構構造造協協会会  

研研究究分分野野：：  建建築築構構造造工工学学  

キキーーワワーードド：：  鋼鋼構構造造，，耐耐震震工工学学，，横横座座屈屈  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・構構造造部部材材のの座座屈屈設設計計法法にに関関すするる技技術術  

・・構構造造部部材材のの有有限限要要素素法法解解析析（（静静的的解解析析，，動動的的解解析析））  

・・非非構構造造部部材材のの補補剛剛性性能能にに関関すするる研研究究  

 
研研究究内内容容：：  
研究課題  

 大空間構造における H 形鋼部材の横座屈耐力に及ぼす非構造部材の補剛性能評価 
 既存建築物の大スパン梁と非構造部材の耐震性能の把握 
研究シーズ  

実際の大空間構造物は構造部材と非構造部材で構成されている。大空間構造物の地震時の損傷メカニズムにつ

いて は明らかにされているが，そのほとんどが構造部材のみで構成された構造物を対象とした研究である。 
筆者の研究テー マは，現行の耐震設計法では考慮されていない非構造部材が取り付く構造部材の座屈を対象

とし，構造部材に取りつく 非構造部材の補剛効果を考慮した実構造 
物に近い耐震性能を把握することである。 大空間構造物を構成する 
構造部材とし，施工性や経済性の観点から H 形鋼梁が多用されてお 
り，近年の構造部材の 大スパン化に伴って，梁スパンが 10～20m， 
梁せいが 1000mm 以上の大断面梁が多く用いられるようになった。 
大スパン 梁の横座屈に対して，現行の設計法では材長方向に複数の 
横補剛材を設ける。しかし，複数の小梁の設置は，施工性 が低下し， 
非経済的である。横補剛として設置する小梁を減らすことで，設計の 
自由度は高まる。一方で，梁に取りつく母屋や屋根折板などを非構造 
部材を連続補剛材とした場合，非構造部材は部材として非常に軽微な 
ため，梁の横座屈変形を十分拘束するための剛性や耐力を保持してい 
るとは限らない。 

座屈現象は対象部材の境界条件に大きく影響を受ける。建物内の梁 

を対象とした場合，梁に接続される柱の拘束，梁が支える小梁や床の 

拘束，筋かいや制振構面による拘束などがある。従来の設計では，こ 

れらの周辺部材の拘束について検討せずに設計している。 
本研究では，大空間構造物内の梁が非構造部材（屋根折板や母屋） 

などを連続的な拘束材としての活用法や梁に取りつく周辺部材（柱や 
接合部など）による梁端の材端拘束度の影響を検討することで，現行 
の耐震設計法では想定されていない非構造部材の補剛効果を考慮した 
大スパン大空間構造物の座屈設計法を確立する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
実際の梁の座屈の様子 

 
横座屈の再現実験 

 
構造物の振動実験 

母屋材梁の横座屈

屋根折板

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

極大地震振動台システム  SSV-125，SVA-ST-1K，TBH-10K-2D-5T （サンエス）  

振動測定装置一式  動ひずみ測定器，加速度計，レーザー変位計  
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：建築構造物の安全と機能維持を実現 
する耐震・免震・制振システムの開発 

 

氏氏名名：：      藤藤田田  智智己己／／FFUUJJIITTAA  TToommoommii  EE--mmaaiill：：  ffuujjiittaa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本建建築築学学会会，，日日本本ココンンククリリーートト工工学学協協会会，，日日本本免免震震構構造造協協会会  

研研究究分分野野：：  建建築築構構造造工工学学  

キキーーワワーードド：：  耐耐震震構構造造、、免免震震構構造造、、制制振振構構造造、、振振動動解解析析  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・振振動動台台をを用用いいたた加加振振試試験験  

・・振振動動応応答答解解析析  

  

 

図 1 ABAQUS による 
詳細解析モデル 

 

図 2  Frame-D による 
簡易解析モデル  

 

図 3 縮小試験体による振動台加振試験 

1 層 RC 梁 
：せん断ばね 

トラス屋根：せん断ばね 
3 層 RC 梁 

：せん断ばね 

① 
② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

C 

M 

3 層 RC 梁 
：板ばね 

トラス屋根：板ばね 

研研究究内内容容：：    

  

研研究究課課題題  
●●開開発発途途上上国国向向けけ基基礎礎免免震震シシスステテムムのの開開発発  

●●慣慣性性質質量量効効果果をを有有すするるダダンンパパーーのの開開発発  

●●鉄鉄骨骨置置屋屋根根構構造造のの損損傷傷メメカカニニズズムムのの解解明明とと損損傷傷制制御御法法のの開開発発  

  

研研究究シシーーズズ  
近近年年のの地地震震にに対対ししてて建建物物にに大大ききなな損損傷傷をを与与ええなないい、、地地震震動動作作用用時時ににもも建建物物機機能能をを維維持持すするるななどどのの多多様様化化すするる建建築築

構構造造へへのの要要求求をを満満足足すするる建建築築構構造造シシスステテムムのの開開発発ででああるる。。  

過過去去のの地地震震被被害害にに基基づづきき日日本本のの耐耐震震設設計計手手法法はは発発展展••進進歩歩がが重重ねねらられれ、、建建物物のの崩崩壊壊等等のの大大規規模模なな損損傷傷がが減減少少ししてて

いいるる一一方方でで、、家家具具のの転転倒倒等等でで住住民民にに被被害害ががででるるケケーーススやや、、建建物物ののラライイフフラライインンななどどのの機機能能がが失失わわれれるる事事態態がが度度々々発発生生

ししてていいるる。。大大規規模模地地震震にに対対ししてて構構造造躯躯体体のの損損傷傷抑抑制制だだけけででななくく、、建建物物のの継継続続使使用用をを考考慮慮ししたた機機能能維維持持ををもも担担保保すするるシシ

スステテムムのの構構築築がが喫喫緊緊のの課課題題ででああるる。。  

現現在在のの主主要要なな研研究究テテーーママはは、、被被災災ししたた人人々々のの避避難難所所ととななるる空空間間構構造造物物のの機機能能維維持持にに関関すするる研研究究ででああるる。。地地震震にによよるる

建建物物のの構構造造的的被被害害にによよりり避避難難所所ととししてて使使用用不不可可ににななっったた空空間間構構造造物物はは、、鉄鉄骨骨屋屋根根とと RRCC 下下部部構構造造をを有有すするる鉄鉄骨骨置置屋屋根根

構構造造のの建建物物（（耐耐震震診診断断でで耐耐震震性性有有とと判判断断済済ままたたはは補補強強済済））にに多多くく、、置置屋屋根根支支承承部部のの RRCC 柱柱頭頭部部のの側側方方破破壊壊おおよよびびアアンン

カカーーボボルルトトのの破破断断、、屋屋根根面面ににおおけけるるブブレレーースス破破断断、、シシスステテムムトトララスス部部材材のの損損傷傷、、落落下下のの被被害害がが発発生生ししてていいるる。。本本研研究究でで

はは図図 11～～33 にに示示すす振振動動応応答答解解析析おおよよびび振振動動台台加加振振試試験験のの旅旅面面かからら空空間間構構造造物物ににおおけけるる上上述述ししたた被被害害のの発発生生メメカカニニズズ

ムムをを解解明明しし、、避避難難施施設設のの機機能能維維持持をを実実現現すするる設設計計法法・・損損傷傷制制御御法法のの開開発発にに取取りり組組んんででいいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

水水平平二二軸軸地地震震波波振振動動台台（（ササンンエエスス））  SSSSVV--112255，，TTBBHH--1100KK--22DD--33DD    

振振動動測測定定装装置置一一式式  動動ひひずずみみ測測定定器器，，加加速速度度計計，，レレーーザザーー変変位位計計  

    

    

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：大大地地震震おおよよびび自自然然災災害害ににおおけけるる大大空空間間構構造造物物のの座座屈屈  

崩崩壊壊メメカカニニズズムムのの解解明明及及びび座座屈屈補補剛剛材材のの保保有有性性能能評評価価 

 

氏氏名名：：      吉吉野野  裕裕貴貴／／YYOOHHIISSNNOO  YYuukkii    EE--mmaaiill：：  yyoosshhiinnooyy@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  助助教教  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本建建築築学学会会，，日日本本鋼鋼構構造造協協会会  

研研究究分分野野：：  建建築築構構造造工工学学  

キキーーワワーードド：：  鋼鋼構構造造，，耐耐震震工工学学，，横横座座屈屈  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・構構造造部部材材のの座座屈屈設設計計法法にに関関すするる技技術術  

・・構構造造部部材材のの有有限限要要素素法法解解析析（（静静的的解解析析，，動動的的解解析析））  

・・非非構構造造部部材材のの補補剛剛性性能能にに関関すするる研研究究  

 
研研究究内内容容：：  
研究課題  

 大空間構造における H 形鋼部材の横座屈耐力に及ぼす非構造部材の補剛性能評価 
 既存建築物の大スパン梁と非構造部材の耐震性能の把握 
研究シーズ  

実際の大空間構造物は構造部材と非構造部材で構成されている。大空間構造物の地震時の損傷メカニズムにつ

いて は明らかにされているが，そのほとんどが構造部材のみで構成された構造物を対象とした研究である。 
筆者の研究テー マは，現行の耐震設計法では考慮されていない非構造部材が取り付く構造部材の座屈を対象

とし，構造部材に取りつく 非構造部材の補剛効果を考慮した実構造 
物に近い耐震性能を把握することである。 大空間構造物を構成する 
構造部材とし，施工性や経済性の観点から H 形鋼梁が多用されてお 
り，近年の構造部材の 大スパン化に伴って，梁スパンが 10～20m， 
梁せいが 1000mm 以上の大断面梁が多く用いられるようになった。 
大スパン 梁の横座屈に対して，現行の設計法では材長方向に複数の 
横補剛材を設ける。しかし，複数の小梁の設置は，施工性 が低下し， 
非経済的である。横補剛として設置する小梁を減らすことで，設計の 
自由度は高まる。一方で，梁に取りつく母屋や屋根折板などを非構造 
部材を連続補剛材とした場合，非構造部材は部材として非常に軽微な 
ため，梁の横座屈変形を十分拘束するための剛性や耐力を保持してい 
るとは限らない。 

座屈現象は対象部材の境界条件に大きく影響を受ける。建物内の梁 

を対象とした場合，梁に接続される柱の拘束，梁が支える小梁や床の 

拘束，筋かいや制振構面による拘束などがある。従来の設計では，こ 

れらの周辺部材の拘束について検討せずに設計している。 
本研究では，大空間構造物内の梁が非構造部材（屋根折板や母屋） 

などを連続的な拘束材としての活用法や梁に取りつく周辺部材（柱や 
接合部など）による梁端の材端拘束度の影響を検討することで，現行 
の耐震設計法では想定されていない非構造部材の補剛効果を考慮した 
大スパン大空間構造物の座屈設計法を確立する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
実際の梁の座屈の様子 

 
横座屈の再現実験 

 
構造物の振動実験 

母屋材梁の横座屈

屋根折板

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

極大地震振動台システム  SSV-125，SVA-ST-1K，TBH-10K-2D-5T （サンエス）  

振動測定装置一式  動ひずみ測定器，加速度計，レーザー変位計  

    

    

    

  

  

建
築
学

工

学

－　90　－



  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

組織制御と表面処理による各種材料開発 

 

氏氏名名：：  浅浅田田  格格／／AASSAADDAA  KKaakkuu    EE--mmaaiill：：  aassaaddaa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本金金属属学学会会，，日日本本磁磁気気学学会会，，日日本本熱熱処処理理技技術術協協会会  

研研究究分分野野：：  材材料料工工学学  

キキーーワワーードド：：  組組織織制制御御，，磁磁性性材材料料，，鉄鉄鋼鋼，，窒窒化化，，浸浸窒窒焼焼入入れれ，，表表面面硬硬化化，，粉粉末末微微細細化化，，水水素素  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・物物質質のの構構造造解解析析やや組組織織制制御御にに関関すするる研研究究  

・・磁磁性性材材料料にに関関すするる研研究究  

・・材材料料のの微微粉粉化化，，ナナノノ複複合合化化にに関関すするる研研究究  

 
研研究究内内容容：：    

●鉄鋼の表面窒化，浸窒焼入れに関する研究 

●窒素固溶遷移金属の磁気的性質に関する研究 

●水素吸蔵合金，金属粉末微細化に関する研究 

 

▍▍鉄鉄鋼鋼のの表表面面窒窒化化，，浸浸窒窒焼焼入入れれにに関関すするる研研究究  

 次世代モビリティの開発や普及拡大には，低炭素化技術や LCA などの環境対応が標準化している。HEV のパワート

レインには静粛性や軽量化などの技術向上が求められ，また BEV を含め，モーターの高出力化開発に伴って減速機及

び増速機の歯車等の部品にかかる高トルク負荷への耐久性が課題となっている。このような技術要求に対して，浸炭

焼入れに代表される現状の表面硬化処理の特性を上回る次世代表面処理の開発が不可欠である。 

 本研究では，窒化及び浸窒焼入れ，他の熱処理や表面処理を複合した新たな表面硬化法の提案，窒化層の組織形

成に与える合金元素の影響について検討を行っている。 

 硬化層の形成過程について，断面組織や形成する物質同定などを走査電子顕微鏡や光学顕微鏡等の装置を用い，

組成分析や結晶解析などの技術を併用して解析を進めている。 

 

▍▍窒窒素素固固溶溶遷遷移移金金属属のの磁磁気気的的性性質質にに関関すするる研研究究  

 鉄やコバルトに代表される強磁性 3d 遷移金属は，その結晶構造や原子相関に依存して磁気的性質を変化させる特

徴を有している。中でもコバルトは，バルク材では結晶構造が六方稠密格子の hcp 相であるが，原料粉末を微細化させ

ると面心立法格子の fcc 相が準安定相として現れる。この fcc 相は前者よりも磁気モーメントが約 5％増大する。 

 本研究では，純コバルトから窒素固溶 fcc 相に生成することで磁気モーメントを約 7％向上させた。 

 このような磁気的変化は窒化条件に強く依存しており，極低温での磁化測定と併せて，窒素固溶量とその分布，コバ

ルト粉末の粒径や形態変化を走査電子顕微鏡での観察及び組成分析等の実験を通してこれら相関を調査している。 

 

▍▍水水素素吸吸蔵蔵合合金金，，金金属属粉粉末末微微細細化化にに関関すするる研研究究  

 過去の研究成果を基礎として，水素吸蔵合金の研究開発，金属粉末の微細化，などの研究を紹介する。 

 次世代エネルギーの水素を安全に輸送，利用できる水素吸蔵材料が応用されている。金属材料の中でも吸蔵量が多

いマグネシウムに求められる特性改善には，微細化と適切な触媒添加が有効であることを成果として報告している。 

 金属粉末の微細化の研究例として，複合材料の銅タングステン合金の材料開発を行い，ナノスケールで複合化させる

ことで既存より優れた耐摩耗特性と良好な導電性を兼ね備えた合金材の製造が可能である成果が得られている。 

  

 提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

X 線回折装置・D8ADVANCE（Bruker） 蛍光 X 線分析装置・XGT7200(HORIBA) 

試料振動型磁力計・7404HD(Lake Shore) 水素吸蔵装置・PCT-A08-01(ヒューズテクノネット) 

光学顕微鏡・BX53M(Olympus) 熱分析装置・DSC6100,DSC6300 他(SII) 

コンバージミル・遊星型ボールミル 硬さ試験機・HM-103(Mitsutoyo) 

スガ式摩耗試験機 雰囲気ガス反応炉，熱処理炉 
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：都市・建築空間における利活用と 
再生に関する研究 

 

氏氏名名：：      坂坂口口  大大洋洋／／SSAAKKAAGGUUCCHHII  TTaaiiyyoo  EE--mmaaiill：：  
ssaakkaagguucchhiittaaiiyyoo@@sseennddaaii--

nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本建建築築学学会会  文文化化経経済済学学会会  

研研究究分分野野：：  建建築築計計画画，，地地域域計計画画，，ままちちづづくくりり，，文文化化施施設設運運営営，，復復興興支支援援  

キキーーワワーードド：：  地地域域再再生生，，長長期期ママススタターーププラランン  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・地地域域再再生生調調査査及及びび提提案案        ・・参参加加型型ワワーーククシショョッッププのの企企画画・・実実施施  

・・公公共共文文化化施施設設のの計計画画及及びび改改修修工工事事計計画画策策定定  

 
研研究究内内容容：：    

  

本本研研究究室室はは、、主主にに建建築築計計画画・・地地域域計計画画のの分分野野かかららままちちづづくくりりににおおけけるる調調査査研研究究ととそそのの実実践践をを行行っってていいまますす。。調調査査研研究究にに

おおけけるる実実践践化化ににつついいてて具具体体的的ににはは主主にに次次のの４４つつアアププロローーチチにに取取りり組組んんででいいまますす。。  

①① 劇劇場場、、美美術術館館、、社社会会教教育育施施設設ななどどのの公公共共文文化化施施設設のの計計画画・・設設計計支支援援・・利利用用調調査査・・運運営営支支援援ななどどでですす。。  

研研究究例例：：劇劇場場ホホーールルににおおけけるるオオーーププンンススペペーーススのの活活用用にに関関すするる研研究究  

ココロロナナ禍禍ににおおけけるる公公共共文文化化施施設設のの利利用用変変動動  

②② 公公共共施施設設計計画画ににおおけけるる参参加加型型ププロロセセススのの研研究究  

自自治治体体及及びび設設計計事事務務所所等等とと共共同同しし、、参参加加型型のの公公共共施施設設整整備備ににおおけけるる地地域域調調査査、、計計画画策策定定及及びび設設計計支支援援ななどどをを行行っってて

いいまますす。。住住民民参参加加型型のの WWSS のの企企画画・・実実施施及及びび計計画画へへののフフィィーードドババッックク  

実実践践例例  MM 市市立立体体育育館館（（２２００１１５５～～２２００１１７７基基本本設設計計・・実実施施設設計計支支援援））  NN 市市公公民民館館整整備備発発注注支支援援  

  

③③ 仮仮設設空空間間のの提提案案とと実実践践  

セセルルフフビビルルドドやや仮仮設設空空間間のの提提案案やや実実践践にによよりり、、災災害害支支援援及及びび都都市市内内ののオオーーププンンススペペーーススのの新新たたなな活活用用  

１１））災災害害支支援援    

セセルルフフビビルルドドキキッッチチンン（（２２００２２００））（（第第一一回回地地域域防防災災チチャャレレンンジジ防防災災科科研研賞賞受受賞賞））  

２２））仮仮設設舞舞台台  

仮仮設設神神楽楽舞舞台台（（22000044（（仙仙台台市市とと共共同同））））雄雄勝勝法法印印神神楽楽組組みみ立立てて式式神神楽楽舞舞台台（（２２００１１１１AArrttss--ssuuppppoorrtt--ttoohhookkuuttookkyyoo ププロロ

ジジェェククトト））組組みみ立立てて式式能能舞舞台台（（22001177（（白白河河市市とと共共同同））））  

④④ 災災害害及及びび復復興興支支援援ににおおけけるる調調査査研研究究  

11)) 復復興興公公営営住住宅宅関関連連  

名名取取市市閖閖上上地地区区ににおおいいてて閖閖上上ままちちづづくくりり協協議議会会  

名名取取市市閖閖上上地地区区ににおおけけるる災災害害公公営営住住宅宅整整備備にに関関すするる計計画画支支援援及及びびワワーーククシショョッッププのの運運営営・・実実施施  

２２））災災害害対対応応関関連連  

東東日日本本大大震震災災ににおおけけるる公公共共文文化化施施設設のの被被災災状状況況調調査査及及びび復復旧旧工工事事ななどどのの改改修修指指針針のの策策定定  

熊熊本本地地震震ににおおけけるる公公共共文文化化施施設設のの被被災災状状況況のの  

⑤⑤ 各各種種環環境境整整備備及及びびデデザザイインンのの実実践践  

１１））地地域域貢貢献献  

名名取取市市五五社社山山ママッッププ（（企企画画・・デデザザイインン・・制制作作））（（22002200  名名取取市市とと共共同同））  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

組織制御と表面処理による各種材料開発 

 

氏氏名名：：  浅浅田田  格格／／AASSAADDAA  KKaakkuu    EE--mmaaiill：：  aassaaddaa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本金金属属学学会会，，日日本本磁磁気気学学会会，，日日本本熱熱処処理理技技術術協協会会  

研研究究分分野野：：  材材料料工工学学  

キキーーワワーードド：：  組組織織制制御御，，磁磁性性材材料料，，鉄鉄鋼鋼，，窒窒化化，，浸浸窒窒焼焼入入れれ，，表表面面硬硬化化，，粉粉末末微微細細化化，，水水素素  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・物物質質のの構構造造解解析析やや組組織織制制御御にに関関すするる研研究究  

・・磁磁性性材材料料にに関関すするる研研究究  

・・材材料料のの微微粉粉化化，，ナナノノ複複合合化化にに関関すするる研研究究  

 
研研究究内内容容：：    

●鉄鋼の表面窒化，浸窒焼入れに関する研究 

●窒素固溶遷移金属の磁気的性質に関する研究 

●水素吸蔵合金，金属粉末微細化に関する研究 

 

▍▍鉄鉄鋼鋼のの表表面面窒窒化化，，浸浸窒窒焼焼入入れれにに関関すするる研研究究  

 次世代モビリティの開発や普及拡大には，低炭素化技術や LCA などの環境対応が標準化している。HEV のパワート

レインには静粛性や軽量化などの技術向上が求められ，また BEV を含め，モーターの高出力化開発に伴って減速機及

び増速機の歯車等の部品にかかる高トルク負荷への耐久性が課題となっている。このような技術要求に対して，浸炭

焼入れに代表される現状の表面硬化処理の特性を上回る次世代表面処理の開発が不可欠である。 

 本研究では，窒化及び浸窒焼入れ，他の熱処理や表面処理を複合した新たな表面硬化法の提案，窒化層の組織形

成に与える合金元素の影響について検討を行っている。 

 硬化層の形成過程について，断面組織や形成する物質同定などを走査電子顕微鏡や光学顕微鏡等の装置を用い，

組成分析や結晶解析などの技術を併用して解析を進めている。 

 

▍▍窒窒素素固固溶溶遷遷移移金金属属のの磁磁気気的的性性質質にに関関すするる研研究究  

 鉄やコバルトに代表される強磁性 3d 遷移金属は，その結晶構造や原子相関に依存して磁気的性質を変化させる特

徴を有している。中でもコバルトは，バルク材では結晶構造が六方稠密格子の hcp 相であるが，原料粉末を微細化させ

ると面心立法格子の fcc 相が準安定相として現れる。この fcc 相は前者よりも磁気モーメントが約 5％増大する。 

 本研究では，純コバルトから窒素固溶 fcc 相に生成することで磁気モーメントを約 7％向上させた。 

 このような磁気的変化は窒化条件に強く依存しており，極低温での磁化測定と併せて，窒素固溶量とその分布，コバ

ルト粉末の粒径や形態変化を走査電子顕微鏡での観察及び組成分析等の実験を通してこれら相関を調査している。 

 

▍▍水水素素吸吸蔵蔵合合金金，，金金属属粉粉末末微微細細化化にに関関すするる研研究究  

 過去の研究成果を基礎として，水素吸蔵合金の研究開発，金属粉末の微細化，などの研究を紹介する。 

 次世代エネルギーの水素を安全に輸送，利用できる水素吸蔵材料が応用されている。金属材料の中でも吸蔵量が多

いマグネシウムに求められる特性改善には，微細化と適切な触媒添加が有効であることを成果として報告している。 

 金属粉末の微細化の研究例として，複合材料の銅タングステン合金の材料開発を行い，ナノスケールで複合化させる

ことで既存より優れた耐摩耗特性と良好な導電性を兼ね備えた合金材の製造が可能である成果が得られている。 

  

 提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

X 線回折装置・D8ADVANCE（Bruker） 蛍光 X 線分析装置・XGT7200(HORIBA) 

試料振動型磁力計・7404HD(Lake Shore) 水素吸蔵装置・PCT-A08-01(ヒューズテクノネット) 

光学顕微鏡・BX53M(Olympus) 熱分析装置・DSC6100,DSC6300 他(SII) 

コンバージミル・遊星型ボールミル 硬さ試験機・HM-103(Mitsutoyo) 

スガ式摩耗試験機 雰囲気ガス反応炉，熱処理炉 
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

組織制御と表面処理による各種材料開発 

 

氏氏名名：：  浅浅田田  格格／／AASSAADDAA  KKaakkuu    EE--mmaaiill：：  aassaaddaa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本金金属属学学会会，，日日本本磁磁気気学学会会，，日日本本熱熱処処理理技技術術協協会会  

研研究究分分野野：：  材材料料工工学学  

キキーーワワーードド：：  組組織織制制御御，，磁磁性性材材料料，，鉄鉄鋼鋼，，窒窒化化，，浸浸窒窒焼焼入入れれ，，表表面面硬硬化化，，粉粉末末微微細細化化，，水水素素  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・物物質質のの構構造造解解析析やや組組織織制制御御にに関関すするる研研究究  

・・磁磁性性材材料料にに関関すするる研研究究  

・・材材料料のの微微粉粉化化，，ナナノノ複複合合化化にに関関すするる研研究究  

 
研研究究内内容容：：    

●鉄鋼の表面窒化，浸窒焼入れに関する研究 

●窒素固溶遷移金属の磁気的性質に関する研究 

●水素吸蔵合金，金属粉末微細化に関する研究 

 

▍▍鉄鉄鋼鋼のの表表面面窒窒化化，，浸浸窒窒焼焼入入れれにに関関すするる研研究究  

 次世代モビリティの開発や普及拡大には，低炭素化技術や LCA などの環境対応が標準化している。HEV のパワート

レインには静粛性や軽量化などの技術向上が求められ，また BEV を含め，モーターの高出力化開発に伴って減速機及

び増速機の歯車等の部品にかかる高トルク負荷への耐久性が課題となっている。このような技術要求に対して，浸炭

焼入れに代表される現状の表面硬化処理の特性を上回る次世代表面処理の開発が不可欠である。 

 本研究では，窒化及び浸窒焼入れ，他の熱処理や表面処理を複合した新たな表面硬化法の提案，窒化層の組織形

成に与える合金元素の影響について検討を行っている。 

 硬化層の形成過程について，断面組織や形成する物質同定などを走査電子顕微鏡や光学顕微鏡等の装置を用い，

組成分析や結晶解析などの技術を併用して解析を進めている。 

 

▍▍窒窒素素固固溶溶遷遷移移金金属属のの磁磁気気的的性性質質にに関関すするる研研究究  

 鉄やコバルトに代表される強磁性 3d 遷移金属は，その結晶構造や原子相関に依存して磁気的性質を変化させる特

徴を有している。中でもコバルトは，バルク材では結晶構造が六方稠密格子の hcp 相であるが，原料粉末を微細化させ

ると面心立法格子の fcc 相が準安定相として現れる。この fcc 相は前者よりも磁気モーメントが約 5％増大する。 

 本研究では，純コバルトから窒素固溶 fcc 相に生成することで磁気モーメントを約 7％向上させた。 

 このような磁気的変化は窒化条件に強く依存しており，極低温での磁化測定と併せて，窒素固溶量とその分布，コバ

ルト粉末の粒径や形態変化を走査電子顕微鏡での観察及び組成分析等の実験を通してこれら相関を調査している。 

 

▍▍水水素素吸吸蔵蔵合合金金，，金金属属粉粉末末微微細細化化にに関関すするる研研究究  

 過去の研究成果を基礎として，水素吸蔵合金の研究開発，金属粉末の微細化，などの研究を紹介する。 

 次世代エネルギーの水素を安全に輸送，利用できる水素吸蔵材料が応用されている。金属材料の中でも吸蔵量が多

いマグネシウムに求められる特性改善には，微細化と適切な触媒添加が有効であることを成果として報告している。 

 金属粉末の微細化の研究例として，複合材料の銅タングステン合金の材料開発を行い，ナノスケールで複合化させる

ことで既存より優れた耐摩耗特性と良好な導電性を兼ね備えた合金材の製造が可能である成果が得られている。 

  

 提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

X 線回折装置・D8ADVANCE（Bruker） 蛍光 X 線分析装置・XGT7200(HORIBA) 

試料振動型磁力計・7404HD(Lake Shore) 水素吸蔵装置・PCT-A08-01(ヒューズテクノネット) 

光学顕微鏡・BX53M(Olympus) 熱分析装置・DSC6100,DSC6300 他(SII) 

コンバージミル・遊星型ボールミル 硬さ試験機・HM-103(Mitsutoyo) 

スガ式摩耗試験機 雰囲気ガス反応炉，熱処理炉 
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：都市・建築空間における利活用と 
再生に関する研究 

 

氏氏名名：：      坂坂口口  大大洋洋／／SSAAKKAAGGUUCCHHII  TTaaiiyyoo  EE--mmaaiill：：  
ssaakkaagguucchhiittaaiiyyoo@@sseennddaaii--

nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本建建築築学学会会  文文化化経経済済学学会会  

研研究究分分野野：：  建建築築計計画画，，地地域域計計画画，，ままちちづづくくりり，，文文化化施施設設運運営営，，復復興興支支援援  

キキーーワワーードド：：  地地域域再再生生，，長長期期ママススタターーププラランン  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・地地域域再再生生調調査査及及びび提提案案        ・・参参加加型型ワワーーククシショョッッププのの企企画画・・実実施施  

・・公公共共文文化化施施設設のの計計画画及及びび改改修修工工事事計計画画策策定定  

 
研研究究内内容容：：    

  

本本研研究究室室はは、、主主にに建建築築計計画画・・地地域域計計画画のの分分野野かかららままちちづづくくりりににおおけけるる調調査査研研究究ととそそのの実実践践をを行行っってていいまますす。。調調査査研研究究にに

おおけけるる実実践践化化ににつついいてて具具体体的的ににはは主主にに次次のの４４つつアアププロローーチチにに取取りり組組んんででいいまますす。。  

①① 劇劇場場、、美美術術館館、、社社会会教教育育施施設設ななどどのの公公共共文文化化施施設設のの計計画画・・設設計計支支援援・・利利用用調調査査・・運運営営支支援援ななどどでですす。。  

研研究究例例：：劇劇場場ホホーールルににおおけけるるオオーーププンンススペペーーススのの活活用用にに関関すするる研研究究  

ココロロナナ禍禍ににおおけけるる公公共共文文化化施施設設のの利利用用変変動動  

②② 公公共共施施設設計計画画ににおおけけるる参参加加型型ププロロセセススのの研研究究  

自自治治体体及及びび設設計計事事務務所所等等とと共共同同しし、、参参加加型型のの公公共共施施設設整整備備ににおおけけるる地地域域調調査査、、計計画画策策定定及及びび設設計計支支援援ななどどをを行行っってて

いいまますす。。住住民民参参加加型型のの WWSS のの企企画画・・実実施施及及びび計計画画へへののフフィィーードドババッックク  

実実践践例例  MM 市市立立体体育育館館（（２２００１１５５～～２２００１１７７基基本本設設計計・・実実施施設設計計支支援援））  NN 市市公公民民館館整整備備発発注注支支援援  

  

③③ 仮仮設設空空間間のの提提案案とと実実践践  

セセルルフフビビルルドドやや仮仮設設空空間間のの提提案案やや実実践践にによよりり、、災災害害支支援援及及びび都都市市内内ののオオーーププンンススペペーーススのの新新たたなな活活用用  

１１））災災害害支支援援    

セセルルフフビビルルドドキキッッチチンン（（２２００２２００））（（第第一一回回地地域域防防災災チチャャレレンンジジ防防災災科科研研賞賞受受賞賞））  

２２））仮仮設設舞舞台台  

仮仮設設神神楽楽舞舞台台（（22000044（（仙仙台台市市とと共共同同））））雄雄勝勝法法印印神神楽楽組組みみ立立てて式式神神楽楽舞舞台台（（２２００１１１１AArrttss--ssuuppppoorrtt--ttoohhookkuuttookkyyoo ププロロ

ジジェェククトト））組組みみ立立てて式式能能舞舞台台（（22001177（（白白河河市市とと共共同同））））  

④④ 災災害害及及びび復復興興支支援援ににおおけけるる調調査査研研究究  

11)) 復復興興公公営営住住宅宅関関連連  

名名取取市市閖閖上上地地区区ににおおいいてて閖閖上上ままちちづづくくりり協協議議会会  

名名取取市市閖閖上上地地区区ににおおけけるる災災害害公公営営住住宅宅整整備備にに関関すするる計計画画支支援援及及びびワワーーククシショョッッププのの運運営営・・実実施施  

２２））災災害害対対応応関関連連  

東東日日本本大大震震災災ににおおけけるる公公共共文文化化施施設設のの被被災災状状況況調調査査及及びび復復旧旧工工事事ななどどのの改改修修指指針針のの策策定定  

熊熊本本地地震震ににおおけけるる公公共共文文化化施施設設のの被被災災状状況況のの  

⑤⑤ 各各種種環環境境整整備備及及びびデデザザイインンのの実実践践  

１１））地地域域貢貢献献  

名名取取市市五五社社山山ママッッププ（（企企画画・・デデザザイインン・・制制作作））（（22002200  名名取取市市とと共共同同））  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

組織制御と表面処理による各種材料開発 

 

氏氏名名：：  浅浅田田  格格／／AASSAADDAA  KKaakkuu    EE--mmaaiill：：  aassaaddaa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本金金属属学学会会，，日日本本磁磁気気学学会会，，日日本本熱熱処処理理技技術術協協会会  

研研究究分分野野：：  材材料料工工学学  

キキーーワワーードド：：  組組織織制制御御，，磁磁性性材材料料，，鉄鉄鋼鋼，，窒窒化化，，浸浸窒窒焼焼入入れれ，，表表面面硬硬化化，，粉粉末末微微細細化化，，水水素素  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・物物質質のの構構造造解解析析やや組組織織制制御御にに関関すするる研研究究  

・・磁磁性性材材料料にに関関すするる研研究究  

・・材材料料のの微微粉粉化化，，ナナノノ複複合合化化にに関関すするる研研究究  

 
研研究究内内容容：：    

●鉄鋼の表面窒化，浸窒焼入れに関する研究 

●窒素固溶遷移金属の磁気的性質に関する研究 

●水素吸蔵合金，金属粉末微細化に関する研究 

 

▍▍鉄鉄鋼鋼のの表表面面窒窒化化，，浸浸窒窒焼焼入入れれにに関関すするる研研究究  

 次世代モビリティの開発や普及拡大には，低炭素化技術や LCA などの環境対応が標準化している。HEV のパワート

レインには静粛性や軽量化などの技術向上が求められ，また BEV を含め，モーターの高出力化開発に伴って減速機及

び増速機の歯車等の部品にかかる高トルク負荷への耐久性が課題となっている。このような技術要求に対して，浸炭

焼入れに代表される現状の表面硬化処理の特性を上回る次世代表面処理の開発が不可欠である。 

 本研究では，窒化及び浸窒焼入れ，他の熱処理や表面処理を複合した新たな表面硬化法の提案，窒化層の組織形

成に与える合金元素の影響について検討を行っている。 

 硬化層の形成過程について，断面組織や形成する物質同定などを走査電子顕微鏡や光学顕微鏡等の装置を用い，

組成分析や結晶解析などの技術を併用して解析を進めている。 

 

▍▍窒窒素素固固溶溶遷遷移移金金属属のの磁磁気気的的性性質質にに関関すするる研研究究  

 鉄やコバルトに代表される強磁性 3d 遷移金属は，その結晶構造や原子相関に依存して磁気的性質を変化させる特

徴を有している。中でもコバルトは，バルク材では結晶構造が六方稠密格子の hcp 相であるが，原料粉末を微細化させ

ると面心立法格子の fcc 相が準安定相として現れる。この fcc 相は前者よりも磁気モーメントが約 5％増大する。 

 本研究では，純コバルトから窒素固溶 fcc 相に生成することで磁気モーメントを約 7％向上させた。 

 このような磁気的変化は窒化条件に強く依存しており，極低温での磁化測定と併せて，窒素固溶量とその分布，コバ

ルト粉末の粒径や形態変化を走査電子顕微鏡での観察及び組成分析等の実験を通してこれら相関を調査している。 

 

▍▍水水素素吸吸蔵蔵合合金金，，金金属属粉粉末末微微細細化化にに関関すするる研研究究  

 過去の研究成果を基礎として，水素吸蔵合金の研究開発，金属粉末の微細化，などの研究を紹介する。 

 次世代エネルギーの水素を安全に輸送，利用できる水素吸蔵材料が応用されている。金属材料の中でも吸蔵量が多

いマグネシウムに求められる特性改善には，微細化と適切な触媒添加が有効であることを成果として報告している。 

 金属粉末の微細化の研究例として，複合材料の銅タングステン合金の材料開発を行い，ナノスケールで複合化させる

ことで既存より優れた耐摩耗特性と良好な導電性を兼ね備えた合金材の製造が可能である成果が得られている。 

  

 提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

X 線回折装置・D8ADVANCE（Bruker） 蛍光 X 線分析装置・XGT7200(HORIBA) 

試料振動型磁力計・7404HD(Lake Shore) 水素吸蔵装置・PCT-A08-01(ヒューズテクノネット) 

光学顕微鏡・BX53M(Olympus) 熱分析装置・DSC6100,DSC6300 他(SII) 

コンバージミル・遊星型ボールミル 硬さ試験機・HM-103(Mitsutoyo) 

スガ式摩耗試験機 雰囲気ガス反応炉，熱処理炉 
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

各種構造材料の破壊と変形  

 

氏氏名名：：      熊熊谷谷  進進／／KKUUMMAAGGAAII  SSuussuummuu  EE--mmaaiill：：  sskkuummaaggaaii@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：    

研研究究分分野野：：  金金属属工工学学，，材材料料力力学学  

キキーーワワーードド：：    

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・構構造造材材料料のの破破壊壊とと変変形形にに関関わわるるももののなならら広広範範囲囲にに対対応応ででききまますす。。  

・・他他専専門門分分野野のの教教員員とと連連携携ししてて企企業業様様ににおおけけるる振振動動問問題題のの冶冶金金的的解解決決事事例例ももあありりまますす。。  

 
研研究究内内容容：：    

 

最近の産学官連携事例 

 

みみややぎぎももののづづくくりりととままななびびののララボボ（（ｍｍ３３ララボボ））  リリーーダダーー  

 

令和２・３年度の JST 共創の場形成支援プログラムを通して得られた企業、自治体・公設試、他大学との産学官連携の

活動を継続・発展させています。学校と社会の垂直的な関係性から水平的な積み重ねの「ミルフィーユ型社会」への転

換を合言葉に、小・中学生への理科教育支援を通じた大人と子供の接点づくりやものづくりに関わる人とまちづくりに関

わる人の接点づくりといった新たな接点（交差点）をつくり出すことで破壊的なイノベーションを目指しています。 

 

現在進めている研究 

テーマ１：企企業業ととのの生生産産技技術術研研究究 

脱炭素に向けた地域の企業様の挑戦的な研究開発に補助金等の申請も含めて一緒に取り組ませていただいています

（複数同時進行中）。企業の持つ「在来シーズ」を発芽させて成長させることをモットーに、自分の専門に囚われずお手

伝いすることでこちらが日々学んでいます。 

 

テーマ２：水水素素脆脆化化 

低合金鋼、ステンレス鋼、チタン合金の中空式試験片を用いた高圧水素ガス環境力学特性評価が可能です。 

 

テーマ３：合合金金鋼鋼のの窒窒化化にに関関すするる研研究究 

プロパンガス等を用いる浸炭処理よりもはるかに脱炭素が図れる高速窒化処理に関する研究を進めています。 

 

テーマ X：たたたたらら製製鉄鉄 

奈良高専故小畠先生と奈良の江住刀匠のご指導を受け、これまでたたら製鉄を教育目的で実施してきました。 

 

本多光太郎先生の言葉にある「産産業業はは学学問問のの道道場場ででああるる」を私もモットーとして実学にまい進しています。 

 

 

  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

万万能能試試験験機機（（--110000～～225500℃℃可可変変、、中中空空式式高高圧圧ガガスス試試験験可可））  レレーーザザ加加工工機機（（IIPPGG  QQCCWW  11..55  kkWW））  

超超音音波波測測定定・・EEPPOOCCHH11000000ii((フフェェーーズズドドアアレレイイ無無、、接接触触・・水水浸浸式式有有))  窒窒化化・・焼焼入入れれ実実験験炉炉  

圧圧縮縮試試験験機機（（島島津津リリフフレレッッシシュュ済済 22000000  kkNN））  卓卓上上樹樹脂脂混混錬錬機機・・成成型型機機（（レレオオララボボ１１５５ｃｃｃｃ））  

ススガガ摩摩耗耗試試験験機機  種種々々ひひずずみみ測測定定装装置置  

レレーーザザ顕顕微微鏡鏡（（オオリリンンパパスス OOLLSS55110000））    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

シンクロ LPSO 型 Mg 合金に関する研究 

 

氏氏名名：：      今今野野  一一弥弥  ／／  KKOONNNNOO  KKaazzuuyyaa  EE--mmaaiill：：  kkaazzuuyyaa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士((工工学学))  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本金金属属学学会会  

研研究究分分野野：：  材材料料工工学学  

キキーーワワーードド：：  MMgg 合合金金、、長長周周期期積積層層構構造造、、軽軽量量構構造造材材料料、、微微細細結結晶晶構構造造、、金金属属材材料料物物性性  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・  各各種種((鋳鋳造造，，アアモモルルフファァスス，，熱熱処処理理材材))試試料料合合金金のの作作製製  

・・  微微細細組組織織観観察察  

・・  結結晶晶構構造造解解析析等等のの技技術術支支援援  

 
研研究究内内容容：：  ママググネネシシウウムム合合金金ににおおけけるる LLPPSSOO 相相形形成成メメカカニニズズムムのの解解明明  

研研究究課課題題  

 シシンンククロロ型型ママググネネシシウウムム合合金金ににおおけけるる長長周周期期積積層層((LLPPSSOO))相相のの形形

成成メメカカニニズズムムのの解解明明  

 アアルルミミニニウウムム系系アアモモルルフファァスス合合金金ににおおけけるる蓄蓄電電材材のの開開発発  

  

研研究究シシーーズズ  

11.. シシンンククロロ型型ママググネネシシウウムム合合金金ににおおけけるる長長周周期期積積層層((LLPPSSOO))相相のの形形

成成メメカカニニズズムムのの解解明明  

  MMgg にに 33dd 遷遷移移元元素素とと希希土土類類元元素素をを微微量量添添加加ししたた MMgg 合合金金はは、、組組織織

内内にに長長周周期期積積層層 ((LLPPSSOO))相相をを形形成成しし，，超超々々ジジュュララルルミミンンをを超超ええるる

661100MMPPaaのの引引張張強強度度をを有有すするる超超軽軽量量高高強強度度合合金金ととししてて知知らられれてていいるる。。

22000011 年年にに，，熊熊本本大大のの河河村村等等のの研研究究ググルルーーププにによよっってて報報告告さされれたたここのの

シシンンククロロ LLPPSSOO 型型 MMgg 合合金金はは，，添添加加元元素素がが hhccpp--MMgg のの cc 軸軸方方向向にに周周

期期的的なな濃濃化化層層をを形形成成すするる独独特特なな構構造造をを形形成成すするるここととででもも知知らられれてていい

るる。。ししかかしし，，ここれれららのの LLPPSSOO 構構造造はは，，多多くくのの新新規規構構造造がが報報告告さされれてていい

るる多多型型構構造造をを示示しし，，そそのの熱熱力力学学的的なな安安定定構構造造のの不不明明瞭瞭ささがが，，基基礎礎おお

よよびび応応用用にに対対すするる障障害害ににななっってていいたた。。我我々々のの研研究究ググルルーーププでではは 22001188

年年にに，，図図 11 にに示示ししたた MMgg--AAll--YY 合合金金ににおおいいてて，，添添加加元元素素にによよっってて形形成成

さされれるるククララススタターーがが，，MMgg 中中にに規規則則配配列列ささせせたた安安定定構構造造をを，，シシンンククロロ

LLPPSSOO 型型 MMgg 合合金金系系ででははじじめめてて見見出出ししたた。。現現在在，，LLPPSSOO 相相のの形形成成機機構構

のの解解明明にに取取りり組組んんででいいるる。。  

22.. アアルルミミニニウウムム系系アアモモルルフファァスス合合金金ににおおけけるる蓄蓄電電材材のの開開発発  

  微微量量元元素素をを含含むむアアルルミミニニウウムムののアアモモルルフファァスス合合金金はは，，陽陽極極酸酸化化処処

理理ににおおいいてて形形成成さされれるる AAll 酸酸化化物物にによよっってて，，従従来来のの固固体体蓄蓄電電材材をを大大きき

くく超超ええるる蓄蓄電電容容量量をを示示すす。。ここののアアモモルルフファァスス合合金金はは，，電電子子機機器器やや電電気気

自自動動車車のの普普及及にに伴伴いい，，次次世世代代のの固固体体蓄蓄電電材材ととししてて期期待待さされれてておおりり，，

東東北北大大のの研研究究チチーームムとと連連携携ししななががらら，，蓄蓄電電メメカカニニズズムムのの解解明明おおよよびび

蓄蓄電電特特性性のの改改善善をを目目的的ととししたた取取りり組組みみがが進進めめらられれてていいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

図図 11  MMgg--AAll--YY 合合金金中中にに形形成成ししたた新新規規規規則則構構

造造のの HHAAAADDFF--SSTTEEMM像像((図図中中のの白白点点がが，，YY

元元素素をを示示ししてておおりり，，MMgg 元元素素中中にに AAll--YY のの

微微細細ななククララススタターーがが独独特特なな規規則則配配列列構構造造

をを形形成成ししてていいるる))  

  

 提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

超超小小型型アアーークク溶溶解解装装置置((NNEEVV--AADD0033 型型))日日新新技技研研    

雰雰囲囲気気中中液液体体急急冷冷装装置置((PPQQMM--TT--2200))真真壁壁技技研研    

PPCCTT 特特性性測測定定装装置置((PP7700--0077・・PPCCTT--11SSDDWWIINN))鈴鈴木木商商館館    

高高感感度度型型示示差差走走査査熱熱量量計計((DDSSCC77002200))ＳＳＩＩＩＩ    

熱熱機機械械分分析析装装置置((TTMMAA//SSSS77110000))ＳＳＩＩＩＩ    
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

各種構造材料の破壊と変形  

 

氏氏名名：：      熊熊谷谷  進進／／KKUUMMAAGGAAII  SSuussuummuu  EE--mmaaiill：：  sskkuummaaggaaii@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：    

研研究究分分野野：：  金金属属工工学学，，材材料料力力学学  

キキーーワワーードド：：    

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・構構造造材材料料のの破破壊壊とと変変形形にに関関わわるるももののなならら広広範範囲囲にに対対応応ででききまますす。。  

・・他他専専門門分分野野のの教教員員とと連連携携ししてて企企業業様様ににおおけけるる振振動動問問題題のの冶冶金金的的解解決決事事例例ももあありりまますす。。  

 
研研究究内内容容：：    

 

最近の産学官連携事例 

 

みみややぎぎももののづづくくりりととままななびびののララボボ（（ｍｍ３３ララボボ））  リリーーダダーー  

 

令和２・３年度の JST 共創の場形成支援プログラムを通して得られた企業、自治体・公設試、他大学との産学官連携の

活動を継続・発展させています。学校と社会の垂直的な関係性から水平的な積み重ねの「ミルフィーユ型社会」への転

換を合言葉に、小・中学生への理科教育支援を通じた大人と子供の接点づくりやものづくりに関わる人とまちづくりに関

わる人の接点づくりといった新たな接点（交差点）をつくり出すことで破壊的なイノベーションを目指しています。 

 

現在進めている研究 

テーマ１：企企業業ととのの生生産産技技術術研研究究 

脱炭素に向けた地域の企業様の挑戦的な研究開発に補助金等の申請も含めて一緒に取り組ませていただいています

（複数同時進行中）。企業の持つ「在来シーズ」を発芽させて成長させることをモットーに、自分の専門に囚われずお手

伝いすることでこちらが日々学んでいます。 

 

テーマ２：水水素素脆脆化化 

低合金鋼、ステンレス鋼、チタン合金の中空式試験片を用いた高圧水素ガス環境力学特性評価が可能です。 

 

テーマ３：合合金金鋼鋼のの窒窒化化にに関関すするる研研究究 

プロパンガス等を用いる浸炭処理よりもはるかに脱炭素が図れる高速窒化処理に関する研究を進めています。 

 

テーマ X：たたたたらら製製鉄鉄 

奈良高専故小畠先生と奈良の江住刀匠のご指導を受け、これまでたたら製鉄を教育目的で実施してきました。 

 

本多光太郎先生の言葉にある「産産業業はは学学問問のの道道場場ででああるる」を私もモットーとして実学にまい進しています。 

 

 

  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

万万能能試試験験機機（（--110000～～225500℃℃可可変変、、中中空空式式高高圧圧ガガスス試試験験可可））  レレーーザザ加加工工機機（（IIPPGG  QQCCWW  11..55  kkWW））  

超超音音波波測測定定・・EEPPOOCCHH11000000ii((フフェェーーズズドドアアレレイイ無無、、接接触触・・水水浸浸式式有有))  窒窒化化・・焼焼入入れれ実実験験炉炉  

圧圧縮縮試試験験機機（（島島津津リリフフレレッッシシュュ済済 22000000  kkNN））  卓卓上上樹樹脂脂混混錬錬機機・・成成型型機機（（レレオオララボボ１１５５ｃｃｃｃ））  

ススガガ摩摩耗耗試試験験機機  種種々々ひひずずみみ測測定定装装置置  

レレーーザザ顕顕微微鏡鏡（（オオリリンンパパスス OOLLSS55110000））    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

シンクロ LPSO 型 Mg 合金に関する研究 

 

氏氏名名：：      今今野野  一一弥弥  ／／  KKOONNNNOO  KKaazzuuyyaa  EE--mmaaiill：：  kkaazzuuyyaa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士((工工学学))  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本金金属属学学会会  

研研究究分分野野：：  材材料料工工学学  

キキーーワワーードド：：  MMgg 合合金金、、長長周周期期積積層層構構造造、、軽軽量量構構造造材材料料、、微微細細結結晶晶構構造造、、金金属属材材料料物物性性  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・  各各種種((鋳鋳造造，，アアモモルルフファァスス，，熱熱処処理理材材))試試料料合合金金のの作作製製  

・・  微微細細組組織織観観察察  

・・  結結晶晶構構造造解解析析等等のの技技術術支支援援  

 
研研究究内内容容：：  ママググネネシシウウムム合合金金ににおおけけるる LLPPSSOO 相相形形成成メメカカニニズズムムのの解解明明  

研研究究課課題題  

 シシンンククロロ型型ママググネネシシウウムム合合金金ににおおけけるる長長周周期期積積層層((LLPPSSOO))相相のの形形

成成メメカカニニズズムムのの解解明明  

 アアルルミミニニウウムム系系アアモモルルフファァスス合合金金ににおおけけるる蓄蓄電電材材のの開開発発  

  

研研究究シシーーズズ  

11.. シシンンククロロ型型ママググネネシシウウムム合合金金ににおおけけるる長長周周期期積積層層((LLPPSSOO))相相のの形形

成成メメカカニニズズムムのの解解明明  

  MMgg にに 33dd 遷遷移移元元素素とと希希土土類類元元素素をを微微量量添添加加ししたた MMgg 合合金金はは、、組組織織

内内にに長長周周期期積積層層 ((LLPPSSOO))相相をを形形成成しし，，超超々々ジジュュララルルミミンンをを超超ええるる

661100MMPPaaのの引引張張強強度度をを有有すするる超超軽軽量量高高強強度度合合金金ととししてて知知らられれてていいるる。。

22000011 年年にに，，熊熊本本大大のの河河村村等等のの研研究究ググルルーーププにによよっってて報報告告さされれたたここのの

シシンンククロロ LLPPSSOO 型型 MMgg 合合金金はは，，添添加加元元素素がが hhccpp--MMgg のの cc 軸軸方方向向にに周周

期期的的なな濃濃化化層層をを形形成成すするる独独特特なな構構造造をを形形成成すするるここととででもも知知らられれてていい

るる。。ししかかしし，，ここれれららのの LLPPSSOO 構構造造はは，，多多くくのの新新規規構構造造がが報報告告さされれてていい

るる多多型型構構造造をを示示しし，，そそのの熱熱力力学学的的なな安安定定構構造造のの不不明明瞭瞭ささがが，，基基礎礎おお

よよびび応応用用にに対対すするる障障害害ににななっってていいたた。。我我々々のの研研究究ググルルーーププでではは 22001188

年年にに，，図図 11 にに示示ししたた MMgg--AAll--YY 合合金金ににおおいいてて，，添添加加元元素素にによよっってて形形成成

さされれるるククララススタターーがが，，MMgg 中中にに規規則則配配列列ささせせたた安安定定構構造造をを，，シシンンククロロ

LLPPSSOO 型型 MMgg 合合金金系系ででははじじめめてて見見出出ししたた。。現現在在，，LLPPSSOO 相相のの形形成成機機構構

のの解解明明にに取取りり組組んんででいいるる。。  

22.. アアルルミミニニウウムム系系アアモモルルフファァスス合合金金ににおおけけるる蓄蓄電電材材のの開開発発  

  微微量量元元素素をを含含むむアアルルミミニニウウムムののアアモモルルフファァスス合合金金はは，，陽陽極極酸酸化化処処

理理ににおおいいてて形形成成さされれるる AAll 酸酸化化物物にによよっってて，，従従来来のの固固体体蓄蓄電電材材をを大大きき

くく超超ええるる蓄蓄電電容容量量をを示示すす。。ここののアアモモルルフファァスス合合金金はは，，電電子子機機器器やや電電気気

自自動動車車のの普普及及にに伴伴いい，，次次世世代代のの固固体体蓄蓄電電材材ととししてて期期待待さされれてておおりり，，

東東北北大大のの研研究究チチーームムとと連連携携ししななががらら，，蓄蓄電電メメカカニニズズムムのの解解明明おおよよびび

蓄蓄電電特特性性のの改改善善をを目目的的ととししたた取取りり組組みみがが進進めめらられれてていいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

図図 11  MMgg--AAll--YY 合合金金中中にに形形成成ししたた新新規規規規則則構構

造造のの HHAAAADDFF--SSTTEEMM像像((図図中中のの白白点点がが，，YY

元元素素をを示示ししてておおりり，，MMgg 元元素素中中にに AAll--YY のの

微微細細ななククララススタターーがが独独特特なな規規則則配配列列構構造造

をを形形成成ししてていいるる))  

  

 提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

超超小小型型アアーークク溶溶解解装装置置((NNEEVV--AADD0033 型型))日日新新技技研研    

雰雰囲囲気気中中液液体体急急冷冷装装置置((PPQQMM--TT--2200))真真壁壁技技研研    

PPCCTT 特特性性測測定定装装置置((PP7700--0077・・PPCCTT--11SSDDWWIINN))鈴鈴木木商商館館    

高高感感度度型型示示差差走走査査熱熱量量計計((DDSSCC77002200))ＳＳＩＩＩＩ    

熱熱機機械械分分析析装装置置((TTMMAA//SSSS77110000))ＳＳＩＩＩＩ    
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

各種構造材料の破壊と変形  

 

氏氏名名：：      熊熊谷谷  進進／／KKUUMMAAGGAAII  SSuussuummuu  EE--mmaaiill：：  sskkuummaaggaaii@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：    

研研究究分分野野：：  金金属属工工学学，，材材料料力力学学  

キキーーワワーードド：：    

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・構構造造材材料料のの破破壊壊とと変変形形にに関関わわるるももののなならら広広範範囲囲にに対対応応ででききまますす。。  

・・他他専専門門分分野野のの教教員員とと連連携携ししてて企企業業様様ににおおけけるる振振動動問問題題のの冶冶金金的的解解決決事事例例ももあありりまますす。。  

 
研研究究内内容容：：    

 

最近の産学官連携事例 

 

みみややぎぎももののづづくくりりととままななびびののララボボ（（ｍｍ３３ララボボ））  リリーーダダーー  

 

令和２・３年度の JST 共創の場形成支援プログラムを通して得られた企業、自治体・公設試、他大学との産学官連携の

活動を継続・発展させています。学校と社会の垂直的な関係性から水平的な積み重ねの「ミルフィーユ型社会」への転

換を合言葉に、小・中学生への理科教育支援を通じた大人と子供の接点づくりやものづくりに関わる人とまちづくりに関

わる人の接点づくりといった新たな接点（交差点）をつくり出すことで破壊的なイノベーションを目指しています。 

 

現在進めている研究 

テーマ１：企企業業ととのの生生産産技技術術研研究究 

脱炭素に向けた地域の企業様の挑戦的な研究開発に補助金等の申請も含めて一緒に取り組ませていただいています

（複数同時進行中）。企業の持つ「在来シーズ」を発芽させて成長させることをモットーに、自分の専門に囚われずお手

伝いすることでこちらが日々学んでいます。 

 

テーマ２：水水素素脆脆化化 

低合金鋼、ステンレス鋼、チタン合金の中空式試験片を用いた高圧水素ガス環境力学特性評価が可能です。 

 

テーマ３：合合金金鋼鋼のの窒窒化化にに関関すするる研研究究 

プロパンガス等を用いる浸炭処理よりもはるかに脱炭素が図れる高速窒化処理に関する研究を進めています。 

 

テーマ X：たたたたらら製製鉄鉄 

奈良高専故小畠先生と奈良の江住刀匠のご指導を受け、これまでたたら製鉄を教育目的で実施してきました。 

 

本多光太郎先生の言葉にある「産産業業はは学学問問のの道道場場ででああるる」を私もモットーとして実学にまい進しています。 

 

 

  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

万万能能試試験験機機（（--110000～～225500℃℃可可変変、、中中空空式式高高圧圧ガガスス試試験験可可））  レレーーザザ加加工工機機（（IIPPGG  QQCCWW  11..55  kkWW））  

超超音音波波測測定定・・EEPPOOCCHH11000000ii((フフェェーーズズドドアアレレイイ無無、、接接触触・・水水浸浸式式有有))  窒窒化化・・焼焼入入れれ実実験験炉炉  

圧圧縮縮試試験験機機（（島島津津リリフフレレッッシシュュ済済 22000000  kkNN））  卓卓上上樹樹脂脂混混錬錬機機・・成成型型機機（（レレオオララボボ１１５５ｃｃｃｃ））  

ススガガ摩摩耗耗試試験験機機  種種々々ひひずずみみ測測定定装装置置  

レレーーザザ顕顕微微鏡鏡（（オオリリンンパパスス OOLLSS55110000））    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

シンクロ LPSO 型 Mg 合金に関する研究 

 

氏氏名名：：      今今野野  一一弥弥  ／／  KKOONNNNOO  KKaazzuuyyaa  EE--mmaaiill：：  kkaazzuuyyaa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士((工工学学))  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本金金属属学学会会  

研研究究分分野野：：  材材料料工工学学  

キキーーワワーードド：：  MMgg 合合金金、、長長周周期期積積層層構構造造、、軽軽量量構構造造材材料料、、微微細細結結晶晶構構造造、、金金属属材材料料物物性性  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・  各各種種((鋳鋳造造，，アアモモルルフファァスス，，熱熱処処理理材材))試試料料合合金金のの作作製製  

・・  微微細細組組織織観観察察  

・・  結結晶晶構構造造解解析析等等のの技技術術支支援援  

 
研研究究内内容容：：  ママググネネシシウウムム合合金金ににおおけけるる LLPPSSOO 相相形形成成メメカカニニズズムムのの解解明明  

研研究究課課題題  

 シシンンククロロ型型ママググネネシシウウムム合合金金ににおおけけるる長長周周期期積積層層((LLPPSSOO))相相のの形形

成成メメカカニニズズムムのの解解明明  

 アアルルミミニニウウムム系系アアモモルルフファァスス合合金金ににおおけけるる蓄蓄電電材材のの開開発発  

  

研研究究シシーーズズ  

11.. シシンンククロロ型型ママググネネシシウウムム合合金金ににおおけけるる長長周周期期積積層層((LLPPSSOO))相相のの形形

成成メメカカニニズズムムのの解解明明  

  MMgg にに 33dd 遷遷移移元元素素とと希希土土類類元元素素をを微微量量添添加加ししたた MMgg 合合金金はは、、組組織織

内内にに長長周周期期積積層層 ((LLPPSSOO))相相をを形形成成しし，，超超々々ジジュュララルルミミンンをを超超ええるる

661100MMPPaaのの引引張張強強度度をを有有すするる超超軽軽量量高高強強度度合合金金ととししてて知知らられれてていいるる。。

22000011 年年にに，，熊熊本本大大のの河河村村等等のの研研究究ググルルーーププにによよっってて報報告告さされれたたここのの

シシンンククロロ LLPPSSOO 型型 MMgg 合合金金はは，，添添加加元元素素がが hhccpp--MMgg のの cc 軸軸方方向向にに周周

期期的的なな濃濃化化層層をを形形成成すするる独独特特なな構構造造をを形形成成すするるここととででもも知知らられれてていい

るる。。ししかかしし，，ここれれららのの LLPPSSOO 構構造造はは，，多多くくのの新新規規構構造造がが報報告告さされれてていい

るる多多型型構構造造をを示示しし，，そそのの熱熱力力学学的的なな安安定定構構造造のの不不明明瞭瞭ささがが，，基基礎礎おお

よよびび応応用用にに対対すするる障障害害ににななっってていいたた。。我我々々のの研研究究ググルルーーププでではは 22001188

年年にに，，図図 11 にに示示ししたた MMgg--AAll--YY 合合金金ににおおいいてて，，添添加加元元素素にによよっってて形形成成

さされれるるククララススタターーがが，，MMgg 中中にに規規則則配配列列ささせせたた安安定定構構造造をを，，シシンンククロロ

LLPPSSOO 型型 MMgg 合合金金系系ででははじじめめてて見見出出ししたた。。現現在在，，LLPPSSOO 相相のの形形成成機機構構

のの解解明明にに取取りり組組んんででいいるる。。  

22.. アアルルミミニニウウムム系系アアモモルルフファァスス合合金金ににおおけけるる蓄蓄電電材材のの開開発発  

  微微量量元元素素をを含含むむアアルルミミニニウウムムののアアモモルルフファァスス合合金金はは，，陽陽極極酸酸化化処処

理理ににおおいいてて形形成成さされれるる AAll 酸酸化化物物にによよっってて，，従従来来のの固固体体蓄蓄電電材材をを大大きき

くく超超ええるる蓄蓄電電容容量量をを示示すす。。ここののアアモモルルフファァスス合合金金はは，，電電子子機機器器やや電電気気

自自動動車車のの普普及及にに伴伴いい，，次次世世代代のの固固体体蓄蓄電電材材ととししてて期期待待さされれてておおりり，，

東東北北大大のの研研究究チチーームムとと連連携携ししななががらら，，蓄蓄電電メメカカニニズズムムのの解解明明おおよよびび

蓄蓄電電特特性性のの改改善善をを目目的的ととししたた取取りり組組みみがが進進めめらられれてていいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

図図 11  MMgg--AAll--YY 合合金金中中にに形形成成ししたた新新規規規規則則構構

造造のの HHAAAADDFF--SSTTEEMM像像((図図中中のの白白点点がが，，YY

元元素素をを示示ししてておおりり，，MMgg 元元素素中中にに AAll--YY のの

微微細細ななククララススタターーがが独独特特なな規規則則配配列列構構造造

をを形形成成ししてていいるる))  

  

 提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

超超小小型型アアーークク溶溶解解装装置置((NNEEVV--AADD0033 型型))日日新新技技研研    

雰雰囲囲気気中中液液体体急急冷冷装装置置((PPQQMM--TT--2200))真真壁壁技技研研    

PPCCTT 特特性性測測定定装装置置((PP7700--0077・・PPCCTT--11SSDDWWIINN))鈴鈴木木商商館館    

高高感感度度型型示示差差走走査査熱熱量量計計((DDSSCC77002200))ＳＳＩＩＩＩ    

熱熱機機械械分分析析装装置置((TTMMAA//SSSS77110000))ＳＳＩＩＩＩ    
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

各種構造材料の破壊と変形  

 

氏氏名名：：      熊熊谷谷  進進／／KKUUMMAAGGAAII  SSuussuummuu  EE--mmaaiill：：  sskkuummaaggaaii@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：    

研研究究分分野野：：  金金属属工工学学，，材材料料力力学学  

キキーーワワーードド：：    

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・構構造造材材料料のの破破壊壊とと変変形形にに関関わわるるももののなならら広広範範囲囲にに対対応応ででききまますす。。  

・・他他専専門門分分野野のの教教員員とと連連携携ししてて企企業業様様ににおおけけるる振振動動問問題題のの冶冶金金的的解解決決事事例例ももあありりまますす。。  

 
研研究究内内容容：：    

 

最近の産学官連携事例 

 

みみややぎぎももののづづくくりりととままななびびののララボボ（（ｍｍ３３ララボボ））  リリーーダダーー  

 

令和２・３年度の JST 共創の場形成支援プログラムを通して得られた企業、自治体・公設試、他大学との産学官連携の

活動を継続・発展させています。学校と社会の垂直的な関係性から水平的な積み重ねの「ミルフィーユ型社会」への転

換を合言葉に、小・中学生への理科教育支援を通じた大人と子供の接点づくりやものづくりに関わる人とまちづくりに関

わる人の接点づくりといった新たな接点（交差点）をつくり出すことで破壊的なイノベーションを目指しています。 

 

現在進めている研究 

テーマ１：企企業業ととのの生生産産技技術術研研究究 

脱炭素に向けた地域の企業様の挑戦的な研究開発に補助金等の申請も含めて一緒に取り組ませていただいています

（複数同時進行中）。企業の持つ「在来シーズ」を発芽させて成長させることをモットーに、自分の専門に囚われずお手

伝いすることでこちらが日々学んでいます。 

 

テーマ２：水水素素脆脆化化 

低合金鋼、ステンレス鋼、チタン合金の中空式試験片を用いた高圧水素ガス環境力学特性評価が可能です。 

 

テーマ３：合合金金鋼鋼のの窒窒化化にに関関すするる研研究究 

プロパンガス等を用いる浸炭処理よりもはるかに脱炭素が図れる高速窒化処理に関する研究を進めています。 

 

テーマ X：たたたたらら製製鉄鉄 

奈良高専故小畠先生と奈良の江住刀匠のご指導を受け、これまでたたら製鉄を教育目的で実施してきました。 

 

本多光太郎先生の言葉にある「産産業業はは学学問問のの道道場場ででああるる」を私もモットーとして実学にまい進しています。 

 

 

  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

万万能能試試験験機機（（--110000～～225500℃℃可可変変、、中中空空式式高高圧圧ガガスス試試験験可可））  レレーーザザ加加工工機機（（IIPPGG  QQCCWW  11..55  kkWW））  

超超音音波波測測定定・・EEPPOOCCHH11000000ii((フフェェーーズズドドアアレレイイ無無、、接接触触・・水水浸浸式式有有))  窒窒化化・・焼焼入入れれ実実験験炉炉  

圧圧縮縮試試験験機機（（島島津津リリフフレレッッシシュュ済済 22000000  kkNN））  卓卓上上樹樹脂脂混混錬錬機機・・成成型型機機（（レレオオララボボ１１５５ｃｃｃｃ））  

ススガガ摩摩耗耗試試験験機機  種種々々ひひずずみみ測測定定装装置置  

レレーーザザ顕顕微微鏡鏡（（オオリリンンパパスス OOLLSS55110000））    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

シンクロ LPSO 型 Mg 合金に関する研究 

 

氏氏名名：：      今今野野  一一弥弥  ／／  KKOONNNNOO  KKaazzuuyyaa  EE--mmaaiill：：  kkaazzuuyyaa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士((工工学学))  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本金金属属学学会会  

研研究究分分野野：：  材材料料工工学学  

キキーーワワーードド：：  MMgg 合合金金、、長長周周期期積積層層構構造造、、軽軽量量構構造造材材料料、、微微細細結結晶晶構構造造、、金金属属材材料料物物性性  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・  各各種種((鋳鋳造造，，アアモモルルフファァスス，，熱熱処処理理材材))試試料料合合金金のの作作製製  

・・  微微細細組組織織観観察察  

・・  結結晶晶構構造造解解析析等等のの技技術術支支援援  

 
研研究究内内容容：：  ママググネネシシウウムム合合金金ににおおけけるる LLPPSSOO 相相形形成成メメカカニニズズムムのの解解明明  

研研究究課課題題  

 シシンンククロロ型型ママググネネシシウウムム合合金金ににおおけけるる長長周周期期積積層層((LLPPSSOO))相相のの形形

成成メメカカニニズズムムのの解解明明  

 アアルルミミニニウウムム系系アアモモルルフファァスス合合金金ににおおけけるる蓄蓄電電材材のの開開発発  

  

研研究究シシーーズズ  

11.. シシンンククロロ型型ママググネネシシウウムム合合金金ににおおけけるる長長周周期期積積層層((LLPPSSOO))相相のの形形

成成メメカカニニズズムムのの解解明明  

  MMgg にに 33dd 遷遷移移元元素素とと希希土土類類元元素素をを微微量量添添加加ししたた MMgg 合合金金はは、、組組織織

内内にに長長周周期期積積層層 ((LLPPSSOO))相相をを形形成成しし，，超超々々ジジュュララルルミミンンをを超超ええるる

661100MMPPaaのの引引張張強強度度をを有有すするる超超軽軽量量高高強強度度合合金金ととししてて知知らられれてていいるる。。

22000011 年年にに，，熊熊本本大大のの河河村村等等のの研研究究ググルルーーププにによよっってて報報告告さされれたたここのの

シシンンククロロ LLPPSSOO 型型 MMgg 合合金金はは，，添添加加元元素素がが hhccpp--MMgg のの cc 軸軸方方向向にに周周

期期的的なな濃濃化化層層をを形形成成すするる独独特特なな構構造造をを形形成成すするるここととででもも知知らられれてていい

るる。。ししかかしし，，ここれれららのの LLPPSSOO 構構造造はは，，多多くくのの新新規規構構造造がが報報告告さされれてていい

るる多多型型構構造造をを示示しし，，そそのの熱熱力力学学的的なな安安定定構構造造のの不不明明瞭瞭ささがが，，基基礎礎おお

よよびび応応用用にに対対すするる障障害害ににななっってていいたた。。我我々々のの研研究究ググルルーーププでではは 22001188

年年にに，，図図 11 にに示示ししたた MMgg--AAll--YY 合合金金ににおおいいてて，，添添加加元元素素にによよっってて形形成成

さされれるるククララススタターーがが，，MMgg 中中にに規規則則配配列列ささせせたた安安定定構構造造をを，，シシンンククロロ

LLPPSSOO 型型 MMgg 合合金金系系ででははじじめめてて見見出出ししたた。。現現在在，，LLPPSSOO 相相のの形形成成機機構構

のの解解明明にに取取りり組組んんででいいるる。。  

22.. アアルルミミニニウウムム系系アアモモルルフファァスス合合金金ににおおけけるる蓄蓄電電材材のの開開発発  

  微微量量元元素素をを含含むむアアルルミミニニウウムムののアアモモルルフファァスス合合金金はは，，陽陽極極酸酸化化処処

理理ににおおいいてて形形成成さされれるる AAll 酸酸化化物物にによよっってて，，従従来来のの固固体体蓄蓄電電材材をを大大きき

くく超超ええるる蓄蓄電電容容量量をを示示すす。。ここののアアモモルルフファァスス合合金金はは，，電電子子機機器器やや電電気気

自自動動車車のの普普及及にに伴伴いい，，次次世世代代のの固固体体蓄蓄電電材材ととししてて期期待待さされれてておおりり，，

東東北北大大のの研研究究チチーームムとと連連携携ししななががらら，，蓄蓄電電メメカカニニズズムムのの解解明明おおよよびび

蓄蓄電電特特性性のの改改善善をを目目的的ととししたた取取りり組組みみがが進進めめらられれてていいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

図図 11  MMgg--AAll--YY 合合金金中中にに形形成成ししたた新新規規規規則則構構

造造のの HHAAAADDFF--SSTTEEMM像像((図図中中のの白白点点がが，，YY

元元素素をを示示ししてておおりり，，MMgg 元元素素中中にに AAll--YY のの

微微細細ななククララススタターーがが独独特特なな規規則則配配列列構構造造

をを形形成成ししてていいるる))  

  

 提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

超超小小型型アアーークク溶溶解解装装置置((NNEEVV--AADD0033 型型))日日新新技技研研    

雰雰囲囲気気中中液液体体急急冷冷装装置置((PPQQMM--TT--2200))真真壁壁技技研研    

PPCCTT 特特性性測測定定装装置置((PP7700--0077・・PPCCTT--11SSDDWWIINN))鈴鈴木木商商館館    

高高感感度度型型示示差差走走査査熱熱量量計計((DDSSCC77002200))ＳＳＩＩＩＩ    

熱熱機機械械分分析析装装置置((TTMMAA//SSSS77110000))ＳＳＩＩＩＩ    
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研研究究内内容容：：    

研研究究課課題題    
●●液液晶晶性性有有機機無無機機ハハイイブブリリッッドドデデンンドドリリママーーのの創創製製  

●●量量子子ドドッットトのの三三次次元元長長周周期期配配列列形形成成にによよるる発発光光特特性性制制御御  

●●低低温温焼焼結結性性金金属属ナナノノ粒粒子子のの開開発発  

●●原原子子移移動動ララジジカカルル重重合合にによよるるポポリリママーーググララフフトト化化ナナノノ粒粒子子のの合合成成    

    

研研究究シシーーズズ  
近近年年ののナナノノテテククロロノノジジーーのの目目ままぐぐるるししいい進進歩歩にによよりり，，様様々々ななナナノノ粒粒子子やや微微粒粒子子

のの合合成成法法がが開開発発さされれ，，用用途途にに合合わわせせたた種種々々ののナナノノ粒粒子子をを簡簡易易にに調調製製すするるここととがが

ででききるるよよううににななっっててききてていいるる。。そそののよよううななナナノノ材材料料のの開開発発ににおおいいててはは，，材材料料ととそそれれ

をを取取りり巻巻くく相相ととのの接接点点ででああるる界界面面のの寄寄与与がが非非常常にに大大ききくくななりり，，表表面面保保護護層層のの性性質質

がが材材料料のの特特性性にに大大ききくく影影響響をを与与ええるる。。ししたたががっってて，，ナナノノ材材料料のの優優れれたた性性能能をを最最大大

限限にに引引きき出出すすたためめににはは，，表表面面・・界界面面のの改改質質やや構構造造化化へへのの適適切切なな設設計計とと，，そそのの精精

密密なな制制御御がが非非常常にに重重要要でであありり，，界界面面にに関関すするる幅幅広広いい知知見見がが必必要要ととななっっててききてていい

るる。。ななかかででもも，，相相反反すするる性性質質をを有有すするる有有機機材材料料とと無無機機材材料料をを複複合合化化しし，，相相乗乗的的・・  

協協奏奏的的なな機機能能をを発発現現ささせせるる""有有機機無無機機ハハイイブブリリッッドド材材料料""にに関関すするる研研究究

はは，，精精密密なな材材料料合合成成とと表表面面・・界界面面制制御御にによよるるナナノノレレベベルルででのの複複合合化化，，ささらら

にに正正確確なな機機能能予予測測がが必必要要ととななるる。。我我々々ははここれれままででにに，，液液晶晶性性をを有有すするる有有

機機デデンンドドロロンンとと球球状状無無機機ナナノノ粒粒子子のの有有機機無無機機ハハイイブブリリッッドド化化にによよりり，，デデンンドド

ロロンン由由来来のの自自己己集集合合性性ををナナノノ粒粒子子にに直直接接付付与与すするるここととでで，，自自己己組組織織的的にに

三三次次元元長長周周期期構構造造をを形形成成すするる""有有機機無無機機ハハイイブブリリッッドドデデンンドドリリママーー""のの開開

発発をを行行っっててききたた  ((FFiigg..11))。。ささららにに，，有有機機材材料料おおよよびび無無機機材材料料双双方方のの視視点点かか

らら材材料料設設計計・・精精密密合合成成すするるここととでで，，低低温温でで焼焼結結可可能能なな金金属属ナナノノ粒粒子子・・イインン  

クク  ((FFiigg..22))，，樹樹脂脂ややププララススチチッッククにに対対すするる相相溶溶性性のの高高いいポポリリママーーググララフフトト化化ナナノノ粒粒子子ななどど，，相相乗乗的的・・協協奏奏的的機機能能のの発発現現がが

可可能能なな新新規規有有機機無無機機ハハイイブブリリッッドド材材料料のの開開発発やや電電子子顕顕微微鏡鏡，，小小角角 XX 線線散散乱乱ななどどをを用用いいたたナナノノ構構造造解解析析をを行行っってていいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

新規有機無機ハイブリッドナノ材料の開発 

 

氏氏名名：：      松松原原  正正樹樹／／MMAATTSSUUBBAARRAA  MMaassaakkii  EE--mmaaiill：：  mmaattuubbaarraa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士((工工学学))    

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本化化学学会会，，ココロロイイドドおおよよびび界界面面化化学学部部会会，，ナナノノ学学会会  

研研究究分分野野：：  界界面面化化学学  

キキーーワワーードド：：  有有機機無無機機ハハイイブブリリッッドド材材料料，，無無機機ナナノノ粒粒子子，，ココロロイイドド結結晶晶，，小小角角 XX 線線散散乱乱  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・機機能能性性無無機機ナナノノ粒粒子子合合成成  

・・表表明明改改質質，，界界面面制制御御  

・・小小角角 XX 線線散散乱乱にによよるるナナノノ構構造造解解析析  

 

Fig.1 有機無機ハイブリッドデンドリマー． 

Fig.2 有機分子の熱挙動に着目した金属ナノ粒子合成． 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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研研究究内内容容：：    

研研究究課課題題    
●●液液晶晶性性有有機機無無機機ハハイイブブリリッッドドデデンンドドリリママーーのの創創製製  

●●量量子子ドドッットトのの三三次次元元長長周周期期配配列列形形成成にによよるる発発光光特特性性制制御御  

●●低低温温焼焼結結性性金金属属ナナノノ粒粒子子のの開開発発  

●●原原子子移移動動ララジジカカルル重重合合にによよるるポポリリママーーググララフフトト化化ナナノノ粒粒子子のの合合成成    

    

研研究究シシーーズズ  
近近年年ののナナノノテテククロロノノジジーーのの目目ままぐぐるるししいい進進歩歩にによよりり，，様様々々ななナナノノ粒粒子子やや微微粒粒子子

のの合合成成法法がが開開発発さされれ，，用用途途にに合合わわせせたた種種々々ののナナノノ粒粒子子をを簡簡易易にに調調製製すするるここととがが

ででききるるよよううににななっっててききてていいるる。。そそののよよううななナナノノ材材料料のの開開発発ににおおいいててはは，，材材料料ととそそれれ

をを取取りり巻巻くく相相ととのの接接点点ででああるる界界面面のの寄寄与与がが非非常常にに大大ききくくななりり，，表表面面保保護護層層のの性性質質

がが材材料料のの特特性性にに大大ききくく影影響響をを与与ええるる。。ししたたががっってて，，ナナノノ材材料料のの優優れれたた性性能能をを最最大大

限限にに引引きき出出すすたためめににはは，，表表面面・・界界面面のの改改質質やや構構造造化化へへのの適適切切なな設設計計とと，，そそのの精精

密密なな制制御御がが非非常常にに重重要要でであありり，，界界面面にに関関すするる幅幅広広いい知知見見がが必必要要ととななっっててききてていい

るる。。ななかかででもも，，相相反反すするる性性質質をを有有すするる有有機機材材料料とと無無機機材材料料をを複複合合化化しし，，相相乗乗的的・・  

協協奏奏的的なな機機能能をを発発現現ささせせるる""有有機機無無機機ハハイイブブリリッッドド材材料料""にに関関すするる研研究究

はは，，精精密密なな材材料料合合成成とと表表面面・・界界面面制制御御にによよるるナナノノレレベベルルででのの複複合合化化，，ささらら

にに正正確確なな機機能能予予測測がが必必要要ととななるる。。我我々々ははここれれままででにに，，液液晶晶性性をを有有すするる有有

機機デデンンドドロロンンとと球球状状無無機機ナナノノ粒粒子子のの有有機機無無機機ハハイイブブリリッッドド化化にによよりり，，デデンンドド

ロロンン由由来来のの自自己己集集合合性性ををナナノノ粒粒子子にに直直接接付付与与すするるここととでで，，自自己己組組織織的的にに

三三次次元元長長周周期期構構造造をを形形成成すするる""有有機機無無機機ハハイイブブリリッッドドデデンンドドリリママーー""のの開開

発発をを行行っっててききたた  ((FFiigg..11))。。ささららにに，，有有機機材材料料おおよよびび無無機機材材料料双双方方のの視視点点かか

らら材材料料設設計計・・精精密密合合成成すするるここととでで，，低低温温でで焼焼結結可可能能なな金金属属ナナノノ粒粒子子・・イインン  

クク  ((FFiigg..22))，，樹樹脂脂ややププララススチチッッククにに対対すするる相相溶溶性性のの高高いいポポリリママーーググララフフトト化化ナナノノ粒粒子子ななどど，，相相乗乗的的・・協協奏奏的的機機能能のの発発現現がが

可可能能なな新新規規有有機機無無機機ハハイイブブリリッッドド材材料料のの開開発発やや電電子子顕顕微微鏡鏡，，小小角角 XX 線線散散乱乱ななどどをを用用いいたたナナノノ構構造造解解析析をを行行っってていいるる。。  
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所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本化化学学会会，，ココロロイイドドおおよよびび界界面面化化学学部部会会，，ナナノノ学学会会  

研研究究分分野野：：  界界面面化化学学  

キキーーワワーードド：：  有有機機無無機機ハハイイブブリリッッドド材材料料，，無無機機ナナノノ粒粒子子，，ココロロイイドド結結晶晶，，小小角角 XX 線線散散乱乱  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・機機能能性性無無機機ナナノノ粒粒子子合合成成  

・・表表明明改改質質，，界界面面制制御御  

・・小小角角 XX 線線散散乱乱にによよるるナナノノ構構造造解解析析  

 

Fig.1 有機無機ハイブリッドデンドリマー． 

Fig.2 有機分子の熱挙動に着目した金属ナノ粒子合成． 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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研研究究内内容容：：    

研研究究課課題題    
●●液液晶晶性性有有機機無無機機ハハイイブブリリッッドドデデンンドドリリママーーのの創創製製  

●●量量子子ドドッットトのの三三次次元元長長周周期期配配列列形形成成にによよるる発発光光特特性性制制御御  

●●低低温温焼焼結結性性金金属属ナナノノ粒粒子子のの開開発発  

●●原原子子移移動動ララジジカカルル重重合合にによよるるポポリリママーーググララフフトト化化ナナノノ粒粒子子のの合合成成    

    

研研究究シシーーズズ  
近近年年ののナナノノテテククロロノノジジーーのの目目ままぐぐるるししいい進進歩歩にによよりり，，様様々々ななナナノノ粒粒子子やや微微粒粒子子

のの合合成成法法がが開開発発さされれ，，用用途途にに合合わわせせたた種種々々ののナナノノ粒粒子子をを簡簡易易にに調調製製すするるここととがが

ででききるるよよううににななっっててききてていいるる。。そそののよよううななナナノノ材材料料のの開開発発ににおおいいててはは，，材材料料ととそそれれ

をを取取りり巻巻くく相相ととのの接接点点ででああるる界界面面のの寄寄与与がが非非常常にに大大ききくくななりり，，表表面面保保護護層層のの性性質質

がが材材料料のの特特性性にに大大ききくく影影響響をを与与ええるる。。ししたたががっってて，，ナナノノ材材料料のの優優れれたた性性能能をを最最大大

限限にに引引きき出出すすたためめににはは，，表表面面・・界界面面のの改改質質やや構構造造化化へへのの適適切切なな設設計計とと，，そそのの精精

密密なな制制御御がが非非常常にに重重要要でであありり，，界界面面にに関関すするる幅幅広広いい知知見見がが必必要要ととななっっててききてていい

るる。。ななかかででもも，，相相反反すするる性性質質をを有有すするる有有機機材材料料とと無無機機材材料料をを複複合合化化しし，，相相乗乗的的・・  

協協奏奏的的なな機機能能をを発発現現ささせせるる""有有機機無無機機ハハイイブブリリッッドド材材料料""にに関関すするる研研究究

はは，，精精密密なな材材料料合合成成とと表表面面・・界界面面制制御御にによよるるナナノノレレベベルルででのの複複合合化化，，ささらら

にに正正確確なな機機能能予予測測がが必必要要ととななるる。。我我々々ははここれれままででにに，，液液晶晶性性をを有有すするる有有

機機デデンンドドロロンンとと球球状状無無機機ナナノノ粒粒子子のの有有機機無無機機ハハイイブブリリッッドド化化にによよりり，，デデンンドド

ロロンン由由来来のの自自己己集集合合性性ををナナノノ粒粒子子にに直直接接付付与与すするるここととでで，，自自己己組組織織的的にに

三三次次元元長長周周期期構構造造をを形形成成すするる""有有機機無無機機ハハイイブブリリッッドドデデンンドドリリママーー""のの開開

発発をを行行っっててききたた  ((FFiigg..11))。。ささららにに，，有有機機材材料料おおよよびび無無機機材材料料双双方方のの視視点点かか

らら材材料料設設計計・・精精密密合合成成すするるここととでで，，低低温温でで焼焼結結可可能能なな金金属属ナナノノ粒粒子子・・イインン  

クク  ((FFiigg..22))，，樹樹脂脂ややププララススチチッッククにに対対すするる相相溶溶性性のの高高いいポポリリママーーググララフフトト化化ナナノノ粒粒子子ななどど，，相相乗乗的的・・協協奏奏的的機機能能のの発発現現がが

可可能能なな新新規規有有機機無無機機ハハイイブブリリッッドド材材料料のの開開発発やや電電子子顕顕微微鏡鏡，，小小角角 XX 線線散散乱乱ななどどをを用用いいたたナナノノ構構造造解解析析をを行行っってていいるる。。  
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技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・機機能能性性無無機機ナナノノ粒粒子子合合成成  

・・表表明明改改質質，，界界面面制制御御  

・・小小角角 XX 線線散散乱乱にによよるるナナノノ構構造造解解析析  

 

Fig.1 有機無機ハイブリッドデンドリマー． 

Fig.2 有機分子の熱挙動に着目した金属ナノ粒子合成． 
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研研究究内内容容：：    

研研究究課課題題    
●●液液晶晶性性有有機機無無機機ハハイイブブリリッッドドデデンンドドリリママーーのの創創製製  

●●量量子子ドドッットトのの三三次次元元長長周周期期配配列列形形成成にによよるる発発光光特特性性制制御御  

●●低低温温焼焼結結性性金金属属ナナノノ粒粒子子のの開開発発  

●●原原子子移移動動ララジジカカルル重重合合にによよるるポポリリママーーググララフフトト化化ナナノノ粒粒子子のの合合成成    

    

研研究究シシーーズズ  
近近年年ののナナノノテテククロロノノジジーーのの目目ままぐぐるるししいい進進歩歩にによよりり，，様様々々ななナナノノ粒粒子子やや微微粒粒子子

のの合合成成法法がが開開発発さされれ，，用用途途にに合合わわせせたた種種々々ののナナノノ粒粒子子をを簡簡易易にに調調製製すするるここととがが

ででききるるよよううににななっっててききてていいるる。。そそののよよううななナナノノ材材料料のの開開発発ににおおいいててはは，，材材料料ととそそれれ

をを取取りり巻巻くく相相ととのの接接点点ででああるる界界面面のの寄寄与与がが非非常常にに大大ききくくななりり，，表表面面保保護護層層のの性性質質

がが材材料料のの特特性性にに大大ききくく影影響響をを与与ええるる。。ししたたががっってて，，ナナノノ材材料料のの優優れれたた性性能能をを最最大大

限限にに引引きき出出すすたためめににはは，，表表面面・・界界面面のの改改質質やや構構造造化化へへのの適適切切なな設設計計とと，，そそのの精精

密密なな制制御御がが非非常常にに重重要要でであありり，，界界面面にに関関すするる幅幅広広いい知知見見がが必必要要ととななっっててききてていい

るる。。ななかかででもも，，相相反反すするる性性質質をを有有すするる有有機機材材料料とと無無機機材材料料をを複複合合化化しし，，相相乗乗的的・・  

協協奏奏的的なな機機能能をを発発現現ささせせるる""有有機機無無機機ハハイイブブリリッッドド材材料料""にに関関すするる研研究究

はは，，精精密密なな材材料料合合成成とと表表面面・・界界面面制制御御にによよるるナナノノレレベベルルででのの複複合合化化，，ささらら

にに正正確確なな機機能能予予測測がが必必要要ととななるる。。我我々々ははここれれままででにに，，液液晶晶性性をを有有すするる有有

機機デデンンドドロロンンとと球球状状無無機機ナナノノ粒粒子子のの有有機機無無機機ハハイイブブリリッッドド化化にによよりり，，デデンンドド

ロロンン由由来来のの自自己己集集合合性性ををナナノノ粒粒子子にに直直接接付付与与すするるここととでで，，自自己己組組織織的的にに

三三次次元元長長周周期期構構造造をを形形成成すするる""有有機機無無機機ハハイイブブリリッッドドデデンンドドリリママーー""のの開開

発発をを行行っっててききたた  ((FFiigg..11))。。ささららにに，，有有機機材材料料おおよよびび無無機機材材料料双双方方のの視視点点かか

らら材材料料設設計計・・精精密密合合成成すするるここととでで，，低低温温でで焼焼結結可可能能なな金金属属ナナノノ粒粒子子・・イインン  

クク  ((FFiigg..22))，，樹樹脂脂ややププララススチチッッククにに対対すするる相相溶溶性性のの高高いいポポリリママーーググララフフトト化化ナナノノ粒粒子子ななどど，，相相乗乗的的・・協協奏奏的的機機能能のの発発現現がが

可可能能なな新新規規有有機機無無機機ハハイイブブリリッッドド材材料料のの開開発発やや電電子子顕顕微微鏡鏡，，小小角角 XX 線線散散乱乱ななどどをを用用いいたたナナノノ構構造造解解析析をを行行っってていいるる。。  
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Fig.1 有機無機ハイブリッドデンドリマー． 

Fig.2 有機分子の熱挙動に着目した金属ナノ粒子合成． 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

材
料
工
学

工

学

－　98　－



  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：持続可能なエネルギーの利用に向けた 
材料の開発 
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研研究究シシーーズズ  

  環境を守りながらエネルギーを効率的に使用することが解決すべき社会の問題となっている。本研究では問題の解決

のために、軽元素を含む超伝導体の開発と Pb フリーのペロブスカイト型太陽電池の開発に取り組んでいる。 

 超伝導体は超伝導転移温度以下で、電気抵抗がゼロになる性質をもっており電気を損失なく運ぶことができるとされ

ている。現在、普及に至っていないのは超伝導転移温度が極低温のためであり、その向上が大きな課題である。1 つの

指針として軽元素を含む物質であれば超伝導転移温度が向上すると考えられており、中でも水素の金属化に成功すれ

ば室温にも到達するとの試算もある。しかし、水素の金属化は高圧などの技術的な問題があるため難しい。そこで、水

素を含んだ物質を合成し、超伝導化した際の水素の影響などを調べ疑似的な水素の金属化を試みている。 

  太陽電池は再生可能エネルギーとして注目されており、次世代を担うエネルギー源として期待されている。中でも、ペ

ロブスカイト型太陽電池はその製造過程や変換効率の点で有望視されている。ペロブスカイト型太陽電池は

MAPbX3(MA：メチルアンモニウム、X：ハロゲン)を母材とすることが多いが環境に有害である Pb を含んでいるという問題

点がある。そこで、Pb に変わる元素(Sn など)で太陽電池としての性能がどの程度変化するのか、より安全な代替元素

がないかを調査している。 
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使用して組織解析を行うことにより高強度化メカニズム解析や合金設計を行っています。 

  

 

図 1 熱間圧延した生体用 Co−Cr 合金の機械的特性 (M.Mori et al., Acta Bio. 29(2015)215−224 より引用) 
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研研究究シシーーズズ  

  環境を守りながらエネルギーを効率的に使用することが解決すべき社会の問題となっている。本研究では問題の解決

のために、軽元素を含む超伝導体の開発と Pb フリーのペロブスカイト型太陽電池の開発に取り組んでいる。 

 超伝導体は超伝導転移温度以下で、電気抵抗がゼロになる性質をもっており電気を損失なく運ぶことができるとされ

ている。現在、普及に至っていないのは超伝導転移温度が極低温のためであり、その向上が大きな課題である。1 つの

指針として軽元素を含む物質であれば超伝導転移温度が向上すると考えられており、中でも水素の金属化に成功すれ

ば室温にも到達するとの試算もある。しかし、水素の金属化は高圧などの技術的な問題があるため難しい。そこで、水

素を含んだ物質を合成し、超伝導化した際の水素の影響などを調べ疑似的な水素の金属化を試みている。 

  太陽電池は再生可能エネルギーとして注目されており、次世代を担うエネルギー源として期待されている。中でも、ペ

ロブスカイト型太陽電池はその製造過程や変換効率の点で有望視されている。ペロブスカイト型太陽電池は

MAPbX3(MA：メチルアンモニウム、X：ハロゲン)を母材とすることが多いが環境に有害である Pb を含んでいるという問題

点がある。そこで、Pb に変わる元素(Sn など)で太陽電池としての性能がどの程度変化するのか、より安全な代替元素

がないかを調査している。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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研研究究内内容容：：    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

研研究究課課題題  

●歩行者用信号機の灯色状態自動判別・通知 

●横断歩道での直進歩行誘導 

研研究究シシーーズズ  

●視覚障害者のための道路横断支援機器の開発 

本研究は，音響信号機が設備されていない交差点，または歩車分離式の交差

点において，視覚に障害のある人が道路を横断しようとするときに，対岸の歩行者

用信号機の色を判別し，渡り始めるタイミングや横断歩道内で直進すべき方向など

の情報を，振動や音声によって通知し，視覚障害者の安全な横断を補助する機器

の開発を目的としています。 

視覚障害者が道路を渡ろうと横断歩道に正対して立ったとき，および横断歩道

を渡っているときに，風景中にある歩行者用信号機を見つける手法を，機械学習を

用いて開発しました。図 1 に目的とする装置のイメージを示します。また，見つかっ

た信号機の位置から，青灯器および赤灯器の中心位置を求め，その画素の輝度

値の時間変化を調べ，それらの強弱の比較により信号機の色を判別する手法を開

発しました。図 2 に，信号機領域の左上隅座標と各灯器中心の座標との関係を，

図 3 に，実際の歩行者用信号機における各灯器中心輝度値の時間変化を画像計

測した例をそれぞれ示します。 

現在は，信号機の画像中の位置座標と幅ピクセル数とから，対岸の到達領域の

幅を決定し，対岸まで車道にはみ出さずに直進歩行できるように誘導する手法の

開発に取り組んでいます。また，開発した手法をスマートフォン（iOS，Android）に

移植し，実地テストにより実用性の評価をおこなっています。 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

視覚障害者の安全な道路横断支援 

 

氏氏名名：：      佐佐藤藤  隆隆／／SSAATTOO  TTaakkaasshhii  EE--mmaaiill：：  ttaakkssaattoo@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（情情報報科科学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  情情報報処処理理学学会会  

研研究究分分野野：：  人人間間医医工工学学  

キキーーワワーードド：：  ココンンピピュューータタビビジジョョンン，，視視覚覚障障害害者者支支援援，，機機械械学学習習  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

（（提提供供可可能能技技術術））  

・・iiOOSS，，おおよよびび AAnnddrrooiidd 向向けけ歩歩行行者者用用信信号号機機検検出出・・色色判判別別・・通通知知アアププリリ  

・・ブブーースステティィンンググ手手法法をを用用いいたた機機械械学学習習技技術術  

 

図１ 目的とする機器のイメージ 

図 2 灯器中心座標の算出 

図 3 灯器中心輝度の時間変化 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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研研究究内内容容：：    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

研研究究課課題題  

●歩行者用信号機の灯色状態自動判別・通知 

●横断歩道での直進歩行誘導 

研研究究シシーーズズ  

●視覚障害者のための道路横断支援機器の開発 

本研究は，音響信号機が設備されていない交差点，または歩車分離式の交差

点において，視覚に障害のある人が道路を横断しようとするときに，対岸の歩行者

用信号機の色を判別し，渡り始めるタイミングや横断歩道内で直進すべき方向など

の情報を，振動や音声によって通知し，視覚障害者の安全な横断を補助する機器

の開発を目的としています。 

視覚障害者が道路を渡ろうと横断歩道に正対して立ったとき，および横断歩道

を渡っているときに，風景中にある歩行者用信号機を見つける手法を，機械学習を

用いて開発しました。図 1 に目的とする装置のイメージを示します。また，見つかっ

た信号機の位置から，青灯器および赤灯器の中心位置を求め，その画素の輝度

値の時間変化を調べ，それらの強弱の比較により信号機の色を判別する手法を開

発しました。図 2 に，信号機領域の左上隅座標と各灯器中心の座標との関係を，

図 3 に，実際の歩行者用信号機における各灯器中心輝度値の時間変化を画像計

測した例をそれぞれ示します。 

現在は，信号機の画像中の位置座標と幅ピクセル数とから，対岸の到達領域の

幅を決定し，対岸まで車道にはみ出さずに直進歩行できるように誘導する手法の

開発に取り組んでいます。また，開発した手法をスマートフォン（iOS，Android）に

移植し，実地テストにより実用性の評価をおこなっています。 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

視覚障害者の安全な道路横断支援 

 

氏氏名名：：      佐佐藤藤  隆隆／／SSAATTOO  TTaakkaasshhii  EE--mmaaiill：：  ttaakkssaattoo@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（情情報報科科学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  情情報報処処理理学学会会  

研研究究分分野野：：  人人間間医医工工学学  

キキーーワワーードド：：  ココンンピピュューータタビビジジョョンン，，視視覚覚障障害害者者支支援援，，機機械械学学習習  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

（（提提供供可可能能技技術術））  

・・iiOOSS，，おおよよびび AAnnddrrooiidd 向向けけ歩歩行行者者用用信信号号機機検検出出・・色色判判別別・・通通知知アアププリリ  

・・ブブーースステティィンンググ手手法法をを用用いいたた機機械械学学習習技技術術  

 

図１ 目的とする機器のイメージ 

図 2 灯器中心座標の算出 

図 3 灯器中心輝度の時間変化 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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研研究究内内容容：：    

【【分分光光イイメメーージジンンググ用用  液液晶晶波波長長可可変変フフィィルルタタ】】  
近年，分光イメージング（対象物の分光画像情報を取得，

解析する技術）が多分野で注目を集めており，小型，簡便，

高品位な分光イメージング用波長可変フィルタが強く要求さ

れている。従来は，特定波長しか選択できず，機械的動作が

必要なため，サイズ，精度，測定時間で問題を有していた。 

これに対し，電気的な制御で任意に透過波長を選択でき，

多多数数のの波波長長のの分分光光画画像像をを高高速速・・高高精精度度でで抽抽出出すするるここととをを可可

能能とする「「液液晶晶波波長長可可変変フフィィルルタタ」」について，適用分野でのニ

ーズに合わせた最適な特性を実現する，高高品品位位液液晶晶波波長長可可

変変フフィィルルタタをを研研究究開開発発しし，，実実用用化化ししたた。。（（複複数数特特許許  出出願願済済））  

  

  

  

  

  

  

  

図 1 分光イメージング  図 2 企業と共同開発したシステム 

＜＜実実用用化化例例＞＞  

航航空空宇宇宙宙分分野野  

超超小小型型人人工工衛衛星星へへのの搭搭載載，，地地球球観観測測にに適適用用  

農農林林水水産産分分野野  

ドドロローーンン搭搭載載にによよるる圃圃場場生生育育分分布布，，樹樹種種分分布布解解析析  

野野菜菜・・果果実実・・穀穀物物  のの  水水分分・・糖糖度度・・特特徴徴成成分分  分分布布解解析析  

医医療療、、ババイイオオ分分野野  

医医療療用用蛍蛍光光分分析析装装置置へへのの適適用用  

＜＜更更ななるる応応用用分分野野＞＞  

・・工工業業分分野野  （（検検査査装装置置  等等）），，食食品品分分野野（（食食品品検検査査  等等））  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

【【AAddddrreessssaabbllee  SSccrreeeenn  PPrroojjeecctt】】  
  ～～自自由由にに動動くく物物体体へへののリリアアルルタタイイムム映映像像投投影影技技術術～～  

複数の大学・企業とコンソーシアムを構築して，動動くく物物体体にに

歪歪みみななくくリリアアルルタタイイムムでで映映像像をを投投影影すするる技技術術をを開開発発しし，，実実用用

化化をを推推進進ししてていいるる。。（（複複数数特特許許  出出願願済済））  

  

  

  

  

  

  

図 3 動くカードへの映像投影  図 4 大阪科学技術館 展示 

＜＜実実用用化化例例＞＞          科科学学館館ででのの常常設設展展示示（（仙仙台台，，大大阪阪））  

＜＜更更ななるる応応用用分分野野＞＞  アアミミュューーズズメメンントト・・広広告告分分野野    

----------------------------------------------------------------------------------------------------  

【【微微小小光光学学制制御御にによよるる、、高高輝輝度度  曲曲面面ススククリリーーンン】】  
微小構造について最適設計を行うことにより，狙狙っったた方方向向

とと範範囲囲にに高高輝輝度度でで光光をを返返すす曲曲面面ススククリリーーンンについて研究開

発を進めている。（（複複数数特特許許  出出願願済済））  

＜＜応応用用分分野野＞＞  

自自動動車車分分野野  AA ピピララーー（（曲曲面面））へへのの設設置置，，映映像像投投影影，，AARR 化化  

  

  

  

  

  

  

図 5 A ピラー設置，疑似透明化  図 6 開発した高輝度 

                          曲面スクリーン 

  

  

    

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

紫紫外外可可視視近近赤赤外外分分光光光光度度計計・・VV--667700  ((日日本本分分光光株株式式会会社社製製))    

    

    

    

    

  

  

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：光を応用した、新たな光学デバイス・ 
光学システムの研究開発・実用化 

 

氏氏名名：：      若若生生  一一広広／／WWAAKKOO  KKaazzuuhhiirroo  EE--mmaaiill：：  wwaakkoo@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
SSoocciieettyy  ffoorr  IInnffoorrmmaattiioonn  DDiissppllaayy,,  日日本本液液晶晶学学会会,,  応応用用物物理理学学会会,,    

映映像像情情報報メメデディィアア学学会会  

研研究究分分野野：：  電電気気電電子子工工学学,,  応応用用物物理理工工学学  

キキーーワワーードド：：  光光制制御御,,  応応用用光光学学,,  光光学学デデババイイスス,,  偏偏光光,,  分分光光,,  液液晶晶,,  リリモモーートトセセンンシシンンググ,,  LLEEDD,,  デディィススププレレイイ  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・分分光光解解析析技技術術（（紫紫外外～～可可視視～～近近赤赤外外））  

・・光光学学設設計計,,  評評価価技技術術,,  デディィススププレレイイ設設計計・・評評価価全全般般  
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研研究究内内容容：：    

【【分分光光イイメメーージジンンググ用用  液液晶晶波波長長可可変変フフィィルルタタ】】  
近年，分光イメージング（対象物の分光画像情報を取得，

解析する技術）が多分野で注目を集めており，小型，簡便，

高品位な分光イメージング用波長可変フィルタが強く要求さ

れている。従来は，特定波長しか選択できず，機械的動作が

必要なため，サイズ，精度，測定時間で問題を有していた。 

これに対し，電気的な制御で任意に透過波長を選択でき，

多多数数のの波波長長のの分分光光画画像像をを高高速速・・高高精精度度でで抽抽出出すするるここととをを可可

能能とする「「液液晶晶波波長長可可変変フフィィルルタタ」」について，適用分野でのニ

ーズに合わせた最適な特性を実現する，高高品品位位液液晶晶波波長長可可

変変フフィィルルタタをを研研究究開開発発しし，，実実用用化化ししたた。。（（複複数数特特許許  出出願願済済））  

  

  

  

  

  

  

  

図 1 分光イメージング  図 2 企業と共同開発したシステム 

＜＜実実用用化化例例＞＞  

航航空空宇宇宙宙分分野野  

超超小小型型人人工工衛衛星星へへのの搭搭載載，，地地球球観観測測にに適適用用  

農農林林水水産産分分野野  

ドドロローーンン搭搭載載にによよるる圃圃場場生生育育分分布布，，樹樹種種分分布布解解析析  

野野菜菜・・果果実実・・穀穀物物  のの  水水分分・・糖糖度度・・特特徴徴成成分分  分分布布解解析析  

医医療療、、ババイイオオ分分野野  

医医療療用用蛍蛍光光分分析析装装置置へへのの適適用用  

＜＜更更ななるる応応用用分分野野＞＞  

・・工工業業分分野野  （（検検査査装装置置  等等）），，食食品品分分野野（（食食品品検検査査  等等））  
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図 3 動くカードへの映像投影  図 4 大阪科学技術館 展示 

＜＜実実用用化化例例＞＞          科科学学館館ででのの常常設設展展示示（（仙仙台台，，大大阪阪））  
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微小構造について最適設計を行うことにより，狙狙っったた方方向向

とと範範囲囲にに高高輝輝度度でで光光をを返返すす曲曲面面ススククリリーーンンについて研究開

発を進めている。（（複複数数特特許許  出出願願済済））  

＜＜応応用用分分野野＞＞  

自自動動車車分分野野  AA ピピララーー（（曲曲面面））へへのの設設置置，，映映像像投投影影，，AARR 化化  

  

  

  

  

  

  

図 5 A ピラー設置，疑似透明化  図 6 開発した高輝度 

                          曲面スクリーン 
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名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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氏氏名名：：      若若生生  一一広広／／WWAAKKOO  KKaazzuuhhiirroo  EE--mmaaiill：：  wwaakkoo@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
SSoocciieettyy  ffoorr  IInnffoorrmmaattiioonn  DDiissppllaayy,,  日日本本液液晶晶学学会会,,  応応用用物物理理学学会会,,    

映映像像情情報報メメデディィアア学学会会  

研研究究分分野野：：  電電気気電電子子工工学学,,  応応用用物物理理工工学学  

キキーーワワーードド：：  光光制制御御,,  応応用用光光学学,,  光光学学デデババイイスス,,  偏偏光光,,  分分光光,,  液液晶晶,,  リリモモーートトセセンンシシンンググ,,  LLEEDD,,  デディィススププレレイイ  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・分分光光解解析析技技術術（（紫紫外外～～可可視視～～近近赤赤外外））  

・・光光学学設設計計,,  評評価価技技術術,,  デディィススププレレイイ設設計計・・評評価価全全般般  
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研研究究タタイイトトルル：：ソフトマターのレオロジー測定と流動に
伴う構造変化の解明  
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職職名名：：  助助教教  学学位位：：  博博士士((工工学学))  

所所属属学学会会・・協協会会：：  （（一一社社））日日本本レレオオロロジジーー学学会会  

研研究究分分野野：：  流流体体工工学学  

キキーーワワーードド：：  レレオオロロジジーー，，ソソフフトトママタターー，，降降伏伏挙挙動動，，粘粘弾弾性性  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・ソソフフトトママタターーののレレオオロロジジーー測測定定技技術術相相談談  

・・レレーーザザーー等等をを用用いいたた流流動動中中ののササンンププルル観観察察技技術術にに関関すするる相相談談  

・・粘粘弾弾性性流流体体ののデデーータタ解解析析  

 
研研究究内内容容：：    

○○研研究究課課題題  

・・ココロロイイドドゲゲルルのの流流動動にに伴伴うう降降伏伏挙挙動動のの解解明明  

・・セセルルロローーススナナノノフファァイイババーーのの水水系系製製品品のの一一般般化化にに向向けけたた基基礎礎研研究究  

・・ソソフフトトママタターーのの粘粘弾弾性性解解明明ののたためめのの測測定定技技術術開開発発  

  

○○研研究究シシーーズズ  

コロイドゲルや高分子などのソフトマターは固体としての弾性的な性質と液体としての粘性的な性質を併せ持つ物質

である。液中に分散している粒子の結合や繊維同士の絡み合いによる構造など，分子サイズよりも大きな構造を有する

サンプルが多い。静置時には重力下でも形を保つ程度の強度をもつが，ある一定以上の力が加わることによりその形

状が崩れ流動し始める，いわゆる金属材料の降伏挙動に近い性質を示すサンプルを主な研究対象としている。(Fig.1) 

ソフトマターの降伏挙動発生のメカニズム解明のため，応力増加試験を実施した。応力を 0 から任意の値まで一定の

割合で増加させたところ，応力ひずみ線図において低応力域では傾きは弾性体と同様にほぼ 1 を示すが，ある応力を

超えると急激にひずみが増加する，降伏的な挙動が見られた。さらに降伏発生後に流動を続けるともう一度降伏的な挙

動が発生することがわかった。さらに，レオロジー測定と同時に光学異方性の計測を実施したところ，降伏時に内部構

造が流動方向に配向したことを示唆する流動複屈折の数値の変化が見られた。 
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名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

Fig.2 降伏挙動の測定 Fig.3 内部構造変化の数値化 Fig.1 固体から液体への遷移 
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共同
研究

民間企業等が研究テーマを設定しそのテーマを本校へ委託するとともにその研究費を負担し、本校は公
務として研究を行いその研究結果を委託者へ報告する制度です (研究員の派遣ではありません)。この
制度は高専が教育研究の成果を機構以外機関等へ還元する上で主要な方策の一つになっています。

民間企業等における技術的な問題を解決するため、本校の有する研究成果や技術的知識を広く活用し、
技術的問題解決に向けての支援、及び相互の研究開発等の活性化を図るための技術指導・助言や情報交
換を行います。

仙台高等専門学校

技術
相談

本校が民間企業等から研究者と研究経費を受入れて、双方が共通のテーマをもとに対等の立場で共同し
て研究を進めるものです。それぞれの長所を生かし密度の濃い研究を行うことにより、独創的な応用開
発の成果が期待できます。

受託
研究

1.お申込み

2.契約締結

3.研究費・試験料
お支払い

実 施

1.お申込み

2.適任教員の
探索・紹介

3.教員へ直接ご相談
（1回目は無料）

問題解決、または2回目の相
談や共同研究へ

技術相談

共同研究・受託研究

技術相談に関するお問合せ先

共同研究・受託研究・受託試験に
関するお問合せ先

（広瀬キャンパス）
企画室 企画運営係

〒989-3128
仙台市青葉区愛子中央4-16-1

TEL 022-391-5506
FAX 022-391-6144

Mail  kikaku2@sendai-nct.ac.jp

（名取キャンパス）
企画室 研究支援係

〒981-1239
名取市愛島塩手字野田山48

TEL 022-381-0252
FAX 022-381-0249 

Mail  kikaku1@sendai-nct.ac.jp

企画室 連携・国際交流係
〒981-1239

名取市愛島塩手字野田山48
TEL 022-381-0257
FAX 022-381-0249

Mail renkei@sendai-nct.ac.jp

技術相談・共同研究・受託研究について

民間企業･研究機関
公的機関･大学等

うまく行かない･･･

時間がかかる･･･

あの先生と一緒に研
究を進めたい！

分析可能な機器がな
いため、代わりにお
願いしたい！
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アクセスマップ

発 行 令和 5  年 3  月
発行者 仙台高等専門学校

<  窓 口 ＞
仙台高等専門学校 企画室

〒981－1239 名取市愛島塩手字野田山48番地
TEL 022-381-0257 FAX 022-381-0249
e-mail : shitsu-kikaku@sendai-nct.ac.jp 

名取キャンパス（旧宮城工業高専門等学校）

■JR 利用の場合

〇JR仙台駅から東北本線・常磐線・阿武隈急行線・仙台空港アクセス線に

乗車約12分
〇JR名取駅下車、バス約5分、徒歩約25分

■名取市バス「なとりん号」利用の場合

〇名取駅西口のりばから、県立がんセンター線に乗車約5分、「仙台高

専名取キャンパス前」下車、徒歩5分

■車 利用の場合

〇東北道仙台南ICから約10ｋｍ約20分
〇仙台空港から約10ｋｍ約15分

■航空機 利用の場合

〇仙台空港から名取駅までは、仙台空港アクセス鉄道で、約10分。名取

駅からは、徒歩もしくは名取市バス「なとりん号」をご利用ください。
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